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昭和 49年 1月 から昭和 50年 3月 まで、建設省四国地方建設局の委託を受けて、国道 11

号線バイ′くス、松山東道路新設工事に伴 う事前発掘調査が行われ、既に概報であらましの

報告がなされているところでありますが、各界から待望されていた道路も数年前から供用

が開始されております。

今回の報告は、先の概報に続 くものとして、補完並びに未報告分を収めていますが、資

料が膨大なため 2次に分け、前期分として刊行するものであります。

この国道 11号線バイパスは、この調査に引き続き県の埋蔵文化財センターの手によって

松山平野の東部地域を横断する形で調査が行われ、温泉郡重信町まで延びています。これ

らの報告書 とあわせご利用いただければ、当平野の古代史解明に大きく貢献するものと思

われます。

本調査に御協力をいただきました関係各機関並びに関係各位に心より感謝を申し上げます

とともに、本書が学術、教育の分野において広 く活用され、埋蔵文化財によリー層の御理

解を賜 りますようお願いを申し上げる次第でございます。

昭和 59年 3月 31日

松山市教育委員会

教育長 西 原 多喜男
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本書は国道 11号線バイパスエ事に伴い、建設省四国地方建設局の委託を受けて、松山

市教育委員会が、昭和 49年 1月 から昭和 49年 8月 31日 までに実施した発掘調査報告

書である。なお昭和 50年 3月 31日 の発掘調査概報を補足するものである。

本調査は中村町 1丁 目から北久米町にいたる 2,56 kmの道路予定地内の調査の内、福

青寺町より北久米町間の遺跡調査をまとめたものである。

本書の執筆は主に森光晴 (松山市立勝山中学校教論)が担当し、木器の一部について

は、奈良国立文化財研究所技官黒崎直 (現文化庁調査官)の執筆をもって充当した。

本語の作成にあたっては、上記の執筆者のほか木器の一部の実測については、奈良国

立文化財研究所の協力を得た。また遺構、遺物の実測には大山正風 (松山市立内宮中

学校教諭)を はじめ、山本忠尚、岩本正三、西尾幸則、池田学、松村淳、越智武志、

沖野新一、仙波五月、仙波千春の楊力を得ており、遺物、遺構の写真撮影は、西尾幸

則の協力を基本として、本報告書を作成し、遺物、遺構の実測、製図を最終的に森光

時が補足し作成した。

本書に記載された、出土遺物及び、遺構実測図及び、その他の資料一切は、古照資料

館に展示公開と保存がなされている。
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I

自然的環境

自然的環境及び歴史的環境

四国山地を南東に、高縄山地を北東に仰 ぎ、西方に瀬戸内海を望む松山平野 (道後平野 )

は、古 くは伊予川 (重信川)と 石手川の二大河川の活動により形成された沖積平野である。

両河川は共に水流は速 く、平時は水量 も少な く、河床を現 し河原を呈 している。だが一度雨

をみれば流れは、川岸を穿ち、しばしば氾濫を繰 り返 している。いわゆる両河川は荒川であ

る。

現在は、高縄山地に水源を発する石手川は、濤辺付近で西流 し、下流の出合で、四国山地

の霊峰石鎚山に水源を発した重信川 と合流 して瀬戸内海の伊予灘に流入 しているが、古 くは

共に独立河川 として、開析谷を形成 しながら山麓地帯では扇状地を形成 し、また扇状地を回

春 しては、下流に沖積地を形成 していった。

これ ら二大河川の旧河道を、古地図より考察するならば、共に流路を幾度か変遷 したもの

と考察 される。石手川では岩堰の岩盤の妨げにより、河道は左右に流路を変えて西流 し、開

析活動を繰 り返 しているが、江戸時代の勝山独立丘陵に平山城を築 き、城下町の形成にあた

り、足立重信による大規模工事により、石手川は岩堰の岩盤を穿ち今 日の石手川を、また伊

予川の堤防を補強し、下流地帯の安全 と水の確保 とい う一大工事がなされ、彼の功績をたた

え伊予川は、重信川と呼ばれるにいたった。

さらに重信川の支流には、内川、小野川、前川、川付川等があ り、これらの諸河川は共に

北東部の高縄山系の南麓地帯の舌状に広がる洪積台地を開析 してお り、台地の西端部に天山、

星ノ岡、東山、土甕山の残丘 (伊 予の香具山)がある。

歴史的環境

鳥足状に発達 した、川付川、前川、内川、小野川は開折作用 (活動)を繰 り返 し現在に至

り、高縄山系の南麓地帯の舌状台地をはじめ、小河川の織 りなす大小の河岸段丘を形成 して

いるが、 これ等河岸段丘の形成 された地域一帯は、早 くより古代人の安住の地 として、広 く

活用 され′た地域でもある。

これ らの地域における生活遺構をはじめ、生産遺構や、祭祀遺構、また墓域等の調査が 日

一 日と進め られ、やがては松山平野の全貌が解明される日も近い。特に松山平野の東部地域

は、国道 11号線バイパスエ事 として帯状に横断する形 とな り、これらの工事により大 きく古

代丈への解明がなされよう。

とりわけ予定地は、前述するごとく、二大河川に狡まれた地域を諸小河川が 50m～ 150m
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間隔でやや平行して西流 し、天山の独立丘陵付近で一部は合流 し、また残る河川も僅かに西

流 して石手川及び重信川に合流する。 これらの小河川 もまた数条の支流を合わせ流れている

ところから、諸河川の開析活動により洪積台地は小さく縦断され起伏の豊かな地形 とな り、

これ らの小規模な洪積台地に亥」まれた平担面には、大小さまざまの集落が形成され、またあ

るときは、田畑 として利用されたものと推察 される。 さらに台地の起伏に加えて、平野部中

央に点在する独立丘陵は、かつては、天山独立丘陵の連山の外に、石手川南岸地帯には、小

隆起をする丘陵が点在 したが、今は石手川の堤防工事により消滅 した。(素鵞小学校付近 と紙

園町素鵞神社付近)こ れらの丘陵の南面に指呼の間に点在するのが、天山の独立丘陵である。

この地域一帯こそ古 くより、自然の恵み豊かな安住の地 として活用され、現在 これ ら舌状

台地上に知 られる遺跡は多 く、縄文時代の遺物を包含する地域 としては、久米山田池周辺地

をはじめ、天山星ノ岡丘陵があ り、縄文時代以前の遺物 も五郎兵衛谷遺跡や天山遺跡、小坂

釜 ノロ遺跡に出土 している。続 く弥生時代の遺跡は実に多 く、しかも方生前期 としては、久

米高畑遺跡や来住V遺跡、東石井 (今在家)遺跡があ り、弥生中期の遺跡では、来住廃寺跡

遺跡、来住 1、 2、 3、 4遺跡の外、久米窪田遺跡、鷹 ノ子遺跡、天山遺跡、星ノ岡遺跡、

東本 I遺跡、中村町 I遺跡等が群集する。また弥生後期の遺跡 としては、小坂釜 ノロ遺跡、

末睦遺跡、中村町Ⅱ遺跡、天山北遺跡、浮穴小学校遺跡、来住廃寺跡遺跡、桑原高井遺跡、

東本 H遺跡等枚挙にいとまがない程に各遺跡は重複、または過密化 している。 この重複 と過

密化は時代 と共に加速度的に増加している。いいかえれば特に弥生～古墳～歴史時代におけ

る埋蔵文化財の豊庫でもある。中でも弥生時代前期の甕棺を出上 した東石井小学校遺跡をは

じめ、古墳時代の前方後円墳が 6世紀初頭か 5世紀末に位置付けされる、経石山古墳をはじ

め、三島神社古墳、東山神社古墳、星 ノ岡古墳、消滅 した双子塚古墳、また 6世紀終末か 7

世紀初頭 と推定される波賀部大塚古墳が点在 して造営 されている。なかでも北久米に後円部

のみを現存する桜塚古墳は王冠を出土 した と伝えられるものであ り、前方部に埴輪列 (農免

道路工事中確認)が配置 されていた。 さらに歴史時代の代表 とされるもので、氏寺 と見 られ

る来住廃寺跡は、回廊をもつ法隆寺式伽藍配置 として国指定の史跡 とされた。 この寺院の東

方 200mには郡衝 と推定される遺跡があ り、数個の木簡をはじめ、須恵器製造時の叩きしめ

工具等 も出土 している。これ等の外に中村廃寺や中ノ子廃寺跡が工事予定地より僅かに離れ

て点在する。

その外に生産遺構 としては、来住Ⅲ遺跡 よリパン小麦 2粒の検出がなされ、弥生中期の上

器包含層 と帰一するもので、弥生時代での畑作農耕が確認され、また来住 I遺跡では弥生後

期から古墳時代初期 と推定 される水田遺構が検出されている。

またこの台地を取 りまく、周辺部の低位山稜地帯及び丘陵部には、低地の生活舞台に対 し

て、聖域 としての墳墓や、祭祀的な行事を行った遺跡、須恵器の生産跡等が群集 している。

ちなみに列挙すれば、 5世紀の群集墳であるお茶屋台遺跡をはじめ東野、畑寺、山田池、芝
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第 1図 遺跡の分布図
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ケ峠、天山、東山、星ノ岡、久米大池、今吉、かいなご、駄場、播磨塚等が、それぞれに群

集する古墳時代後期古墳群をなしている。

これら埋蔵文化財の豊庫 としての久米地区は、古くは日本書紀に伊余国造が任命され、続

いて国造本記では、応神天皇の御代に久味国造、小市国造、怒麻国造、風速国造が任命され

たとあり、伊与主命による久r/kの統治がなされた。久味とは今の久米地区あたりをさすもの

と推定される。

Ⅱ 調査の方法 と経緯

松山市東道路予定地及び国道 11号バイパス道路予定地の内松末町～北久米町農免道路に

至る間の遺跡確認調査を、建設省松山工事事務所との立ち会いで行い、発掘調査可能な場所

と地表面に現われている遺物の採集を行い、さらに下記の確認調査を実施した。

確認調査の方法

／
４

　

　

ロ

対象地全域の予備調査として関係機関と共に踏査。

遺物の散布地点については、ボーリング調査を 1× lm
リング調査の結果により、遺構の確認を深めるため、 ト

で実施 した。散布状況 とボー

レンチ調査を実施 した。

トレンチ掘 りによる遺構の確認

前項イ、口の実施により、 トレンチを工事予定地の両側端に幅 60× 深さ80 cm(深度は遺

構 との関係により上下 した)の濤をいれ、その濤に見 られた土質の変化する状態を通 じて、

遺構が存在するか否かを調査検討を行った。なお トレンチ掘 りは、 1月 より3月 まで実施 し

4月 よりの発掘調査への手がか りとした。以上の調査により、第 1図 に示す地域は遺構へと

発展する可能性のある地域であると断定 した。 これらの地域をそれぞれに区画名を付し、発

掘調査実施へのグリッド構成を行った。

イ。中村町 1丁 目と2丁 目、弥生中期後半から後期にかけての集落跡 と後世の墳墓地

口.小坂町 2丁 目、 3丁 目、弥生後期から古墳時代の集落と生産遺構

ハ.枝松町 5丁 目、 6丁 目、古墳時代の集落跡 (特に掘立柱建物遺構 )

二.福音寺町 ○河岸段丘上には歴史時代の遺構 (掘立柱建物遺構と墳墓)

○川付川河岸流域では、護岸遺構としての生産遺構と、河川の開

析作用による浮遊遺物

○筋違 (す じかい)地域では集落跡及び墳墓 (祭祀遺構)

ホ.星 岡 町      秀生時代の終末から古墳時代の集落跡及び墳墓
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へ.北久米町      弥生時代の終末期から古墳時代の集落跡と墳墓

卜.そ の 他      道路工事予定地内に点在する塚と無縁墓地 (近世)

3 グリッドの設定

発掘地区はすべて、グ リッドを組み基準はすべて磁北においた。グ リッドは 1区画を 5×

5mと して構成 したが、すべて表土 (耕作土)の排除後に区画 しポイン ト打ちを行った。

表土の排除作業は、事前の トレンチ調査により確認している層序を基準 として、ハン ドドー

ザーを使用してその効率を計った。

トレンチ調査 と平行 して調査を実施 したものに塚の調査がある。グ リッドは トレンチ調査

の結果に従っての設定であるが、発掘調査名はできうる限 り各地域での小学名 (ほのぎ)を

中心に発掘区の区名 とした。

イ)発掘実施にあたっての調査区名 (本報告分のみ記載 )

福音寺遺跡 中心杭 No.19～ 23を竹 ノ下地区、No.24～ 29を川付 (かわつけ)地区、No.

33～ 38を 筋違 (す じかい)地区とした。

星 ノ岡遺跡 中心杭 No.38～43を旗立 (はたたて)地区、No.45～ 52を北下 (き たさが

り)地区にした。

北久米遺跡 中心杭 No.53～ 65を常堰 (じ ょうせき)地区、No.66～ 71を乃万の裏地区、

No.83～ 85を農免 (の うめん)地区とした。

さらに発掘調査にあたっては、これらの地区名の内を、遺構の状況や、地形の様相等によ

り、A区、B区、C区 と細分割を行いながら調査を実施 した。

口)各調査地区における発掘調査日数

旗立地区発掘調査延 日数 30日 、筋違地区発掘調査延日数 73日 、北下地区発掘調査延日数

46日 、乃万の裏発掘調査延 日数 25日 、竹の下地区発掘調査延 日数 33日 、川付地区発掘調査

延日数 20日 、仙波健吾氏宅の裏庭における塚調査延 日数 12日 、の総計延日数は298日 を要

しての調査となった。その外に トレンチ調査に要した延日数は 55日 間であったことを記して

おきたい。
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I 福音寺遺跡の概況 (地形 と集落)

福音寺遺跡は、筋違 と川付、竹 ノ下の「保の木」をもつ小字名があ り、この小字名をそれ

ぞれ発掘調査の小地区名 として、筋違地区をA区 とB区に分割 し、川付地区を、川付川の川

畦を竹 ノ下地区、川付川の河岸段丘上を川付地区とした。

福音寺遺跡における発掘対象面積は、筋違約 1,500m2、 竹 ノ下約 800m2、 川付約 450m2で 、

川付地区では約 117m2が墓碑を持たない墳墓である。

なお福音寺遺跡は、南接 して星ノ岡の低位な独立丘陵の北面に広がる星ノ岡遺跡に接 して

お り、大 きくは、星ノ岡、天山、東山の独立丘陵を核 とする遺跡内に合められよう。 とはい

え調査対象地域一帯の地形は、総括的には洪積台地であるが、細部にわたれば小規模の起伏

がみられ、しかも僅かな低地 (窪地)にはそれぞれに湧水する泉が分布 している。

当地区はバイパス完成後は、陸橋を横架 しての道路が予定 されてお り、川付地区で旧星 ノ

岡線 と平面交叉を予定されている。 したがって川付地区と竹 ノ下地区は共に陸橋下に位置す

る範囲となる。

筋違地区には無住居地帯で南接する星 ノ岡遺跡 との境に四国電力の高圧線の鉄塔がある。

この鉄塔 と平行 して農道が東西に延び、西端部は星ノ岡線の市道に連絡 している。この農道

を境 として北面が筋違であ り、南面側は旗立である。

筋違地区は、現在は一面の水田地帯であるが、水がか りの悪いやや台地の背にあたる場所

で、戦前は畑作地帯 として活用されていたと古老は説明する。筋違地区には民家はなく農地

である。

川付地区は、筋違地区の北面に続 く位置で、筋違 と川付 との境には、現在は防火用水池が

2基設置されている。かつては 2基 ともに清水の湧 く泉であった。 この泉の周辺部に 6戸の

民家が古 くより集落を形成 していたが、現在はその面影す らとどめない程に住宅化が進んで

いる。いまも集落の周辺部に竹林の小叢がある。 これらはいずれも塚である。

川付地区の下方に一段低 く広がる地帯が、竹 ノ下地区である。竹 ノ下 とは館の下 とも理解

される地名であ り、古 くはやかた (館)の下に広がる地域 と推察 される「県の木」である。

ちなみに前述の筋違は、俗にい うすじとは道違いとか、条違いとかを意味するものと解 され

る地名であ り、筋違 とは、道がちがい、または条が違 うとい う意味に解 され、竹の下 との保

の木を総合すれば、やかたの下であ り、やかたの上部は筋違 となる故に、他地区とは道がち

が うとも解される地名である。 このように理解する時、筋違 とは、他地区とは番地違いとも

理解される。 このように理解するならば、筋違の保の木は後世に言 う番外地 ともとれる保の

木である。
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第 2図  福音寺遺跡竹 ノ下地区発掘位置図
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道路予定地内の トレンチ調査により、すでに深度 80 Cm前後にて植物遺体や須恵器、土師

器の土器片を多量に出土した。当地区の地目は現在水田であるが、全般的に湿地帯の一毛作

地域であり、特に川付川の増水時には容易に冠水の被害にあう地域でもある。しかし地力は

あり水田耕作地 としては多収穫な上田である。

トレンチ調査により、当地は断面図にみられるごとく、川付川の河床の移動がみられ、少

なくとも2度の流路変更があったと想定された。

中心杭 No.23は 僅かに冠水状態の出水をみた可能性が うかがえるが、第 3層が植物遺体を

含む有機物層であ り、黒色の泥層であるが、第 2層に僅かに砂層があり冠水の状況がしのば

れる。中心杭 No.21と 23の間は、明らかに河床であり、第 4層の層序は上部が砂礫層で、下

部に向かうにつれ礫岩は大きく、また密度を増加させている。さらに中心杭 No.21での第 3

層はなく、第 2層の砂層による層序であることが トレンチ調査で確認された。さらに中心杭

No.21～ 22の基盤面 (地山)である乳白色の洪積粘土層は、大きく水流による侵蝕をうけて

おり、かなりの水流があったものと推察された。
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第 3図  トレンチ調査による地質略図

1 耕作±  2 砂層に礫を含む  3 有機物を含む黒色泥層  4 砂礫層(礫岩は下層部ra密 となる)

5 川付川  6 用水路  7 了し白色の粘土地山層、地山部は礫層がある 20～ 23は 中心杭
(現在の川底 )

調査 と遺物の概況

発掘調査は 48年 8月 ～10月 にかけて実施した。調査汁象面積は、中心杭 No.22よ り東部

地域を調査対象地域 とした。面積は東西約 30m、 南北 15mの 約 450m2の 範囲を深度

80～ 170 Cmにおいて実施した。

出土遺物は実に多く、特に植物遺体を中心とする遺物 456点 の大量出土をみた。これらの

遺物の内訳は、建築用材、農工具、植物の種子、流木とに分類される。なかでも建築用材の

ほとんどは、杭木でもって地山面に打ち止められているものが多く、護岸的機能として構築

されており、建築用材は転用されている状態にあった。

また土器類の出土数も多く、しかも完形品の出上が実に豊富であった。土器は弥生式上器

をはじめ土師器 と須恵器である。またこの外に手ず くねによる小型の土師質土器があり、特

記されるべき出土遺物でもある。さらに少量ではあるが、石器類の出土遺物もあり、土器、

石器類の出土件数は 558点 を数える。

主な出土遺物の内訳

転用材、柱材 4本、架材 1本、檎穴の穿たれた材数点

農工具類、鍬 2個、鎌の柄 5本、鉄斧の柄 1本、鋤 3隻、木槌 1点、工作台 1点、槌の子

1点、生活具類、カキ棒、火器、盆、自在、縦形櫛、竹篭、コホリ篭、弓、琴の一部 ? 模

倣舟 1、 木舞 1

その他、植物遺体をはじめ、種子やひょうたん、獣頭を模倣 した柄頭

石器類、砥石、磨製石鏃、石釧、日玉

以上が出土遺物の概況であるが、詳細は出土遺物の項で記述する。
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構遺

(1)護 岸 遺 構

護岸遺構は中心杭 No.22付近に、建築用材を杭木により打ち止める形で構築されていた。

第 4図 の出土遺物の内 T19及 び T23、 T26にみられるものである。護岸遺構はさらにL

字形に折れてT2、 Tlへ と続いている。護岸遺構に使用されている構築方法は、垂直に打

ち込まれた杭木と、40° ～30° に傾斜した杭木が、建築用材 (転用材)を横転させて固定してお

き、杭材で固定させた横材を母体として、その表面 (流水側面)にオギや、直径 1～ 2cmの

若年木の枝材を利用して、護岸の機能を高めている。遺構の大部分は破壊されていたが、垂

直に打ち込まれた杭木列をたどることにより、往時の遺構を尋ねることが出来た。遺構は地

山の粘土層に杭木を打ち込んでおり、かつての自然堤防上に構築された護岸施設と判断され

た。ただ横材の浮上を防止した傾斜する杭木より見るならば、杭木は砂礫層の中に打ち込ま

れており、甥らかに急激な出水による浸蝕を防止するための護岸構築であり、その後の失流

により,杭木の上層に泥層及びンル ト層 (細砂層)の互層を形成したものと推測される。

(2)旧 河川地域での遺物

第 3図 トレンチ調査による地質略図に示す中心杭 No.20は 、現在の川付川の河中に位置 し

てお り、中心杭 No.21～ 22の 図示は旧河川地域である。現在伊予鉄道株式会社の軌道が設置

されている下流 10m付近 より大きく蛇行 して、本発掘地域の付近が最 も湾入す る地点 と

なっている。

出土遺物 1

(1)木 製 品 類

竹 ノ下地区から出土 した木器にtよ、農耕具、工具類、容器類など各種のものがある。以下

では、この うち用途の判明する木製品を中心にして記述 したい。

農耕具  農耕具には、スキ 4点、エブ リ形農具 1点、クフ 1点、スキの柄 とみられる棒

状品 2点がある。
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第4図 竹の下地区遺物出土状況図
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スキ (1～ 3) 何れも柄と身を別木で作るスキの身部で、ナスビの縦断面形に近い形状を

もつ。これらは、耕起部分である刃部と柄をとりつける基部からなるが、刃部の形状で 2種

類に分類できる。Aは刃部先端にU字形スキ先を装着するもので、先端を丸くおさめる。B

は刃部が 2股に分岐するもので、スキ先は装着しない。 1は Aに分類できるスキで全形をと

どめる。刃部中央下寄 りには、両側縁からほば直角に狭 り込んだ関があり、以下をスキ先の

装着部とする。装着部の周縁は、稜をおとし丸 く削 り、先端はU字形に作っている。刃部上

半は次第に幅を減じて基部に移行する。刃部と基部との境には突起を作るが、その上部はさ

らに幅を減 じ、柄を受ける断面舟底状の基部端となる。突起下端 と基部先端で柄を装着する

のであろ う。全長 45.2cm、 最大幅 14.5cm、 厚さ 1.7cm、 スキ先装着部長 9.5Cm、 最大幅
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11.2cm、 厚さ 1.OCm。 2も Aに分類されるスキで 1に近い形状をもつが、刃部中央 には

刀子状の利器で斜ゅに削り込んだ楕円形の孔があり、その下端は関からやや下にまでおよぶ。

おそらく耕起土との粘着をやわらげる工夫であろう。現存長 39,lCm、 最大幅 16.OCm、 厚さ

1.7Cm、 装着部長 8.4Cm、 最大幅 11.4cm、 厚さ 1.2Cm、 孔長径 7.8Cm、 短径 2.lCm、 3

はBに分類できるスキである。基部の形状はAの スキと同様に作るが、刃部は 2股に分岐し

ている。スキ身の縦半分をとどめるもので、分岐 した刃部側縁には明確に刃を作 り出して

いない。刃部先端を失 うがおそらく鉄製のスキ先は装着しないものであろう。現存長 35。 9

Cm、 復原幅 26.OCm、 厚さ 1.2Cm。 図示しなかったスキが 1点ある。これはAに分類できる

もので、 1と 同じ形状をもち、刃部先端にスキ先を装着できる。全長 44.lcm、 最大幅 15.0

Cm、 厚さ 1.5Cm、 スキ先装着部長 9.8Cm、 最大幅 10.9cm、 厚さ0.8Cm。 これら4点のス

キは、何れもカシ属の材を用いて作 り、木取には原木の中心に向かって割 り裂く柾 目に近

いものである。

エプリ形農具 (4)横 長の板材の下縁を薄 く削り出して刃部とし、中央上縁寄 りに方形の

柄つばを穿ち、上縁には帯状の突起を作 り出したもの。柄つばは長さ5.lCm、 幅 2.5Cmの

長方形を呈し、柄は鋭角に挿入される。柄つぼ下方には柄の支木があった痕跡がみられる。

上縁の突起は幅 3.3Cm、 高さ1.8Cmの帯状で断面形は台形に近い。全長 20.5Cm、 幅 29.6

Cm。 スキと同様にカシ属の材から作るが、木取 りはスキと異なり木目方向と平行に刃部を作

る。

クワ (5)長 方形の板材に逆T字形の隆起を削り出し、下方に刃部を、上端中央に柄つば

を作るクフである。全形をとどめるが、材表面の腐蝕が著しい。柄つばは径 4cmの 円孔で、

柄は隆起に対し鈍角に挿入される。刃部は他の部位に比して厚味を減じているが、周縁辺に

は刃を作 り出していない。鉄製のクワ先を装着したか否かは不明である。材質および木取 り

はスキと同じである。全長 28.2Cm、 最大幅 18.Ocm、 厚さ4,4Cm。

スキの柄 (6、 7) スキの柄とみられるカン属の材から作った棒状品が 2点ある。 6は丸

棒の端部を拡げて板状に作 り、スキ身との装着部としたもの。おそらく板状に拡がるくびれ

部とスキ身の突起下端部とを固縛したのであろう。柄尻部は欠損する。現存長 59,4Cm、 九棒

径 2.5Cm、 端部長 8.5Cm、 幅 5.2cm、 厚さ lCm。 7は柄先部をとどめるものでスキ身との

装着部は欠損する。丸棒上端部付近の周囲を削って径を減じ、それから先端までを柄尻部と

する。このため柄尻部と柄中央部との径はほぼ等しい。現存長 70.5Cm、 径 2.3Cm、 6、 7

から復原できる柄は全長約 lm、 くびれ部まで約 90 Cmで ある。これにスキ身およびスキ

先を装着すると全長 125 Cm前後の着柄鋤が復原できるであろう。ただ 6、 7の棒状品をスキ

の柄とするには、装着部の形状がスキ身に比 して幅が狭 く、厚味が大きすぎるという疑問

点もある。一応ここではスキの柄としたが、さらに検討を加えなければならない問題である

う。
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第5図 木製品実測図①
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工具類  工具類には、横槌、工作台、手斧や鎌などの柄、槌の子などがある。

横槌 (3)柱 状の身部 と棒状の柄部 とからなる。身部 と柄部 との境はほば直角に削 りお と

して明瞭である。柄尾部は若千削 り残 している。全体に腐蝕が著 しいが、身部の周辺部に使

用痕跡がみられる。全長 28.3Cm、 身部径 1l Cm、 柄部長 13.OCm、 柄部径 3.7cm。 広葉樹

である。

加工台 ?(9)直 方体の身部 と丸棒状の柄部からな り、 1本から作 りだす。身部中央部分

は刃物で切 り刻まれ凹面をなす。柄の端部は欠損する。本来は何かの工具の未製品であ り、

工作用の台に転用された可能性 もある。広葉樹の心持ち材。現存長 48.2cm、 身部長 26.8cm、

復原幅約 14 cm、 厚さ 8.8Cm、 柄部径 3.8Cm。

手斧柄 (10) 2股に分岐する輪 と枝を利用 して作る手斧の柄である。刃部を装着する身部

を幹から、柄部を枝から作 り出す。身部は粗 く削って仕上げる。身部両端 とも一部欠損する。

柄部は樹皮を取 り除いたのちかるく削 り整形を施 している。刃先を取 りつけた痕跡は明確で

ない。柄端部は欠損する。身部現存長 11.5Cm、 幅 4.Ocm、 厚さ2Cm。 柄部現存長 32.5Cm、

径 2Cm、 広葉樹。

鎌柄 (11、 12)(図版第 3図 )何 れもほぼ全形をとどめる鎌の柄である。11は丸棒状の柄の

一端を山形に突出させて柄尻 とし、地端を板状に削 り出して柄元 とする。柄元下部には側辺

を貫通する茎孔があ り、孔は柄の軸線に対 しほぼ直角に穿たれている。柄は直線に作 られ湾

曲しない。全長 39.2cm、 柄元部幅 3.2cm、 厚 さ 1 2Cm、 柄部径 1.7Cm、 茎孔長 3Cm、 幅

0 6Cm、 広葉樹。12は丸棒状を呈する大型の柄である。柄尻は周囲から削 りおとして尖 らし、

柄元は幅を拡げて丸味をもたせている。柄元先端を一部欠損する。柄元下部には柄側辺を貫

通する茎孔があ り、柄の軸線に対 して約 118度で穿たれている。柄は、僅かに湾曲がみられ

る全長 64 0Cm、 柄元部長 4.3Cm、 厚 さ 3Cm、 柄部径 2.4Cm、 茎孔長 7.8Cm、 幅 0 5Cm、

カシ属の材から作る。(14と 第 8図 20)は何れも柄元部で欠損する。

槌の子 (13)自然木を短 く切断し、中央部を削 り込んで細 くした。俵編みのおもりである。

切断面および中央部周辺は粗 く削るが、削 りのおよばない部分には樹皮をとどめる。広葉樹

の枝ないしは細い幹から作る。全長 12.2cm、 径 6 8Cm。 (図版第 8図 )

その他の木製品  前述 した農耕具、工具類以外に容器類や弓とみられる木製品である。

容器類 (17～19)17は 両端に耳状の突出部をもつ丸い盤である。底部から口縁部への立ち

上が りはゆるやかでその境は明瞭でない。全体に厚手の作 りで、底部 と口縁部下半の厚味は

ほば等 しい。 国縁端部へ次第に厚味を減 じる程度である。器形に丸味をもたせ、両端の突出

部への移行も丸味がある。針葉樹の板 目材から削 り出して作る。木裏を盤の上面に木取 りし

ている。全長 27 cm、 器高 3.8Cm、 槽部径 19.5cm、 深 さ2.8Cm。 18と 19は共に長方形の

厚味の中央部を割 りぬいた盤である。18は両側辺を欠損するが、ほば全長の判るもの、底部

への今Uり 込みはゆるやかで男瞭な稜はみ られない。針葉樹の板 目材から作るが、17と 同様に

―- 13 -―





木裏を盤の上面に木取 りする。全長 66.2cm、 現存幅 5Cm、 器高 2.9cm、 深さ2.Ocm。 19

は脚をもつ盤である。欠損が著しく、 1脚のみをとどめる。盤口縁部から、底部の到 り込み

はゆるやかであるが、底部との境には稜がみられる。底部には削りの痕跡がたどれる。脚は

削 り出して作 り横断面台形を呈し、木口方向の外面は直にて内面は斜めに削りおとす。おそ

らく盤の四隅に脚を作 り出したものであろう。針葉樹の板日材から作 り、17・ 18と 同様に木

裏を上面に木取 りしている。現存長 61.Ocm、 現存幅 13.5Cm、 器高 7.4cm、 深さ 2.5cm、

脚長 13.3Cm、 幅 5 0cm、 高 3.5cm。 (第 7図木製品実測図③ )

弓 (20。 ①) 20は細い自然木を利用してつくった九木弓である。全長のほば半分をとどめ

る。枝あるいは細い幹の縦半分を削 りのこして横断面楕円形の棒状に作る。弓西部分は、先

端に向かって厚味を減じて扁平に削り、両側辺にはゆるやかな挟 りを入れる。全体にゆるや

かに湾曲している。樋はみられず、樺皮を巻きつけた痕跡もない。現存長 107.2cm、 幅 41

Cm、 厚さ2.lcmo ⑬も細い自然木を利用した丸木弓である。33は全長 154.4cm、 最大径 3

cm、 最小径 1.8cmと 細い幹を利用した心持材である。両端部には弓引がある。弓刃部分は、

本引、末 研とも心材を削 り対位置に平行に長軸をもつ引を工夫している。本研断面は平行四

辺形に、末朔は断面長精円形である。弛位置は 74.4cmに あると見られることで、上長下短

の直弓と推測されるが、その差は僅かに 10 Cm内 外である。いま本弼より10 Cm上部にL字

状に狭 り込みがある。このL字の快 り込みは弓力の平均を保つための工夫と推測される。樋

や樺皮巻き等はみられない。広葉樹。

不明木製品 前述した木製品以外に用途の不粥な木製品が多い。ここではそれらのうちほ

ば全形をとどめる2～ 3の ものに限って記述する。(第 6図木器実測図②、第 7図木置実測図③ )

⑭は扁平な身部と丸棒状の柄部からなるもので全形をとどめる。柄端部は削りおとしてや

や尖 り気味に作る。柄部は断面楕円形に削 り、次第に幅を拡げて身部に移行する。身部周側

辺は両面から削って刃を作 り出している。身部先端は片側がす り減っている。全長 38.8cm、

柄部径 1.3Cm、 身部長 2.8Cm、 厚さ0.8Cm。 広葉樹。農工具の一種であろうか。

〇は分厚い方形板材の一辺を両側に削 りおとして不整六角形とし、その上辺に方形の到 り

込みを入れたもの。全面に削りの痕跡がみられる。おそらく製作途中のものであ り、上辺に

割 り込みを仕口とする脚状の製品になるものとみられる。全長 10 6Cm、 幅 10.OCm、 厚さ 4

Cm、 広葉樹 (カ シ属か)の板 目材。(俵編に使用する尺木?)

①は扁平な角棒で両端付近は削って幅を狭める。一端付近に平面五角形の孔が穿たれてい

る。両面ともに割 り面を多くとどめる粗い作 りである。全長 70,7cm、 最大幅 3.5Cm、 厚さ

1.3Cm、 孔一辺長 0.6Cm。 針葉樹の柾 目材。

21は幹を粗く加工 して作った太い棒状品。一端は両面を削って平坦に作るが、他面には幹

の丸味をとどめる。端部は直に切断する。他端は周囲から削り込んで丸 く作 り、端部は瘤状

に削 り残す。中間部分は粗 く削ってお り断面不整多角形状を呈す。方形をなす一端には方孔
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第7図 本製品実測図③
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を一つ穿っている。全長 101 Cm、 最大幅 5,9cm、 厚 さ 4cm、 広葉樹 (カ シ属か)の 心持ち

材。

前述したこれらの木製品は、何れも 5世紀頃の遺物 とみられ、愛媛県では初めての例であ

ろ う。全国的にみても出土例はさほど多 くなく、重要な資料であるとい うことができる。

とくに農工具の うち、スキについては、U字形スキ先の装着部を明確に持つ ものが 3点 あ

り、類例 としては大阪府四ツ池遺跡の出土例があるにすぎない。エブリ形農具については、

上端に突帯をもつ例は少なく、松山地方の特色である可能性も考えられる。今後 さらに竹 ノ

下地区出土の木製品を通 して、当時の生活の様子を復原 していく必要がある。

(2)建 築 遺 材 (第 4図遺物出土状況図参照)

川付川への護岸用材 として転用 された建築用材について記述したい。

出土遺物状況図 (第 4図 )に記載 された、出土番号 19は全長 522 cmで 、内根元 30 cm

は土中に埋め立てられた腐蝕がみられ、先端部は欠損する。丸木の心持材で全面を平面多角

形に削 り稜をなす。上半部 145 cm間 の断面形は半我精円形 とな り、先端部は半円形で柄部の

痕跡はとどめるが欠損する。針葉樹。

14は柄をもつ用材である。柄は全長 15 cmの 長径幅 5cm、 短径幅は 3Cmである。柄平面

は綻割 りによる平面で、切断面は斧状工具による数条の切断痕が残る、現存全長 135 Cmの 丸

木材で樹皮をはぎ取 ったのみで加工痕はなく、他端部は欠損する。針葉樹。

20は S字状に蛇行す る芯持材で、心材の蛇行にあわせて平面四角形に削 り、元部は一辺 10

Cm・ 5Cmの長方形であるが、他端部は一辺 5Cm・ 3cmにすばまる、平面はチ ョウナ削 り。

広葉樹。現存全長 175 Cm。

1と 2は丸木材で両端部に袂 り込みの受け部をもつ。挟 り込みは片面は直に他面はやや傾

斜する。受け部上面長径 20 cm、 下部面長径 15 Cmを 挟 り込み、背面部分には大 きく僅かに

凹む狭 り込みがある。他端部は トレンチ調査による切断である。復原全長は 1、 2と もに 300

Cm、 元部直径 12 Cm、 末部 8cm、 針葉樹。

186は平面四角形に削 り、端部直下に直に切断して受け部を作る。他端は両側面より削 り減

厚 し先端部を尖 らせている。全長 220 cm、 最大幅 18 cm、 受け部長 17 Cm、 広葉樹。

155は平面五角形に削る。平面四角形の一面のみに三角形に削 り平面五角形 となす。現存長

150 Cm、 端面は鋸による切断が見え、端面直下 10 Cm位 置に柄穴長径 5Cm、 短形 2cmが穿

たれている。他端は欠損 している。遺物 133は平面五角形の削 り面をもつ類似遺物である。

現存全長 115 Cm、 幅 7cmで両端部は欠損 している。心持材の針葉樹。
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(3)その他の木器

舟形木器 (第 10図 の 2木製品実測図⑦の 32)

丸木材を今1り 抜いた丸木舟形木器で、全長 62.6Cm、 最大幅 7.3Cm、 器高後尾 4.5Cm、 中

央部 3 2cm、 舟首部 3.4Cm、 で、舟底は平面である。舟腹はU字状にくり抜いている。原木

は 10 Cm前後若年木を半載した広葉樹。

獣頭形木器 (第 9図木製品実測図⑤)

遺物は広葉樹を素材 とする彫刻された遺物で、日・ 口・耳を刻み、全望から受ける感じは

キツネの顔面によく類似する。口唇部からアゴにかけて腐蝕しているほか、左 目の部分にも

僅かに腐蝕がみられる。獣頭は一本造 りで現存では欠損しているが、円柱の棒状部があり上

端部に卵形の台座をもち、その台座の上部に獣頭を造 り出した逸品である。

獣面は頭上より大きく削り込み顔面を作 り、口唇部は顔面の両側面を削 り込み長 く突 き

だす口部となっている。後頭部は頭上より弧を描 く傾斜を作る。後頭部の両側端部に三日月

第9図 木製品実測図⑤
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第10図 木製品実測図⑥
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第 8陳 I・ 第 10図 の様相

種  類 図 番 号 νt  ttlcal 形 態 の 特 徴 放 法 の 特 徴 備 考 数量

鍬 長径 23

幅  75
最大″,11

茄子形のスキで、最大の幅を

有する。中央部から上部に向

かい大きく両端部が狭入す

る。狭入した後、水平に端面

に向かい裾をつくる。据部よ

り再び挟入して突出する先端

をつくる。下部には刃先を装

着するミミをつくる。

突出する先端部め裾の挟人は

柄部の共者のための作業であ

り、 下部の ミミは袋状の鍬先

を装着するための作業であ

る。

カ タギ材 1

杭   木 全長  195
断面径 13～

12

自然木の元部を鉄斧で肖」る、

杭木である。

杭先の崇1離 (主 5～ 6段階で完

Fし 、 5角 形である。

不 明 1
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種  類 図版番号 法 ユ
皇 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

胚 全長  195
断面径  10
最大幅  15

背面は僅かに円面である。 一端は把子として円くつくら

れ、いま一端は偏平なヘラ状

に滅厚 してつ くりだしてい

る。

棒状木器 全長  320
断面径 06～

08

両端部を多角形に切断してい

る棒状木器で、中央部は 8角

形に形を調整している。

両端部の直径が異なる。元部

の側が、特に入念に調整され

ている。

l

材 全長  320
断面径  16
厚   05

片側は欠損していて不明、一

方にホゾを作る。一面は平面

であり、背面は 2つ の稜をも

ち、凸面である。

杉または桧材と推定される。

尖根ホゾで 2Cm× o5Cm
]

組 手 全長  165
幅   90
厚 50～ 35

長方形で両端面及び両側面を

鉄斧状の利器で切断 してい

る。

切断面は平行する角度で、鉄

斧状利器の最大幅 3Cmが計

沢」される。

l

未完成品 全長  175
幅   42
厚 45～25

材の先端は多角形に切断、中

央部に65～ 95の 相欠ぎをつ

くる。―́方は欠李員しているが、

中央部に傾斜するホゾ穴があ

る。

相欠ぎは両面に平行してつく

られ、傾斜するホゾ穴は、相

欠ぎ面に対して24度の押入角

をもち穿たれている。

杉材 l

木完成品

板  材

全長  175
幅   92
厚 19～ 12

両端面を鉄斧で切断した板材

である。

鉄斧幅最大 3Cm、 板材は中心

部で柾日である。

キ ネ 】代

木  器

長径  190
短径   67
厚   30

偏平な棒状の木器で、欠失し

ており全容は不明である。

端部は使用によりよく磨耗 し

ている。

桧材、両端面

は炭化してい

る。

l

4 明 長径  126
短径   60
厚   30

断面は偏平な台形をなす。一

部欠損しており不明である。

木材の先端部は斧で切断して

いる。

桧材、鉄斧の

最 大 幅35
l

直径  26 自然木を一部加工している。 先端部 を細か く切 断 してい

る。九木弓の一部 と推定 され

る。

不 明 1

材 良径  172
短径   20

割 木 (薪 ) 先端部が成化している。一部

に加工の痕跡が残 り、廃材の

利用がみられる。

1

長径  170
短径   18

割 木 (薪 ) l

4 明 長径  22
短径  15
厚   04

薄子の板材を利用している。

半殺の欠損品である。 6か所

に山形の切 り込みがあり、 1
孔が穿たれている。

長辺の両面はよく研磨 されて

いる。山形の切 り込みは鋭利

な刃物による加工。

桧 材 l

第10図の2 木製品実測図⑦



形の耳部を作 り出したのち直に削る。下顎部は下方より大きく切 り込み、僅かに上方向に削

り上げて下顎部を作る。上顎端部 とは lCmひかえた下顎で、上下のアゴは薬研彫 りを鋭 く彫

り込み区画する。頭部側面は大 きく弧を描 く球形である。

獣頭の顔面をはじめ、後頭部から側面にかけて直弧文様の薬研彫 り彫刻が施 されている。

文様は顔面中央部を軸 として左右対称に刻衣が、側面での文様は左右対称 とはなっていない。

眼は二重に紡錘形の輪享6を作る。眼球は平面球の表現である。獣頭部全面を黒漆塗で仕上げ

(木地に和紙を使用せず)薬研彫 りの直弧文は朱漆塗で仕上げる外、眼球及び口を朱漆塗で

表現している。全長 9.5Cm、 最大幅 5.7cm、 現存器高 5.3Cm、 玉状の柄部 ?

槌状木器 (第 10図の 2図 31)

31は槌状木器である。丸木材であるが熟年木で枝木の節がよく磨滅し突出しており、叩き

棒 として使用されたものである。木元は九 く磨滅している。他端部は鋸による直な切断面で、

切断面より8Cm間は柄部とした使用痕が残る。広葉樹。全長 39.5Cm、 最大直径 4.4cm。

板状木器 (琴遺材 ?)

図版第 23図木製品 10の 木器がある。

出土遺物 2

(1)弥生式土器

弥生式土器は、発掘区 トレンチ断面層序に示す中心杭 No.21～ 22間 の第 4層中より出土し

た遺物である。堆積層序が砂礫層であるわ りには遺物の磨滅が少なく、また全体の形がわ

かるものが多い。土器は中期に属するものはなく、すべて弥生後期のものである。上器には

壷・甕・鉢 。高杯・土製支脚等がある。

壷形土器

壷形土器の内口縁部の様相から、下記のごとくに形態を分類することができる。

A形式としては、口縁部が頸部より外上方向に外反するもので、この形式に含まれるもの

の内、口縁部が頸部より外反したのち、口唇端面が肥厚するものとがある。また肥厚した口

縁端面に浮文または鋸歯文を施文するものと、無文のものとがある。

B形式としては、口縁部が頸部より外上方向に外反した口縁に、さらに内傾または外傾 し

た口縁端部 (複合口縁)が付 く形態のものである。この形式の口縁は 2形態に細分類される。

B形式の 1形態は、頸部より外上方向に外反 した口縁部を内傾または外傾させるものと、 2

形態は、頸部より外上方向に外反した口縁部に輪積技法による口縁部を接合させるものとが

ある。
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弥生式上器①

種  類 川HI I 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 救せ

高 不 形

土  器

1 日径  325
基部径  80
器高  260
脚裾部 175

(外部)平底の基底部より外

上向にのびたのち、日辺部で

直立し、水平に屈曲し、大き

く凹面の口唇端をもつ。(脚

部)数条の凹線で四段の鋸歯

状の施文帯をもち、脚端部は

平面をなす。

「1唇 部及び不内面はナデ調

整。芥体部はタテにハケロ整

形である。脚部は貼付けて、

外底部に接合の補助としての

ヘラガキ痕あり。脚部内壁に

指頭痕あり。

焼成良好、胎

上 に 粒 子

05～ 02を 多

量に含む。

l

壼形土器 2 546 口径  237
頸部径 102
現頸口高 90

口頸部片、長 く立ち上がった

顕部から大きく朝顔状に外反

したのち、口唇部を上下につ

まみ外方に傾斜する平面をつ

くる。端面に鋸歯状の施文あ

り。頸部上端部に円孔、三方

向に穿孔がある。

顕部櫛 ‖横整形。口唇端は肥

厚し、端面を上下に張 り出し、

凹面となす。頸部内壁にヘラ

削り (横方向)あ り。

焼成良好、胎

土 に 粒 子

05～ 02の 石

英、長石粒を

合む。

帯黄茶褐色。

1

3 278 口径  250
頸部径 140
現口頸部高

10 7

口頸部片、短い頸部に断面三

角形の突帯を配す。顕部より

ラッパ状に開く口縁部は口唇

部で大きく屈曲し、端面は内

傾する平面をなす。さらに口

唇部の屈曲位置で台形状の張

り出しをつ くり、口辺部にパ

ラペットをなす。

内外面櫛状工兵による整形の

後、ナデ調整を施す。突帯は

貼付け、三方向に円形浮文を

もつ。パラペットにヘラによ

る鋸歯状文様を施す。突帯に

も三方向に 1対の布日圧痕あ

り。

焼成良好、胎

上に05～ 03
の粒子を多量

に合む。

橙色。

ユ

4 日径  167
顕部径 102
現口頸部高

11 3

口顕部で体底部欠失。顕部よ

り上外向にラッパ状に開き、

口辺部で大きく外反した日縁

に、口縁部を接合させた二重

口縁である。複合口縁部は大

きく内傾 し、日辺部で立ち上

がり、端面は内傾する平面。

二重 (複 合,貼付口縁、顕都

に貼付け突帯。内部ナデ調整、

顕部ハケロ調整、頸部と接合

部に斜向格子日文様を施文。

日縁部に櫛描 きによる波状

文。

焼成良好、胎

上密、02以 下

の粒子を少呈

含む。

茶褐色。

1

5 口径  133
頸部径 ■ 5

現日顕部高

85

日顕部で体底部欠失、体部よ

りゆるやかにすばまり僅かに

直立する顕部、頸部より外上

方にのびた後大きく屈折し、

内傾する口縁部をつくる。日

唇端面は内傾す る平面をな

す。

内壁画はナデ調整、顕部はハ

ケ日整形、日縁部はナデ調整。

焼成やや軟、

月台上 に 粒 子

05以 ドを 多

豊に含む。

帯黄褐色、器

厚やや 一定。

l

6 363 口径  155
頸部径  97
現 日頸部高

113

日頸部で体底部は欠失、大き

くすばまった頸部から外上方

にのびたあと、日辺部は大き

く外方に屈曲し、さらに内に

屈折して直立した口縁をつく

る。口唇端面は内傾する円面、

頸部に断面円面の突待をも

駁部に櫛状 工具による整形後

ナデ調整、顕部に突帯、突帯

i面を平ヘラ E其による施文

あり。

焼成やや軟、

胎上に粒 子を

含 む、04以

下。

帯黄棚色、胎

上厚 や や ‐

定。

1
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種  類 ヌ1版十III I
法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数霞

豆形 土 器 7 口径   118
顕部  100
胴部  152
底部   37
器高  203

平成のは部より、外上方向に

内弯気味にのび、体部上部で

内傾してすばまり顕部をつく

る。頸部より外上方向にのび

たくの字口縁をなし、日縁端

面は水平な平画をなす。

輪積工法で頸部に接合指圧痕

が残る。内壁面に指頭による

ナデ痕が残る。外表はハケロ

調整である。

焼成良好、胎

土に粒子(05

以下)を多量

に含む。基底

部 に黒斑 あ

り。

茶褐色。

l

8 日径  87
頸部径  95
月同言語    13 8

底部   47
器高  191

平底の基底部より、外上方向

に内令気味にのび、体上位よ

りすばまり、顕部をつくる。

顕部より大きく外方に屈曲し

くの字口縁をつくる。くの字

口縁に内傾する複合口縁を接

r手 させる。突帯が体部、肩部、

口稼部、顕部に貼付けられて

いる。

輸積手法、複合口縁、器表面

ハケロ整形の後ナデ調整、下

腹部に波状文とヘラがき文、

腹央部にヘラがき波線で区画

(5)と 縦状の波状文、%位
に突帯を貼付け斜行格子目文

を施文、肩部に縦に断面長方

形の突帯 (5条 )1区画に 4

条の縦波状文、顕部に 1条の

突帯、日縁部に 5条の突帯と

波状文。

焼成やや軟、

胎土に粒子を

多量に含む。

カーキ色。

1

鉢形土器 口径  208
顕部  142
底部   15
器高  126

乳頭状の底部より、上外方に

内弯気味に立ちあがったの

ち、大きく外反して口縁部を

つくり出す。 ['唇端面は九く

おさめる。

内部に輪積痕を残し、内底部

は指頭ナデ痕、腹上部からロ

縁部はナデ調整、日縁外面ナ

デ、体 (腹 )部上端はクシタ

テナデ、下腹部から底部ナデ

調整。

焼成良好、粒

子 を僅 か合

む。

色調茶褐色。

ユ

底 部 片 底部径  48
現器高  70

r`吹の基llt部 よりに外方向に

のびるⅢ形 li器 底部。

内部に輪積痕を残す。内外面

櫛描き整形、底部内壁に指頭

によるナデ痕あり。

焼成良好、粒

子を多量に合

む。

帯黄褐色。

1

ll 底部径  57
現器高  52

P`哄の llt吠 ‖∫に円承あり、丞

H;よ り |!外 方向に直線状にの

びる。胎 liは薄
「

である。

内外面共にクシによる整形で

ある。内壁面はクシ整形の後

粗雑な指頭ナデ調整がある。

基底部指頭押圧文。

坑成良好、粒

子を僅かに合

む。

1

囁郡径  30
現器高 60

r` rtで 基氏部より_L外 方向に

内空気味にのびる底部片。

内外面ともに人念なナデ調

整。

焼成良好、粒

子を多量に合

む。

茶褐色。

l

底部径  38
現器高 40

｀
「 J(7)上(H`ナ |。 表面に櫛状I共による整形、

底部内面にヨヨナデの指頭痕

が残る。

焼成良好、粒

子を多量に含

む。

茶褐色。

1

底部径  60
現器高 50

ヤ〕(の 吹耐;か ら内奇気味に 1

外 方 r可 にのびる。

表面に櫛状 J:具 による整形、

「tk部 は特に体部壁厚より肥厚

している。

焼成良好、粒

子を合む。

1
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第12図  弥生式土器実測図②



弥Fi式上器②

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

tI I

クシ状工具による縦方向の整

形。器内壁面の体部は指頭に

よるナデ上げ整形後、ヘラ切

りが施されている。顕部はヨ

コナデ調整。突帯上端面にク

シ状のヘラエ具による格子目

の刻み

焼成は良好、

胎 土 に03の

粗粒子を多量

に含む。

l豆形土器 1 頸部径 110
現器高  75

肩部よりすばまり直立する頸

部をつくる。顕部に断面長方

形の偏平な凸帯がめぐる。

2 3層 底部径  60
体部現径255

器高  120

平底の底部より上外方向に胎

土厚は等しくのびている。底

体部片である。

表面の体部下部はヘラ研磨で

ある。中央部は交叉するハケ

目調整、内部はヘラグシによ

る整形、底部には横ナデ指頭

痕がみられる。

焼成良好、胎

土 に糧 子 多

量。

茶褐色。

l

甕形土器 口径  136
頸部径 120
底部径  17

乳頭状の平底から大きく内弯

しながら上外方向にのびたの

ち体部 2/3で やや直立 したの

ち、僅かにすばまり頸部とな

る。口縁部はくの字口縁。

体部内表はハケロ調整、内面

壁は指頭によるナデが底体部

に、肩部よリクシ状ヘラエ具

による整形で、口縁部はヨコ

ナデ、日縁部外表は同様工具

による斜行ナデ。

焼成良好、胎

上 に粒 子 多

量、茶褐色。

底部付近に黒

弱此王。

1

鉢形土器 4 日径   120
底部径  52
器高  102

高台状の平底の基底部より上

外方向に直線状にのび、日唇

部は滅厚され、内面は傾斜す

る。

体部外表はハケロ調整、内部

は底部より縦にヘラ整形の

後、日唇部のみヨコナデ、基

底部に指頭による押圧文があ

る。平底底部のつまみ出しで

底部内外面はナデ調整。

焼成良好、胎

上 に粒 子 多

量。

帯女茶褐色。

1

5 日径推定205

頸部径 183
底部径  60
推定器高160

平底の基底部より上外方向に

のびた後体中位で大きく内弯

して頸部をつくる。口縁部は

くの字口縁だが僅かに反転す

る口縁であろう。口唇部欠損。

内外面入念なナデ調整、体部

上位%は輪積痕が残る。

焼成良好、胎

上に粒子を合

受」 。

帯責茶褐色。

1

小  型

九 底 増

6 顕部径  73
体部径 108
現器高  80

口縁部欠損遺物、九底に近い

平底、球形の体部で%位置で

筐かに屈曲している。

内部ナデ調整、外表は肩部は

縦ハケ、体部はクシ状ヘラエ

具による横描き整形後、ヘラ

研磨を粗雑に施す。

焼成良好、胎

上 に粒 子 多

量。

1

手づ くね

土  器

7 口径  58
器高  55

コップ状の手づくね土器であ

る。

内壁面に指頭によるナデ痕が

鮮明に残る。外表は亀裂が多

く指頭痕があり、器厚は一定

せず、口唇部は内外面ナデで

ある。

焼成やや軟、

胎土に粒子多

量。

帯責褐色。

ユ

蓋形土器 8 日径  150
器高  67
底部  15

乳頭状の平底風のつまみより

僅かに内弯気味にのびたのち

たちあがり、端部は短 く屈曲

して、日唇部をつくる。口唇端

面は内傾する平面である。

内外面 ともに入念なヘラ研

磨、天丼部はヨコナデが僅か

に残る。日唇部内傾面はヘラ

切である。

焼成良好、胎

土密で精選。

帯赤茶褐色、

哭 井 部 に黒

斑。

l

壺形土器 9 頸部径  80
体部径 164
現器高 195
底部  52

日縁部欠損、平底の基底部よ

り上外方面にのびたのち、大

きく内弯して肩部から内傾し

てすばまる。頸部は直立する。

基底部が最大の器厚で上方に

のびるに従い減厚する。体部

中位の外面は削りにより平面

をなす。内外面ともに櫛状ヘ

ラエ具による整形である。

焼成やや軟、

胎土に粒子を

含む。

黄灰色。

l
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

形

器

芥首向
土

基部径  55
脚高  120
脚裾部 150

基部より下外方向に朝顔状に

開き、脚裾端は平面、 2段の

円孔が 6方向に穿たれる。

内面ナデ調整、外面タテに櫛

状ヘラエ具による整形後外表

より円孔の穿孔を施す。脚基

部に円盤状の粘土押入。

焼成良好、胎

上に粒子を合

受] 。

茶裾色。

1

473 基部径  53
現器高 120

基部より下外方向に僅かに開

き、直立する。脚裾部で大き

く屈曲する。脚裾端面は欠損

2段に 2方向に円孔あり。

内外面ナデ調整後、円孔を外

より穿孔。

焼成良好、胎

上 に粒 子 多

量。

茶褐色。

1

基部径  50
脚裾部 165
器高  ■ 0

基部より下外方向に朝顔状に

開き、脚裾部で屈曲する。脚

裾端面は平面。 2段の円孔あ

り。

脚部に凹凸がある。内外表面

はナデ調整。円孔上段 4孔、

下段 3子しを外側より穿孔。

焼成良好、胎

上に少量の粒

子あり。

帯責茶褐色。

1

3 基部径  53
脚裾部 184
器高  144

基部より下方にのびたのち、

中位で大きく滅厚して開き、

脚裾部で大きく屈曲する脚裾

端面は平面で上端は稜をな

す。 2段 2方向の円孔あり。

基部はヨコナデ、外はクシ状

ヘラエ具で整形、脚基部内面

にしばり目、他はヨコナデ調

整。基部に円盤状粘土押入。

焼成良好、胎

上に少量の粒

子。

帯黄茶褐色。

1

3 基部径  45
脚裾部 165
器高  155

上同様の器物。 上同様、脚裾部の減厚方法は

同様であるが器厚は厚い。

l

口縁部の施文は、前者のものにおいては無文であるが、複合 口縁部をなす接合部をつまみ

有段を造るものは、(有段部は断面台状突帯をなすもので)第 11図 の 4にみられるものであ

る。 この器形には突帯上端面を平面につ くり出すものが多 く、この平面に格子 目文や列点文

や、竹管文を施文する外に半我竹管を交互に反転させた S字状文の施文 もみ られ、また、突

帯の両端部に半我竹管文を施 し、中央部に凹面を残すものや、凹線をもつものもある。 さら

に口辺部は素文のものの外、口辺部に凹線文や波状文をはじめ、浮文や突帯を持つ もの等多

種多様であるが、その多 くは櫛状工具による、条痕や、波状文様が大勢をしめ、波状文では

円弧文 となるものと波状文になるものとに分類され、さらに円弧文では、反転 させるものと、

反転 しないものとがある。反転するものでは、円弧の中央部位に半円端部が基準点になる施

文 となっている。

C形式には、頸部に突帯を有するものと有 しないものとに分類される。いま無突帯のもの

をC形式の 1と すれば、C形式の 2は有突帯の器種 といえよう。 C形式の 2では素文の突帯

と施文の突帯 とに大別 される。 さらに突帯の断面形状により、断面三角形 と断面長方形の突

帯に三分される。いま施文 と突帯 との関係は、断面三角形突帯では列点文か指頭押圧文が主

流で、指頭押圧文では、布 目の押圧文 となるものは、大型壷形土器にみ られ、まれに小型の

壷形土器にもみられる。断面長方形の帯状突帯では、ヘラ状工具による、平面正方形の連続

する押圧文やヘラ状工具の先端部を垂直に押圧するものから斜傾するものや、また交叉する

格子 目文もあ り、この施文方法によるものが最 も多 くみられる。
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第13図 高不形土器実浪1図① (土師器)
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第13図 高芥形土器

種  類
出 土

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

高  ネ 1 日ぞ乙  222
杯高  55
基部  45
脚高  75
脚部径 137

ネ部は平底に近い底部から有

段をなして立ちあがりゆるや

かな内弯をみたのち、日縁部

で屈曲して開き、日唇端は丸

い。脚部は基部より大きく開

き、脚部は屈曲しない。

外部は内外面共にヨヨナデ仕

上げである。脚部外表はヘラ

切りがみられ、そのヘラ切 り

調整間にナデがみえる。内壁

面に輪積みがのこる。

焼成は良好、

堅緻、胎土は

密である。

茶褐色。

2 脚高  90
基部  45
脚部径 167

外部欠失して不明である。空

洞の脚部は大 きく扇状に開

き、脚部で屈曲し、平行な着

地部をつくる。

脚表面はヨコナデ調整であ

る。内壁面に輪積の後、指頭

ナデ痕をのこす。

焼成良好、胎

土は密。

赤褐色。

l

3 脚部高  75
基部   35
脚部径 122

外部の平底底部と脚部、不底

部に回転ナデあり。脚の形態

は 1、 2と 同様であるが、脚

部は大きく開いたのち水平な

屈曲をみる。

表面はやや象」離しており不明

である。内壁面は基本から、

脚高2/3付近まで指頭ナデがみ

られる。下部のヨヨナデと段

をなす。

焼成良好、胎

土密。

l

4 脚部高  70
基部   35
脚部径 125

外部平底、有段部より欠失。

脚の広がり1～ 3と 同様漏斗

状で内外面僅かに凸凹あり。

脚部は屈折し、端部は九くお

さめる。

全面ナデ調整、脚基部には接

着のための接合痕が必底部と

共に明らかに残る。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色の黄土

色。

l

5 口ぞ乙  210
不高  70
基部  47
脚部高  95
脚部径 140

平底の底部から立ちあがる基

部に有段をなす。体部はゆる

やかに内弯気味に立ちあが

り、口縁部で外反する。端面

は九い。脚部の広がりはやや

せばまり、脚部の屈折は大き

く安定感あり。

杯底部に指頭ナデによる四凸

あり。内外面ハケによる整形

の後、ヨコナデ仕上げ、脚部

も同様手法をとる。ネ底部と

脚基部とに指先による接合痕

が残る。

円柱の脚基部

に必底面の突

出あり。焼成

良好、胎土に

粒子少量。

l

6 口ぞ乙  160
外高  50
基部   35
脚部高  67
脚部径 ■ 8

平底の底部から、基部に僅か

な抜を作り直線的に外反し、

端部は外に傾斜する。脚部は

小さく、広がりも少ない。裾

部は屈折して水平である。端

面は九くおさめる。

外部の内外面はヨヨナデ調整

である。脚基部に櫛 目の後指

頭による接合痕を残す。脚部

内外面ナデ仕上げ。

l

7 基部  40
脚高  80
脚部径 125

脚柱部を僅かにもち、ラッパ

状に開き、裾部はさらに屈曲

する。端部はすばまり鋭角で

ある。

円柱の内壁にしばり目を僅か

に残す外は、内外面はヨヨナ

デ調整である。

焼成良好、堅

緻、胎上に03
以下の粒子を

含む。

1

8 基部  40
脚高  63
脚部径 125

中空の脚部に丸底のネ底部を

残す。円柱部を僅かにもち、

%部分より大きくラッパ状に

開く。脚端面は九くおさめる。

ラッパ状の脚部に芥底部を押

入した形態をとる。内外面共

によくナデ整形されている。

焼成良好、堅

級、胎土に03
以下の粒子を

含む。

1

9 基部径  35
脚高  67
脚部径 126

円柱部に接合させた高外で、

丸底の外部である。脚部は2/3

位置で屈曲するが、裾部高を

有し、端部でさらに屈曲水平

となる。

内外面共にナデ調整、裾部高

は 2段 に屈曲、脚部端面ナデ。

l
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種  類 法  量cn 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 偏 考 数量

高   不 基部   31
脚高   75
脚部径 ■ 0

脚部の広がり小、裾部高 2段

構成、端面は水平である。

外面ハケロ調整、内壁面者千

形取 りによる整形、脚裾部は

2段屈曲となる。

焼成良好、若

子の粒子をも

l

基部  25
脚高  67
脚部径 100

脚は円柱に近く、僅かに開き

脚裾部を有するものと水平の

脚裾高の 2段構成。

内外面共にナデ整形、脚裾端

面は僅かに垂直な面となる。

脚裾内面はヘラ切。

焼 成 や や 軟

弱、胎土密。

l

基部  31
脚高  70
脚部径 105

11と 同様脚部、脚裾部は 2段

整形。脚裾高は低 く05と な

り、端面は胎土厚を減じ面を

なす。

内面は大きく3工程。上段形

抜き、中段指頭ヨヨナデ、下

段 (脚裾部)ヘ ラ切 り。

焼成良好、胎

土密。

ユ

基部  35
脚高  55
脚部径 110

10～ 12と 同様脚部、脚裾部も

同様。

1

基部   25
脚高  72
脚部径 100

基部に対して、脚裾部径48と

極度に広がらず、円柱の脚部

に僅かに 2段の脚裾部を有す

る。端面は面をなす。

脚の円柱部は形抜きによる手

法、脚裾部僅かに2段整形、

表面はヨヨナデ、脚裾部内面

ヘラ切 り、外表ナデ。

l

基部  35
脚高  73
脚部径 120

脚基部より内弯し直立した円

柱脚部、脚裾部は大きく屈曲

したのち端面は面をなす。

脚柱部は形抜き、ナデ整形、

脚裾部に僅かに 2段のヘラ整

形あり。裾部は肥大する。

l

外 口径 160
外高   45
基部   45
脚高   55
脚部径 110

平底の底部より大きく外方に

開き、僅かに内弯した杯部、

脚部は 2Cmの柱部を残し、

朝顔状に開いた脚部。

全面ナデ調整、脚部内壁に僅

かに指頭痕を見る。

焼成軟弱、胎

土密。

赤褐色朱塗が

残る。

1

372 口径  140
器高  50
基部  40
脚高  75
脚部径 108

平底の底部から有段をなし、

内奪した外部、日唇端は円面、

脚は円柱部と脚裾部で裾部は

大 きく屈曲し端部は面をな

す。脚裾高07。

外部内外面ヨコナデ仕上げ、

脚部同様に外表はナデ、脚柱

部形抜き、裾部内面にヘラ研

磨。

焼成良好、胎

土密

l

現口径 130
現器高  35
基部  30
脚高  50
脚部径 108

17同 様の外部で日縁部欠失。

脚部は直線に開いた後、脚裾

部で大きく屈曲し、端部は円

をなす。脚裾高05。

外部17と 同様、脚柱部形抜き、

脚裾部表面に僅かにふ くら

み。

焼成良好、胎

土密。

l

口径  175
器高  50
基部  30
脚高  72
脚部径 ■ 2

平底の底部より有段をなし、

内奪気味にたちあがり、日辺

部で外反し、減厚した口唇端

は円面、脚部は18同 様、脚裾

高06。

18と 同様、脚裾部の肥大化と、

裾部が大きく弯曲する。端部

は面をなす。

L

基部  35
脚高  74
脚部径 108

外部欠失不明。脚裾部で大き

く屈曲し、僅かに脚裾高04が

みられる。

脚裾部内面にナデ痕あり、端

部は僅かに円面。

l

基部  30
脚高  75
脚部径 102

外部欠失示明。脚部は広がら

ず、脚裾部は大きく屈曲する。

脚裾高05。

17～ 20と 同様技法。脚裾部は

不安定なハリツケ、全面ナデ

仕上げ。

焼成軟弱、崇」

離 が み られ

る。

赤褐色。

l
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

高  不 日径   152
器高  55
基部   35
脚高  80
脚部径 120

平底の基部から直線的に外反

して立ちあがり、日唇端面内

外に面をなす。脚部は広がら

ず、脚裾部は水平に屈曲し大。

不部入念なナデ、脚部は形抜

きの後僅かにナデがみ られ

る。脚裾部は水平に広がり、

表面は凸状、端部欠失不明。

焼成良好、胎

土密。

帯褐黄土色。

1

高lTH形土器

第 11図 No.1の 高外形土器は、第 12図 No.lo～ 14の高杯形土器 と異なる器種である。

No lの 上器の脚部は脚高 もあ り、区画された施文帯に合わせ、外部の広が りと口辺部が水平

な平縁をなすところから推測して、盛皿的な機能をもつ叶器 と思われ、脚部の強靱性が求めら

れた胎土厚であろう。No.lo～ 14はいずれも竹管による円孔が 2段に穿たれてお り、脚高も

12 Cmか ら 15 Cmと ゃゃ均一性を持つ叶器である。脚部内壁面にみられる相異は、11、 13、

14では脚基部の下部にしば り目がみ られ、10、 12では指頭によるタテナデがみられる。脚部

中位 より下部にかけては横ナデ調整で共通 している。外部は有段をもち、口縁部が外反する

ものと、やや内湾するものとの破片が検出されている。脚基部に粘土円板を詰める技法を No.

10、 13、 14では取 っている。
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第14図 高芥形土器実測図②
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高ネ形土器②

種  類
番  琴

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

高 芥 形

土  器

芥口径 123
器高  50
脚基部  27

外部は平底で稜を基底部に僅

かに造る。体部はゆるやかに

内奪気味に立ちあがり、日辺

部で外反する。脚部欠失して

いるが、中空の脚柱接着痕が

残る。

内外面共にナデ調整である。 焼成良好、堅

緻、胎土密。

1

芥口径 154
器高  50
基部   35
脚高  75
脚部径 ■ 0

脚部は中空で裾部は厚く大き

い。端部は折り曲げで直立す

る。外部は平底で基底部に稜

をなす。直線状に外反し口唇

端面は円面。

ネの稜 (有段)以上は、輪積

による貼付け、口辺部で死字

形の器台形土器が基本体であ

る。高ネの内外面はヨヨナデ

調整。脚裾高03。

l

不口径 163
器高  60
基部   30

外部は水平な平底で基底部に

僅かな稜がある。身部は大き

く外反して立ちあがり、口唇

端で外反し、内部に傾斜する

面あり。

外部内外面共に入念なヨコナ

デ、脚部欠失。

1

不口径 180
器高  60
脚基部  30

平底の底部から内奪気味に胎

上を減厚 しながら立ち上が

る。脚部は欠失しているが中

空ではない。

外部内外面共に ヨコナデ調

整。脚基部は円柱状である。

芥基底部に接合痕があり、輸

積である。

1

不口径 157
器高  50
脚基部  45

左右が歪む。胎土は薄手であ

る。脚基部直下で欠失してい

る。

芥基底部に外面では接合の指

頭痕が残る。脚基部は貼付け

が見られず、不底部は脚台の

上部と一致する。

ユ

芥日径 150
器高  55
脚基部  30

不底中央部に凹みあり。不基

部に僅かに稜をもつ。身部は

外反して立ち上がり、日唇部

で僅かに外折する。脚部は基

部で欠失するが、貼付けず。

外部は内外面共に入念なナデ

仕上げ。芥底基部に僅かに稜

をなし、接合痕あり。脚部は

中空でない。

1

ネロ径 155

器高  60
脚基部  35

不底中央部はやや凸面する。

基部で有段をなし、大きく外

反したのち、日唇部で僅かに

外奪し円面、脚部は基部直下

で欠失する。

内外面入念なナデ調整。外身

中央部に凹みあり。杯基底部

で接合痕あり。脚基部に接合

部はみられない。

1

253 不口径 148

器高  55
脚基部  35

底部よりゆるやかに内弯気味

に外反して立ちあがリロ唇部

で僅かに外折。脚部は基部よ

り大きくラッパ状に開き、脚

裾部で屈曲する。端部欠失。

芥外面ヨコナデ、内面はクシ

整形ののちヨヨナデ。芥基底

部より脚部にかけて、ヘラに

よる研磨がみられる。基底部

に浅い凹線で外身部と区画。

焼成良好、胎

上 に03以 下

の 砂 粒 を 含

む。

ユ

芥 口径 150
器高   55
脚基部  35

底部より内弯しながら立ち上

がり、日唇部で僅かに外反す

る。脚部は基部に僅かに柱部

をなし、脚裾部へと大きく開

く。

外部内外面は入念なナデ仕上

げ。外基底部から脚部にかけ

てクシ整形がなられる。ナデ

とクシにより不底部を作り出

す。脚内面はヨコナデ。

焼成良好、胎

上 に05以 下

の砂 粒 を含

む。

全体に肉厚。

l

脚基部  35
脚高  73
脚部径  12

不部欠失。脚部は中空で基部

より大きく開き、脚裾部で屈

曲する。脚裾高10、 脚端面は

九面。

形抜脚部、脚裾部はヘラ切 り

整形。脚裾部表面にふくらみ

あり。表面ナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

胎上厚大。

l
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高lTH形上器

高外形土器にみられる成形上での特徴 としては、まず外部 と脚部を別個に成形をするもの

をA形式 とし、 lE状の脚台部を成形 した後に、外部の口辺部を成形をするB形式 とに分類さ

れる。

A形式に含まれる高芥形土器の内、脚部について細分することができる。いま脚部の成形

の内、円柱または円錘形の形枠を使用しないものをA形式の Iと する基本的な脚部成形に対

して、円柱または円錘形の形枠を使用するA形式のHと がある。

A形式の Iにみられるものとして、第 13図 No.16が ある。16は脚基部は中空にならず、

円柱の基部より脚裾部に向け、下外方向に胎土を減厚 しながら開 く脚部のものに対 して、中

空の円筒状の脚柱部を作 りだした、第 14図 No.31と がある。A形式の Iにみ られる脚部は、

第 14図 No.27～ 30にみられる柱状の脚部の裾部が朝顔形に開 くものと、第 13図 No.1～ 4

の脚部にみられる脚基部 より、漏斗状に開 くものとがある。脚部の着地部は直立するものか

ら、わずかに曲折するものとがある。脚部の内壁面は No.3に示す指頭によるナデ調整がみら

れ、ナデ調整は 2段か ら 3段におよぶものもある。脚裾部は共通 して横ナデ調整がみられる。

以上差異からして、前者をA形式の laと し、後者をA形式の lbとすることができよう。

A形式のHにみられるものとしては、第 14図 の No.33～ 37や No.41～ 44、 第 15図の No.

46、 47の器形の器種をあげたい。この種の脚部にも 2種に細分される。その 1つ は円柱形の

脚部 と裾部からなるもので、脚裾高は 0.5Cm以下で、脚裾部の曲折は大きい、中空の脚部で

ある。その 2は、断面二等辺三角形の円錘状枠形による整形である。前者をA形式 Haと し、

後者をA形式 Hbと 分類できる。

B形式に含まれる高芥形土器は、大きく2分類することができよう。A形式同様に形枠に

よらないものと、形枠を使用するものとの 2種である。いま前者を B形式 正式 とし、後者を

B形式 H式 と仮称 して、

B形式 I式土器の特徴は、第 13図 No.5や 6にみられるもの、第 14図 No.25にみられる

器種である。 これ らの上器は中空の断面死形の脚部で中央部に円形の粘上の詰がみられるも

のである。脚部内壁面には整形過程の指頭圧痕が無数にみられ、外壁面には櫛状工具 と刷毛

状工具による調整が脚基部に明瞭に残る。また、 口辺部の接合部にも同様工具の接合痕を残

し、(第 13図 No.5にみられるもの)口 辺部の輪積手法が明らかである。

B形式H式土器の特徴は、断面7E形 の脚基部が中空にならず、第 13図 No.17～ 19や No.

22に みられる器種のものである。脚部は形枠を使用し、調整痕はみられない。また脚基部の

内壁面にも凸状の粘土詰も認められない。脚裾部はやや脚裾高がみられ、脚裾端面に接着点

があり、脚裾部表面はレンズ状の張 りがみられ、内部はナデ調整である。

B形式では外部に明瞭な有段を有するものと、有段をみないものとが共にみられるが、後

者の場合、接合部に亀裂を生じるものが多いか、または接合部で崇1離するものが多くみられ
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た。

第 15図 No.45に み られる高外脚部は、前述の分類にしたがえば、A形式 lbに分類される

器物であるが、細部にわた り観察すれば、調整にやや異なる技法が取 られている。まず脚基

部にシボ リロがみ られ、内部壁面は櫛描による成形 とな り。外部底部 (脚基部)に円盤粘土

が詰められ、詰め粘土は脚部面からも入念に押圧調整が施 されている。

土師器の壺形土器 と養形土器

弥生式上器の内、重形土器の B形式の 正式を踏襲する土器 として、第 11図の No.8の 土器

と第 17図 の No.9の重形土器がある。 9の器形については、後述の福音寺遺跡筋違A地区

SB 05遺構出土の遺物 もあ り、本市における土師器の編年に重要な遺物である。また特殊な土

器 として第 ■ 図 No 8の 上器がある。

いま第 16図、第 17図 と第 15図 にかかげた壷形土器は、竹の下地区出土の上師器の壷形土

器における、器形上での特徴を示す ものの外、完成品に近い遺物を実測 したものである。

壷の体部外表面は、櫛描 きを主流 とするものから、刷毛 目を主体 とするものが多い。成形

工具の成形方向は縦方向にのみよるもの第 16図 No.6、 第 17図 No.2と 4がある。成形工具

を縦方向と横方向に十字に交叉さす工具方法は第 16図 No lにみられる。横方向にのみは第

16図 No.3と 第 15図 No.50が ある。斜方向に交叉する成形は、第 16図 No.4、 第 17図 No.

1、 3、 5がある。なお成形痕を入念にナデ調整により消減 させているものとして、第 15図

No,49、 第 16図 No.2、  5、 8、 9と 第 17図 No,7～ 9がある。

体部内面の壁面成形にもことな りがみ られ、内壁面に輪積み技法を切瞭に残し、接合のた

めの指頭圧痕文を残す第 16図 No.2と 3、 9、 第 17図 No.1、 4、 6、 7がある。また底部

より頸部にか 1/1て 指頭ナデ調整を施すものに、第 16図 No 4、 7、 第 17図 No.5が あり、ヘ

ラによる成形は第 17図 No.2、 3と 8がある。

口頸部の成形は第 16図の No.9を 除いて、内外面は共に横ナデ成形である。内でも口頸部

を頸部で継 ぐものには、第 15図の No.49、 50、 第 16図 No.2～ 9、 第 17図 No l～ 9があ

り、壷形土器のそのほとんどが、この手法によるものであ り、特に内傾部をヘラ切 りするも

のが多い。

日縁部の様相 も種々異な りがみられる。口縁部中央に外表面にぶ くらみをもつものとして、

第 16図 No.4、 6、 第 17図 No.1、 3、 6、 7がある。また口辱端面が水平な平面をなし、

内面に陵をなす もの第 16図の No.4、 第 17図 No.4があ り、外方向に陵をなすものは第 17

図 No lがある。さらに口縁部が、内湾気味に立ち上がるものに第 16図 No.3、 7、 第 17図

No.2、 6があるが内第 16図 の No.7は 、口犀部の水平面中央に凹線 1条をめぐらしている。

また口唇端面が外方向に傾斜するものは、第 16図 No,1と 9が あ り、第 17図 No 6と があ

る。その他の口唇面は円面をなす。特にこれらの壷形土器の内、ヘラ記号を付す土器が、第

17図 No,7にみられる。ヘラ走行は上部 より下方向に引 き抜 く技法を取 り、これらヘラ記号
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種  類 法  量cn 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

高 ネ 形

上  器

脚基部  30
脚高  65
脚部径 104

不部欠失。脚部は中空で基部

より大きく開き、脚裾部で水

平に屈曲し、端部は丸くおさ

める。

型抜の脚部で表面はナデ調整

である。

焼成良好、胎

上密。

胎土は薄手で

ある。

1

杯目径 123
器高  55
脚基部  28

丸味のある底部で、胎土を減

厚しながら内弯気味に立ちあ

がり、日唇部で僅かに外反し、

内傾斜。脚基部から柱状の脚

部が推定される。

外部は内外面ヨヨナデ調整。

3段に大きく凹面をつくり出

す。

焼成良好、胎

土密。

1

ネロ径 172
器高  60
脚基部  35

平底の基部より、外反となが

ら立ちあがり、口辺部で僅カ

に内弯する。日唇部は平面。

円柱の脚部基底部にツメによ

るコブ状の凸起あり。

ツヅミ形の器台を脚部と不底

部とした高芥。外底部に円盤

状粘土を詰め、芥底部とする。

稜は強く、タテのハケロがみ

える。日辺部ナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

胎土は薄手で

ある。

1

ネロ径 175
器高  65
脚基部  35

平底の基部より有段をなし、

外反しながら立ちあがる。ロ

唇部に僅かに平面あり。脚部

欠失、基底部内に突起するツ

メあり。

芥内面ヨコナデ、表面はハケ

状工具による整形の後入念な

ナデ調整。ネ底部に円盤状粘

土の詰め痕。

焼成良好、胎

土密。

器厚は全体に

厚手である。

]

不基底部100

脚基部  28
脚高   55

不日辺部と脚裾部を欠失す

る。ネ底部は大きく10 Cm。 基

底部の稜はない。脚部は基部

より大きく開き、脚裾部は水

平である。

器部全面ナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

1

基部   35
脚高   55
脚部径 100

脚部のみ。脚中央部は内外面

に泳くらみあり。脚裾部で僅

かにすばまる。脚裾部で屈曲

し、端部円面。脚裾高02と 僅

かに凹面する。

脚内壁面に指頭ヨヨナデ、表

面はナデ調整。

1

脚基部  30
脚高   80
脚部径 ■ 0

脚内形は二等辺三角形で脚裾

部高07で屈曲し、脚端部は丸

くおさめる。芥底部は平底と

推定される。

型抜による脚柱。脚裾部はナ

デ、器表面もヨコナデ調整。

境成良好、胎

土密。

全体に厚手で

ある。

l

脚基部  25
脚高   72
脚部径 108

脚部内形は二等辺三角形で、

脚裾部高03で屈曲する。脚裾

部外表は大きく肥厚 してい

る。

型抜による脚部。脚裾部と表

面はナデ調整。

焼成良好、胎

上密。

1

脚基部  30
脚高  70
脚部径 ■ 7

垂直する円柱 (中空)を脚裾

部で極端に屈折させた脚裾部

で端面は面をなす。脚裾部高

03。

型抜による脚部、柱中央にふ

くらみがある。

焼成良好、胎

土密。

胎上はやや厚

手。

l

295 外 国径 170
器高   45
脚基部  25

平底の基底部から大きく外反

とンて立ち_とがり、中央部で内

弯した後、日辺部で外反する。

口唇端面は円面、稜あり。円

柱の脚基部の象‖離痕を残す。

内外面共にヨコナデ調整であ

る。脚部は円柱で中空でない。

焼成良好、胎

土密で粒子を

合まず。

器厚も全体に

薄い。

1
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種  類
出 士

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

高 杯 形

土  器

脚基部  35
脚高  35
脚部径 ■ 0

脚部片で基部より直線的に広

がり、脚裾部高01の 後屈曲

し、端面は面をなす。

二等辺と角形状の抜取 り脚部

で、脚裾部にヘラ研磨あり。

器表面は入念なナデ調整であ

る。

焼成良好、胎

土密。

l

高   芥 不明 基部   45
器高   95
脚裾径 170

正五角形の芥脚部で、脚中央

部に僅かに歪みがある。

脚基部にしばり日が残る。内

壁部に櫛描の形成が施され、

脚裾部はナデ調整である。器

表面は全面ナデ調整、芥底部

に円盤粘土。

焼成良好、胎

上に若子の粒

子を含む。

1

杯口径 167

器高  55
基底部 100

芥基底部に僅かに稜を持つ。

基底部より内奪気味に立ち上

がり、日唇部に向い薄く、日

唇部は内傾する。

杯部は内外面共に入念なナデ

調整。脚部は僅かな中空脚部。

焼成良好、胎

土密。

l

ネロ径 100

器高  55
基底部  97

平底の基底部より内弯気味に

立ち上がる。脚部は中空。

外部内外面共に入念なナデ調

整。不底部中央に凹みあり。

脚は中空。

]

碗形土器 572 口ぞ
=  124

器高  52
器腹最大128

九底の底部より大きく内弯し

て立ち上がり、日辺部で若干

内傾して、日唇部は円面。

内部全面ココナデ、外表胴部

はハケロが縦横の成形痕、ロ

辺部はヨコナデ。

焼成良好、胎

土密。

底部欠失。

1

壷形土器 1 口ぞと  183
顕部  152
胴部  274
器高推定280

九底の上器で、胴部は球形、

くの字状の日縁部、口唇端外

面に稜をなす。

内壁面に凹凸がある。器表面

はハケロ調整、口縁部は内外

面ナデ調整、頸部内壁面にヘ

ラ切 りがある。

焼成良好、胎

土密。

器厚は薄く、

輪積。

帯黄茶褐色。

1

対形 土 器 583 口径   115
顕部   86
胴部   146
器高  155

丸底の小型丸底対である。胴

部にはりをもたせた。肩部と

口縁部長 く、僅かに内弯する。

内壁面は凹凸がある。口縁部

は内外面共に入念なナデ調

整。胴部中位以下には成形痕

を残すが、肩部から顕部にか

けてはナデ、頸部にヘラ切 り

あり。

焼成良好、胎

土に若千の粒

子02を含む。

第15図 高外形土器実測図③
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第16図 こ形土器実測図① (土師器)

1   _■   _  11°
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壷形土器①

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考偏 数量

壷形土器 l 3 口ぞき  194
顕部径 160
体部径 290
器高  307

九底の底部より上外方向に大

きく内弯気味にのび、体部%
位で最大幅の体部径をとる。

肩部より内弯しながら内傾し

てすばまる。頸部より上外方

向に直線にのびる口縁部は、

日唇端面で屈曲した平面。

輪積手法で内壁面に無数の凹

凸が成形痕として残る。顕部

内壁と口縁部内外面はナデ調

整、器体部には交叉する外行

のクシ状ヘラエ具による整

形。

内外面共に%
位に煤煙と汚

染物付着、焼

成良好、胎土

は精密、器厚

05～ 03と 薄

手。

黄褐色。

l

口径  140
頸部径 122
体部径 242
現器高 140

休底部を欠損。肩部より内″J

気味にすばま り頸部をつ く

る。日縁部は大きく屈曲して

上外方向にのび、口唇端面は

丸くおさめる。日辺部に僅か

にふくらみがある。

日縁部は内外面共にヨヨナデ

仕上げ、体部内壁面はヘラ削

りによる整形、表面はクシ状

ヘラエ具で調整している。

焼成良好、胎

土に粒子を合

むが少量であ

る。肩部の器

厚が肥大。

帯黄茶褐色。

l

3 口径  145
頸部径 120
体部径 242
現器高 125

体底部を欠失する。球形に近

い体部が想定される。肩部の

張りは少なく大きく円をえが

いて顕部をつくり、口縁部は

頸部で大きく屈曲して上外方

向にのび、口唇部で僅かに立

ちあがる。端面は稜をなす。

口縁部は内外面ともにヨコナ

デ調整、体部内面はヘラ削り

による整形、外面はハケロ状

のヘラエ具による調整であ

る。体部中位に輪積手法がみ

られる。

焼成良好、胎

土に粒子少量

あり。

帯責茶褐色。

1

4 口径  140
頸部径 126
体部径 185
推定器高175

底部を欠失。丸底が推定され

る。球形の体部であるが僅か

に肩部に張 りがみられる。ロ

縁部はくの字口縁で、日唇部

で内に肥大し、端面は平面で

ある。

体部に 4段 の輸積痕、口縁部

の接合面を残す。内壁面は粗

雑なナデ整形、多面はハケロ

状のヘラエ具による調整、日

縁部は内外面ヨコナデ調整。

焼成良好、胎

上 に僅 か に

02の粒子、外

表は黒く、煤

煙が全面に付

着。

帯赤茶褐色。

l

5 口径  172
顕部径 140
体部径 250
現器高 95

体底部を欠失するが、体部は

球形が推定される。日縁部は

くの字日縁で、日唇端で外面

に稜をつくる。

口縁部は内外面ともヨヨナデ

調整、頸部内壁面にヘラ切 り

がある。体部内壁は粗雑な縦

方向の指頭ナデ整形、外表は

ハケロ状のヘラエ具による成

形となっている。

焼成良好、肩

部 が 肥 厚 す

る。

l

6 口径  165
頸部径 145
体部径 249
器高  252

九底の底部より上外方向にの

び、休部%で大きく内奢して

いる。日縁部は強く外折して

内弯気味に立ちあがる。口唇

端面は円面である。

輪積手法による整形には内外

面よりのしめによる凹凸がは

げしい。日縁部は入念なナデ

調整に対して、体部内外面に

は凹凸を残したナデ調整であ

る。

焼成やや軟、

胎土は薄く、

泣子はみられ

ない。

帯青茶褐色。

]

7 口径  157
頸部径 132
体部径 200
推定器高202

丸1底の底部欠損。体部2/a位 に

張りがみられる。日縁部は、

顕部で僅かに立ちあがったの

ち、大きく外方に開き、日唇

端面は円面をなす。日縁部中

央部ににぶいふ くらみをも

輪積手法による体部で、肩部

から頸部にはげしい凹凸があ

る。日縁部は入念なナデ調整、

体部 F位はナデ調整がよくな

されている。

焼成良好、胎

上は薄 く粒子

は み られ な

い。肩部にヘ

ラ記号。

茶褐色。

l
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量
� 肪

壷形土器 8 頸部径 134
体部径 240
推定器高280

I」 縁部を欠失。卵形の体部で、

11縁 部は くの字 が推定 され

る。

輪積手法。全面に大きく凹凸

をもつ。内面はヘラ削りによ

る整形、外表はナデ調整。

焼 成 はや や

軟、体位2/8付

近に煤煙が付

着。

1

9 口径  175
日縁稜部147

頸部径 ■ 6

現器高  90

体底部欠損。日縁部は、顕部

で僅かに立ちあがったのち上

外方に屈曲したのち、かたた

び立ちあがり、上外方向に開

き、日唇端面は円面。口唇端

直下に擬凹線と中位に稜をな

す。

体部に対して、日縁部は肥厚

する。口縁部入念なヨヨナデ

調整、体部に大きな凹凸が残

る。

焼成良好、胎

土密。

帯黄茶褐色。

l

を有する土器は、松山市釜 ノロ遺跡、松山市小坂三丁 目遺跡の遺物に多数検出されている。

甕形上器

以上の壷形土器の内でそれぞれ、各器部における特徴を重形土器 と共に取 り扱い記述 した

が、これ らの叶器の内で器表に媒煙が付着 してお り、明らかに甕形土器 として使用された器

物は、第 16図 の No.4、 5、 6、 第 17図の No.1、 2、 4、 5、 8、 7は甕形土器である。

郭形土器

杯形土器第 18図及び第 19図 No.6ま でについての各器種の計数値は、口径 11～ 12 cmの

ものが 17個でもっとも多 く、器高は 5～ 6Cmの ものが 16個 で 4～ 5Cmの ものが 13個で

ある。いま器高が 6Cm以上におよがものは 8個にすぎない。だが 8個の内口径が 13 Cm以 上

の器 と一致するものは 1器種のみで、残る 3個はいずれも器高は 5～ 6Cmに含まれる。逆に

口径が 10以下のものは 3器 あり、内 2器は器高 も4～ 5Cmと 低 く小型である。これらの土

器を総括すれば、口径が最大のものでも 13.9Cmで あ り、いずれも 14 Cm未満の口径以内に

あ り、器高 も最大 6.5cmで 7Cm以下のもので統一 されている。いま口径 12 Cm以 上 と器高

6Cm以上 とい う器形数は少なく、また逆に口径 1l Cm以 下で、器高 4～ 5Cmの器種 もやや

数量的には減少 してお り、前述するごとく、口径 11～ 12 Cmで器高 5～ 6Cm以 内のものが最

も多 く、数値による安定をみる。

いま個 々の器における細分には若千の差異がみられる。

1 口縁部における様相

a.体部最大径 より垂直にたちあが り口唇端面を丸 くおさめるもの No.11、 25

b.体部最大径 より僅かに内傾 し口唇端面は丸 くお さめるもの No.1～ 5、 6～ 10、

14-17

C.体部最大径 より僅かに外反 し口唇端面は丸 くおさめるもの No.27

d.体部最大径 より折 り曲げた後に立ち上が り、 口縁直下に有段をつ くるもの No.26、

28～ 31 第 19図 No.7、 No 9

2.底 部における様相
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第17図 壺形土器実測図②
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蓮 形 土 器

種  類
番  号

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

豆形土器 1 口径  190
顕部径 154
体部  295
器高  305

九底の底部から内弯しながら

上外方向にのび、2/3位 で内傾

してすばまり頸部をつくる。

顕部で大きく外反して口縁部

をつくる。日唇端面は外方向

に面をなし、鋭い。パラペッ

トに擬凹線がある。

輪積手法による接合反を体部

に残す。内面はナデ調整、体

部外表面はくし目工具による

整形の後カキロ調整。

焼成良好、胎

土密。

黄褐色。

l

日径  152
頸部径 135
体部  205
器高  275

丸底の底部より内弯しながら

上外方向にのびたのち、笏位

で内傾してすばまり頸部をつ

くる。日縁部は顕で屈曲した

くの字日縁をつくる。口唇端

面は水平な面をなす。

輪積手法による接合痕あり。

器厚は薄く凹凸が多い。頸部

直下にヘラ削り痕あり。くの

字口縁部の顕部にヘラ肖」り痕

あり。日唇端面を内部面でヘ

ラ肖」り。

焼成良好、胎

土密。

責褐色。

l

3 日径   115
顕部径 100
体部  169
器高  175

丸底で球形の体部である。く

の字口縁をなす。日唇部はや

や直立し、端面は水平である。

口縁部内外面はともにヨコナ

デ調整。体部内壁面に輪積痕

を引瞭に残す。胎土厚は不均

―である。

焼成良好、胎

土密。

黄掘色。

1

口径   200
頸部径 165
体部  182
現器高 130

体部は球形が推定される。日

縁部はくの字口縁である。日

唇端面は水平な面をなし、内

に稜をもつ。日辺中央位に外

方にふくらみあり。

体部内面は指頭 タテナデ成

形、顕部に一条のヘラ削りあ

り、外面はクシ状ヘラエ具で

整形 したのちナデ調整を行

う。表面に媒煙が付着する。

焼成良好、胎

土密。

黄褐色。

l

5 不明 日径   144
頸部径 114
体部  185
器高  190

九底の底部より内舎気味に上

外方向にのび、体部笏位で大

きく内傾してすばまり、顕部

をなす。日縁部はくの字口縁

で上外方向に直線状にのびロ

唇端面は円面をなす。

輪積手法による。全面ヨコナ

デ調整による仕上が りであ

る。頸部に接合痕を残し、外

面にクシ状ヘラエ具の整形が

下地にみられる。2/3位 にスス

の付着がみられる。

焼成良好、胎

土密。

黄褐色。

l

6 不明 口径  205
顕部径 165
体部  247
現器高 175

球形の体部にくの字口縁を配

する土器である。

輪積手法がみられ、胎土小均

―である。くの字日縁の中央

外面にふくらみあり。内外面

クシ状ヘラエ具による整形あ

り。媒煙が内外面に付着する。

焼成良好、胎

土密。

黄褐色。

l

7 日径  203
体部  270
頸部径 175
現器高 150

やや卵形の体部に、頸部より

内舎気味に上外方向にのび、

口唇端面は水平で中央部に擬

凹線を配する。

内面は口縁部のヨコナデ調整

と頸部のヘラ削りの後、顕部

直下はナデ調整、
2/3以 下は指

頭タテナデ、体部表面はクシ

状ヘラエ具による整形。

焼成良好、胎

土密。

黄褐色。

1

8 口径  130
頸部径 109
推定器高215
体部  197

底部を欠失するが、球形の体

部が推定される。器壁に不統

一の面があるが、日縁部は入

念なるヨコナデ調整である。

頸部に明瞭な接合痕あり。ロ

縁部内外面ナデ調整である。

焼成良好、胎

土密。

黄褐色。

l

小  型

九 底 片

9 日径  105
頸部径  8.5
体部  90
器高  138

球形の体部よりくの字にのび

る口縁である。

口径内外面に指頭による粗い

ナデ痕あり。体部表面はナデ

調整である。日縁部に言コナ

デ調整のあとハケロをつけて

いる。

焼成良好、胎

土密。

黄褐色。

1
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第 18図 外形土器実測図
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 偏 考 数量
III I

外形土器 1 口径  139
器高  60

底部はややとがり、胴部で大

きく奢曲する。

口縁部外面はナデ、内部全面

ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、胎土厚

06～ 04。

1

ネ形土器 2 日径  ■ 1

器高  45
底部内壁に凹凸あり、口唇部

肥厚する。

全面ヨヨナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

l

芥形土器 3 573 日径  120
器高  50

底部内底に凹凸あり、口唇部

ややうすくなる。

内部全面と口縁部ヨコナデ、

腹部斜向にナデ整形。

焼成良好、胎

土密、胎上厚

06～ 03。

l

杯形土器 4 口径  120
器高  55

腹部は大きく内奪し、口唇部

僅かに内傾する。

腹部は斜向によるハケロ整

形、他はヨヨナデ。

焼成良好、胎

土密。

1

芥形土器 5 日径  122
器高  52

4同様の形態。 口縁部 と内面はヨヨナデ調

整、腹底部はクシロ整形。

焼成良好、胎

土密。

1

不形土器 560 口径  135
器高  55

底部は厚く、日縁部は極端に

薄い。やや歪む。

口縁部と内面はヨコナデ、腹

底部クシロ整形。

焼成良好、胎

土密。

l

外形土器 7 不明 日径  130
器高  51

底部は厚く、腹部で大きく内

弯し、日唇部内傾肥厚。

全面ナデ調整による整形。 焼成良好、胎

土密、底部厚

05。

l

外形土器 不明 口径  ■ 8

器高  51
腹部で大きく内弯、日唇部で

僅かに内傾。

内面と腹部中央部までヨコナ

デ調整。

焼成良好、胎

土密。

l

界形土器 5 口径  ■ 0

器高  48
平底に老い、腹部で大きく内

舎する。

内面 と腹部中央部まで ヨコナ

デ調整、胎上均―。

境成良好、胎

土密。

l

不 形 土 器 口径  120
器高   60

平底の底部中央部が僅かに内

に突出する。内弯する腹部に

口縁部は内傾する。

内面はヨヨナデ、口縁部から

腹部にかけて入念なヨヨナ

焼成良好、胎

土密。

ユ

界 形 土 器 584 口径  117
器高  49

底部より内弯し、腹部より直

立する。

内面と腹部中央部までヨコナ

デ、腹底部ハケロ整形。

焼成良好、胎

土密。

1

r/Fh形 土器 口径  120
器高   60

やや平底、腹部で大きく内弯

し、口唇部内傾し、端部門面。

内面と口辺部ヨコナデ、腹底

部はハケロ整形。

焼成良好、胎

土密。

1

芥形土器 日径  115
器高  47

平底の基部 より大 きく内奪

し、口縁部はやや内傾し、端

部は円面。

内外面口縁部より底部にかけ

てヨヨナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

l

界 形 土 器 口径   95
器高   50

平底 4Cmが 僅かに肉厚であ

る。基底部より大きく内弯気

味に立ちあがり、日辺部で内

傾する。

ヘラ切 りの平底の底部、内弯

する腹部に凹凸あり、日縁部

は内傾する。

焼成良好、胎

土密。

l

外形土器 日径  110
器高  52

平底 2cmょ り大きく外方に

開いたのち、腹部で大きく内

弯しそのまま口縁部にいた

る。

底部にヘラ切りあり、他は内

外面ヨヨナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

ユ

外形 土器 口径  110
器高  50

底部が大きく内部へ突出、腹

央部に最大の内弯あり。

内面と口辺部に入念なヨコナ

デあり。

焼成良好、胎

土密。

1

外形土器 口径  112
器高   56

2Cm内外の平底、基部より

外向に開き、腹央部で大きく

内弯し、口縁部に至る。

外表に 2段の形整痕あり、内

面及び口辺部にナデ痕あり。

焼成良好、胎

土密。

l
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種  類
番  号
翅I17出 + 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

ネ形土器 日径  117
器高  45

肥厚な底部より滅厚気味に立

ちあがり、日唇部は直立する。

円底部に回転ナデ痕がみられ

る。中腹部までヨヨナデ。

焼成良好、胎

土密。

l

ネ形土器 口径  113
器高  46

内向に凸面する平底で、基部

より内舎している。

内部及び腹央部はヨヨナデ調

整である。

焼成良好、胎

土密。

1

芥形土器 11 口径  123
器高  51

内へ 凸面を有す る平底 5

Cm、 基部より外向に開き腹央

部より直立して口唇端面は内

傾する。

底部が肥厚し、口縁部に向か

い滅厚する。内外面ナデ。

焼成良好、胎

土密。

1

不形土器 日径  125
器高  49

平底 6Cmで 内弯 して立ち上

がり、日唇端面は内傾する平

面。

内面入念なナデ、外表腹央部

までヨコナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

1

不形土器 口宿≧   135
器高  57

平底 3Cmの基部より外向へ

開きながら立ち上がり、日辺

部で直立した端部は円面。

底部に回転ナデ底あり、内面

及び外面ナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

と

不形土器 日径  117
器高  52

九底の底部より立ち上がり、

腹央部で大きく内弯する。日

辺部僅かに内傾、口唇端面は

平面。

内部及び口辺部入念なナデ調

整、口辺直下にハケロ整形が

ある。

焼成良好、胎

土密。

l

不形土器 日径  ■ 3

器高  52
平底の基部より内弯気味に立

ち上がり、日辺部で内にやや

傾斜する。日唇端面は内傾す

る。

口唇部外表直下に凹面があ

る。外表腹央部より底部にか

けて、ハケロ整形がある。

焼成良好、胎

土密。

l

不形土器 口径  ■ 8

器高  42
平底で基底部 より立ち上が

り、腹央部より直立し、口唇

端面はやや内傾する。

内外面ヨコナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

l

ネ形土器 口径  113
器高  53

平底より内弯気味に立ち上が

り、日唇部は座かに外方に曲

がり、端面は内傾した平面。

内部 と腹央部にヨコナデ調

整。

焼成良好、胎

土密。

1

外形土器 日径  135
器高  55

平底はやや外向に凸面する。

基部より直立したのち、口辺

部で外向に屈曲する。

内外面共に入念なナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

1

不形土器 日径  ■ 6

器高  60
丸底の芥で、僅かづつ立ち上

がり、腹央部上位で僅かに内

傾する。端面は内傾する。

全面ヨヨナデ調整、口唇部直

下に回転ナデによる凹みをも

焼成良好、胎

土密。

1

不形土器 口径  ■ 5

器高  44
平底に僅かに歪みあり。大き

く外反した後僅かに立ち上が

り、口縁部は直立。

全面ナデ、日唇部直下はふく

らみ回転ナデ (ミ ズビキ)

焼成良好、胎

土は極薄。

1

芥形土器 口径  103
器高   55

平底 3Cmょ り大きく内弯し

ながら立ち上がり、日辺部で

内に屈曲して、口唇部は直立

さす。

全面ナデ調整、日辺部は28、

29と 同様。

焼成良好、胎

土 全 体 に肥

厚。

l

不形土器 口径  ■ 0

器高  60
平底 3Cmょ り大きく内弯し

ながら立ち上がり、口辺部で

内に屈曲して、日唇部は直立

さす。

全面ナデ調整、日辺部は28、

29と 同様。

焼成良好、胎

土 全 体 に 肥

厚。

l

a.底部は平面でわずかに内部に凸面を有す るもの No.17、 19、 20、 21、 30、 31第 19図 5

b.平底の底部で内部に凸面をなさないもの No.2～ 8、 10～ 15、 23～ 29 第 19図 7～ 9

C.底部がやや尖底に近いもの No l、 22 第 19図 No.1～ 4
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小型丸底州

種  類
番   を

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

不形土器 l 口径   115
器高   55

丸底の底部から内弯しながら

立ち上がり、日唇部で直立し、

端面は内面。

内面は全面を ヨコナデ、 日唇

部は ミズビキが施 される。底

部はヘラ削 りで、下腹部に及

ぶ。 日辺部はナデ。

焼成良好。 1

ネ形土器 2 口径  124
器高   68

基底部を内面にもつ。外底部

はやや丸底。基底部で外反し

たのち、腹央部で直立させ、

口唇端は内傾する平面。

内外面共にヨコナデ調整、下

腹部から底部にかけては粗雑

である。

焼成良好、胎

土密。

1

芥形土器 3 口径  112
器高  56

九底の底部で直立した口縁部

を持ち、端面は内傾した平面。

底部から腹部にかけてマキ

ゲ痕、日辺部は内外面にミ

ビキ。

ア

ズ

焼成良好、胎

土密。

ユ

ネ形土器 4 口径  87
器高  50

歪みがある。 3と 同様で、日

唇端面は円面。やや腰がおれ

る。

3と 同様。 焼成良好、胎

土密。

]

ネ形土器 5 口径   128
器高  75

僅かな平底から大きく外反し

たのち直立をする。口唇端面

内傾する平面。

内面は 3、 4と 同様。基底部

から底部にかけてヘラ削りの

整形。

焼成良好、胎

土密。

ユ

不形土器 日径  126
器高  75

平底 8Cmの基底部より内弯

して立ち上がり、日唇部で僅

かに内傾。

内外面共に入念なヨコナデ調

整。

焼成良好、胎

上密。

1

ネ形土器 7 口径  85
器高  72

平底 4cmの肥厚な底部より

直線状に立ち上がり、日辺部

で一気にすばまる。

内部回転ナデ、外面もナデ、

口縁内面に稜をなす。

焼成良好、胎

土密。

ユ

不形土器 口径   82
器高   50

平底 7Cmの基部より直角に

折 り曲げた粗雑な土器。

内部と日辺部にナデ痕あり、

手づくねである。

焼成良好、胎

上に粒子を合

む。

ユ

芥形土器 口径  105
器高  65

平底6 5Cmの 基部 よ り内舎

した立ち上がり、日縁部は内

傾する端部と共通。

内部及び口縁部は ミズビキが

施されている。腹央部より基

底部はヘラ削り。

焼成良好、胎

上に粒子を含

む。

1

小  型

九 底 増

5 口径  87
頸部  86
器高  92

胴部僅かにすぼめて頸部をつ

くり、日縁部短い。

全面 ヨコナデ調整。 焼成良好、胎

上は密。

1

小  型

九 底 増

口径  74
顕部  58
器高  78

大きくすばまり肩部は張る。

日縁部は内弯気味に外反。

底部より胴央部に刷毛目斜向

の整形、外はヨヨナデ。

焼成良好、胎

土は密。

l

小  型

九 底 対

口径  60
頸部  53
器高  75

肩部の張 りが胴央より上位に

ある。口縁部僅かに内弯する。

全面入念なヨコナデ調整。 焼成良好、胎

土は密。

ユ

小  型

九 底 対

日径  不明

頸部   51
現器高  65

日縁部欠失、卵状の体部で胴

央部に最大の張り。

全面入念なヨヨナデ調整の

後、胴央部にハケロナデが一

周。

焼成良好、胎

土は密。

ユ

小  型

丸 底 蛸

14 日径  不明

頸部   46
現器高  52

口縁部欠失、器形に歪み。 全面入念なヨヨナデ調整。 焼成良好、胎

上は密。

ユ

d.底部中央部にわずかに凹面を有するもの No.9、 16、 20 第 19図 No.6

以上土師器の外形土器について、口縁部 と底部について、若干の差異 と共通点がみられる

ことから、これらのわずかな形態の変化が、時代的なへだた りを示すものと推察される。
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

小  型

丸 底 増

口径   97
頸部   77
器高   99

球形の胴部、くの字口縁、日

縁は大きくのびる。

内部入念なヨコナデ、日縁部

にハケロ整形の後ヨコナデ調

整がみられる。

焼成良好、胎

土密、胎土は

全体 的 に肥

厚。

1

小  型

丸 底 増

口径  105
頸部   98
器高   96

10と 同様に顕部すばまりと口

縁部の短さ共通。

全面ヨコナデ整形、特に日縁

部は入念である。

焼成良好、10

より大型で胎

土も肥厚。

l

小  型

丸 底 対

日径   75
頸部  56
器高  94

顕部のすばまり大きく、13の

胴部と共通。

体部の中央部ヘラ研暦が、そ

の他はヨヨナデ。

焼成良好、胎

土密。

l

小  型

丸 底 増

口径  78
頸部  52
器高  90

球形の体部、口縁部外表にふ

くらみ、内面は ミズビキによ

る顕部に稜をもつ。

頸部と下腹部にハケロ整形痕

が残る。他はヨヨナデ。

焼成良好、胎

土密。

1

小  型

丸 底 対

日径   102
頸部   72
器高  106

球形の体部 (胴 )に よくのび

たくの字口縁。

口縁部は入念なヨコナデ、体

部はハケロ整形。

焼成良好、胎

土密。

1

小  型

丸 底 lH

日径  98
顕部  80
器高  95

10と 15、 16に類似する器形。 内部はヨヨナデで頸部にヘラ

切り、日縁部外面ハケロ整形。

焼成良好、胎

土密。

l

小  型

丸 底 増

日径  98
頸部  70
器高  94

15と 類似、にぶい頸部のすば

まりの後大 きくのびた 口縁

部。

内部ヨヨナデ、口縁外表はク

シロ整形の後ヨコナデ、顕部

より肩部にクシロが残る。

焼成良好、胎

土密、

胎土は肥厚。

l

小  型

丸 底 増

日径  102
顕部   82
器高  105

10、 16に類似、歪みがある。

口縁は大きく開く。

特に胴央部にヨヨナデを入念

に施す。

焼成良好、胎

土密。

l

小  型

丸 底 対

日径  85
頸部  64
器高  69

特に小型である。■、13に類

似の肩張。

口縁部 ミズビキ、胴央から底

部にかけてハケロ整形。

焼成良好、胎

土密。

ユ

小  型

丸 底 対

口径   75
頸部   60
器高   75

底部はやや尖底、日縁部は直

線状に開く。

体部内面に指頭ナデ痕あり

日縁部 ミズビキ。

焼成良好、胎

土密。

l

小  型

丸 底 対

口径  80
顕部  68
器高  92

底部はやや尖底、口縁部は直

線状に開く。

日縁部は ミズビキ、体部はノ

ケロ整形。

焼成良好、胎

土密。

l

小  型

九 底 射

口径  90
顕部  70
器高  105

底部はやや尖底、口縁部は直

線状に開く。

25同 様で体部はタテ、 ヨコの

ハケロ整形。

焼成良好、胎

土密。

〕

小型丸底常

この種の上器の出土数は以外 と多 く、すべてを記載することは不可能であ り、内でも完形

か、完形品に近 く特に変化のあるもののみを収録 した。

本遺跡出上の小型丸底対は、概 して球形の月同部 (体部)に 口縁部を胴部最大径より小さい

口径をなす ものが多 く、わずかに第 10図 No.15、 19、 21の 3個である。また口縁部高が、器

高の%以上に立ち上がるものには No.15、 19～ 22と No.26の 6個体であるが、破片の内にも

この比を保つ個体は多い。内でも器に対する比が%以上%以下の口縁部高を示すものが、全
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体の|%以上をしめる1出土数である。口縁部高が姥以下の比を取る個体は最も少なく、全体のノ

にすぎない出土数であ―る。ま.た胴認最大径からロー縁部を作りだす器は■個体
.も
検出されてい

ない。胴部最大缶よりわずかにすぼまリロ霰部を
―
作るNo.loは%の割合にある。1大半の器は

斃～2/3以
―
内の割合を保つヽのがはとんどである.。 特例として N6.4、 14にみられる.よ うに、

その比が%をこえるものもあるが、個イ体数としてごく少数である。
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須恵器芥形 土器(1)

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 14 汐( の 特 徴 考備 数量

蓋外 (蓋 ) ] 6 口径  125
器高   50
口縁部高 18

口縁部はやや内傾し端部は水

平な平面。天丼部は高くて丸

い。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部外面Ⅲ呵転ヘラ削 り、他は

回転ナデ調整。

焼成良好、胎

上密、青灰色。

ユ

蓋芥 (蓋 ) 2 口径  127
器高   48
口縁部高 26

日縁部は下外方向に下がり端

部は水平な平面。天丼部は丸

くて高い。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部外面は回転ヘラ削 り、他

は巨l転 ナデ調整 (天丼部内面

%が ナデ調整 )。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

l

蓋jTN(蓋
) 3 7 日宿ζ   120

器高   48
口縁部高 23

口縁部は下外方向に下がり、

端部は水平な平面で、日縁部

外面にふくらみがある。天丼

部は低くて九い。

マキアゲ、 ミズどキ成形、天

井部%Bl転ヘラ削り、他面は

回転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1

蓋芥 (蓋 ) 電 2 口径  127
器高  47
口縁部高225

口縁部は内傾 したのち下外方

向にのび、端面は僅かに内傾

する平面、天丼部は中央部で

凹む。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部仲I転 ヘラ肖Jり 、他面は回

転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

l

蓋ネ (蓋 ) 5 口径  130
器高  50
口縁部高 23

口縁部は短 く垂直で、端面は

水平な平面。天丼部は高 くて

丸い。(3Cm)

マキアゲ、 ミズビキFJk形 、天

井部同拡ヘラ肖」り、他面は国

転ナデ調整 (天 丼部内面%が
ナデ調整 )。

焼成良好、胎

上密、青灰色。

ユ

蓋イ (蓋う 6 口径   126
器高   50
日縁部高 26

口縁部は下外方向に下がり内

弯気味、端面は内に傾く平面。

天丼部はやや偏平である。

マキアメ、 ミズどキ成形、天

井部%トユ1拡 ヘラ肖!り 、他面は

回転ナデpH幣 (人 井部内面%
がナデ調整 )。

暁成良好、胎

上密、青灰色。

1

蓋杯 (蓋 ) 7 口径  147
器高   50
日縁部高 26

口縁部は下外方向に下がり、

端画は内傾する円面。天丼部

は偏平である。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部%回 転ヘラ肖1り 、他面は

回転ナデ調ti(べ 井部内面%
がナデ調整 )。

焼成良好、胎

i密、青灰色。

1

蓋ネ (蓋 ) 8 口径  130
器高   54
縁部高  23

口縁部は下方に僅かに内傾

し、端面で外反 して内傾する

平画、天丼部は高くて丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井都%が
',転

ヘラ削り、他面

は仲li骸 (ナ デ調整 (天 丼部内面

%が 1側 1転 ナデ調整)。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

ユ

蓋ネ (蓋 ) 9 口径  122
器高   42
口縁部高 21

口縁部は下外方向にのび、屈

曲して垂直に下がる。端面は

内傾し僅かに凹面、天丼部は

低くて偏平。

マキアア、 ミズビキ成形、天

井部は卜呵払ヘラ肖」り、他面は

fl晩 (ナ デ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

l

蓋不 (蓋 ) 日径  ■ 4

器高  45
日縁部高 22

口縁部は下外方向に下がり、

日縁部中位でひずむ。端面は

水平な平面、天丼部は九い。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

ナト部%は団ほヘラ肖Jり 、他面

は十可拡ナデ調RIr。

焼成良好、胎

上密、青灰色。

1

蓋芥 (蓋 ) 小 口径  ■ 5

器高   43
日縁部高225

口縁部は下外方向に下がり、

端面は内傾する平面、後直 下

に凹み、天丼部は歪み偏平で

ある。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部卜1乾(ヘ ラ肖Jり 、他面は回

転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

と

蓋必 (蓋 ) 12 口径  120
器高   45

日縁部は下にのび、端部で偉

かに内傾する。端面は内傾す

る平面、大井部やや偏平であ

る。

マキアア、 ミズどキ成形、天

井謝
`(k口

|は ヘラ肖!り 、他市,は

ⅢI帯 (ナ デP/1単。

虎成良げ、胎

li密、青灰色。

1
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

篤杯(蕊 ) 13 口径  122
器高  47
日縁部高 15

口縁部は短か く垂直に下が

り、外面にふくらみをもつ。

端面は内傾する平面、天丼部

は九くて高い。

マキアゲ、 ミズどキ成形、天

井部頂に僅 かに回転 ヘ ラ肖1

り、他面は回転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1

外   身 14 不 口径  ■ 4

器高   50
日縁部高 20

たちあがりは僅かに内傾し端

部は内傾する平面、受部は上

外方にのび端部は九い。底部

は平底に近い。

マキアダ、 ミズビキ成形、底

部%は回転ヘラ肖」り、他面は

回転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1

外   身 口径  ■ 7

器高  50
口縁部高 22

たちあがりは内傾したのち屈

曲してたちあがる。端面は僅

かに内傾する平面、受部は外

上方にのび端部で平面、底部

は平底。

マキアゲ、 ミズビキ成形、底

部に僅かに回転ヘラ削 り、他

面は回転ナデ調整。

焼成良好、胎

上密、青灰色。

1

不   身 3 口径  100
器高   50
日縁部高 20

たちあがりは内傾 し、端面も

内傾する平面、内部稜をなす。

受部は上外方にのび鋭い。底

部は丸底。

マキアゲ、 ミズビキ成形、瓜

部回転ヘラ削り、他面は回転

ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

l

TTh  身 と7 4 口径  107
器高   50
口縁部高 19

たちあが りはお りこみであ

る。端面は内傾する平面、受

部は水平に端部は鋭い。底部

は丸底。

マキアゲ、 ミズビキ成形、底

部は回転ヘラ肖より、他面は回

転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

l

外  身 口径  112
器高   55
口縁部高 18

たちあがりは内傾したのち上

外方にのび、肥厚した端部で、

端面は内傾する平面、受部は

上外方に鋭い。底部は偏平な

九底。

マキアゲ、 ミズビキ成形、底

部%は回転ヘラ肖」り、他面は

回転ナデ調整 (底部内面%回
転ナデ)。

焼成良好、胎

上密、青灰色。

l

杯   身 2 口径  105
器高   47
口縁部高 16

たちあがりは内傾してたちあ

がり、肥厚な端部で、端面は

内傾する平面、受部は僅かに

上外方にのび鋭い。底部偏平

な丸底。

マキアゲ、 ミズビキ成形、底

部%は回転ヘラ肖より、他面は

回転ナデ調整 (底部内面2/9回

転ナデ)。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

ユ

杯   身 9 口径  100
器高   48
日縁部高165

たちあがりは内傾してのび、

端面は内傾する平面、受部は

短かくL外方にのび鋭い。底

部は平底。

マキアゲ、 ミズどキ成形、底

部%は回転ヘラ削り、他面は

回転ナデ調整 (底部内面2/3回

転ナデ)。

焼成良好、胎

上密、青灰色。

1

外   身 559 口径  110
器高   51
口縁部高 16

たちあがりは内傾してのび、

端面は内傾する平画、受部は

水平に端部は鋭い。底部は平

底。

マキアゲ、 ミズビキ成形、底

部全面回転ヘラ肖」り、他面は

回転ナデ調整 (底部内面%回
転ナデ)。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1

外   身 4く 口径  103
器高   45
田縁部高 19

たちあがりは大きく内傾して

のび、端部で外にFrL曲 し稜を

なす。端面は内傾する平面、

受部はよ二外方にのび鋭い。底

部平底。

マキアゲ、 ミズどキ成形、底

部%は回転ヘラ削り、他面は

回転ナデ調整 (底部内面%回
転ナデ)。

焼成良好、胎

L密 、青灰色。

l

lIN  身 「I径   H5
器高   52
1,縁 部高 20

たちあがりは僅かに内傾して

のび、端部は内傾する平面、

受部は水ミrで端部は鋭い。底

訂∫は rヽ底。

マキアゲ、 ミズどキ成形、底

部%は回転ヘラ削り、他面は

回転ナデ調整(底 部内面銘回

転ナデ)。

焼成良好、胎

上密、青灰色。

1
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

外   身 4 口径  112
器高  40
口縁部高 20

たちあがりは大きく内傾 して

のび、端部で外に屈曲し稜を

なす。端面は内傾する平面、

受部は■外方にのび、端部は

鋭い。底部は平底。

マキアゲ、 ミズごキ成形、底

部はヘラ肖Jり 、他面は回転ナ

デ調整。

焼成良好、胎

上密、青灰色。

]

不   身 口径   112
器高  46
口縁部高 18

たちあがりはオリコミで直立

する。端面は鋭 く稜をなす。

受部は上外方にのび、端面は

鋭い。底部偏平な九底。

マキアゲ、 ミズビキ成形、底

部%"!転ヘラ削り、他面は回

転ナデ調整 (底部内面%回転

ナデ)。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1

高 外 形

外  身

l 回径   98
器高  54
口縁部高 20

たちあがりはオリコミで内傾

してのび、端部で屈曲して肥

厚する。端面は内傾する平面。

受部は上外方にのび鋭い。底

部は九底。

マキアゲ、 ミズどキ成形、底

部%は回転ヘラ削り、他面は

回転ヘラ調整 t底部内面2/3は

回転ナデ)。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1

ネ  身 8 口径   100
器高   52
回縁部高 18

たちあがりは内傾してのび、

端面は水平な平面。受部は水

平にのび鋭い。底部は丸底。

マキアダ、 ミズビキ成形、底

部は%回 転ヘラ肖より、他面は

回転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1

宝 珠 付

蓋  ネ

口径   120
器高  55
日縁部高 23
宝珠径  25
宝珠高  11

口縁部は内傾したのち外方へ

屈曲して直立して下り、端部

は内傾する。天丼との稜は鋭

く、天丼は僅かな平面をもつ。

中央部に偏平な擬宝珠様のつ

まみ。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部外面%以 上回転ヘラ削

り、他面は回転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

l

宝 珠 付

蓋  芥

日径  125
器高   57
口縁部高 20
宝珠径  32
宝珠高  08

口縁部は下に直立して下り、

端部で外に屈曲して、端面は

内傾する。稜は鋭い。天丼部

は九く、中央に擬宝珠のつま

み。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部外苗i%以 し回転ヘラ削

り、他面はI呵 椋ナデ調整。

焼成良好、胎

上密、青灰色。

l

宝 珠 付

蓋  芥

5 口径  124
器高   60
口縁部高 20
宝珠径  36
宝珠高  11

口縁部は下へ直立し、端部は

内傾する。天丼との稜は鈍い。

天丼は丸く、中央部に擬宝珠

のつまみをもつ。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部外面%は 1可 転ヘラ削 り、

他面は仲〕椋ナデ調整。

焼成良好、胎

上密、青灰色。

l

宝 珠 付

蓋  杯

日径  118
器高  55
日縁部高 20
宝珠径  26
宝珠高  10

口縁部は下へ直立したのち大

きく外に屈曲して下外方への

びる。端部内傾し、中央に凹

みあり。稜は鋭 く、偏平な天

井中央部に擬宝珠のつまみを

もつ。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部外面%は回転ヘラ肖Ⅲり、

他雨は回転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1

宝 珠 付

蓋  芥

不 日径   H5
器高  55
日縁部高 19
宝珠径  32
宝珠高  07

口縁部は僅かに内傾気味に直

立して下る。端部は内傾、稜

は鋭 く、天丼は丸く、中央に

擬宝珠様のつまみ。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井封
`外

面i%以 1」「司転ヘラ削

り、他面はⅢI転 ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1

宝 珠 付

蓋  外

4 口径  124
器高  60
日縁部高 20
宝珠径  33
t珠高 075

日縁部は下へ直立 したのち、

端部で外に屈曲してFTBく 。端

部は内傾す る。稜は鈍 く、天

井は九い。中央部に擬宝珠様

のつまみ。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部;%(■ lll転 ヘラ肖Jり 、他面

は回転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1
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種  類 法  曇cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量
111

付

杯

珠宝

蓋

口径  124
器高   58
日縁部高 22
宝珠径  29
宝珠高  ll

H縁部(■ ドイこ直立し、端部は

内傾サる。稜は鋭く、天丼部

は九く、中央部に擬宝珠のつ

まみ。

マキアゲ、 ミズビキ成形、天

井部外面%以 L回 転ヘラ削

り、他面は回転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

]

有蓋高芥 口径  107
器高  60
口縁部高 18

外部のたちあがりは内傾して

のび、端面は内傾する平面。

受部は li外 方にのび、端面は

鈍い。底部は九底、脚部欠損。

マキアゲ、 ミズどキ成形、底

部外面2/3以 上回転ヘラ削り、

他面は回転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

1

芥   身 口径  115
器高   46
日縁部高 16

たちあがりは大きく内傾して

のび、端面は内傾する。受部

は偉かに L外 方にのび鋭い。

底部備平。

マキアゲ、 ミズビキ成形、底

部外面2/3以上回転ヘラ肖より、

他面は回転ナデ調整 (底内面

%はナデ)。

焼成良好、胎

土密、青灰色。

l

(2 須恵器の様相

須恵器はいずれも土師器 と共伴し、文化層序を共にする出土遺物である。ネ形土器には蓋

不と杯身がある。さらに外益の天ナ1部 につまみをもつものと、杯身に短高の脚をもつ高芥 と

がある。蓋必の内、天丼部の様相が丸味をもつもの、やや偏平なものや、口縁部の口唇端面

が水平面を呈するもの、内傾する平面をなす もの、凹面をなす ものがあ り、また 口縁部の立

ちあが りが、垂直になるもの、外方向になるものや、内傾するものがある。

これらの様相からみて、当遺跡出上の須恵器の編年及び分類を陶邑報告書に求めるならば

1型式に属する時期が求めら,1´ る。いまこれら蓋芥 と外身にその特徴を観察すれば、A～ C

類に分類ができる。

蓋A類  口縁部高 2.5Cm以 上の器物で、回縁部はほば垂直に下がるか、下外方向に下がる

もので、口唇端面は内傾するか、凹面か平面 もみられる。稜は鋭 く (一部丸味のものあ り)

医井部は高 く丸味をもつものや、やや平 らな天丼のものもある。成形はマキアゲ、 ミズビキ

成形である。

蓋 B類  口縁部高 20～ 2 3Cmの もので、口縁部は垂直か、下外方向に下がる。端部は内

傾する段、凹面、水平面、円面をなす もので、天丼部はやや平 らなものから丸いものもある。

稜は比較的長 く鋭い。成形はマキアゲ、 ミズビキ成形である。天丼部に回転ヘラ削 り整形が

%～ %程度施されている。

蓋 C類  口縁部高 1.8Cm未満のもので、口縁部は垂直に下が り端面は内傾す る稜 と平面

とがある。天丼部は丸い。成形 tよ マキアゲ、 ミズビキ成形で、天丼部に回転ヘラ削 り%前後

にみられる。

身A類  口縁部のたちあが りが 2.0以 上のもので、たちあが りは内傾 してのび、端部は内

傾する段か、凹面である。底部 tよ丸いもの 14、 23が あ り、平底の 24が ある。受部は外上方

にあ り、端部は丸い。成形はマキアゲ、 ミズビキ成形で、底部に斃～2/3に 回転ヘラ削 りがあ

る。
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身B類  口縁部のたちあが りが、1.8～ 2.Ocm未満のもの 17、 18、 22で、たちあがりは内

傾し端面は内傾する段 と凹面とがある。受部は外上方向にのび端部は鋭い、成形はマキアグ、

ミズビキ成形で、底部に斑～%前後のヘラ削り調整がある。

身C類  口縁部のたちあが りが、1.8cm未満のもの 19～ 21が ある。たちあが りは内傾し、

端面は内傾する段と平面のものがある。受部は外上方向にのび端部は丸面である。成形はマ

キアグ、 ミズビキ成形で、底部に回転ヘラ削 り%前後の調整がある。

高外

高外には有蓋高不の 39と 第 21図 の 1～ 5あ る。外部はA類に 1、 2、 4、 10が、B類に

は 3、 5と 第 20図 の 35が 同一のものである。無蓋の高外には把手がある。脚部のすかしは

2方向にある。高杯形土器第 21図 2の時期と同時期の土器と理解される。2は必身のB類に

属する土器である。また外蓋の内、高不形土器の内、有蓋高杯の外蓋として宝珠付の蓋界が

使用されたかは不明であるが、いま検出された遺物の分類は蓋不の分類方法によれば、 I形

式のB類 とC類に分類されるものである。この分類からみれば、有蓋高界のA類に属するも

のには、宝珠付杯蓋はなく、B類の有蓋高不にはB類の宝珠付不蓋が使用された可能性はあ

る。
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第21図 須恵器必形土器実測図②
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須恵器不形土器似)

種  類
番  号

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

有蓋高不 l 口径  100
脚基部  50
脚裾部  95
器高  92
口縁部高 20

(不部)たちあがりは高く僅

かに内傾し、端部は内傾する

面を受部は上外方向へのび端

部は面をなす。

(脚部)短 く外反し、脚裾部

で屈曲する。端部は段をなし、

凸線がめぐる。スカシは三方

に長方形を配する。

外部成形後脚部貼付け、 ミズ

ビキ、マキアグ成形、lTh底 部

はヘラ削り、ロクロ回転左。

焼成良好、堅

緻、青灰色、

たちあがりが

特に肥厚であ

る。

実測者大山

ユ

有蓋高芥 2 口径  112
脚基部  60
脚裾部  87
器高  95
日縁部高 20

(外部)たちあがりは高く、

内傾した後直立。受部は短く

上外方向にのび、端部は鋭い。

底部は平底。

(脚部)脚基部は大きく僅か

に外反し、脚裾部で屈曲する。

端部で段をなす。三方に長方

形のスカシ。

外部成形後脚部貼付け、 ミズ

ビキ、マキアゲ成形、たちあ

がりはオリコミによる。底部

ヘラ削り物、ロクロ回転左。

焼成良好、堅

緻、青灰色。

実測者大山

1

有蓋高芥 3 口径   100
脚基部  50
脚裾部  84
器高  88
日縁部高 18

(外部)たちあがりは高く僅

かに内傾、端部は内傾する面。

受部は上外方向にのび、端部

は円面、底部は平底。

(脚部)基部より僅かに外反

し、脚裾部で大きく外反し、

端部で屈曲して直立する。三

方に長方形のスカシ。

不部成形後脚部貝占付け、脚部

貼付けによるネ底部に歪みあ

り、芥底部はヘラ削り、 ロク

ロ回転左。

焼成良好、堅

緻、青灰色、

たちあがりが

特に肥厚。

実測者大山

l

有蓋高芥 口径  110
脚基部  48
現器高  50

日縁部高 20

(外部)たちあがりは高く直

立する。端部は内傾する面。

底部は平底である。受部は上

外方向へのび、端部は鋭い。

脚部は欠損している。

外部成形後脚部貼付け、脚部

貼付けによるネ底部に歪み、

たちあが りはオ リコ ミであ

る。

焼成良好、堅

緻、胎上密、

青灰色。

実測者大山

と

有蓋高芥 5 7 口径  100
脚基部  52
現器高  50
日縁部高 18

(外部)たちあがりは高く僅

かに内傾し、端部は内傾し凹

面。受部は上外方向にのび、

端部は円面、底部平底。

(脚部)欠損する。

外部成形後脚部貼付け、底部

にヘラ削り笏、ロクロ回転左、

ミズどキ、マキアゲ成形。

焼成良好、堅

緻、胎上密。

青灰色。

l

無蓋高芥 日径  135
脚基部  28
脚裾部  95
器高  ■ 3

(外部)平底の基底部より内

弯気味に上外方向にのび口唇

端は平面。

(脚 部)円 柱の脚部4 5 CIn

で、裾部は 2段に広がり、脚

端部は平面、円孔を 3方向に

穿つ。

外部 ミズビキ、マキアゲ、脚

柱部ヘラ肖」りによる多角形。

焼成良好、堅

級、胎土密。

灰黄色。

l

饗 7 不明 日径   94
底部径  55
器高   60

平底の基底部より内省気味に

上外方向に立ちあがり、日辺

部で僅かに内弯する。口縁内

面は傾慕する面、体部に 2条

の凸帯、上段の凸帯位から下

段の突帯下部に把手を貼付け

る。

ミズビキ、マキアゲ成形、底

部外面ヘラ切 り、貼付け把手

は断面長方形の偏平である。

内外面回転ナデ調整後、把手

貼付け。

焼成良好、B.R

緻、胎上密。

青灰色。

l
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考偏 数量

級 8 口径   104
器高  70
推定

底部径  70

底部と把手部を欠損、基底部

より上方にのび僅かに外反す

る。日唇部ですばまり端面は

九。 2段の突帯はナデによる

成形。

ミズビキ、マキアゲ成形、把

子は接合部で欠失貼付。

院成良好、堅

緻、胎土密。

青灰色。

l

有蓋高邦 9 基部  47
脚裾部  82
現器高  52

ネ体部を欠損、底部は平底、

脚部は基部より大きく下外方

向にのび脚裾で上外方向に屈

曲する。

ミズビキ、マキアゲ成形、脚

裾部で胎土厚は薄い。

焼成良好、堅

緻、胎土密。

青灰色。

l

有蓋高ネ 口径  108
脚基部  50
現器高  65
口縁部高 18

平底の基底部より上外方向に

内弯したのち、たちあがりは

高く僅かに内傾する。日唇端

面は内傾する平面。受部は短

かく上外方向にのび、端部は

鋭い。脚部は基部で欠損して

おり不明。

ミズ ビキ、マキアゲ成形、脚

部貝占付け、不底部にマキアゲ

痕をのこす。

焼成良好、堅

緻、胎土密。

l

壷形上器 日径   162
頸部  ■ 5

体部最大207

器高  202

九底の底部より、上外方向に

内奪しながらのび、体位2/3位

よりは内傾してすばまり、頸

部をつくる。日縁部より屈曲

し外方向にのびたのち、口辺

部で僅かに折れたのち、ふた

たび口唇部は稜をなす。

ミズどキ、マキアゲ成形、叩

きしめ痕は入念にナデ消して

いる。体部下位と底部にかけ

てカキロ (静止)調整。口縁

部に断面三角形の稜をもち、

2段 に流水文を付す。

焼成良好、堅

級、胎土密。

青灰色。

l

把 手 付

高  杯

日ぞ&   184

脚基部  57
脚裾部 105
器高  120

(外部)平底の基底部より上

外方向に立ちあがり、口唇部

は鋭い。

(脚部)基部より下外方向に

のび、脚裾部で屈曲したのち

直立する。端部は鋭く、脚裾

端に断面三角形の稜をなす。

長方形の透孔 2方向。

マキアゲ、 ミズビキ成形、llW

外面回転カキロ調整。ネ中央

部に 2条の断面三角形の突帯

をめぐらす。突帯下部に流水

文を施す。把手 2方向にあり、

一方は欠損。

焼成長好、堅

級、胎土密。

青灰色、外内

面は、帯黄褐

色の付着物あ

り。

l

ITR  蓋 口径  117
日縁高  25
器高   50

ヘラ削りの天丼部より下外方

向にのびたのち断面三角形の

稜をもち、口縁部は垂直でロ

唇端面は内傾した平面。

天丼部より%ヘ ラ削り、内元

部にマキアゲ痕を残す。口縁

部内外面ナデ調整。

焼成良好、堅

緻、胎土密。

青灰色。

l

必  身 l雪 日径   97
受部径 120
日縁高  18
器高  46

丸味をもつ底部より上外方向

に内弯してのび、受部は上方

にのび、端部は面をなす。口

縁部は僅かに内傾する。日唇

部は内傾し面をなし、端部は

鋭い稜をなす。

マキアゲ、 ミズどキ成形、医

部%ヘ ラ削り、たちあがりは

オリコミ。

焼成良好、堅

緻、胎土密。

青灰色。

l

石包
「

片 推定長形100

幅   42
厚味  06

長方形の石材を利用。背面は

直線状、刃部は円弧状、片画

は象」離面、片面は粗雑な円面。

長方形の両端部を狭入してヒ

る。背面は磨製による円面、

刃部はノミ状に研磨。

緑泥片岩。 1

石   鏃 現在長  43
幅    21
厚味   06

有柄部は基部を残し欠失。 両面磨製され、有柄部も磨製

による断面は円形。

緑泥片岩。 l
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Ⅲ 川付地区での遺構

1 川 付 地 区 に て検 出 され た掘 立柱 建 物 跡 遺構

掘立柱建物遺構として柱穴は多数検出されたが、建物遺構として梁間及び桁行間をたどれ

るものは少ない。今柱穴 1・ 2・ 3・ 4と 5・ 6・ 7・ 8は共に柱間間隔を 2mと する等間

の柱穴列である。相対応する柱穴をそれぞれ実線で結ぶと、何れも柱間の心心間距離を異に

する柱穴遺構となる。なかでも5・ 6・ 7・ 8を基準とする柱穴では、掘立柱建物として可

能な柱間が推測されはするが、何れも推測の域を脱しない。現在まで民家があり、旧家のた

めに床下は深 く掘 り下げ排水効果を計ったことが、遺構の破壊に関連している。

第23図 川付地区掘立柱建物遺構実測図
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福音寺534番地 2の塚の調査

(1)遺 構

調査は約 9× 13mを実施した。塚は土地所有者により祀られているが、葬 られている人物

も時代も不明である。また墓碑もない。第 25図 に示すもので一面に河原石を配石しており、

墓地一面にリュウゼツランが繁茂し、その中央部にカエデとサンショウの木が自生していた。

調査は配石の測量後深度 20 cmで隅丸方形、精円形のピット7基を検出した。土羨墓は 2

種に分類すれば、副葬品を有するもの、有しない無遺物のものと、土壊の掘 り方からみて、

深度 30 Cm以 内の浅いものと30 Cm以 上の深いものに分かれる。

出土遺物は、寛永通宝と伊万里焼の磁器を出土することから、江戸時代の中期か中期以後

と考えられる。なお全遺構に共通するものとして、僅かな木質遺体を検出しているが、木棺

とは考えられず、図版第 30図 に示す小箱であるう。土痰の規模からみて幼児の墳墓と思われ

る。

(2)li娠の規模

十二躾rrケ 長径 ((m) 短径 ((m) 深度((m) 主軸方向 出_ 土  遺  物

l 北 45° 束 な し

74-67 57～ 50 北 35° 束 漆器片、伊万里 1ケ

3 53^-37 50´-37 北 31° 東 寛永通宝 6ケ 、土師皿 2

4 89-68 68-53 北 35°  東 伊万里2点 と党水通宝 6ケ

5 48～ 40 40-33 北 30° 東 寛永通宝 6ケ 、伊万里 1

67´-63 48^-38 】ヒ45°  レ【 寛永通宝 6ケ

7 60～ 50 42^ヤ 30 北 30° 東 な し

第24図 琢出 ヒ遺物実測 I�

ー2

口 。
4

)    .
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福音寺遺跡534番地 2の塚①

福音寺遺跡534番地2の塚②

福音寺遺跡534番地2の塚③

第25図 塚実測図 ③～③
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(3)
竹 ノ

土羨墓内の遺物

下 (福音寺仙波塚出土遺物)

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

須 恵 器

1

口縁稜部105

頸部  43
現器高 130
体部径  93

口縁部を欠損した還物。球形

の体部に漏斗状の頸部が上外

方向に大きくのびたのち、 2
段に屈曲して外反する日縁部

をつくる。体部の中位に円孔

を穿つ。

体部の中位までヘラ削 り、肩

部はナデ調整、顕部はカキロ

整形、内面はナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

青灰色、頸部

は黒褐色で光

沢。

l

古 伊 万 里

2

口径   87
器高   53
底部径  35

高台の底部より基底部で内弯

したのち、僅かに上外方向に

のびる。口唇部は円面。月と

鳥の文様、基底部に 1条の紫

線がめぐる。

ミズビキ、マキアゲ、紫紺の

手書文様、全面に釉。

焼成良好、高

台内面以外白

汗苗。

ユ

古 伊 万 里

3

日径   65
器高   49
底部径  35

高台の底部で屈曲したのち僅

かに上外方向にのび、日縁部

でやや外反する。口唇端面は

円面。草花の文様、高台部と

基底部に 2条 の紫線がめ ぐ

る。

ミズビキ、マキアゲ、紫紺の

手書文様、全面に釉。

焼成良好、高

台内面以外白

釉。

1

土師小皿

4

日径   72
器高   18
底部径  50

平底の基底部より上外方向に

僅かにのび、日唇部ですばま

り円面。

ミズビキによるナデ調整。底

部は回転糸切 りの後ヘラで削

る。

焼成良好、胎

土密。

赤褐色。

1

土 師 小 皿

5

口径  72
器高  13
底部径  48

平底の基底部より上外方向に

僅かにのび、口唇端面は円面。

ミズビキによるナデ調整、底

部は回転による糸切 り、底部

内面が僅かに凸面をなす。

焼成良好、胎

土密。

赤褐色。

1

古   銭 24個 寛永通宝、永楽通宝、開元通

宝、隆通宝

Ⅳ 福青寺追跡筋違地区

筋違地区は、さらに細分 してA区を道路予定地中心杭 No,37を中心に農道 と農業用水路に

囲まれた範囲とし、B区は道路予定地の中心杭 No.33～ 36の 間を設定した。A区 は 2面の水

田地であ り、発掘実施後においても、やは り2面の耕作地であった。 これに対 して三方張 り

のコンク リー トによる濯漑用水路 (幅 60 Cm)の 北方 B区では、No.33付近 と No.34付近で

は南に向かって耕作土は深まりをみた。

遺構はA区、 B区 ともに豊富で、A区では竪穴式住居跡 8基 (内 2基は完掘)と 掘立柱建

物遺構 3基が検出された。 この外に土壊状遺構 1基 と濤状遺構 とがある。A区における調査

地の内西方に検出された SB 08遺構は、土地所有者の好意により完掘することが出来た遺構

である。

B区における遺構は、実に多 く、竪穴式住居跡 5基、掘立柱建物跡 14基、土壊墓及び土猿

状遺構 31基、濤状遺構 2条がある。さらに長方形に掘 りめぐらされた周濤があ り、遺構の最

も集中する発掘地区であった。
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第盗田 福書寺逮鉢筋達地区発掘位置園
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第27図 福音寺遺跡 (筋違A区)遺構全測図
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1 福音寺遺跡筋違 A区の竪穴式住居跡遺構 と遺物

(1)竪穴式住居跡 (SB 01)遺構

SB 01の 遺構は筋違A区グリッドNo.1において検出された遺構である。遺構は方形の隅

丸が推定される竪穴式の住居跡で、発掘調査により知る限りでは一辺 5m内外の規模 と推測

される。だが遺構は一辺の概観をしのばせるものであり、完全な一辺を検出していない。ま

た出土した遺物も10数点であり、内実測可能なものは数点にすぎない。遺構の東隅において、

平面は平坦なしかも研磨面を有する一辺 15 Cmの 砂岩による砥石を検出した。

なお遺構は暗茶褐色の苦土層直下で検出され、地山を 1l Cm掘 り込み住居の点面としてい

る。主柱は 4本柱が推定される。

第29図  SB01土 器実測図

ノ

第28図  SB01遺 構実測図
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種  類 法  量cn 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

立形土器

口  縁

1 口径 大きく外反した後、日辺部は

水平にのび、日唇端面は外に

垂直な平面をなし、端部下方

につまみ出す。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土に粒子を合

まず。

1

2 口径  160 大きく外反し、口辺部は水平

にのび、口唇端面は外方に垂

直な平面をなす。

全面ナデ調整で、顕部に指圧

痕がある。

焼成良好、胎

上に粒子を含

まず。

1

芝形土器

体 部 片

3 体部径 180
現器高  50

体部下位の破片である。内弯

する体部片である。

内面はナデ調整で、外面はク

シ状ヘラエ具による調整であ

る。

焼成良好、胎

土 に02の 粒

子を含む。

1

壷形土器

体 部 片

5 体部径 320
現器高  90

体部下位の破片である。体部

の内弯状況か らみて丸底の底

部が想定 される。

輪積手法による。体部内面は

ヘラ肖」り整形で、外表面はヘ

ラ肖」り整形の後クシ状ヘラエ

具による調整である。

焼成良好、胎

上 に02の 粒

子を含む。

1

壼形土器

休 部 片

6 体部径 155
現器高  85

体部下位の破片である。体部

の内弯状況からみて九底の底

部が想定される。

内面はナデ調整。外表面は平

行叩きしめ整形で、下位はタ

テに叩きしめを行う。

焼成良好、胎

上 に02の 粒

子を含む。

1

高 外 形

土  器

基 部 片

7 基部径  40 外部は平底である。脚部は欠

失して不明。

全面にナデ調整がみえる。脚

部は貼 り付けである。

焼成良好、胎

土に粒子を含

まず。

l

壷 頸 部 頸部径 130 薄手の上器片である。顕部は

外反気味にたちあがり、顕部

上端部で大 きく外折 してい

る。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

上に粒子を含

まず。

l

壷形土器

底  部

底部径  35 底部の中央部をくばまし、基

底部位置をつまみだし高台を

つくる。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土に粒子を含

まず。

1

(2)竪 穴式住居跡 (SB 04)の 遺構

SB 04は 方形の 7.45mを一辺 とす る平地式住居跡である。住居の主柱は 4本で、それぞれ

の主柱の柱間の心心間距離は、Plと P2は 350 cm、 P夕 とP3は 365 Cm、 P3と P4は Plと P2等

間と推定 される。住居の主軸は磁北にほとんど一致する。住居の平面プランに対する柱間の

比は%を相前後する数値を示 している。また住居の出入田部は東側壁面を延長する形をとる。

入口部は、僅かに有段をなし、やや屋内の床面が低 く整地 されている。主柱の中心よりや

や Pl柱寄 りに焼上が検出されてお り、炉址 と見 られる。だが主たる火事場は、東壁面の中央

部 KD-1が 特に灰層 も厚 く、続 く左右の くばみからは什器類のほとんどが集中的に出土を

見たことから推定 して、この住居に消ける炊事場であ り、KD-1は ヵマ ドとしての可能性が

高い。

さらに住居の両側面の南角に全長 2m、 幅 50 cmの 突出した濤状の遺構が検出された。突

出した濤状遺構は西方向に僅かに傾斜を保ってお り、濤に充填 された土壌は 2層からなり、
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上層は青灰暗褐色土であり、下層は黒褐色土であった。

(3)竪 穴式住居跡 (SB 04)の遺物

SB 04の 遺物は主に、東側壁面部より集中的に検出した。なかでも壁面の床面を僅かに掘 り

凹められた位置に集積された状態での出土状況であった。

第30図 SBo4遺 構実測図

― |SB
◎

Ｎ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｒ

０

　

　

　

　

２
　

　

　

Ｈ

卜

肝

Ｈ

Ｈ

Π

Ｈ

Ｌ

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

牌

Ｈ

ど

日

日

Ｌ
ナ。
仰

―- 69 -―



第31図  SB04土器実測図①



SB04遺物

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量
!||

疑形土器 l 口宿酸   160
頸部径 147
器高  110

球形の体部に頸部の大きい口

縁部をもつ。口縁は僅かに外

反する。口唇端は鋭い。

輪積手法である。顕部に接合

痕を残す。全面ナデ調整であ

る。

焼成やや軟、

胎土は密。

1

対形土器 2 口径   113
器高  137

胴張 りのある偏平な体部に、

僅かに外傾する長い日縁をも

つ。口縁部に歪みがある。

体部内面は指頭によるナデ調

整、口縁部は内外面ともに入

念なナデ調整、器表はクシ状

ヘラエ具による粗い整形。

焼成良好、胎

土は密。

l

変形土器 3 口径  155
顕部径 130
器高  124

卵形の体部にくの字の日縁で

顕部は大きい。口縁部の胎土

は口唇部に向かい薄くなり、

端面は丸くおさめる。

体部内面にタテ方向の指頭に

よるナデ痕が残る。外表面は

ハケ状ヘラエ臭で整形、スス

が付着、口縁部はヨコナデ調

整。

焼成良好、胎

土は密。

1

変形土器 4 口径  160
頸部径 143

3と 同様であるが、口縁部は

外傾してのびる。胎上は日唇

端へ向かい薄くなる。

体部内面は3と 同様。顕部に

ヘラ削りあり、他面は全面ナ

デ調整。

焼成良好、胎

土は密。

l

饗形上器 5 口径  187
頸部径 130

肩部の張 りが大きく、日縁部

も頸部で大きく屈折して上外

方向にのびる。端面は外方に

面をなす。

体部内外面ともにクシ状ヘラ

エ具による整形、内面がやや

粗い。頸部にヘラ削り、日縁

部はナデ調整。

焼成良好、胎

土は密。

l

竜形土器 6 体部径 336
現器高 230

偏平な球形の体部片で、

量に対して、胎土は薄い

器 容 輪積手法で、内面に整形時凹

凸を残す。外表面に鋭い擦痕

を残す。

焼成良好、胎

土は密。

黄橙色。

1

豆形 上器 7 口径  136
顕部径 107
現器高 145

頸部の しまった卵形の体部

で、頸部より口縁部が上外方

向に外反気味にのび、口唇端

面は丸い。

体部内面はクシ状ヘラエ具に

よる整形、外表面はヘラ削り

整形、日縁部はナデ調整、輪

積手法。

焼成良好、胎

土は密。

文

L器甕形 8 口径  217
頸部径 185

胴張 りのある器形が推定 され

る。 口縁部の様相は 1、 3と

同様である。

輪積手法、頸部直下に接合痕

が明瞭に残る。体部内面ヘラ

削り、外表クシ状ヘラエ具整

形、日縁部ナデ調整。

焼成良好、胎

土は密。

1

変形上器 9 口径  207
顕部径 180

8と 同様の形態で僅かに胎土

厚がない。体部から口縁にか

けてススが付着している。

輪積手法、体部内面ヘラ削り、

方向は8と 逆である。外面は

クシ状ヘラエ具整形、日縁部

はナデ調整。

焼成良好、胎

土は密。

1

変形上器 日径  131
頸部径 125

肩張 りのある体部に直立する

顕部より、僅かに外傾する日

縁部で口唇部は鋭い。

輪積手法、日縁部は内外面ヨ

コナデ調整、体部内面はナデ、

外面にはススが付着する。

焼成良好、胎

土は密。

1

竜形 上器 口径  230
顕部径 105
現器高 60

頸部 よリラップ状に開いたロ

縁部で、 口唇部は日辺部より

下位に位置 している。

内面はヨコナデ調整、器表面

の頸部付近はヘラ研磨であ

る。

焼成良好、胎

土は密。

1

豆 形 上 器 口径  186
頸部径 135

くの字口縁部で、頸部で屈曲

して、 上外方向に直進する。

口縁部内面にふくらみあり。

口縁部内外面ヨヨナデ調整で

ある。日縁部外面ではナデの

下地にクシ状ヘラI具痕が残

る。

焼成良好、胎

土は密。

1
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 枝 法 の 特 徴 考傭 数量

鉢形土器 不明 日径  140
頸部径 117

直立する体部より、外方に90°

折れて、頸部と口縁部をつく

る。口唇端面は外に垂直な平

面をなす。

体部内面はナデ調整、外表面

は平行タタキしめがある。

焼成良好、胎

土は密。

l

対形土器 6 口径  104
頸部径  70

球形の体部に顕部でくびれ、

上外方向にのびる日縁部は外

面に僅かなふくらみをもち、

日唇端面は九い。

体部内面に指頭押圧痕、体部

外面と日縁部外面にクシ状工

具による整形あり。

焼成良好、胎

土は密。

l

ヨップ形 日径  70
器高  79

U字形の肥厚な土器である。

日縁部内面は削られ傾斜をも

内面はナデ調整、外表面は粗

雑なナデ調整である。

院成良好、胎

土は密。

1

吋形土器 口径   64
器高  75

球形な体部に上外方向に直線

状にのびる日縁部で外表面に

よくらみがある。

手づくね上器で、内面ナデ調

整、外表クシ状ヘラエ具によ

る整形の後ナデ調整。

焼成良好、胎

土は密。

1

姑

小型丸形壷

九 型 壷

推定器高 70
顕部径  53

口縁部欠損、底部は九底でノ

ー ト形の体部である。

手づくね上器で、底部内底部

に指頭によるナデ痕あり、他

面はナデ調整。

焼成良好、胎

土は密。

l

対

小型九形壷

不明 口径  85
器高  78

丸底で球形の体部であり、頸

部でのすばまりは少ない。日

縁部は上外方向に直線的にの

び口唇部端は鋭い。

手づ くね土器で、内面の調整

は粗雑で凹凸が多い。

焼成良好、胎

土は密。

l

小型鉢形

土  器

口径   75
器高  54

底部を欠失、日縁部はくの字

口縁で、口唇端面は内傾して

稜をなす。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土は密。

ユ

小型鉢型

土  器

日径   70
器高   33

体部%を欠損、口縁部は短か

く、頸部で屈曲し、口唇端面

は外方に傾斜す る平面をな

す。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土は密。

ユ

小型鉢形

土  器

ll 頸部径  87
現器高  35

器形 より偏平な体部が推定 さ

れる。頸部でのすばま りは少

ない。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土は密。

1

鉢形土器

体  部

体部径 400
現器高 120

大 きく内弯する体部片であ

る。体部の胎土層は底部より

順次薄くなる。

体部内壁面はクシ状ヘラエ具

によるヨコ方向の整形、外表

面は交鎖するクシ状ヘラエ呉

による整形である。

焼成良好、胎

上 に03以 下

の粒 子 を合

む。

1

浅 鉢 形

土  器

口径   225
器高  87

九底の底部より大きく内彎し

て上外方向にたちあがり、口

唇端面は水平な平面である。

底部より日唇部にかけ順次胎

土厚を減じている。内面はク

シ状ヘラ!E具 による整形、外

表面は平行叩き日文による整

形である。

焼成やや軟、

胎 土 に02以

下の粒子を合

む。

帯赤黄褐色。

1

甑 土 器

底  部

底部径 ■ 0 甑形土器の底部 (ス ノコ)の

一部片である。中央に円孔を

穿ち、周囲に 4個の円孔が推

定される。面取 りは何れもへ

ラ削り。

器厚は 3Cmと 厚 く、中央部

に半径15の 円孔を穿ち、周囲

に 4個 の円孔を配している。

焼成良好、粒

子 を含 まな

茶褐色上で一

部 に帯 黄 褐

色。

1
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種  類
『童
Щ 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

豆形土器

体  部

不明 体部径 238
現器高 150

体部片である。胎土は底部よ

り上に向かって滅厚 してい

る。体部は基底部で大きく内

弯気味に立ちあがり、口唇端

面は直立する。

円面下部は指頭によるナデ上

げ成形、体部中位ではクシ状

ヘラエ具による整形を、体部

外面も同様である。

焼成良好、胎

上に粒子を合

まない。

1

甕形土器

体 底 部

1 体部径 290
現器高 240

丸底の底部より大きく内弯気

味に上外方向に立ちあがり、

体部中位より上外方向に直線

的にのびる。

胎土は九底の底部より順次減

厚されている。内面は入念な

るナデ調整、外面は斜行と平

行の叩きじめ整形である。

焼成良好、胎

土内に粒子は

含まない。

内面黄橙色、

表面黒色でス

スが付着して

いる。

1

浅 鉢 形

土  器

口径  ■ 0

底部径  25
器高  55

僅かな平底の基底部より内弯

気味に上外方向に胎土を減厚

しながらのび、口唇端面は鋭

く稜をなす。

内部はクシ状ヘラエ具で、放

射状に整形している。内部に

対して、外表面は叩きしめの

痕が残る程度のヘラ肖」り整形

である。

焼成良好、胎

上に若子の粒

子。

ユ

口 縁 部 口径  112
頸部径  85
現器高  20

頸部で僅かに直立したのち、

外反して口縁部をつくる。日

唇端面は外に傾 く平面であ

る。

胎土厚は一定で、内外面とも

にヨヨナデ調整である。

焼成良好、胎

上に若子の粒

子。

1

口 縁 部

日径  112
現器高  55

駁部より外反しながら上外方

向にのび、口唇端面は九くお

さめる。

内外面ともにヨヨナデ調整。

肩部の胎土厚に対して、口縁

部の器厚は%である。

焼成良好、胎

土密。

1

口径  82
現器高  65

肩張 りの少ない口縁部は、顕

部より内弯気味にたちあが

り、日唇端面は丸い。

体部内面は指頭圧痕を残す。

ヘラ削り整形、口縁部は入念

なナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

l

甕形土器 顕部径 145
現器高 290
体部径 251

体部は卵形の九底の立であ

る。頸部は長く直立する面と

外反する面があり、歪みが残

る。

輪積手法で、顕部までに 4段

縫合がある。内外面ともに叩

きじめによる凹凸が残る。全

面ナデ調整。

焼成良好、胎

土は密。

煤煙付着。

1

疑形土器

部底

底部径  35 平底の基底部より上外方向に

のびたのち、大きく外に屈曲

し ti方 向にのびる。

底部ナデ、内壁面はヘラ肖」り、

ハ ケ ロ状 ヘ ラエ具 に よる調

整。

焼成良好、胎

土は密。

1

17 底部径  25 平底で、上外方向にのびる。 内面ナデ、外表ハケロ状のヘ

ラエ具による調整。

焼成良好、胎

土は密。

l

高 ネ 形

土   器

基部径  35
現器高  73

脚基部より下外方向に開き、

脚裾部で外方に屈曲してし

る。

内面はヘラ切 りの後クシ状ヘ

ラエ具で調整。外表面ヘラ研

磨、脚基部中央に粘土を押入

している。

焼成良好、胎

上に若子の粒

子。

l

高 杯 形

土  器

1 脚裾部径135 脚裾部で大きく外方向に屈曲

する。
'1曲

した脚部は上に凸

hiを つくる。

外表面ヘラ研磨、内面はナデ

調整、脚裾部高は 0である。

焼成良好、胎

土は密。

1
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

形

器

不昔
回
土

l 脚基部径 40
現器高  80

脚部の一部、基部よりゆるや

かに下外方向にのび、脚裾部

で外弯気味に脚裾端を開く。

外表面ヘラ研磨、内面はナデ

調整。

焼成良好、胎

土は密。

l

高芥脚部 14 口径  170
有段部径 98
脚基部  30
脚裾部径107

器高  124

外部は平底に近い。基部に僅

かな稜をなす。基部より内舎

気味に上外方向にのびて、ロ

唇端面は丸くおさめる。脚部

は基部より下外方向にのび、

脚裾部で大きく外方に屈曲し

ている。脚裾端面は水平な平

面。

全面ナデ調整、脚柱部は型抜

きである。赤底部中央は粘土

板押入による凹みがある。

焼成良好、胎

土は密。

黄橙色。

l

の

部

不言口
基

高ネの底部片であろう。脚基

部より大きく上外方向にのび

て外部をつくる。

脚部にとりつく杯底部にさら

に粘土を貼 りつけて内面を平

底にする。全面ナデ調整。

焼成良好、胎

土は密。

1

紡 錘 車 不明 径

厚

孔

直

器

円

57
10
09

片面は水平で、表面は凸面で

ある。中央に円孔あ り、端面

は円面。

粘上円板に穿孔し調整してい

る。

焼成良好、胎

土は密。

l

(4)SB04の遺物の様相

SB 04遺 構に伴 う遺物には、重形土器、対形土器、甕形土器、鉢形土器、高不形土器、小型

丸底対、コップ形土器、甑形土器 と紡錘車を検出している。

壷形土器では、 1、 6、 7、 11、 12、 22、 26が あ る。 口縁は くの字 口縁であるが、11

にみる口縁は漏斗状に広が り、 口唇部は反転 している。頸部内壁面は垂直に箆切 り整形が施

されている。頸部外表面は入念な箆研磨による整形である。 1と 2の 口縁は僅かに外湾し口

唇端面は内傾する。この口縁部の様相は甕形土器の口縁にも共通するもので、 3、 8～ 10に

認められる。いま甕形土器の口縁部の形態から 3、 8～ 10にみられる一形式 と、 4にみる頸

部より上外方向にのびる一形式、 くの字 口縁で頸部内壁面に箆切 りがあ り、口唇端面は外方

向に平面をなす 5の一形式が認められ、この口縁部の形態は壷形土器にも共通する。

靖形土器に 2、 14、 31が ある。対形土器の成形は 2は直立する口縁部で頸部内壁面には陵

をなすが、14では頸部ですばまり上外方向にのびる口縁で僅かに中央部に摩 くらみがある。

31は肩張 りは弱 くなで肩である。顕部でのすばまりはゆるやかで、口縁部は頸部 より直立 し

て立ち上が り、口辺部で僅かに内湾する直 口の口縁部である。

小型丸底対 と小型浅鉢形土器がある。小型丸底対 16～ 18は いずれも手づ くね土器で、内壁

面に多数凹凸面 (子旨圧痕)が認められる。18は頸部でのすばまりは弱 く、17は顕部内壁面に

箆切による整形がなされている。箆切 りの両端面には陵がみられる。16は完形品で全体的に

胎土は肥厚である。器の表面は刷毛 目整形が施されている。19～ 21は小型の鉢形土器で、器

形は小型丸底対に類似するが、完形品がなく底部の状況は不明であるが、 口縁部は くの字 口

縁で口縁部は短 く、口唇端面はヘラ切 り整形である。24と 28は鉢形土器で共に、丸底の底部

より上外方向に延びながら内湾 して立ち上が り、口唇部は水平をなす 24と 円面をなす 28で
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ある。24の1器形の整形に平行口,き Hがなされ.体部から底部にかけてwき 目は残―り、H辺郡

のみ横,デ整形とな,ている。28.も 同様の器形の整形を取りながら1器表面は箆研磨を施|↓ て

ぃる。内面は櫛状
=具

―による.斡.が施|さ れているが、28.の器物ほ放射状に入森な整形である。

平行
'Fき

目心整形を残す らヽに127の寮形土器がある。H縁部工欠損している。内部は横―ナデ

整形である.。 32の上器は土器1形態からすれ―ば、壷形土器であるが(体1部に爆理が付着して熟

り、壽形土器として使角さ|れた圭器である。口縁部ほ欠損している。頸部直下に日頸部擁合

痕を療している。高芥形土慕はう点ntHされた内3点の高不形脚部は、いずれも鍵研―磨によ

る整形がなされるも鶴.39は|と―とにオデ整形で,38ほ明らかに枠形による脚部成形である。
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(5)竪 穴式住居跡 (SB 05)の 遺構

SB 05の 遺構は、耕作上の下部互層に広がる苦土 (羽土層)4cm層下に 5～4.5mの直径

をもつやや変形 した円形の竪穴で、床面は平坦であり、中央部には植物の成化遺物が検出さ

れた。図中のA～ Fには粘土層の堆積がみられ、しかも堆積層A・ B・ Cでは明らかに赤色

に変色した焼成痕がみられた。さらにBoCで は若千の灰層とこれに混入した灰化物も検出

された。

だが平坦な床面には柱穴等は検出されず、住居としての主柱はなく、また周辺部の精査に

もかかわらず、竪穴の周辺部にも柱穴は検出できなかった。ただ南西の位置に幅 22 Cm内 外

の深度 10～ 13 Cmの 濤状遺構が検出されたことを付記しておきたい。

さらに出土遺物の多くを占める人頭大の石を中心にみれば、直線的に配列されるものと円

形に配列されているものとがある。これらの配石がどのような機能内容をもつものかは不明

である。

この列石及び配石と平行して土師器の出土があり、特に 1～■ や、12、 13、 18～ 23及 び 24

は集中しての出土状況であり、しかも復原可能な器物が多いことも特徴である。また図中に

示す斜線での表示は、植物遺体の威化物であり、明らかに建物の焼失に伴 うものとみられる

炭化物である。

遺 物 番 号 1 2 3 4 6 7 9

出 土 レ ベ ル

器 種
ｍ

ｍ
縁
体

口

，
ｃ

体 ‖
`

Httm` 体 削∫ 底 Ⅲ
`

体 測∫ H 縁

遺 物 番 号 17

出 土 レ ベ ル

器 種 体 謝
`

底 淵∫ 体 淵∫ 体 淵∫ 底 ‖
`

須  恵 須 忘

遺 物 番 号 植 物 遺 体 A B C D E

出土 レベル 出土 レベル

種器 体 ‖
`

体 Ⅲ
`

表 形 体 附
`

器 種 建築材
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第33図  SB05遺 構 と遺物出土状況図
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(6)竪 穴式住居跡 (S3o6)

筋違A区南面の農道に遺構の広が りをもち、発掘調査により図 34に示す SB06の遺構が検

出された。SB06は二重 (ト ツプル)の 遺構である。遺構面の遺存状況から推測して、SB06A

が最 も新 しく、SB06Bが SB06Aに やや先行 した遺構である。SB06Cは最も早 く構築 された

遺構 と見 られる。

(7)SB06Cの遺構

SB06Cは 、長方形の隅丸である。長辺 4m、 短辺 3mで 、主軸を北 20度東にとった南北棟

の竪穴式住居跡である。床面は平坦に地山整地がなされ、中央 よりやや東壁面寄 りに 2本の

主柱がみられる。主柱の間隔は、心心間距離で 160 Cmが 計 られる。南北への壁面距離はとも

に 110 Cmと 等間距離である。竪穴の東壁面中央部より、北壁面及び西壁面には、浅い濤が検

出されているが、南壁面には検出されなかった。

主柱 と東壁面の中央位置 (壁面よりlm位置)に、長径 70 Cmの 凹地が検出されたが、焼

土等の検出はできなかった。床面の北西の隅に穿たれた柱穴は、掘立柱建物 SB3の 柱穴であ

る。床面での出土遺 7/」 は土師器を主体 とする細片であ り、計測等は不可能であった。

(8)SB06Bの 遺構

SB06Bの 遺構は、SB06Aと SB06Cの 中間位置で検出された円形 もしくは、精円形の竪穴

式住居跡である。住居の規模は未掘のため不明である。床面は平坦に調整されているが、住

居に伴 う柱穴は P2が推定されるが、その他の柱穴は不明である。

主な出土遺物は No.1～ No.15がある。特に出土遺物 15は一括して出土してお り、復原可

能な土師器である。出土遺物の器種 とコンターは下表 に示すものである。

出 土 遺 物 呑 号 1 2 3 5 7 8

出 Jと のイ敷コンター 7

遺 物 の 器 rtr 11  承家 H  ネ来 氏 Ⅲ
`

底 Ⅲ
`

額忠忠 11  4攻 |】 縁 |] 率攻 11  率攻

出 土 遺 物 番 号 12 14

出上の微 コンター 11 5 10 12

遺 物 の 器 樋 H 縁 II  ネ疾 氏 出
`

||  ネ攻 II  ネ友 II 縁 11  ネ表

(9)SB06Aの 遺構

SB06Aは、一辺 460 Cmが 検出された隅丸方形 と推定 される竪穴式住居である。竪穴の東

壁面位置にはやや高いベ ッド状のプラン幅 100～ 150 Cmがつ くり出されていた。またこの東
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壁面 と同様のつくりが西壁面においても検出された。西壁中央部と推定される位置に、家内

第34図  SB06遺 構 と遺物出土状況図



ヘベッド状の床面と同様な高低差を有する入田部がある。

床面 において植物遺体の炭化物を検 出した外 に 10～ 15 Cmの 作業石をは じめ、No,

17～ No.62の 出土遺物が確認された。

(10)SB07の遺構

SB07は SB08の北面にて検出された遺構である。遺構は全面発掘に至らず、不明の部分が

第35図  SB07遺 構 と遺物出土状況図
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多いが、円形の竪穴式住居跡 と推定されるが、出土遺物 No.33付近の壁面の様相は不安定で

はある。また出土遺物 No.32と 34を伴 う土壊状の掘 り方は、掘立柱建物に関係する柱穴 と推

定 され、SB07の遺構 と同様に未掘範囲内に埋蔵 されているものと思われる。

出土遺物には No,1～ 34が検出されているが、これらの遺物は下表に示す様相であった。

第36図  SB07遺 物実測図

は
情

旧
Ｖ

一

(11)SB07の 遺物の様相

SB07に共伴する遺物は第 36図 に示す ものである。検出された遺物は、小型丸底対、高必形

土器、浅鉢形土器、手づ くね土器、皿形土器 (必 )の ほかに、耕作土排除中に検出された合

子片 と錐状石器がある。また%の欠損遺物ではあるが、滑石製の紡錘車を検出している。

1の 小型丸底対は球形の体部内外面ににぶい陵面を残す。この手法は 3の浅鉢形土器にも

器表整形にみられる。 3の平底底部は小径の割に肥厚な底部で安定している。 1、 3は共に

頸部位置で内面に陵を作るくの字口縁である。 2は僅かに内傾する直口の口縁部をつくる。

箆切 り整形 と指頭撫整形で仕上げているが、頸部内面に輪積み技法の痕跡が認められ、全体

的な成形は手づくね手法による遺物であろう。 4と 5は底部を入念な箆切 り整形でまとめ、

口唇部に僅かに 2段整形の痕跡が認められる。内壁面は横ナデ整形であるが、底部内面には

回転によるナヂ灘 瑛 る。 口縁部と底部の径は 4で は 12.8:8.0、 5は 13.2:7 0Cmと 底部径

が大きく皿形土器とみなす土器であろう。 6～ 91ま高ネ形土器である。外部の陵はにぶく僅

かに認められる程度である。脚部は欠失するが、欠損する遺物で完形品がなく、不明確であ

るが、 8は脚部に外部の嵌め込みがみられ、 6は脚部の貼 り付けがみられ、 7は脚の中空部

に粘上の詰めが認められる。10、 12は共に時期を異にする遺物である。11は SB-1建物遺

構柱穴内で検出された遺物である。13は滑石製の紡錘車である。
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SB 07の 遺物

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

小  型

丸 底 対

と 頸部径  45
体部径  92
現器高 75

球形の体部で底部でややとが

る。日縁部欠損。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土密。

l

コ ップ状

土  器

2 口径  80
体部径 100
器高  86

球形の体部で直立する口縁部

で、口唇部端は僅かに内傾す

る。

口縁部は両面ナデ調整。体部

内面は入念な指頭ナデあげを

3段 に施し、外面はヘラによ

る乱切 り整形である。

焼成良好、胎

土密。

1

小  型

浅 鉢 形

6 口径  105
体部径  91
器高   85

平底3 5cmの基底部 よ り上

外方向に内奢してのび、顕部

は僅かに内傾し、短 く外反 し、

外表面は凸面をなす。

全面ナデ調整である。肥厚な

平底である。

焼成良好、胎

土密。

l

皿   形 4 9 日径  128
底部径  80
器高  26

平底の基底部より上外方向に

直線状にのび、日唇端面は内

傾して鋭い。

全面ナデ調整、底部内面に回

転ナデ痕を残す。外底面はヘ

ラ切 りである。

焼成やや軟、

胎土密。

l

皿   形 5 口径  132
底部径  70
器高  23

平底の基底部より上外方向に

直線状にのび、日唇端面は円

面である。

全面ナデ調整、底部内面に回

転ナデ痕を残す。外底面はヘ

ラ切 りである。

焼成やや軟、

胎土密。

1

高 芥 形

土  器

6 基部径  30
器高  70

脚基部より下外方向にのび、

脚裾部で外方に大きく屈曲す

る。

全画ナデ調整である。基部に

円板状の粘土を詰める。

焼成良好、胎

土密。

1

高 不 形

土  器

7 基部径  32
器高  50

脚基部より下外方向にのび

る。

全面ナデ調整である。基部に

円板状の粘土を詰める。

焼成良好、胎

土密。

1

高 杯 形

土  器

8 不明 日径  165
基部径  37
現器高  70

外部は底部より内弯気味にの

び、基底部で僅かに稜をなす。

基底部で上外方向にのび日唇

部は鋭い。

全面ナデ調整である。脚部は

ネ底部に押入している。

焼成良好、胎

土密。

1

高 不 形

土  器

9 日ぞと  180
現器高 45

芥の口縁部片である。口縁部

は内奢して上外方向にのび、

日辺部で外折し、端面は鋭い。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土密。

1

合   子 遺

構

外

日径  53
器高  25

宝珠と口縁部片である。円面

の天丼部から内弯して下外方

向にのび、口縁部は直立する。

マキアグ、 ミズビキで全面に

白釉がみられる。

焼成良好、胎

土密。

l

有子し円盤 掘

立

柱

穴

長径  27
短径  24
厚味  02

やや不規則な円形で、中央部

に0 1Cmの 円孔をもつ。

全面を研磨 している。 滑石

SBl出 土 遺

物。

l

錐 状 石 器 ;の と長径   65
厚味  09

象」離石材を利用 した利器であ

る。

錐部は断面三角形で、三日錐

状である。大剣離の片面にチ

ョピングがある。

玄武岩 l

紡 鎌 草 4 直径  51
厚味  09

円孔0 8cmを穿っている。半

載された遺物。片面は平面で

片面は凸面である。

入念に研磨を施している。 滑 石
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(12)SB08の 遺構と遺物

遺 構

本遺構はA区の拡張区に検出された堅穴式住居跡である。住居の規模は 1辺 5mと 5.6m

の隅丸方形であり、主軸方向は北 10° 西を示している。住居の入口部は南面に位置してお り、

一辺の中央にある。周囲の壁面は垂直に掘 り込み、壁面には周濤をめぐらしている。入口部

を除く各壁面には幅 lmの ベッド状の床面を構え、住居の中央部に 3m2の 床面とは 12 Cm

の比高を保つ構造となっている。床面の中央部 (各隅よりの対角線の交叉点より僅かに北に

寄る)には lmの精円形の炉跡が検出された。

住居の主柱は 4本柱を中心柱とする柱穴が、それぞれベッド状遺構の前面位置で検出され、

第37図  SB08遺 構実測図

Ｎ

Ｉ

Ｂ

Ｅ

買
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各対角線上位置から 190 Cmと いう定位置に穿たれている。さらに柱穴は直径 20 Cm内 外の

垂直な素掘である。各主柱の柱穴の法量は、Pl径 12 Cm、 深 30 Cmo P2径 20 cm、 深 30 Cm、

P3径 18 Cm、 深 32cmo P4径 20 cm、 深 25 cmであった。また柱間の心心間距離はPl・ P2で

215 cm、 P2・ P3では 255 Cm、 P3・ P4では 230 Cm、 P4・ Plで 245 Cmが 計測され、各柱位置

が僅かにずれている。

入田部は南側壁面中央に幅 2mの有段を壁面線上に構える構造であるが、入口部の南面は

農道直下にあ り発掘不可能である。入口部壁面線上に穿たれた柱穴は、主柱よりやや浅 く、

ともに深度 20 cmで あ り、入田部の取 り付け柱 と推定される。

また北壁面の中央部より、僅かに西に片寄 った位置に、幅 2m奥行 90 Cmの 長方形の浅い

掘 り込みが検出された。この遺構が SB08遺構に付随するものなれば、柵状遺構 といえよう。

SB08遺 物 出土状況図舅考38図
　
Ｎ
‐
ｉ
‐
Ｒ

Qざ

毎 9のごず聰

Э盛遠
賀ば 勒

も o研  …浄
68

③!比ぜ窮
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(13)SB08における遺物 出土状況

図 38に示すように、出土遺物は、入 口部に復原可能な No 52と No 53の他は、その主た

る遺物は、主柱 Plと P4の 線上 より内側での出土退物が多 く、特に主柱 P2と P3の 位置で完

成品をはじめ、復原可能な遺物の出土をみた。

主な出土遺物の出土状況

検出された出土遺物には、主柱 P3の周辺部において出 上をみた砥石の外に P2の厚面部に

も P8前面位置出上の砥石より小片の砥石を検出している。その他の出土遺物には炭化 した

木質部をはじめ、124点に及が土器片の出土をみた。 さらに検出された出土遺物はその殆 ど

が、4主柱の内、P2と P3の 主柱位置から、ベ ッド状遺構に集中的に出上をみている点に本遺

構の出土傾向を示すものとして理解 されよう。

(14)SB08の 遺物の様相

SB01の 遺物は多く、今後復原整理の段階において、新たな遺物が検出される可能性 もあ り

得る遺物の出土状況にある。現在整理 し得た遺物の器種は、重形土器をはじめ、甕形土器、

射形土器、高芥形土器、杯形土器、甑形土器把手である。また石器には、石包丁及び砥石が

検出されている。壷形土器には複合 口縁の SB08土器実測図 2に示す 31が あ り、31の 口縁部

には口辺部に流水文の施文が施されている。30は肥厚 口縁であ り、口唇端面には 4条の凹線

がめ ぐらされている。また 31の 壷形土器は球形の体部に、直立する頸部が僅かに外傾 した後

外折 したのち、有段を形成 して僅かに立ち上が り、再び外 上方向にのびる口辺部を作った後、

日唇端部は下方向に開き、 口唇端面は外方に垂直な平面を作 り出している。器の内外面は入

念なヘラ研馬の後にナデ調整により整形 されている。当器形は酒津式上器や船橋遺跡にみら

れる出土遺物 と類似する土器形態である。47の壷形上器は SB08遺構の入口部付近で検出さ

れた遺物である。当土器は内壁面に輪積技法を明瞭に示す遠物である。体部器厚の割には、

口縁部は肥厚な口縁成形であ り、口縁部は入念なナデ調率に対 して、体部には整形の指圧痕

を表面に残 している。1～ 19にみられる口縁部は、1をのぞき体部の様相が不明であるため、

壷形土器の口縁部か、甕形土器の口縁部かは即断しかねる。いまこれらの口縁部の口唇端面

及び、口辺部の様相から、 くの字口縁ではあるが細部にわたっての観察ではかならず しも一

定す るものではなく整形上での相進がみ られる。同器種の体部整形にtよ 、ヘラ研磨によるも

の 19、 櫛状工具による横方向の整形 20、 櫛状工具による斜向挙理によるもの 21、 櫛状整形が

交叉状整形になるが、素地成形は叩きしめによるもの 26が ある。32～ 36、 38は甕形土器の口

縁部及び肩部を合む遺物である。遺物 32と 33は頸部に輪積み痕を残した土器片である。32

には口縁部外表面に指頭圧痕あ り、口辺部の指圧による口辺部の押圧整形がみられる。16の

対形土器にも輪積技法がみ られる。壷形土器、甕形 土器、射1形 土器の口縁部の整形には、口
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sB 08の遺物

稚  類
Ｉ

蹂 法  曇cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数H

(形 に器 1 口径  154
顕部  130
器高  160

球形の体部にくの字口縁で日

唇端面は平面をなす。

輪積手法、内面指頭ナデ、顕

部に接合部の円凸あり。

口縁部ナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

帯黄茶褐色。

1

●形上器 2 日径  170
顕部  128

顕部で屈曲の大 きい くの字 ロ

縁、日唇端面は僅かに内傾す

る。

体部指頭タテナデ上げ、表面

と口縁部ヨヨナデ調整。

焼成良好、胎

上密。

茶褐色。

1

立形 L器 3 日径  150
頸部径 108

頸部でラッパ状に開く。口唇

端面は九。

口縁部ヨヨナデ調整。頸部は

ヘラ切 りがみえる。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

l

市形 L器 4 日径  130
顕部径  96

僅かに直立する頸部より上外

方向にのび、日唇部は外方に

平面をなし、端面は稜をなす。

頸部内壁にクシロを残す。日

縁部はヨコナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

ユ

市形 1:器 5 口径  167
頸部径 120

顕部より大きく L外方向にや

や内舎気味にのび、口唇端面

は F方 に折れて外向に面をつ

くる。

口縁部はヨコナデ調整で、日

唇端面はヘラ削り。

焼成良好、胎

上密。

茶褐色。

1

i● 形「 器 6 口径  160
頸部径 110

ラッパ状に開く口縁部。 口縁外両はヨコヘラ磨き、内

面はヨヨナデ調整。

焼成良好、胎

t密。

茶褐色。

1

(形 ,器 7 口径  ■ 5

頸部径  77
ラッパ状に開く11縁部で、「]

再端面で ド方に折れて外傾す

る▼画をなす。

内外画ヨヨナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

茶掘色。

l

穫形 ti器 8 口径  200
顕部径 160

頸部より_L外方向にのび、日

辱端面を丸 く成形 し、内面に

稜あ り。

内外面ともにヨヨナデ調整。 焼成良好、胎

上密。

茶褐色。

ユ

市干夕11器 9 rJ径   85
顕部径  65

頸部よりに外方向にのびたの

ち、口辺部で大 きく外に屈曲

し、端面は内面。

内外面ともにヨヨナデ調整。 1

4主 形 に器 l 「I径   85
頸部径  40

顕部よりL外 方向にのびて、

端面は九く才dさ める。

内外面ともにヨコナデ調整。 l

うF形 土器 12 21 口径  113
頸部径  72

顕部片である。 ナデ調整。 1

1,日杉li?[ 顕部径 125 くの中口縁部で「1将端面は平

面に押え、両側に稜をなす。

内外面ともにヨコナデ調整。

内顕部に 1条のヘラ切 りが残

る。

1

itt ti器 14 不明 口径  200
複頸部径160

複合口縁の接合部より、そ直

に立ちあがり、「1辺部で僅か

に外反し、端面は平面をなす。

内面はクシ状ヘラエ具による

ヨコ整形、外表は斜向の円を

描 く整形。

焼成良好、胎

iに粒子を含

む。

l

1'肝多|サ子 15 5 口径  215
頸部径 185

頸部より li外 方向にのびる日

縁で使かに開く。端面は鋭い。

内外面 ともに ヨコナデ調整。 焼成良好、胎

上 ヤこ粒 子本

「 。 黄禍色。

1

lF形 に器 「I径   112
顕部径  92

休部の張 りは少な く、頸で入

きく暇曲し、 口FFr部 端面は九

雨i。

輪積手法で接合痕が或る。口

縁部と外表はヨコナデ調整。

焼成良好、胎

上 Vこ *立 子若

十を。茶褐色。

1
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種  類
版

ｏ

図
Ｎ

出」
番提

法  量cm 形 態 の 特 徴 ,t pt の 特 徴 備 考 救豊

豆形土器 17 口径  100
体部径  84

頸部より上外方向に内弯気味

にのび、口唇端面は鋭い。

内外面ともにヨヨナデ調整で

ある。

焼成良好、胎

上に粒 子 を

千。黄褐色。

1

芝形土器 11 口径  ■ 0

頸部径  70
顕部より朝顔状に開く口縁。 内外面と )ヽに ヨヨナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

l

高 界 の

外  部

口径  135
基部   30

僅かな平底の底部より上外方

向に内奪気味にのび、口唇端

面は円面。

内外面ともにコヨナデ調整。

基部に有段あり。脚基部に接

合のクシロ痕あり。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

1

高 芥 の

外  部

体部径 152 体部片。 表面ヘラ研磨、内部ナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

1

高 不 の

外  部

頸部径 103
体部径 153

体部片。肩部から顕部にかけ

ての片。

内面クシ状ヘラ
「

具による整

形、ハケロ状のナデ整形。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

1

高 不 の

ネ  部

体部径 160
基底部 120

体底基部片。基部より内弯気

味に上外方向にのびる体部

片。

内面 クシ状ヘラエ具による整

形、表面象J離 がな られる。 ク

シ状ヘラ 1二 具整形。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

1

高 芥 の

外  部

底部径  75 平底が推定される。上外方向

に立ちあがる。

底部指頭ナデ、体部クシ状ヘ

ラ 1:共による整形、外表ヘラ

研磨。

焼成良好、胎

上に粒子を含

む。

内部黒色、外

表茶褐色。

l

高 不 の

外  部

4 底部径  50 肥厚する平底で胎土は不均一

である。

内面′ヽケH状 工具による整

形、外夫面交叉するクシロ状

ヘラに具による整形。輪積痕

が残る。

焼成良好、胎

上に粒子を含

受子。

l

高 不 の

外  部

基底部推定

16 5

肥厚な上器で、基底部よりL

外方向に内弯気味にのびる。

底部にクシ状ヘラエ具痕、指

頭ナデとヘラ肖」り痕、表面ク

シ状ヘラ l:具による整形。

焼成良好、胎

上に粒子を含

む。

高 杯 の

外  部

底部径  45 肥厚な平底で L外方向にのび

る。底部片。

内面ナデ調整、外表クシ状ヘ

ラr央による整形。

焼成良好、胎

上に粒子を含

む。

高 界 の

外  部

丸底 九底で内面は平底をなす。上

外方向に内弯気味にのびる。

氏部に叩 き H、 内外面はクシ

状ヘラ r具 による整形。

焼成良好、胎

土に粒子を含

む。

高 界 の

外  部

7 底部径  50 平底の肥厚する底部よりL外

方向にのびる。

内外面ナデ格形。 焼成良好、胎

上に粒子を合

む。

高 ネ の

外  部

底部径  67 平底で基底部より上外方向ヘ

のびる。

内lFriナ テ、外夫面クシ状ヘラ

Ii其 による整形。

焼成良好、胎

上に粒子を含

む。

高 芥 の

外  部

1-1 底部径  57 平底で中央 部 にやや凹み あ

り。基底部 より上外方向にの

びる。

内niナ デ、外夫両クシ状ヘラ

I:共 による幣形。

焼成良好、胎

上に粒子を含

む。
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種  類
ｈ
ψ

Ｏ

巡
Ｎ

上

具

出

基 法  壁cm 形 態 の 特 徴 肢 法 の 特 徴 考備 数這

高 ネ の

外  部

基部  30
脚裾部 100
脚高  80

基部よリド外方向に漏引状に

開き、中央部に 4方向に円孔

あり。

内面ナデ、外表面クシ状ヘラ

王具による整形。

焼成良好、胎

土に粒子を合

む。

高 外 の

外  部

38

5-1

脚基部

35～ 40
脚裾部5～ 74

外の底部と脚の 一部。 31は内部ナデ調整。32はヘラ

削り、表面はハケとナデによ

る整形。

焼成良好、胎

上に粒子を含

む。

高 亦 の

外  部

19 脚基部

33～ 4 0

脚基部 5～

脚柱部と不底部片。 33の 脚部は脚裾部で開く 焼成良好、胎

上に粒子を含

賀ζ。

壷形土器

口  縁

15 口径  200
器高  4_0

朝顔形日縁で端面に4条の凹

線をめぐらし肥厚する。

内外面ヘラ研磨による整形。 焼成良好、茶

褐色。

1

立形土器

口  縁

4 口令と   160
器高  40

頸部より大きく外反し、口縁

部直立、口唇端面は平面で、
パラペットに半裁竹管文を配

する。

口縁部は輪積による複合で、

内外面クシ状ヘラエ具による

整形。

焼成良好、茶

褐色。

と

壺形土器

口  縁

8 口径  165
頸部径 130
体部径 210

球形の体部より肩部から顕部

にかけて肥厚し、くの字口縁

をつくる。 II縁 部中位でやや

内令する。

輪積手法による接合面を残

す。内外面ともにクシ状ヘラ

エ具による整形。日縁外面に

指圧痕あり。

焼成良好、茶

褐色。

1

豆形土器

口  縁

8 口径   165
顕部径 125

「1縁 部はくの字日縁で口唇端

面は円面。

頸部で日縁部接合面が残る。

全面クシ状ヘラエ具で整形。

焼成良好、茶

褐色。

1

芭形土器

日  縁

8 口径  175
顕部径 130

口縁部中央位で内弯し、日唇

端面は水平な平面をなす。

内外面ともにヨコナデ調整で

ある。

焼成良好、茶

褐色、粒子を

者干含む。

l

壷形土器

口  縁

不甥 日径  145
頸部径 145

頸部で大きく屈曲して上外方

向にのび、 11唇端面は円面。

内外面ともにヨコナデ調整。

若干クシガキ整形残る。

焼成良好、茶

褐色。

1

壷形土器

口  縁

不明 口径  180
頸部径 140

顕部で大きく屈曲して上外方

向にのび、日唇部で内弯して、

端面は水平な平面をなす。

内面ヨコナデ調整、外面クシ

状ヘラエ具による整形。頸部

内壁にヘラ削りがある。

焼成良好、茶

褐色。

1

壷形上器

日  縁

日径  177
稜部径 114
顕部径  55
体部径 176
器高  220

九底に球形の体部から、頸部

は直立して円柱をなす。顕部

中央位の外側によくらみがあ

る (高 35)。 口縁部は顕部よ

り大きく屈曲して上外方向に

のびて稜をなす。稜位で内に

屈曲して li外 方向にぶたたび

のび、日辱部で僅かに外反し、

端画は毛直な平面をなす。

内面は全面入念なヨヨナデ調

整である。外面はヨコナデ調

整であるが、肩部から頸部に

かけてはヘラ研磨が施されて

いる。器厚は各部で均―な状

態にある。

焼成良好、赤

褐色、粒子を

含まず胎土密

である。

l

立形土器

口  縁

14 口径  215
頸部イ■k  18()

顕部で大きく屈曲して L外方

向にのび、日唇端面は水平な

F`面をなす。 ,1縁 部外面にや

やお、くらみを認める。

内外面ともにヨヨナデ調整。 焼 成 良好 。 ユ

4 明 頸部径 210 llk耐 ;よ り水耳′に外方に屈曲す

る。

輪積手法でヨコナデ調整。 焼成良好。 l
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種  類 鋤
Ｎ。

出

蒸 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 を 放早

壷形土器

口  縁

口径  84
頸部径  73

顕部で大きく屈曲して上外方

向にのび、口唇端面は円面。

内外面ともにヨヨナデ調整。

壊部上位で器厚を減じて内面

に凹みをもたす。

焼成良好、茶

褐色、胎土密。

l

重形上器

口  縁

口径  130
頸部径  90

頸部で大きく屈曲しくの字口

縁で、口唇端面は外に斜向す

る平面。

内外画ともにヨヨナデ調整。 焼成良妊、茶

褐色、胎土密。

ユ

高 台 付

底  部

15 底部径  55 高台付の基底部より僅かに内

弯気味に上外方向にのびる。

底部をつまみ出し、外面はナ

デ、内に指頭痕あり。体部表

面はクシ状ヘラエ具による整

形。

l

底   部 不明 底部径  36 平底の底部より上外方向にの

びる。く45度 )

内面ヘラ肖」り、外面クシ状ヘ

ラエ兵による整形。

1

底  部 雑 底部径  30 小径の平底基底部より内弯気

味に_L外方向にのびあがる。

内部ナデ整形、外面クシ状ヘ

ラエ具によるタテ方向の整

形。

焼成良好、本

褐色、胎上密。

l

底  部 2 底部径  25 九底の底部より器厚を減じつ

つ上外方向にやや内弯しなが

らのびる。

内部ナデ整形、外面は平行叩

きしめがある。

焼成良好、茶

褐色、胎土密。

1

小  形

甕形土器

2 口径  94
顕部径  80
器高  45

肥厚な胴張 りの少ない器形か

ら上外方向に屈曲させた日縁

部である。口縁部は頸部より

日唇端に向かって胎土は滅厚

する。

体部内面にヨコ方向のヘラ肖」

りが残る。全面ヨヨナデ調整

である。

焼成良好、茶

褐色、胎土密。

l

豆 形 上 器 口径  155
顕部径 138
体部径 297
器高  345

球形の体部に僅かに直立する

(1 5Cm)頸部がつく口縁部

は顕部より水平に近い屈折を

したのち、ふたたび L方に屈

折した直立する口縁である。

日唇端面は円面。

体部内外面は叩きしめ整形に

よる凹Lfllが 残るが全面ナデ調

整である。特に口縁部は人念

なヨヨナデが施されている。

焼成良好、茶

褐色、胎 と密。

1

小  形

鉢形土器

口径  ■ 5

器高   60
九底の底部より内奢しながら

上外方詢にのび口縁部で僅か

に外方に開く。口唇端面は円

面。器厚はやや均―である。

内底部に指頭ナデが残る外

は、全面ヨヨナデ調整で、特

に口辺部外面は入念である。

焼成良好、泰

褐色、胎上密。

l

高外脚部 基部径  33
脚裾部 200
器高   50

脚基部よリラッパ状に下外方

向に開く。脚裾の端面は円lm‐。

脚部中央位置に 一対の円孔が

ある。

内外面ともにナデ調整。 焼成良好、茶

褐色、胎土密。

l

石 包 丁 長径  95
器厚   06
短径  40

長方形の包丁と推定される。

背画部一部欠損。ガ部は僅か

に凸画をなす。

長径の 苅端中央部を狭入させ

ている。刃は岩刃である。令

面を研磨 している。

緑泥 Hイす。 l

低   石 51 長径   60
短径   50
石厚   30

正方形の小型の砥石で、 二山F

に刃部を調整した使用痕が残

る。

長径の 晰端は折損 したか、

たは再千u用 の口「能性がj蛍 い

ま 砂イ|。 1

把   手 長径   75
短径   40

把手は水半にのび、%位で健

かイこti方 に反る。

手づくねによる手法で、全向

に指ナr皮が残る。

焼成は良IRr

胎 柱密。

ワ
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唇端面が由面のもの、日碁端百離本辛な1面をなするの|■
j昏端面が下外方向につまみ 疇ヽち

れているものの3形態がみられる拿また土器賤部 25‐ 291と 42‐45があ|る 。底部に 平ヽ底底

部(高台底部と丸康底1器の3影慾がみられる。いま丸底助 の 26と 45り底部には平行叩き

目離 ―残る.,杯形土器
.48は,2-段成形の上器であるが口径―と―経高からなて1碗形圭器とみる.べ き

―

速物である,。 高杯形土器‐18～ 34が |あ り、18と 34は跡部でいずれも芥嵐部に即基部に着装

展がある.。 31■ 33は脚報片である.が脚都成彦に,ヽずれ 変ヽ化がある。20の脚1部は劇基蔀より

下外方向に開きalF裾蔀は白折せず直立する。部 の1脚部は中空で|な く、脚裾部
―
をつ

=み
、だじ

ての脚裾蔀意成形している。49■ 20と同様の1即部であ

'120、

49は |と もにF31Lを穿i,てい

る。150め石器石i包丁は一部欠損|している|が、長方形の端部には1快入―があ

',4世
紀初1頭か中

葉の時期に編年される還構とそれに伴う還物とな―ることぶ(きょ―う。

-91-



3

4

ミ`‐
~諜垂、_″て

―

/,



第40図  SB08土 器実測図②

引
T

意



2 掘立柱建物遺構

(1)掘 立柱建物 (SBl～ 4)の遺構

筋違A地区では、掘立柱建物遺構が推測され、遺構は 4棟が考えられるが、SB l～ 3は何

れも完掘されておらず、掘立柱建物遺構として発展する可能性を有する遺構であるが、紙面

の関係もあり割愛して、SB4の完掘遺構にのみ触れることとする。

第41図  SB04遺 構実測図

Tn

、

―

プ

Ｆ

！

い◎
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(2)掘立柱建物 (SB4)の 遺構

SB4遺構は、SB04と SB06の 遺構と重複して検出された遺構である。SB4遺構は主軸方

向を東 2度南にとる東西棟の掘立柱建物遺構である。柱間は何れも4間をとる建物である。

建物の規模は桁行全長 6m、 梁間 450 Cmの 規模で、桁行間が 150 Cmの 長辺となる柱間であ

る。桁行間の柱間の心心間距離は 200 cmの 3間で等間である。梁間も 150 Cmの 心心が測定

される等間の建物である。建物遺構内部に柱穴 13～ 17が穿たれており、高床式建物としての

束柱柱穴とも推狽1さ れるが、不安定な柱穴位置にある。因みに柱穴 5と 12に対して 14は土

居が合い、柱穴 6と 11に対 して 17も 土居が合 う。また梁間での柱穴 3と 8に対して 14は符

合し、柱穴 2と 9と でも7は符合するが、13と 15と 16は符合せず、いま束柱を 14と 17の

みで支えたとすれば、強靭性に欠ける思いがするが可能ではある。だが当地では未だ発掘例

がなく、本遺構を最も確実性のある掘立様建物遺構として取 り扱 う。

柱穴の掘 り方は、何れも円形の掘 り方で統一されている。なかでも掘 り方の底部に若子の

差異があり、地山掘 り込みのままのものと、図にみるように底部に栗石状の自然石を基盤に

置いた柱穴がある。No.1、 4、 5、 11、 10。 また柱位置を示す柱穴をもつものに 7と 9と 13

がある。

掘方内での上質は、地山層である洪積層を穿ち、その粘土と小石をつき固めた状況にあり

容易に柱穴の柱位置が確認された。柱の直径は 15 Cmを最大とするもので、梁間に対して桁

行間の平柱はやや小振 りな柱穴であった。(10 Cm)

掘 り方 No.2の 柱穴では滑石製の円盤に 2孔を穿った有孔円盤が底部より出土した。遺物

は第 7図の No.11で ある。(直径 1.9Cm、 厚 0.2cm、  2孔間の隔た り0.5cm)

(3)濤状遺構 (SD-1)

濤は北方より南面に緩やかに傾斜する幅約 30 Cmの 一定した濤で、深度は北面で 10 Cm、

南面で 25 Cmと 深度を増している。濤内では須恵器の遜遺物が出土した外、若千の土器片を

出土した。

第42図  筋違A区出上の須恵器実測図

2は S807出 上の蓋・ 4 B区 南端部周溝より出土
卜
の0の 口頚部

l… ,,  早,,__J9
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V 福音寺追跡筋違A区における小考

福音寺遺跡は、発掘調査区を細分割 し、筋違地区の灌漑用水路を境に、南面を筋違A区 と

し、北面する地域をB地区に分割 し調査を実施 した。また川付地区は川付川流域面を竹の下

地区に、川付川の河岸段丘上を川付川地区とし、特に民家裏庭の塚を仙波塚 として取 り扱 っ

た。

筋違A区では全測図に示すように、SB01～ o3及 び SB06の 2と 3を はじめ、SB07は何れ

も農道の道路敷の下部に延長発展する遺構か、未掘地域 として道路計画路線外に発展する各

遺構であ り、完掘された竪穴式住居遺構は SB04と SB08の遺構であった。

その他の遺構 としては、濤状遺構 と掘立柱建物遺構及び壷棺墓であった。

特筆すべき遺構 としては SB08と o4遺構である。SB08は本文中で記述する状況であった

が、特に住居の床面に表現 された壁面一帯に (入 口部を除 く)ベ ッド状遺構をもつ点 と、室

内より出土した遺物 とに特色がある。

遺構面でのベ ッド状遺構の造 りは、旗立 B区の SB03に もみられ、松山平野では、桑原町で

検出された桑原高井遺跡の SB01の 6角形の竪穴式住居遺構にその例をみるものである。

ベ ッド状遺構は平面な床面 より幅 lm比高 12 cmの ベ ッド状遺構が工夫 されてお り、平面

的な旧来の床面に対 して、床面に対する機能的な分離がなされている点に注 目されよう。

さらにベ ッド状遺構の床面においても、またそれぞれに機能的な細分がなされていたこと

は、SB08の遺物出土状況図によく物語 られている。いま遺物の出土地点を 4柱穴を基準に丼

形に区画し、さらに 4柱穴の中間位置で十字形に区画をすれば下図のごとくになる。

左図の内 1～ 4ブ ロックは 4本の柱穴で区画され、しかも、中央の交叉

点には炉が僅かに2と 3ブ ロック寄 りに構築されている。 3の ブロックに

は平坦面を上面にもつ作業石があり、遺物実測図 2 No 37の 遺物を出土し

ている。その他の遺物出土状況図を参照されたい。これら出土状況図から

みて明瞭であるごとく、出土遺物の集中度はブロック 4、 14、 15、 16に最

も多 く、次に 3、 11、 12、 13が多い。最 も少数の出土地点はブロックNo

l、 5、 6、 7である。またベ ッド状遺構上での検出遺物は他 とくらべ、件数は少なく、特

に 5、 6、 7、 8、 9、 10は少量の出土遺物であった点で、SB08竪穴式住居跡の室内での利

用頻度は大きく2分 される結果をみた。すなわち、ブロック 10、 2、 15よ り左側 と m、 3、

4、 16よ り左側では明確な出土遺物の差がみられた。

いままた SB04竪穴式住居跡遺構 として本文中で記述 した遺構についても、竪穴式住居跡

と見るより、平地式住居跡 として取 り扱 うべき遺構 と判断をしている。その主なる理由とし

て、遺構の断面図にもみられるように、竪穴 とみるべき床面の掘 り込み もなく、明らかに切

り上げ桁か、壁面を有する家屋が推測 される。第 42図 は家屋の復原図を還構の実測図を元に

9
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想定 したものである。

第43図 SB04住 居家屋復元図
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Ⅵ 福音寺遺跡 筋違 B区の概況

筋違B区はA区 とは三面コンクリー ト張 りの用水路の北側に位置し、地区区分図の筋違の

位置である。B区は北面で大きく地高差をもち、市道星ノ岡と久米線の交叉する位置とでは

lmの地高差をもっている。B区での遺構及び出土遺物は共に豊富であり、また遺構及び遺

物においても時間的にかなり長期間利用された地域であった。それだけに各遺構の切 り合い

が激しく、遺構の検出に大きく手間取 りをみた。調査区全域を 1期、 2期、 3期に分けて調

査を実施したものである。

検出された遺構は、竪穴式住居跡、掘立柱建/7/J跡 をはじめ、方形の周濤及び土羨墓・火葬

墓・木棺直葬墓であった。

遺構構築の時期

遺構構築の時期は、最初に円形の住居地 として SB01と SB02が少な くとも最初に構築 さ

れたと見られ第 1期 の遺構 と判断している。続 く第 2期の時期は方形の竪穴住居跡 と第 3期

の掘立柱建物 とはあま り隔た りのない時期に構築 された模様である。第 3期は主に掘立柱建

物を中心 とする時期である。第 4期の代表的な遺構は長方形の周濤を構築する時期であ り、

これ と同時期のものとして木棺直葬による土羨墓をはじめ、周濤の周辺部にみられる土羨墓

群である。最終の第 5期は、火葬墓を中心 とする時期である。

以上のごとく本地域はかな り長期にわたる遺構であるが、今一つには、機能的に遺構を分

析すれば、竪穴式住居跡及び掘立柱建物跡 とい う、生活遺構を中心 とする時期に対して、生

活遺構が廃絶 した後に墓域 として再活用される時期 とに大きく区分される遺構である。

福音寺遺跡筋違 B区の竪穴式住居跡遺構 と遺物

竪穴式住居跡はB区では 4基の住居跡が検出されたが、内 3基は円形の住居であ り、内 1

基は方形でしかも平地式住居跡 と見るべきであろう。
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第44図 SB01遺 構実測図
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(1)竪穴式住居 SB01遺構

SB01は北東部に入口をもつ直径 6mで主柱は 4本である。入口幅は約 140 cmで 約 lm
外方に突出する。入白部の両端にはベッド状遺構がみられる。住居の中央部には炉跡が検出

され長径 60 Cmの 不定形の炉跡であった。 4柱の柱間距離は不規則であり、その計測値は、

Pl～ P2は 240 Cm、 P2～ P3では 340 cm、 P3～ P4では 320 Cm、 P4～ Plでは 220 Cmと なる。

だが今 Pl～ P2を 240 Cmに 、P2～ P3を SB lの 第 3柱列と複合するとすれば 320 Cm、 P3～ P4

を SB4の No。 14柱穴とすれば 360 Cmと なり、P4を No.14柱穴と仮定すれば P4～ PIの 心

心間距離は 260 cmと なる。何れにしろ 1～ 4の柱穴にみられる柱間の心心間距離は 4柱間

共に不規則な心心間距離となる。ここに検出された柱穴の数値(心心間)を前述の数値をもっ

て、本遺構の柱間距離として規定したい。ヽヽま、SB01にみられる炭化物遺体の検出があり、

しかも出土した検出遺物は、意外に細片化された遺物が集中的に検出されていることは、星

ノ岡遺跡のB区における発掘例及び、C区における発掘例に相共通するものがある。組片化

された遺物の、実測可能な遺物から推察して、同時災害による消滅が考えられ、未調査地域

にも類焼の可能性をもつ集落遺構が存在するものと推測される。
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第45図 筋違B区遺構全測図①
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(2)竪 穴式住居跡 (SB01)の 遺物

SB02での出土遺物は図 46に示す 3点 のみが計測可能な出土遺物であった。遺物 1は、器

表面に平行叩きしめ文を有する甕形土器であ り、口径 11.2cm、 器高 13.7cm、 底部は平底で

しかも 1.7cmと 極小径の底部である。叩きしめは基底部までに入念な工程である。以上 No.

1～ No.3の 遺物の細部は表を参照 されたい。

第46図  SB01遺 物実測図

(3)竪穴式住居跡 SB02遺構

SB02遺構は、B区の南端部農業用水路の北面で検出された遺構である。遺構は直径 570

Cmの 円形住居跡であるが、僅かに外周面に有角をもつ。遺構の中央部やや西側面に周濤があ

り、また南面部には 2基の上猿状遺構の切 り合いがみられる。住居の主柱は 6本が推測され

るが、柱間の距離は不統一な間隔となっている。また竪穴の外壁面上に柱穴が東面で検出さ

れたが、両壁面は土羨墓と火葬墓の遺構が重層して、住居跡遺構として僅かに壁面がたどれ

たにすぎない。東壁面の柱穴 と同様に外周の壁面上には通鳥尾の柱穴が推定される。東面で

の様相から推して、通鳥尾は 10～ 12本が想定される。

種  類
番  号

法  量cn 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

壷形土器 l 日径  ■ 2

頸部径  90
底部径  17
器高  137

僅かな平底の基底部より上外

方向にのびたのち、体部中位

より内彎しながら内傾して頸

部をつくる。日縁部は頸で立

ちあがったのち外反する。日

唇端面は外方に平面をなす。

輪積手法で体部は平行叩きの

成形を残し、他面は全面ナデ

調整である。

焼成良好、胎

土 に02以 下

の粒 子 を合

む。

1

碗形土器 2 口径  100
頸部径  95
器高  55

丸底の底部から胎土を滅じつ

つ内彎して上外方向にのび、

体部中位で僅かに内傾して、

くの字口縁をつくる。口唇端

面は円面である。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土は密。

l

形

器

部

ムロ器

土

芥

3 口径  94
現器高  30

脚部より上外方向にのび、口

唇端面は鋭い。

内面はクシ状ヘラエ具により

成形、外面はナデ調整である。

ユ
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SB02遺構内に、幅 80 Cm、 全長 220 Cmの 長軸を北 45度西にとる土羨と現長 180 Cm、 幅

推定約 80 Cmの 長軸を北にとる土羨があり、何れも土羨墓と推定されるが、遺構内での出土

遺物は、土師器の上器片を数点検出したにすぎない。深度は共に 25 Cmで ある。

また東部外域面に長方形 30× 50 Cmと 長楕円 (隅丸長方形)33× 60 Cmの 土羨が検出され

た。深度は共に 15 Cmと 浅い。床面は何れも水平に保たれており、木棺直葬の幼児埋葬墳墓

と推定される。遺構内での遺物は皆無である。

第47図  SB02遺 構実測図
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(4)SB03遺構

SB03は、一辺 400 cmの 方形規格による堅穴式住居跡として取 り扱いをしているが、遺構内

における柱穴及び、周辺部の切 り合いが激しく、確実に住居遺構として把握することができ

ず、残念な事態として雨期 と工事進行工程から充分な調査が実施できなかった恨みがある。

さらに SB03の上層部とSB15の上層の地層は共に後世における火葬骨片を検出したことも

相まって、出土をみた遺物はことごとく細片化しており上器実測は不可能な状態であった。

第48図  SB03遺 構実測図
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(5)SB 04遺 構

SB04の遺構は、発掘区の西端部において検出をみた遺構であり、遺構の全容は未発掘地に

包蔵され不明であるが、検出された遺構から直径 840 Cmに 及が円形の竪穴式住居跡と推定

される。住居への入口は SB01と 同様に東北部に突出する入口が推定される。入口部の規格は

幅 140 Cm以外で張 り出し部も同様規模 となる。住居の主柱は 4本が推定されるが、図に示す

PI、 P2、 P3の 3本を主柱とすれば、やや住居の平面規格に対して偏する柱位置 となる。以上

の柱位置関係からすれば、松山市小坂釜ノロ遺跡にて検出された、SB l竪穴式住居跡と同様

に 5本の主柱を有する住居とも類推される。

第49図  SB04遺 構実測図

第50図  SB04遺 物実測図
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SB04遺物

(6)SB04遺物の様相

SB04の遺物は細片化 した遺物が多 く、計測できるものは少ない。細片化された遺物の内叩

き目を有する遺物が多 く、実測図 2に示す丸底の鉢形土器底部には共通 して叩き目痕が認め

られた。碗形土器片も多 く出土 したが、いずれも薄手の良質な粘上が使用されている。

また基遺構伴出の上器整形では、ほとんどの遺物が櫛状工具による整形がなされ、しかも

斜向または交叉する整形手法を取 っている。また内壁面の底部を指頭によるナデ上げ整形を

するものや、底部に放射状に櫛状工具による整形を施すものとが日立った。内壁面の大半は

前述の表面整形 と同様に櫛状工具を使用 しているが、整形方向は一定方向に順序 よく施工 し

ている。金属遺物 として幅 2Cm、 現在長 6.8Cm、 厚 0,15 Cmの端部が尖った箆状の鉄片が検

出されているが、不明の器物である。

種  類
番  'テ
I版 1出 ト

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

碗形土器 l 4 日径  205
現器高 60

内彎気味に上外方向にたちあ

がり、口唇端面は内面である。

内面クシ状ヘラエ具による整

形、外表面は斜向と縦方向に

クシ状ヘラエ具による整形。

焼成良好、胎

土に粒子を合

まない。

l

土器底部 2 l 現器高  40
現体部径■ 6

丸底の底部より上外方向にの

びる。

内面はクシ状ヘラエ具による

調整、底部外面に叩き目、体

部はクシ状ヘラエ具による調

整。

焼成良好、胎

上に粒子を含

まない。

3

土器底部 3 底部径  50
現器高  50
現体部径180

平底の底部で、基底部より内

彎気味に上外方向にのびる。

輪積手法である。内外面とも

にクシ状ヘラエ具による調

整。

焼成良好、胎

上に粒子を含

まない。

l

土器底部 4 底部径  73
現器高 100
現体部径163

平底の底部で基底部より僅か

に内彎気味に上外方向にのび

る。

底部内面は指頭ナデ痕があ

る。体部内面はクシ状ヘラエ

具調整、外表面はヘラによる

研磨が施されている。

焼成良好、胎

上 に04以 下

の粒子。

l

鉄   器 5 長径  65
短径  23
厚   025

長径の板状鉄器で、短径の端

面を丸く調整。片側の端面は

欠損している。

]
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(7)SB05遺 構

SB05の遺構は、遺構建築の時期で触れたごとく、遺構は竪穴式住居跡とみるより、平地式

住居跡とみるべきであろう。遺構は正方形に近い方形プランで、一辺 640 Cmが計測される。

床面は地山面より僅かに 5～ 7Cmの深度で、やや入口部に面して傾斜がみられた。

入口部は北面しており、北壁面の中央部よりやや東面に偏した位置に幅 160 Cm、 奥行 2m

とみられる造 りとなっている。主柱は 4本を各壁面に有している外に、入口部に貫通する位

置に 2本の柱穴が推定される。いま乾 位の位置における柱穴は、周濤との切 り合いにより消

滅したものと思われる。床面は前述するごとく僅かに北方向に傾斜しており、北壁面の中央

位置 (入 口部の内に向かい右手)に粘上の集塊 と灰層が検出されたことにより、カマ ドが設

第51図  SB05遺 構実測図
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置されていたものと推定される。

遺物は土師器であるが、遺構そのものが、耕作上の直下にあり、しかも戦時中岬作地より

水田耕地 として、耕地改良が実施されたことと相まって、細片化をみた遺物が僅かに検出さ

れたのみである。

図52 SB05遺物実測図
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SB05の遺物

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

壷形土器 ユ 口径  147
顕部径 112
回縁高  30

口縁部はくの字口縁で、日唇

端部は丸く肥厚する。

器内外面共に入念なナデ仕上

げである。

焼成良好で胎

上に砂粒を含

まない。

茶褐色。

]

対形土器 2 7 口径  100
顕部径  7_3
器高  55

底部は欠損した遺物、球形の

体部で肩部は特に肥厚し、日

縁は大きく外反し、日唇端は

心もち屈曲する。

器内外面共にナデ仕上げ、基

底部に指頭痕が残る。

焼成良好、胎

上に砂礫を僅

かに含む。

茶裾色。

l

壷形土器 3 口径  132
頸部径 102
口縁高  45

顕部より直線に外反し、日唇

端面は僅かに凹線がみられ、

口唇内面に稜をなす。

器内外面共にナデ仕上げ、頸

部には輪積による接合がみら

れる。

焼成良好、胎

土に砂礫を僅

かに含む。

茶褐色。

l

壷形土器 4 4 口径  138
頸部径 111
口縁高  30

日縁部くの字で日辺中央部に

外面にややぶくらみあり。日

辺中央部で外折し減厚され、

日唇端はオリカエシ、端面は

丸くおさめる。

器内外面は共にヨコナデ仕上

げ、頸部内壁面はヘラ切 りが

みられる。日唇端に僅かに折

り返しの稜をなす。

焼成良好、胎

土に砂礫を僅

かに合む。

茶褐色。

1

甕形土器 5 口径  106
頸部径  97
日縁高  15

肥厚な体部がゆるやかにすば

まり、日縁部短く、外反する

くの字回縁で、端面は九くお

さめる。

口縁部内外面はヨヨナデ調

整、体部はタテグシの整形で

ある。

焼成やや軟、

砂礫極少量。

橙色。

l

高 芥 形

土  器

日径  200
稜部径 200
器高  50

平底に近い九底の底部から垂

直に立ちあがったのち、口辺

中央部から僅かに外反し、端

部は丸くおさめる。

底部から日縁部にかけて、内

外面ともにヨヨナデ仕上げで

ある。日縁部は輸積による複

合口縁技法がみられる。

焼成良好で胎

土はよく精製

されている。

黄橙色。

1

壼形土器

の 頸 部

7 不粥 頸部径 182 くの字頸部に断面台状突帯を

もつ遺物片。

指頭大の押圧文あり、凸帯上

下はナデ仕上げ。

胎土に礫粒子

多量。

1

高 芥 形

土  器

8 口径推定

210前後

平底に近い内弯した底部に大

きく外反 した 口辺部を輪積

し、口唇部と稜部に波状文を

付す。

器外内面はヨコナデ、輸積手

法が残る。内部ヘラ研磨あり。

焼成は良好。

内部茶褐色、

外色黄橙。

ユ

壷形土器 9 口径  234
顕径  194
器高  75

肩張 りの少ない球形の体部。

日縁部は頸部より外反したの

ち、日辺部中央部で内弯気味

に立ちあがり、端部は九くお

さめる。

内外面共に口縁部はナデ仕上

げ、頸部内壁はヘラ切り、体

部成形に指頭痕を残す。

胎土は精密、

焼成良好。

l

甕形土器 不切 口径  234
顕部  213
器高  113

肩部の張りは少なく、僅かに

すばまる。口縁部は垂直にた

ち上がり、口唇端に曲折を生

じる。

外表面はハクリにより不 IIB、

内壁面はナデ仕上げ。

焼成やや軟。

茶褐色。

1

甕形土器

底 部 ?

不明 底径 僅かに凹面をもつ底部で、基

底部は垂直にたち上がった後

直線状に外反する。

基底部周辺に指頭痕がある。

表面タテ櫛による整形、内部

ナデ仕上げ。

焼成良好。

茶褐色。

1

壷 底 部 12

13

若干肥厚 した九底の底部であ

る。

13は2 5Cmの平底である。

表面ハケ仕上げ、内面ナデ仕

上げ。

焼成良好、砂

質粘上。

2
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

壺 底 部 底部径  35
]同ぞを     6 0

小振 りであるが、安定した平

底である。

内外面ともによく調整されて

いる。

焼成良好。

茶掲色。

1

手づ くね

土  器

不明 径

高

胴

現

30
15

小型の九底である底部は肥厚

し、内彎気味に立ち上がる壁

面は、次第に減厚している。

手づくねによる土器で、

部に指頭ナデ痕を残す。

はハケによる調整。

底

面

内

外

焼成やや軟。

灰褐色。

l

高ネ脚部 径部

径

基

胴

25
45

ともに脚部の屈曲の激しい脚

部である。

16は脚柱部のハリが大きい。

両器共に内外面ナデ仕上げで

ある。

器厚は15に 対

し16は 3倍で

ある。ともに

砂礫は含まな

15は焼成やや

軟。

2

高不脚部 17

18

基部径  35
打同ぞ乙    3 1

脚部はともに円柱をなす。内

壁の基部直下は指先によるナ

デが見られ、円柱中位以下を

ヘラ切 りしている。脚の広が

りは不明。

両器共に内外面ナデ仕上げで

ある。

胎上に砂礫粒

は 混 入 し な

い。

焼成良好。

赤褐色。

2

脚 部 片 4 径 脚の裾部片である。 内壁ナデ、外面にヘラ研磨が

僅かに見える。

焼成良好、胎

土に若子の糧

子を合む。

1

(8)SB05遺 物の様相

SB05の遺物には壺形土器、甕形土器、増形土器、高外形土器、手づくね土器が検出された。

6は複合口縁の壺形土器の口縁部で口唇部は僅かに外反する。 7は重形土器の頸部で断面台

形の貼 り付け突帯がめぐり、凸帯上端面には菱形の圧痕が施されている。 1、 3、 4は壷形

土器の口縁部としているが、体部の様相不粥のため概説にすぎない。 2は対形土器で底部は

丸底が想定される。現状では肩部に胎土の最大月巴厚があり、重量感のある対である。 3と 4

は口縁部の口唇端面は平面をなし、土器整形時の手法によるものと推測される。 9は頸部内

壁に箆切 り手法が用いられている。この技法は 3、 4、 10に も僅かに認められる技法である。

高界形土器 8、 15～ 19がある。 8は外部の口辺部である、大きく外反した口辺部に波状文が

施文 されている。15～ 19は高杯の脚部片である。脚部は 16以外は、やや細身の脚裾部の開か

ない脚部 となっている。確実な数値は不明であるが、共通して脚裾高のある形態にある。19

は手づ くね土器で、口縁部は欠失するが、内面には指頭による従ナデ上げ痕を、表面は刷毛

目調整である。20は器台形土器の脚裾部 と思われる。当遺物の様相から中期の土師器と理解

されよう。
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3 掘立柱建物遺構の概況

本区における掘立柱建物遺構は、検出された柱穴群より図第 45図 の全測図に示す SB l

～SB15の建物遺構が想定される。これら掘立柱建物遺構は、その建物の方位関係や位置関係

から見て 2～ 3時期におよぶ建物群であろうと推定される。建物の規模は下表に示すごとく

である。

〔建物の主軸は乾位の角柱を基準〕(単位 :cm)

物

一ン
建
ナ

の
軸

物建
主

と
長

間
全

行
の

桁
そ 梁間 とその全長 考備

SB l
SB 2
SB 3
SB 4
SB5
SB6
SB 7
SB 8
SB 9
S B10

SB■
S B12

S B13

S B14

S B15

磁  北

N10° W
N4° IV

N15° E
N5° E
N44° E
れ呟    fIヒ

N8° E
N10° E
N5° E
N15° E
N15° E
N4° E
N50° E
N30° E

不明である。

3間 の 500

2間 の 400

6間 の1050

4間 の 560

不明である。

3間 の 600

3間 の 580

3問以上 ?

3間 の 480

3間 の 640

4間 の 730

4間 の 700

3間 の 510

不明 800以上

2間 の360等 間

2間 の400等 問

2間 の320

3間 の490

2間の380

2間の460

3間 の600

2間 の370

2間 の390

5間 の850

2間 の500

2間 の320

3間 の500

3 FHl?420

3間 ?640

?

南北棟の建物 と推定される。

桁行全長は西東での全長に歪みあり。

桁行間及び梁間は等間が推定される。

〃

発掘外に桁行間が推定される。

桁行間及び梁間は等間が推定される。

2柱穴が未確認であるが等間 と推定

未掘区があるが等間を推定する。

桁行間及び梁間 ともに等間が推定 される

〃

柱穴 も小さく推定値が大 きい。

柱穴の未検出が多く、不安定な遺構

(1)SBl遺 構

SB l遺構は、北側梁間面を検出したのみの遺構で、桁行面における柱列は未検出であ り、

いま SB01の壁面部に検出された柱穴を SB lの 桁行における第一柱穴 と推定 しうるが、西

側での桁行柱柱穴が検出されていないため、柱心間を推定することは避けたい。だが推定さ

れる SB l遺構 として実線で示すごとく遺構の発展する推定値を予定 した。

(2)SB2遺構

SB2遺構は異間 2間、桁行間 3間 が推定されるが、桁行間北側側面の乾位 より第 2柱穴は

ついに検出をみなかった。 この外に梁行間西側においても、中央の棟持柱 と推定される柱穴

は未検出である。だが検出された柱列穴からみて等間は推定されない。
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(31)SB3離

SB3遺構は,面関はともた.2画であり、1全長距離における.員径をもって,暴1簡 と補行間を

推定して、南北棟の身妻式の鶴立注注穴と断定した。実測値は異聞は等間であるに1対 して、

補行1聞は、酉allでの補行間の職穴位置は三分する位置に穿た|れ、これに対
.し
て凍側面では僅

かに南に儒した鞭 置となわている。

第弱図 SB3.遺機実測薗
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(4)sB4遺構

梁間での東側面は未検出のため推定位置である。南北に検出された掘立柱位置は、相対す

る柱穴から各等間による柱位置が推定される掘立柱の位置と、内部床面に柱穴の検出をみな

かったことから、掘立柱建物跡と推定される。桁行間の推定心心間は 6間の全長 1,050 Cm

で、各間は 175 Cmの等間である。梁間は全長 490 Cmで 、3間である。各間の柱間の心心間

距離は 163 Cm等 間である。

(5)SB5遺構

SB04遺構の内に重複した形で検出された遺構である。規模は桁行間全長 560 Cmの 4間で

ある。桁行間での柱間の心心間距離は、東側の梁間からみて第 1間 80 cm、 第 2間 150 Cm、

第 3間 150 Cm、 第 4間 170 Cmで ある。梁間は全長 380 Cmの 1間 190 cmの 等間である。た

だ東側梁間面での北隅の角柱は検出されていない。

第54図  SB5遺 構実測図

∂

◎③

(6)SB6遺構

SB6遺構は、SB 4及びSB 5遺構 とは主軸方向を大きく異にした掘立柱建物遺構である。

また架間の南面する全面と桁行間の 1間を検出したものであり、その大部分の遺構は未掘地

に延長している。さらに梁間の中心位置に東方より西方向に延びる濤状遺構 と重複している

③

⑧

一　　　　　́
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棟持柱位置が推定されるが、濤遺構の北側壁面に検出された柱穴から推定して、柱間の心心

間距離は 200 Cmと 260 Cmが得られる。桁行においての柱穴は 1個のみの検出であり他の柱

穴は未定である。検出された柱間は 250～ 260 Cmの 柱間距離が得られる。

(7)SB7遺構

SB7遺 構 は、SB 4、 5、 6遺構の西面で検出され、しかも東面と南面する位置で、SB4

遺構の西面位置が重複している。掘立柱建物の規模は異間全長 6m、 桁行間全長 6mの各々

柱間の距離は 2m等間が測定される方形の建物である。ただ建物の西側における柱位置のみ

が若千異なる柱位置で、南角柱より2m、 250 Cmと 150 Cmと ぃう柱間の位置にある。

第55図  SB7遺 構実測図

③ ο



(8)SB8遺構

SB8遺構は、SB7遺構に対して僅かに東に偏した主軸を取 り、しかもSB7遺構と建物の

%面を重複する位置にある。建物の平面規模は異間全長 370 Cmの 2間で 1間の心心間距離

は 185 Cmが測定される。また桁行間全長 580 Cmで ある。検出された桁行間での柱穴は 2間

で 400 cmと 180 Cmの 等間である。また梁間の北側壁面での棟持柱の柱穴は検出されず、発

掘の ミスと推定されるものである。建物の主軸方向はN8度 Eを取る南北棟の建物である。

ヒユニ「‐■三二_ と

第56図  SB8遺 構実測図
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第57図  SBloSB2遺 構実測図

―
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(9)SB 9遺構

SB9遺構はSB8遺構の北方 4mの位置に、建物の主軸方向をN10度 Eに とる南北棟の

掘立柱建物である。建物の平面規模は未掘地を含むため不確実であるが、検出された遺構(柱

穴)から380～ 390 Cmの 梁間全長が得られる。桁行間は 3間の 530～ 550 cmが 推定される。

桁行間では西側で 3間 (内 1柱穴は周濤と重複)を、東側壁面では 2間の柱穴をみている。

南側の梁間の棟持柱の柱穴位置も周濤による遺構により切 り合いとなり不明である。だが桁

行全長は 3間で終わらずさらに 1～ 2間延長する規模の建物が想定される。
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第58図  SB9遺 構実測図
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(10)SB10遺構

SB10遺構は SB8遺構の西方 3mにて検出された遺構であり、遺構の規模は梁間 3間で全

長 470～ 480 Cmが測定される。また桁行間の全長は 850 Cmの 5間が測定される。

衆間の柱間における心心間距離は 1間 160 Cmの 等間が計測され、また桁行間の柱間の心

心間距離は 170 Cmの 等間が推定されるが、南側桁行面と北側桁行面では共に東面柱より170

Cm等間、150 Cm等間、180 Cm等 間であるが、第 4柱 目では北側の桁行面 140 Cm、 南側桁行

日で 170 Cm、 第 5柱では、北側桁行間で 210 Cm、 南側桁行間では、180 Cmと 大きく南北桁

行面で異なる数値が得られる。
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(11)SBll遺 構

SBllの遺構は、SB10と SB12遺構の中間位置に検出され、10・ 12が東西棟の建物である

のに対して、主軸方向 (位)がN15度 Eを指向する南北棟の掘立柱建物遺構である。建物の

平面規模は、梁 2間で全長 480 Cm、 桁行間 3間の全長 640 Cmである。

果間の 2間 は等間で 240～ 250 Cmが推定される柱間の心心間距離が得られるが、これに対

して、桁行間の柱間は厳密には東側面では 3間で、南隅柱より、150・ 220・ 270 Cmが 求めら

れる。この東側面での柱間に対して西側面では 320 cmの 長径の等間の柱間距離が得られる。

第59図  SBll遺 構実測図
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(12)SB12遺 構

SB12の遺構は、SBllの梁間北壁面を重複する形で検出され、棟方向は東西棟である。建

物の平面規模は、梁間 2間の全長 330 Cm、 桁行間 4間の全長 730 Cmで ある。

果間の 2間は、西側面での計測値は 150 Cmと 180 Cmの 柱間が求められる。東壁面では柱

穴検出がやや重複したため不明確となっている。桁行間の柱穴は南北柱列はともに周濤によ

り欠損しているが、他の掘立柱柱穴列より推測すれば、両桁行間の心心間距離は東角柱より、

200・ 180・ 175・ 175 Cmの 等間が推定される。
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(13)SB13遺 構

SB13遺構は、当発掘区の最北端部で検出された遺構であり、しかもSB14と 重複してい

る。建物の平面規模は異間全長 5mの 3間、柱間の心心間距離は 170・ 160・ 170 Cmの等間が

測定される。桁行間全長 7mの 4間、柱間の心心間距離は、桁行間の北側面では東角柱より

175。 175・ 175。 175 Cmの 等間の柱間である。これに対 して南桁行間は北側の桁行間と等間で

あるが、中心 (央)柱の第 3柱穴がなく350 Cmの 長間となっている。

建物の主軸方位は東西方向を指向している。

第60図  SB12遺 構実測図

!  十  i

(14)SB14遺 構

SB14遺構は SB13遺構 と重複しており、建物の主軸方位はN50度 Eにある。当遺構の柱

穴の検出は貧弱であり、しかも有機物を含む黒褐色土層を地山面としたことにより、柱穴の

掘方を完全に理解できなかったものと推定されるが、わずかな柱穴より、梁間全長 410 cm、

桁行間全長 530 Cmが 推測される。柱間は梁間 3間、桁行間 4間 と推定される。
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m62図  SB14-遺構実測図
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4 土暖墓及び土竣状遺構の概況

筋違 B地区における土壊墓及び土壊状遺構は、厳密な数字を確認できなかった。その第 1

の原因は周濤内の検出が困難であったことと、第 2には再度におよぶ耕地の整地が実施され

ていたことにある。

中でも土壊墓として確認されるものか 31基 あ り、その埋葬形態も火葬墓・木棺直葬墓をは

じめ、土媛の規模にも数種の変化がみられる。また副葬品においても数種の変化がみられた。

これら内榔遺構の変化の他に、外椰遺構の変化をみられるものもあった。さらに周濤内にお

いて土器及び鉄器、磁器等の検出がみられ、周囲の配石等からみて土壊墓と推測されるもの

があったが発掘の技術と時間的な制約がからみ、不確実な周濤内の調査に終わった。

(1)1号土猿状遺構 (SK01)

図第 45図 の筋違B区全測図、図第 47図 のSK部分図

SK01遺構は、SD01の濤状遺構が遺構の中央部を貫流しており、重複する遺構であるが、

SD01遺構の廃絶後にSK01遺構が後続したものと推定される。

SK01の規模は、長径 280 Cm、 短径 150 Cm、 深度 25 Cmの 長精円形の土族 である。

第 63図の断面図にみるごとく、土羨の床面は水平である。また遺構内で検出された遺物は

土師器の口縁部や体部、底部の破片があり、しかも出土層位はすべて上層にあり、後世の落

ち込み と判断される遺物 Cあ る。ちなみに土羨内の層序は 2層 である。

第 63図  SK01・ SK02・ SK05遺 構実測図
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(2)SK02遺構  図第 55図 、図第 63図

SK02遺構は、掘立柱建物遺構 SB 7柱穴と重複している遺構である。遺構の規模は小型で

長径 90 Cmと 短径 50 Cm、 深度 28 Cmの 長方形である。床面は水平な素掘である。遺構内の

遺物は SK01と 同様である。

(3)SK03遺構  図第 47図 、全測図第 76図

SK03遺構は SB02の竪穴住居跡内に翔 り込まれた遺構である。遺構の規模は直径 2m、 短

径 130 Cm、 深度 30 Cmの 隅丸の長方形である。

(4)SK04遺構  図第 58図 、全測図第 76図

SK04は周濤の内 SD02の北隅にて検出された遺構である。遺構はまた SB 9の 高床式の掘

立柱建物遺構内にあり、長径 155 cm、 短径 lm、 深度 50 Cmの 隅九長方形である。出土遺物

はない。

第64図  SK06、 SK07、 SK08、 SK09遺 構周辺の遺物出土状況実測図
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第65図  SK07遺 構実測図
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第66図 SK06遺 構実測図

ヽ
ぎ

=―

ゝ

、卜   

第67図  SK08、  09遺 構実測図



(5)SK05遺構 図第 55図 、図第 63図

SK05の 長径 115 Cm、 短径 95 Cm、 深度 15 Cmと ゃゃ浅い遺構である。土羨状遺構であ り

出土遺物はない。長軸に沿って 2個の柱穴が検出されてお り、深度は 25 cmと 30 cmでぁる。

(6)SK06遺構  図第 64図、図第 66図

SK06遺構は、小塚状の火葬骨層の下部 より検出された土猿状遺構である。遺構の規模は長

径 120 cm、 短径 80 cm、 深度 37 Cmである。遺構内での出土遺物はない。

(7)SK06、 o7、 08、 09遺構の外椰状況

SK06～ 09は 図 64図 に示す位置にあ り、 ぃずれも耕作土を排除した直下に、黄褐色粘土で

わずかに突出してお り、周囲の地高差 12 Cm前後の小塚状であった。

SK07の 小塚の中央部には、人頭大の自然石が配石され、しかも小塚の西側 lmの位置に 1

対になる土師器の碗が配置 され中央位置には須恵器の有蓋杯が置かれていた。

SK09は SK07の 小塚状の突出より、やや大 きく20 cmの 地高差があ り、しかも 4層 の層位

がみ られた。小塚状遺構の外周域に 7個の有蓋外が配置 されていた。

SK06遺構 も同様の小塚状遺構で周囲に 2個の有蓋芥 と甕形土器の口縁部を検出した。

SK06遺構の上層部が小塚状遺構であ り、盛土中よ り火葬骨片が検出され、その下部に

SK06遺構を検出したものである。遺構は長径 120 cm、 短径 90 cm、 深度 45 Cmの土壊墓で

あ り、遺物は検出されなかった。

(8)7号土羨墓遺構 (SK07)の 内椰

土羨墓 SK07号 は南北に 2.25m、 東西方向に 2.10mの精円形の掘方による土疾で、地表 よ

り深度 90 Cmま ではやや垂直な掘 り込みになっている。楕円形の底部中央位置より東側に主

体部の埋葬位置が棺に合わせて掘 り込まれている。埋葬方位は北 10度西にとる。主体部は桶

(博)棺を横転させての埋葬である。桶には底部に 2条、中央部に 2ケ 所、天丼部に 1条の

たががほどこされていた。桶棺は長径 170 cmで、直径は 1～ 0.9mと 推定される。棺材は桧

材で柾 目が使用されている。埋葬位は北を枕にしてお り、足元に土師器の皿 3枚 と中央部左

側で漆器片を検出した。遺骸は頭骨の一部、下顎、大腿骨、尺骨等が検出された。埋葬の封

土は、洪積層の粘土 (掘 り方の粘土)をそのまま利用 してお り、耕作土の下層に突出した状

況で検出された。

(9)SK07の 出土遺物
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(10)SK08遺構

SK08遺構は、SK06遺構の上部層遺構 と同様に火葬骨の検出があ り、しかも外椰遺構であ

れたように 4層の灰層 と火葬骨層の互層であった。 第 64図 に示す ものは第 1層の火葬骨層

の位置 と配石の状況と第 2層 の火葬骨層である。 第 67図 に示すものは第 3層 の火葬骨層に

残る炭化 した板状の植物遺体 と配石である。第 3層 の床面は断面図にみられるような半我竹

管状の凹面であ り、明らかに木棺を火葬に付 したものと推定される。床面をなす粘土層の厚

味は 10～ 20 cmあ り、熱変化がみられた。

(11)SK09遺 構  (図 第 64図・67図 )

SK09遺構は SK08遺構の粘土床を除去 した下部 より検出された木棺直葬墓である。SK09

は SK08遺構 より、断面図に示す位置にあ り柾 目の桧材であった。植物遺体上に下で白く表

現す るものは、細片化 した人骨遺体である。前図の外椰遺構図の不 No.2の 東部に広がる配石

遺構の下部よりSK09は検出されたものである。

さらに木棺直葬墓の下部よりSB10の掘立柱遺構の柱穴が検出されたことにより、土壊墓

と掘立柱建物遺構の時期差が求められよう。

(12)SK10遺 構  (全測図第 76図 )

SK10は長径 110 Cm、 短径 60 cm、 深度 20 cmの 長方形の上壊状遺構である。出土遺物は

検出されなかった。

(13)SKll遺構 とSK12遺構  (全測図第 76図 )

SKllと 12遺構は、SB10の掘立柱建物の柱穴 と併列 した遺構である。遺構の規模は SKll

では、長径 130 Cm、 短径最大幅 100 Cmo SK12で は直径 90～ 80 Cmの やや楕円形の土猿墓で、

この 2基の上痰墓の中央に SB10の柱穴が穿たれている。両遺構はともに土師の杯を 2検 出

している。

(14)SK13遺構  (全測図第 76図 )

SK13遺構は、SD05の濤状遺構に南接 して検出をみた遺構である。遺構の規模は長径 lm、

短径 50 Cmの 深度 32 Cmで歪みのある長方形である。遺構内での遺物はいずれも細片の土師

器片や須恵器片である。

(15)SK14遺構  (全測図第 76図 )

SK14遺構は SD02遺構の磁北に向かい右手で検出された遺構であ り、SB9遺構の南側で
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検出された。遺構の主軸方向は北 35度西にとる。規模は長径上部で 170 cm、 下部で 130 cm、

短径は上部で 60 Cm、 下部 50 Cmの 舟底形の掘方で、最大深度は中央部にあ り深度 35 Cmで

あった。出土遺物は検出されていない。

(16)SK14′ 遺構  (全測図第 76図 )

SK14′ 遺構は SD02と SD03遺構の コーナーで検出された集石遺構である。集石は長径 2

m、 短径 lmの長楕円形に配石 されてお り、図に示すように下部よりSB 9遺構の掘立柱建物

の柱穴が検出された。人為的な集石であるが、内部からの出土遺物はなく、集石 と混在する

形で、須恵器片、土師器片を出土している。破片の多 くは外、高必片であったψ

(17)SK15遺構  (第 68図、全測図第 76図 )

SK15は、SD04のやや中央部西側で検出された遺構で、SB12の掘立柱建物遺構の柱穴 と重

複する遺構でもある。規模は長径 97 cm、 短径 85 Cm、 深度 25 Cmの 方形に近い遺構である。

図にみられるように土師質の土器片を散発的に検出したにすぎない。

(18)SK15′ 遺構  (第 68図 、全測図第 76図 )

SK15′ は SK15の 東方に並列 して検出された遺構である。遺構の規模は 90～95 Cmのわず

かに楕円形を呈する掘方である。深度は最 も深 く51 Cmあ り、特に SD04の濤底部 よりさら

に 17 cm深 く掘 り下げられていた。検出された遺物は直径 8Cmの 自然石 1個であった。

(19)SK16遺構  (第 68図 、全測図第 76図 )

SK16は SK15の西方 50 cmの 位置で検出された。遺構の規模は長径 150 cm、 短径の最大

85 Cmで深度は 38 cmで ある。遺構の主軸は SK15、 SK16と もに西に向かっている。検出さ

SK15、 SK16遺 構実測図

M
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れた遺物は土師器及び須恵器片である。遺物の包含層は 15。 16共に浅 くいずれも地山面から

深度 14～ 5Cmの位置にあり、遺構内への混入土器として処置をした。

(20)SK17遺構 (全測図第 76図 )

SK17遺構は SD05遺構の延長線上に、主軸方向を北 60度東にとる長楕円形の遺構であ

る。長径 160 Cm、 短径最大 lmと 中型の土猿状遺構である。掘 り込みはやや浅く、25 Cmを

最大に船底形の底部をなす、地山面には、最大 15 Cmの 自然石が配石されていたが、遺構内

は洪積層を掘 り下げた素掘である。出土遺物は須恵器と土師器の破片が栗石の配石 と共伴し

たのみである。

(21)sK18遺構 (全測図第 76図 )

SK18は、SK16遺構の北側で検出された遺構である。遺構の主軸方向は、SK16が東西方

向を指向するのに対して、主軸方位は南北を指している。遺構の規模は長径 110 Cm、 短径 80

cmである。遺構の床面は平坦で地山より30 Cmの 掘 り込みである。遺構内に充填 した埋土

は、黄白色の粘土と黒褐色有機物含有土が混入した一層であった。

遺構にともなう出土遺物はなく、また地山面でよくみられた自然石の配石もみられなかっ

アこ 。

(22)sK19遺構 (全測図第 76図 )

SK19は主軸方向を磁北にとり、長径 140 cm、 上端部の短径 80 Cm、 地山面の洪積層を 8Cm

掘 り込み、下端面の長径 120 Cm、 短径 70 Cmの 隅丸長方形である。当遺構には、磁北に頭部

位置を取 り、その位置に石枕を配置 していた。

第69図  SK19石 枕実測図

O
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(23)SK19の 遺物  (第 69図 )

出土遺物は、直径 ■ ×11.5Cmの 円柱で 16面に石材を加工 した石枕がある。石枕は上端部

に最大の長径があ り、最大 19.2cm、 下端部は最短径 となり12 Cmで ある。石枕の上端面は

凹面に削られ大きく弧をえがき、さらに、肩部の対面する側 も大きく凹面に削られて、頭部

の安定効果を計っている。石材の加工には、ノミ状の工具が使用された痕が残っている。

石質は現在砥部焼の陶土 として活用 されているケイアリンである。

(24)SK20遺構  (全測図第 76図 )

SK20は SK19遺構の北に近接す る円形の土壊状遺構である。遺構は地山の洪積層面で

90× 80 Cmの 円形土痰である。遺構は地山面位置では直径 10 Cm内 外の自然石が全面に敷き

つめられていた。遺構の深度 も浅 く、しかも直径 50 Cm、 深度 25 Cmの 円孔が穿たれてお り、

掘立柱建物遺構の柱穴 と類似するが、周辺部に掘立柱建物の柱穴は検出されていない。須恵

器や土師器の細片化 した遺物が検出された。

(25)SK21遺構  (全測図第 76図 )

SK21遺構は、SK20の 北方で検出された遺構で、遺構の主軸方向は北 50度西を指す。充填

された埋土は黒褐色上の一層であ り、遺構は隅丸の長方形である。洪積上の地山面で長径 160

cm、 掘 り方の下端面では 140 cmで あった。短径の上端面は 115 Cmを最大に、下端面では 83

Cmであった。深度は 45 cmである。出土遺物はない。

第70図  SK21-25遺 構実測図

◇碧
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(26)SK22遺構  (第 70図、全測図第 76図 )

SK22遺構は、SK21～ 25遺構の中で、最小規模のものであり、地山面での長径 78 Cm、 下

端部は 65 cmで あり、短径の上面の最大 60 Cm、 最小 45 cmと すばまる。主軸方位は北 10度

東を指している。掘方はやや不規則で、長径の西側壁面が直線をなす以外は、各辺ともに内

湾する掘方である。掘方の深度は断面図にみられるように 45 Cmと 安定してお り、床面はわ

ずかに中央部が隆起する。出土遺物はない。

(27)SK23遺構  (第 72図、全測図第 76図 )

SK23は 22に接近 して検出された遺構で、掘 り方は卵形で主軸を北 65度西にとる。地山面

では長径 110 Cm、 短径 80 Cmの 楕円形である。床面積では長径 85 Cm、 短径 55 Cmである。

底面は断面図にみられるように平底である。出土遺物としては管玉 1個がある。

(28)SK24遺構  (第 72図、全測図第 76図 )

SK24は、長径 110 Cm、 短径 100 Cmの 円形の上壊である。底面では 94× 78 Cmの 平底であ

る。本遺構も他の遺構同様に平底であるが、掘方は最も深く67 Cmも 洪積層を掘 り下げてい

る。充填した土壊は黄褐色の洪積層をなす粘土層に黒褐色の有機層が混入する単一層序で

あった。

SK24に ともなう出土遺物はみられなかったが、図に示すように人頭大の自然石の他にか

なりの量を有する自然石の配石があ り、明らかに意図的な配石であった。

(29)sK25遺構  (第 72図、全測図第 76図 )

SK25は長精円形の土猿である。長径は上端面では 127 cm、 下端面では 110 Cm、 短径は上

端面で 85 cm、 下端面で 70 cm、 底面は水平な平底である。遺構の主軸方位は北 37度西を指

向する。遺構の掘 り込みは最も浅 く、洪積層を 25 Cm掘 り込んでいる。出土遺物はなく、た

だ南面の東角に直径 25 Cm、 幅 15 Cmと lo× 9cmの 平たな自然石が 2個検出された。遺構に

ともなう標石とみるべきであろう。

(30)sK26遺構  (第 71図、全測図第 76図 )

SK26は本構中最大規模で、長径 250 Cm、 短径 160 Cmの 土羨状遺構である。遺構は洪積層

の地山面を 25 Cm掘 り込んだ平底の床面である。遺構の主軸は東西を指向する。出土遺物は

なく、遺構の中心部近 くに 10× 10 Cmの 方形の自然石を最大に計 3個 の配石があり、標石と

みている。
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第71図  SK26～ 2
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(31)SK27遺構  (第 71図 、全測図第 76図 )

SK27は、SK26遺構の東方に連なる遺構でやや円形な土羨状遺構である。地山面で 123×

123 Cmの隅丸形で、遺構の下端は、90× 94 Cmの 平坦な底部である。上猿の掘 り込みは 50 Cm

と深い。箱薬研の掘 り方となっている。出土遺物はなく、図示する配石があり意図的な配石

及び標石とみている。

(32)SK28遺構  (第 71図 、全測図第 76図 )

SK28遺構は不規則な土壊状遺構で、遺構面積は最大である。遺構の掘 り方は浅 く25 Cmが

計測されている。遺物はなく、床面は砂岩質の礫岩が集中しG層 としての基盤をなしている。

(33)sK29と SK30の 遺構  (全測図第 76図 )

SK29と 30は、掘立柱建物の柱穴を思わせる柱穴の土羨状遺構である。SK29は直径 60 cm

で、地山面をやや播鉢状に掘 り凹めた遺構-30 Cmの 最下部より土師質の皿 2個が出土した。

また SK30は直径 40 cmの 同様の柱穴状の遺構の最下部より上師質の皿 2個 が出土 してお

り、遺構の深度は 29よ りわずかに浅い。

8遺構実測図
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(34)SK29と 30の遺物と遺構の配置

SK29と 30の 上師質の皿はやや深 く4個 ともに共通して糸切底である。器形も共に皿より

も小型の鉢形を呈するものである。詳細は遺物実測を参照されたい。

前述した SK07遺構 とSK29と 30は関係をもつ遺構と推測され、SK07の埋葬者に対する

墓前祭祀遺構として理解される。SK07の埋葬者の頭部位置が北方に、土羨より僅か 250～ 300

Cmの間の対象位置にあること、さらには埋葬不可能な柱穴状遺構であることから、SK29と

30は SK07遺構に対する椰外遺構 と推定される。

4 周灘遺構 と灘状遺構

SD01～ SD05遺構は、大きく東西方向に貫通する SD01遺構 とSD05遺構に対 して、SD02

とSD03と SD04遺構は明らかに長方形の隅丸の周濤が推定される。周濤は SD02が全長 23.

5m、 SD03は 14mが計測される隅丸長方形である。長辺の SD02と SD04は共に周濤の濤幅

が 1.2mと な り、SD03は 1.4mと ゃゃ幅広 くなっている。周濤は磁北を主軸にとり、南面に

位置する周濤部は、後世の農業用水路により破壊されているが、各周濤のコーナーが検出さ

れてお り周濤規模は明確である。

(1)周濤遺構と濤状遺構の時代関係

周濤遺構内及び濤状遺構内での出土遺物から、濤状遺構 SD01と SD05が SD02以後の遺

構に先行する遺構であることは明らかである。時期的には竹の下地域で大量の須恵器が検出

され、これ等と同時期の遺物がSK01の東方の濤で検出されたこと、濤内より完形の高杯が検

出されたことなどから、AD5世紀になろう。

さらに SD01と SD05は 、古 くは一連の濤状遺構として活用されたものと推測されるが、後

世の墓域形成期に、中断されたものとみられる。

(2)周濤及び濤状遺構の遺物  (全測図第 76図 )

周濤内での遺物 としては、須恵器、土師器をはじめ、青磁碗 と白磁や鉄器を出土 している。

また布 目瓦片 2点の検出を見た。

須恵器は有蓋外がほとんどで、しかもやや大型の偏平な芥身及び外蓋である。必身のたち

上が りは短 く、大 き く内傾するものがすべてであったが、内には立ち上が りがわずかに外

方に外有するものもあった。
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土師器は高杯 と杯で統一されていたが、須恵器 と同様に破砕されてお り、しかも土師器は

細片化が進み計測不可能である。

青磁碗は実測図 75にみられるもので、器形は高台付の碗で、器表面には蓮花の文様がある。

時期は南宗中期のものと推定 され、鎌倉時代に相当する遺物である。宗蓮華文碗は器高 6.2、

口径 16.6、 高台径 5,7Cmの完形品である。出土地点は SD03遺構の中央部、白磁皿は実測図

76にみられるもので、器形は高台付の皿で、器表面全面に灰釉がかけられている。白磁皿は

SD04遺構の SB04と 切 り合 う南面位置 と、濤状遺構 SD05遺構の交叉する地点で検出された

ものである。時期的には室町中期であろう。遺物は高麗皿で高麗末期の製品であろう。器高

5.6、 口径 13.6、 高台径 4.5Cmの 完形品と 1部破損品である。

その他に瓦器皿 1点の完形品がある。口径 15 Cm、 器高 5Cmで底部は貼付による紐状高台

である。器表面には指頭による圧痕文があ り、口縁部外面及び内面はナデによる仕上げを施

している。日縁内面はヨコナデの後、器底部から胴中央部は平行な箆ナデの暗文がみられる。

猪 口形磁器は口径 6.6、 高台径 3.0、 器高 4.lCmの古伊万里である。

鉄器は SD01と SD03の遺構中央部で検出された 2振の直刀がある。SD01遺構出上の遺物

は、実測図 72図に示すもので、刀身全長 304 Cmで 、内中茎全長 7.5Cmで ある。刀間が 0.

2と 両面に付けられている、刀幅最大 2.5Cmで ある。刀身の背幅厚は 0.5Cmと ゃゃ細身の

刀身 となっている。

SD03の鉄器直刀は、刀身全長 29 Cmで、内中茎部は 6.5Cmで ある。刀部の最大幅 3.lCm、

中茎最大幅 2.3Cmで両面に間がある。刀身の背幅最大は 0。 9Cmと 厚手の造 りとなってい

る。刀身の表面には木質の付着遺体が%面に認められる。出土状況は良好で、保存度 もよい。

両刀 ともに中茎の 目釘孔は認められない。

第72図  鉄器実測図
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平鎌は SB02の上層部より検出された遺物で、全長 8.2Cm幅最大 3.5Cm、 厚 0.2Cm、 平

鎌の着装部 (茎)の かえり0.5Cmで ある。刃部は内弯し片刃である。先端部欠損、 2は不明

の鉄器で SB04ょ り検出されたもので、全長 10.6Cm、 幅 0。 7Cmの方形である。両端は錆化

によるものかは不明であるが尖っており、やや全体的に鏑がみられる。 3は欠損遺物か不明

であリー端は宝珠状に尖っている。全長 6.5Cm、 幅 2.3Cm、 厚最大 0.3Cmで ある。SB04で

検出。

ハ その他の遺物 (石器 )

第73図 石器実測図
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筋連A tt B区 出上の石器

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

石 包 丁 ユ ＳＰ

Ｅ

濤

長径  83
短径  32
厚   06

一部欠失しているが、紡錘型

の石器が想定される。断面か

ら背部と刃部をもつ。

両面に象」離がスられ、特に長

径端部に小象」離がある。刃部

はやや粗いが、刃部構成の剣

離がある。

筋違B区第 3

層、玄武岩質。

]

作業石棒 2 グリ

ツト

3-5

長径  160
短径  32
厚   20

一部を欠失した棒状の石器で

ある。端部にコブ状の突起部

がある。断面はやや三角形。

全面を研暦している。研磨の

方向は一定せず、作業過程に

おける、使用による磨耗痕と

みられる。

筋違B区第 3

層、緑泥片岩。

1

不  明

錐

3

4

不明 長径  70
厚 10～ 15
長径  86
厚   17

断面を精円形に研磨し、先端

部は錐状にとがる。本部は欠

損している。

先端部を欠損するが、先端部

は錐状ではと推定される。

全面を研磨している。先端部

から右巻にラセン状の凹線が

とりまく。

断面は小規則な円であるが、

全面をよく研磨している。

筋違地区第 3

層、頁岩。

筋違地区第 3

層、緑泥片岩。

l

l

石 斧 形

錐

5 グリ

ツト

3-5

長径  125
短径  35
厚 30～ 05

断面三角状の石器で、先端部

と側面を欠損している。先端

部の片方には打撃痕があり、

いま一方はクツベラ状に研磨

している。

全面を研磨している。特に長

径な端部は一面は円面に、い

ま一面はクツベラ状に刃部作

る。

筋違B区、緑

泥片岩。

l

石 包 丁 6 5-1 長径  95
短径  49
厚   07

長方形で長径な辺に直線と船

底形に彎曲する面とを作る。

断面は長方形な板状である。

長径な両端の片方に自然面を

残すが、両面は粗い研磨がみ

られる。背部も一方から研磨。

船底状の刃部は一方には細か

い剣離を、また一方からは研

磨をしている。

筋違A区、水

成岩 (頁岩)。

l

石 包 丁 7 3層 長径   88
短径   52
厚   12

長方形で長辺の一部を欠損し

ている。片面は大剣離による

平面である。いま一方は長径

にそう票U離がみられる。

断面にみられるように平面な

大剣離面を利用した利器で、

長径の端部中央に狭入する小

象」離がある。長辺な背面に穿

子L途中のくばスがある。

筋違B区、玄

武岩質。

l

作業石棒
9

8 3層 長径  116
短径  35
厚   23

棒状の石器であるが、長辺の

両端部及び側面もともに欠損

し細部は不甥。

遺物の表耐は全画をよく研磨

しており、その研磨面に研磨

の方向とは逆に数条の凹状の

条線が刻まれている。(使用

痕)

筋違B区、緑

泥片岩。

l

叩  石 9 長径  53
短径  39
厚   25

断面は卵状をしめす。長辺な

石器の欠損遺物である。

全面がよく磨耗 してお り、作

業石 (たたき石うとみ られる。

筋違B区、砂 l
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第76図 筋違B区遺構全測図②
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第77図  筋違 B区周濤内の土器 と土猿墓出上の土器実測図
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Ⅶ 筋違 B地区における小考

筋違A地区 とB地区は遺構の上では一つの関連する遺構 とみられるが、遺構の集中度合か

ら検討 した場合、遺構はB地区に片寄 りがみられる。その一つには掘立柱建物遺構であ り、

二つには土羨墓及び土壊状遺構があ り、三には長方形の周濤遺構で代表 されよう。

掘立柱建物遺構は SB l～ 14棟 と多 く、しかも重複する建物遺構 となっている。これら 14

棟の掘立柱建物遺構はそれぞれに、竪穴式住居遺構 と重複するのをはじめ、土羨墓及び土疾

状遺構 と重層するものもある。内でも竪穴式住居跡遺構 と併置 される掘立柱建物遺構 と、建

物遺構そのものの重複する遺構 もあ り、実に複雑な遺跡である。

いま掘立柱建物遺構をそれぞれの棟方向から分類すれば大 きく3区分され 5時期に分類 さ

れる。

1 南北に棟方向をとる建物  SBl、 SB8、 SB9、 SB7、 SBll

僅かに西に摩れる建物   SB3

2.東 西に棟方向をとる建物  SB5、 SB10、 SB13

僅かに南にふれる建物   SB 4、 SB12、 僅かに北にかれるもの SB2

3.東 北東に棟方向をとる建物 SB 6、 SB14

また掘立柱建物遺構の距離的位置を考慮すれば、SB l、 SB3、 SB8、 SB 9、 SBllの建

物は、立地の条件が妥当である。いままた東西方向に棟をもつ建物跡の内、SB5、 SBll、

SB12、 SB13があげられるが、SB5と SB4で重複する遺構を考慮すれば、SB4遺構 とSB12

遺構は同時期 と推察 されるが、建物の規模から推察すれば SB 4遺構 とSB10遺構は共通 し

た建物規模である。以上の内規模的な面からみれば、SB2と SB 5と SB12遺構の後に SB4、

SB10、 SB13が建てられた と推測 される。だとすれば東西棟の建物において 2時期に細分さ

れる遺構 となる。 さらに南北方向に棟方向を取る建物の内規模的な面からみれば、東西棟の

建物遺構の場合 と同様に、SBl、 SB3、 SB 8の 1群 と SB7、 SB 9、 SBHの 1群 に分割 さ

れる可能性 もみ られ、ここでも2時期が想定される。残 る SB6、 SB14遺構は 1時期に建立

された建物遺構 としての可能性が高いことから、筋違A区で検出された掘立柱建物遺構 も含

めて、建物の構築 された時期は少なくとも 5時期の建物 と推考せざるを得ない。

最後に建物遺構 と時期的な関係であるが、掘立柱建物群 として集落形態を取るところから、

初期における建物 としては、南北方向に棟並びをもった と仮定するならば、第 1の 時期は SB

l、 SB8、 SBllの建物が構築され、次いで SB 3、 SB 7の時期が推定される。第 3には SB

6と SB14の 時期があ り、続いて SB2や SB 5、 そして SB12の構築期があ り、最後に SB4、

SB10、 SB13と 筋違 A区の SBlが構築 されたものと推定 される。この最後の時期は、国の指

定遺跡である来住廃寺跡で検出された掘立柱建物遺構 と規模及び、柱穴の掘 り方など尺度的

にも共通するものがある。
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土羨墓及び土羨状遺構については、本文中にて記述する処であるが、土羨墓としては大き

く3形態に分類される。第一に旧来の風習を踏習する、いわゆる素掘の直葬墓である。第二

は木棺 (桶)を内椰とする木棺直葬墓である。第二は火葬墓である。

第一の上羨墓では、木棺を使用したとみられる遺構は検出されていない。いずれも裸葬で

ある可能性が大 きく、なかでも副葬品を埋葬するものと埋葬をみないものとの 2種に分類さ

れる。また土羨の掘 り方においては、円形・方形 。長方形とに分類される。第二は内榔遺構

として木棺も有するが、副葬品は土師皿 3枚 と漆器片 1と いう貧弱な副葬品であった。第二

は火葬墓であるため副葬品については不明であるが、最下部では木質を検出しており、その

木質物の上部に漆器片を検出していることから木棺に被葬者を納めた うえで火葬にかけたも

のと思われる。

周濤と土療墓の関係として、荼毘行為に対する虞れから、他の地域を汚損させないという

配慮からつ くられた周濤であると考える。ただ収集した資料の内に前例がなく、推測の域を

出ないが、火葬骨を有する周辺部には図第 66図 で示すごとく須恵器の環状配置がみられ、荼

昆にかける以前に、何等かの祭〒E行為が考えられる。また長方形の周濤の前方部 (北面)は
祭祀用の広場 として使われていたものとも推察しうる。さらに周濤内で検出された直刀があ

る。直刀の出土地点は火葬遺構の直北に位置しており、明らかに他地域への汚損を恐れての

行為とみても妥当であろう。さらに周濤より出土した宋蓮華文碗をはじめ、高麗皿はいずれ

も荼毘への墓前祭祀としての副葬品とみるべきであろう。

周濤内より検出された多くの破損遺物の内で、直刀及び宋蓮華文碗と高麗皿はともに完形

品である。宋蓮華文が鎌倉中期に、高麗皿が高麗末の室町中期と比定されるところから、前

述の火葬墓の時期もおのずと固定されよう。

総じて筋違地区における遺構は、竪穴式住居としての集落形成がみられた時期から、掘立

柱建物集落群の時期へと移行した。掘立柱建物集落時期は、細かく5期に細分を試みたが、

これらの集落群が廃絶したのちに、土羨墓 としての再活用がなされたものと推測される。土

壊墓は、火葬墓が形成された後に営造されたとみるべきであろう。
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星ノ岡地区の概況 と遺構の概況

星ノ岡遺跡は大きく、旗立地区と北 下 地区に分け、さらに旗立地区を 3区分してA・ B・

C区に、北下地区をA・ B区 と2区分とした。両地区は共に調査時期が梅雨時期と並行した

ことと、旗立地区A区は特に低地のため、潅漑用水との関係上調査の中断という事態が生じ

た。一方耳ヒ下地区においても、潅漑用水路の確保という、最悪の条件のなかでの発掘調査で

あった。

これらの諸条件のため、極度な調査区域の縮小と残土の処理に手を焼いた。

旗立地区ではA区 (第 1図中心杭 43)で竪穴式住居跡 3基 と泉遺構及び配石遺構が検出さ

れたが、概況で述べたごとく田植の用水のため完掘には至らなかった。またB区 (中心 42)

では竪穴式住居跡 5基 と濤状遺構 4条及び掘立柱建物跡 3基、及び土羨状遺構 3基が検出さ

れた。C区 (中心杭 40～41)では トリプルの竪穴式住居跡の外 3基の竪穴式住居跡と、濤状

遺構がそれぞれに検出された。

第 1図  星 ノ岡遺跡旗立地区発掘位置図
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籍2図 旗立A区全卿凶
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に伴 う遺物である。遺構は梅雨時期の出水と田植の作業、及びその後の排水等の諸条件によ

り、遺構は完全に崩壊した。以上のことにより、遺物の出土状況と遺構面について記述した

い。

全測図第 2図は主な遺物の出土状況図であり、あらかたの平面プランを検出した状況図で

ある。

SB03の平面プランは、隅丸の方形プランをもつ竪穴式住居跡で、入口部を北に有した住居

が考察される。一方 SB01と SB02で は方形、若しくは長方形の住居であろう。SB01で は西

側面に凸出面が検出されており、SB03と 同様に入口部と推定している。また SB03の南面に

広がる遺物は、どのような遺構に伴 うかは未確認であるが、ただこの付近は地山面である洪

積層は大きく傾斜しており、この傾斜面上には黒色土層 (火 山灰土)の堆積がみられ、南面

に広がる北下地区とはU字状の窪地と泉を隔てている。それ故に SB03の遺構南面での出土

遺/7/」 は、その殆どが黒色土層に包合されており、耕地造成時の整理による埋積か、若しくは

水源池の通路への捨石的遺構遺物とも推測される。

(1)旗立A地区の土器

旗立A地区 SB02で検出された遺物 No.2は須恵器の有蓋の芥身である。法量は口径 10.

9、 受部径 12.9、 器高 5。 と、口縁部高 2Cmでマキアゲ、 ミズビキ成形である。口縁部の立ち

上が りは僅かに内傾し、口唇端内面はナデによる内傾がみられる。端部は円面である。底部

は丸底で回転ヘラ削りが%弱施され、受け部は上外方にのび端面は丸面である。

No.3は SB02で共伴した土師器である。丸底の底部より大きく上外方にのび、体部最大径

14 cmで上方に立ち上がったのち、口唇部でふたたび外反する。口唇端面は円面である。土器

の内外面はともに横ナデ整形である。 口唇直下にナデによる陵が残る。内壁面に柳痕 2粒が

みられる。法量口径 14.2、 器高 6Cmである。No.1は SB01出土の器台形土器である。脚部

に 2段の直径 0.9Cmの 円孔を 2方向に穿っている。脚基部から脚裾部にかけては、櫛状工具

による荒い縦方向の整形がなされている。脚内壁面にはシボリロが残され、上部受部の内外

面はナデ調整であり、脚裾部の着地面にも横ナデ調整がみられる。上部端径 15,4、 下部端部

径 15.8、 器高 10 Cm、 脚柱部径 10 Cmの 小型の器台で焼成は良好で帯赤の黄橙色を呈する。

旗立 A地区の上器実測図
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(2)沼状遺構 (ぬ るめ遺構)

星ノ岡遺跡の中央部に 1基の泉と1基の沼遺構があった。この地点は北下地区と旗立地区

の地濤をなす位置で、現在 3基の掘 り抜き井戸が設置されており、夏は大いに吸水効果をあ

げている。沼遺構は泉のすぐ東の位置にあり、冬季は枯れて湿地状を呈する小沼で芹がよく

繁茂していた。沼は図 (3)に示す状態にあり、沼の中央部を灌漑用水路があり、周辺部が、

僅かに高 く断面図にみられる状態にあった。周囲の堤防は農道をかねた小道がつけられてい

るが、何れの堤防状の法面にも杭木等の使用はみられなかった。この沼状遺構は現に水田と

して利用されているが、この水田には丘陵よりの底水があり、水温が下がりがちであること

から、水田の水口に水溜めを設けて、耕作地の水温を高めるために工夫した設備であると耕

作者の説明を うけた。

ぬるめ遺構の規模は 5m× 4.5mの ほぼ方形であ り、土堤は 20 Cmの カサ上げをしており、

土堤の南面から西法面の裾部に濤がつ くられている。この濤は直進する水を反流させる目的

によるもので、D地点を塞ぐことにより水は反流して、日照のよい法面を逆流して暖められ、

さらに水位は増して平坦部に広がりながら、さらに暖められて水田に注がれるように工夫さ

れている。

第 3図  ぬるめ遺構平面断面図

/
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第 4図 旗立 B・ C区遺構全測図

。 e sB01_O

Ⅲ 星ノ岡旗立 B区での遺構 と遺物

0
●0 ・

やご

＼
″／

-146-



竪穴式住居跡遺構 と遺物

(1)1号竪穴式住居跡 SB01 (第 5図) 図版 (63)

SB01は実測図 (6)で示す円形の竪穴式住居である。主柱は 4本で 190～ 200 Cmの 方形で

ある。主柱の中央部やや南寄 りに長径 130 Cm、 短径 100 Cmの精円形をした厚跡がある。竪

穴の規模は直径 570～ 600 Cmの僅かに精円形を呈する。入口部は西に約 80 Cm幅の突出部が

みられ、それと推定される。出土遺物は図に示すごとく、北壁面側と炉跡に集中して検出さ

れた。特に炉跡の灰層中より桃実が検出されている。

'D。・

O

＼ 苺
o         1        2         3         4        5
臣 ― ― 一 一 ― ― ■ 一 ― ― ― 一 ― ■ ― 一 ― ― ― 一 斗 ― ― ― ― 一 一 引 ― ― 一 一 ― ― 引 m

“
０

嶋。（い〕沖かの

9

,      'Ⅲ
.″   T

◇

第5図  SB01遺 構実測図
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遺 物 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8

深 度 13 5 10 0

遺 物 の 器 種
形
器

椀
土 日縁部

遺 物 番 号

深 度 -05 10 -2.5 -1.3

遺 物 の 器 種
包
片

石
丁

遺 物 番 号

深 度 -15 15 -25 -05

遺 物 の 器 種 の
部

郭高
不

把  手 ッ
状

コ

プ
高 lTh
脚 部

遺 物 番 号

深 度 10 -0 3 0

遺 物 の 器 種 1巴  手 肩  部 底 部

遺 物 番 号

深 度 11 5 12 4 10 3

遺 物 の 器 種

遺 物 番 号

深 度 13 4 20 0 27 5 31 4 32 1 27 9 14 5 21 8 14 7 16 6

遺 物 の 器 種

遺 物 番 号

深 度 148 28 0 144 20 4 136 20 8 20 0 28,0 22 0 37.5

還 物 の 器 種

遺 物 番 号

深 度 32 0 14 1 114 16 4 18 4 13 4 13 8 19 0

遺 物 の 器 種

遺 物 番 号 Sl S2 S3 S4 S7 S8 S10

深 度 13 0 10 2 19 0 15 0 13 0 11 0 19 7

遺 物 の 器 種 石 石ザ篤 ri 石  斧

SB01の 出土遺物 〔空白部は破片遺物である,(単位 :cm)

SDlの遺構は、SB01の 廃絶後にその南端を穿ったものであり、明らかに後続する時期のものである。

-148-



８

１

　

一
　

′
　

　

　

　

　

　

ｏ

‐

Ｗ
４

＝

ｌ
Ｂ
■
員

⑮

　

ｏ

ヽヽ
ャ、
。キ　
Ｊ
◎
③

第6図  SB01遺 構実測図
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第 7図  SB01遺 物実測図
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(2)SB01に伴 う遺物の様相

検出された遺物は少なく、後世における地下げがみられ、復元可能な土器は皆無に近い内

で、図 7にみられる2と 5は完形品である。本遺構で検出された底部 3点の内 2点はともに

基底部に指頭による押圧痕がある。細部につき観察すればやや両者の指頭押圧痕の位置がず

れている。 4では基底部を左右よりつまみ、基底部をすばめる効果がみられるが、これに対

して、 5では底部の高台部をつまみ出す効果がみられる。 6の底部は逆に平底の内部に指頭

痕があり、底部外面より穿たれる円孔への押圧効果がみられる。また 7にみる把手が出上し

ており、土鍋か甑の把手かいずれかであろう。また、高外形土器も 3、 10、 11と 破片が出土

している。11の 口辺部は土師器の色彩が強い。1の壷形土器は肩張 りのある破片であるが、

内壁面は入念なヘラ研磨が施されている。石器片も数点検出されているが、 8、 9にみる石

器は使途が明確である。 8は金属器を研磨する砥石であり、 9は緑泥片岩を利用した未完成

品である。さらに本遺構の北壁面には SK4の上疾状遺構長径 225m、 短径 0.8m、 深度最大

0.4mがあり、また掘立柱建物の柱穴と推測される柱穴遺構 5基が穿たれているなど、北壁面

での遺構の攪乱は激しい。また南壁面側では SB02ょ り掘削された SDlの濤状遺構で切断さ

れているが、SDl遺構は当遺構より時期を異にする遺構である。
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1号竪穴式住居跡 SB01の 出土遺物

種  類 法  畳cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

壼形土器

片 と 頸部径 185
体部径 232
現器高  50

肩部よく大きく内に屈曲して

顕部をつくる。

内面ヘラ研磨、外表面クシ状

ヘラエ具による整形後ヘラ研

磨を施す。

焼成良好、胎

土密。

1

小  型

鉢形土器

2 口径  97
器高  45

九底の底部より内彎して立ち

あがったのち、上外方向にの

び、口唇端は円面。

内外面ともにナデ調整、やや

器面に凹凸をもつ。

焼成良好、胎

土密。

l

高不脚部

片

3 脚裾部径126

現器高  28
脚裾部片で脚裾部高0 7Cm
より大きく屈曲して、脚裾端

で着地面をつまみだし直立す

る凹面である。

内外面 ともにナデ調整であ

る。

焼成良好、胎

土密。

l

壺形土器

底 部 片

4 底部径  40
器高  50

平底の基底部をつまみ、着地

面は凹面な底部をつくる。基

底部より上外方向にのびる。

内外面ともにナデ調整、基底

部外面に指圧文をめぐらす。

焼成良好、胎

土密。

1

コップ型

土  器

5 日径   102
器高   88
底部径  36

平底の基底部面をつまみ、着

地面は四面な底部をつくる。

基底部より上外方向にのびた

のち、内彎してたちあがる。

日唇端面で減厚し円面。

内面は底部よリロ辺部位にか

けて指頭ナデあげによる整

形、外表面はクシ状ヘラエ具

でタテに整形、日縁部は内外

面ともにヨヨナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

1

平底土器

片

6 底部径  40 平底の底部片、外部底部中央

部に径 l Cmの 円が穿たれ

る。使用目的は不明。

詳細は不明。 焼成良好、胎

土密。

l

把   手 7 長径  45
短径  30

体部に貼 り付けられた把手で

ある。外表面に不定形で不規

則なヘラ削りがみられる。端

部欠失。

把手の接着は同質の粘上で貼

り付け。

焼成良好、胎

土密。

砥   石 8 S

9

長径   70
厚 12～ 30
短径   45

一見方形をなす小型の砥石で

ある。長径な 4面は何れも使

用されている。一部欠失。

頁岩である。

石包丁形

石 器 片

長径  50
短径  45
器厚   13

台形の欠損遺物であり、未完

成品である。

穿たれた円孔にずれがあり、

穿孔途中である。背面はすで

に研磨されている。

緑泥片岩。 ユ

形

片

芥

器

昔
画
土

10 有段部径 80
脚基部径 40

扁平な内彎する基部で大きく

有段をつくる。有段部で外反

する日縁部。ネ底部に 4方向

に円孔を穿つ。有段部下面に

C字状の竹管文を施文。

口縁部内面はヨコナデ調整、

外面はクシ状ヘラエ具による

調整。脚部は接合部にハの字

のヘラ痕を付す。

焼成良好、胎

土は密、01の

粒子を含む。

茶褐色。

1

高 杯 形

土 器 片

口径  220
現器高  40

杯部の口縁片で、基部に僅か

な屈曲がみられる。上外方向

にのびて口唇端面は円面であ

る。

内外面ともにヨヨナデ調整。 焼成良好、胎

上に若千の粒

子。

帯黄茶褐色。

1
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(3)2号竪穴式住居跡遺構  SB02(第 6図 )

SB02は トレンチ (試掘濤)に より検出された遺構である。遺構は南法面ではやや方形を呈

するが、北法面は多角形の様相がみられる。遺構中央部に SD lの 濤状遺構が、当遺構内より

施工され SB01の南壁面を穿って西流している。遺構内では柱穴は検出されなかったが、植物

の炭化遺物 (木炭片)の外に須恵器及び須恵器片をはじめ、多くの土師器片が出上している。

第 8図  SB02土 器実測図

;

SB02の 出土遺物 (空白は lltナ l遺物)(単位 i cm)

遺 物 番 号 l 2 4 5 7 8 9

深 度 1_0

遺 物 器 種 市  形 H  羊表 須 恵
器  片

須 恵
器 片

須 恵
器 脚

遺 物 番 号

深 度 117 11 0

遺 物 器 種 底 淵
`

ヤ

ト

チ

一
滑  石

遺 物 番 号

深 度 20 2 20 2 22 3 23.2 21 5

遺 物 器 種
須 恵
口 縁

須 恵
器 片

口縁部
恵
片

須
器 木炭片
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

芝  形

土 器 片

l l 頸部   65
体部径 165
器高   80

球形の体部が推定される。ロ

縁部と底部を欠失。

輪積手法による。体部内面は

クシ状ヘラエ具で整形、外面

はナデ調整である。

焼成良好、胎

土 に02以 下

の粒子。

1

壺形土器

口 縁 部

2 口径  161
顕部径 120
器高  50

複合する日縁で、体部を欠失

する。頸部で上外方向にのび、

屈曲して外反したのち、ふた

たび内に屈曲し、内傾するロ

縁部をつくる。日辺部で僅か

に外反して、日唇端面を九く

おさめる。

輪積手法による。日縁部内面

は、下位ではクシ状ヘラエ具

による斜向と横向の整形、外

面の下位はタテ方向の整形、

日縁部上部は内外面ともにヨ

ヨナデ調整。

焼成良好、胎

土 に02以 下

の粒子。

l

豆形土器

口 縁 部

3 日径  ■ 5

現器高  20
日縁部の遺物。ラッパ状に上

外方向に開く。日唇端面を外

傾平面に押さえ、下端部に稜

をなす。

内外面はともにヘラ研磨を施

す。外表面にヘラ研磨前にク

シ状ヘラエ具による整形が僅

かに残る。

焼成良好、胎

土 に02以 下

の粒子。

1

壷形土器 4

5

12

14

体部径 178
底部  40
現器高 195

口縁部を欠損する。平底の基

底部より上外方向にのびたの

ち、大きく内彎気味にたちあ

がり、肩張 りの少ない卵形の

体部である。

やや象」離がみられる。内外面

ともにナデ調整、基底部にク

シ状ヘラエ具による整形を残

す。

焼成やや軟、

胎 上 に02以

下の粒子。

l

立形土器

口 縁 部

6 11 口径   96
頸部径  80
現器高  64

複合する日縁で体部は欠失す

る。頸部でたちあがり上外方

向に外反気味にのび、ふたた

び屈曲して内傾する口縁をつ

くる。日唇端面は円面。頸部

に 6条の沈線をめぐらし、上

位にS字の施文。

全面ヨコナデ調整である。複

合の口縁部に接合痕がみられ

有段をつくる。

焼成やや軟、

胎 土 に02以

下の粒子。

l

壺形土器

底  部

7 1 底部  30
現器高  78

僅かな平底で、その基底部よ

り内彎気味に上外方向にのび

る。

内部の底部位は指頭による整

形、上部はヘラ肖!り による成

形、外表面はクシ状ヘラエ具

による整形である。壁面に輪

積みが残る。

焼成やや軟、

月台土 Vこ0 2以

下の粒子。

1

2号竪穴式住居跡 SB02の 出土遺物

(4)SB03遺構   (第 9図 )

SB03の遺構は、長方形の東西棟の竪穴式住居跡でやや隅丸である。主柱は中央にみられる

柱穴 Plと P2がある。主柱は床面の中央部 より、僅かに東壁面に片寄 りがみられる。主柱の

心心間距離 150 Cmが 計測 される。竪穴の 3隅にはそれぞれ柱穴がみられる。住居への入口部

は、南壁面中央部にみられる 80 Cmの 平坦面があてられよう。床面中央部に焼土が検出され

ているが、その周辺部に遺物は特に多 く集中していた。また床面は二間に区画され、一間は

350× 270 Cmの 9.45m2と 200× 270 Cmの 5,4m2に上段 と下段の二間 となっている。床面に

穿たれた 3個 の上羨状遺構が検出されているが、検出された遺物はなく、使途不明の土羨状

遺構である。 これらの外に中規模の上壊状遺構 P3で は復元可能な土器 1個体を出上 してい

る。
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第9図 SB03遺 構実測図
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第10図  SB03土 器実測図

ぐ硬可マ

空白は破
'i遺

物 (単位 :Cm)

ミ哄年十Ⅲ

SB03の 出 に遺物出 ti状 況

[==ョ
==ョ===E==工 ==i!=ヨ

E==EEE玉
==ユ =言!i

遺 物 番 号 1 2 3 4 5 7 8 9

深 度 186 13 5 13 7 10 5 12 2 116

注 物 の 器 ff 須恵lTh |,系次11` 顕  部 鉄  片

遺 物 番 号

深 度 117 15 0 15 8 10 2 10 5 11 0 28 5

遺 物 の 器 種 日 縁 休削
`ナ

|

恵
片

須
器 月同 吉Б

須恵器
lTh口 縁

恵
片

須
器

H縁 ‖
`

遺 物 番 号

1朱 度 18 5 12_2 27 8 10 2 103 122 12 0

遺 物 の 器 種
恵
片

須
器 底  部

恵
ネ

須
器

日縁部

遺 物 番 号
卜

中
亀

ツ
の

ヒ
内
物

l 2 3 4 5

深 度 21 5 140 11.0 19 0

遺 物 の 器 種
恵
片

須
器
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3号竪穴式住居跡 SB03の 出土遺物

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 偏 考 数量

甕形土器

口 縁 部

1 口径  257
頸部径 237
現器高  45

くの字日縁で日唇端面は水平

な平面でやや内に傾く。

「I縁部は内外面ともにナデ調

整である。体部内面はヘラ削

り整形で、外面はクシ状ヘラ

ニL具による整形後ナデ調整で

ある。

焼成良好、胎

上 に03以 下

の粒子。

1

豆形土器

口 縁 部

2 口径   11_0
顕部径  71
現器高  20

顕部より大きく上外方向にの

びる口縁で、口唇端面は外に

傾斜する平面である。

内外面ともにナデ調整であ

る。

焼成良好、胎

土 に02以 下

の粒子。

1

壺形土器

口 縁 部

3 5 口径   172
頸部径 135
現器高  45

頸部より大きく外彎しながら

上外方向にのびる口縁で、口

唇端面は外に平面をなす。口

唇部直下に 1条の凹線をめぐ

らす。

内外面 ともにナデ調整であ

る。

焼成良好、胎

上 に02以 下

の粒子。

1

壷形土器

体  部

4 体部径 177
現器高 170
底部推定 50

口縁部と底部を欠失するが、

平底の底部が推定される。小

さい平底より内彎しながら体

部をつくり、胴長な紡錘形で

ある。胎土厚は上方に向かい

減厚する。

内外面ともにナデ調整であ

る。

焼成良好、胎

土 に02以 下

の粒子。

1

壷形土器

顕 部 片

5 6 頸部径 150
現器高  55

頸部に断面台形状の凸帯をめ

ぐらし、突帯上端面に lCm
間隔に施文あり。

頸部内面に健かにヘラ削りが

みえる。突帯は貼 り付けで、

施文はクシ状ヘラエ兵の刺突

文である。他面はナデ調整。

焼成良好、胎

土 に02以 下

の粒子。

l

壺形土器

底  部

6 底部径  48
現器高  48

平底の基底部より上外方向に

のび、ごく僅かに内彎してい

る。

底部内面は入念な指頭による

タテ方向にナデあげている。

外面は0 3Cm幅 のヘラ研磨

による調整である。

焼成良好、胎

土 に02以 下

の粒子。

1

(5)SB03の遺物の様相

SB03の遺物出土状況にもみられるように、土師器 と須恵器の深度はいずれも同一文化層

に包含している。第 4図の全測図に示す遺構断面図からも明瞭である。遺跡全面が耕地改良

により、遺構上面は削られ遺物はほとんど細片化され、わずかに実測可能なるものは第 10図

にかかげたものである。須恵器は 7点の出土をみながら計測に必要条件みたすものは皆無で

ある。観察する限 りでは第 22図 の 10、 11に類似する土器である。P3出土の土器は第 10図 1

の口縁部を持つ土器で器高 28 Cm、 口径 30 Cmの 甕形土器で底部は欠失しているが九底と推

測される。
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(6)4号 竪穴式住居跡 SB04遺構 (第 11図 )

SB04は 、竪穴の東壁面は SD 2に より攪乱 され、北壁面では SD 3と SD4の濤が住居内に

流入している。特に西壁面は SD 4の 影響が強 く、竪穴の壁面は不明である。また南壁面は後

の水田による畦 と一致 して為 り、耕地の造成により壁面は削平されて不明である。

住居の主柱は 4本で、何れも床面よりさらに-40 cm前 後の掘 り込みをみる柱穴をあてた。

/      ヒー=一辻=一==と一―一丸

†  千  千  早  i  ,  千  1  ♀

″≫ラク″夢″≫〃ン″勿″″″″″移

Ｄ
‐

・

第11図  SB04遺 構実測図

ぎ
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主柱の心心間距離は、東西方向は 280 Cm等 間隔で、南北では 280 Cmと 300 Cmが 計測さ

れ、西側列の南北柱列がやや長 くなっている。住居の規模は主柱から壁面距離で 150 Cmが共

通 して得 られるため、住居の床面積は 6m2内外の規模 と推定される隅丸方形である。住居の

主軸方向は北 15度西を指向している。

炉跡は主柱の中央部をやや北に寄る位置で南北に長軸をとる精円形である。炉跡の南に 30

Cm離れて精円形の ピットが検出されたが、このピット内より砥石 (実測図 12の 6)が出土

した。

(7)4号 竪穴式住居跡出土遺物の状況

住居内での遺物は、土師器を中心 とする遺物である。遺物の出土状況は第 11図 に示す出土

状況であるが、特に集中的に出土をみた炉跡の周辺をはじめ、東壁面側がより濃密な出土状

況であった。

(8)SB04の遺物

イ.土

1は高ネ形土器で 口径 16.4cm、 不部高 4cmの 欠損遺/7oである。外弯気味な底部に有段を

つ くった後内弯気味に大きく外反する口縁部をなし、口唇端面は丸 くおさめている。器表面

は底部及び口縁部共に櫛描きによる整形がみられる。器の内壁面は入念なへ ら研磨で仕上げ

ている。焼成 もよく胎土 も精選 されている。

3と 4は小型の壷形土器の体部片である。 3の底部 2 3Cm、 器高 4.5cmで胴部最大径を

下がる部分の欠損遺物、 4は底部 2.Ocm、 器高 4,7cmの 欠損遺物であるが、胴部最大径は

7.2Cmが計測され 3よ りさらに小型の器 と推定される。4の器表面には斜向の叩き目と横走

行の櫛状の施工兵によるナデがみられ、器内壁面では指先による指頭ナデ痕がみられる。

口.石 器 類

5は断面紡錘形の砂岩で全面はよく磨製されている。先端部が欠除 しているため不明であ

るがキ リ状の石器が推定 される。現在長 5 5Cm。

2は石質は滑石である。口径 17 5Cmで 口縁部の器厚 1.2cmを有 し、口縁直下 1.4cm位

置に幅 lCmの長方形 (断面)の 凸帯をめぐらし、突帯の上下の稜線部分を指頭間か くに凹面

体の刻みが施されている。突帯部より急激にすばまり丸底の底部をなす ものと推定される。

現器高 6cm、 推定復元器高は 8Cm内外 とみられる。器表面には媒煙が付着 している。石製

鍋形器物である。

6は住居のピット内より出土 した砥石である。長径 19,5Cm、 短径 4.5Cm、 厚味 8cmと 大

型の砥石で四面は何れも研磨面 としての使用痕がある。石質は粘板岩で俗にい う伊予砥であ

る。

器

-158-



第12図  SB04遺 物実測図
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(9)5号 竪穴式住居跡 SB05の 遺構図 13 図版 (64)の下

SB05は全測図 (4)に示す位置で、SB04と 近接 した住居跡である。住居の規模は、東西

5m南北に 5.5mのやや長方形の平面プランである。主柱は 4本で与助屋根が推定 され よ

う。主柱間の心心間距離は、東西列の 250 Cmに 対 して、南北列は 275 Cmが 計狽Jさ れる。北

壁面俣1に濤が穿たれてお り、旗立地区は全体にCoB・ Aへ と緩斜面をなす地形である。 こ
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の緩斜面による入水を防止した濤であろう。

SB05の東壁面には、50 Cmの 等間隔な杭穴が検出されており、しかも東壁面の前面に僅か

第13図  SB05遺 構実沢1図

Ｎ

Ｉ
Ｉ

日

月

0
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な有段が認められる。 この状況を庇の切 り上げられたことによるものと推定 している。等間

隔の杭穴は、このための切 り上げ桁の支柱 とみることができよう。入口部は東面の北角に設

置 されたものと推定 される。

SB05に伴 う出土遺物は、土師器を中心 とする遺物である。

第14図  SB05遺 物実測図
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出土遺物では、特にピット5内 に集中して出土 した遺物があ り、No.37・ 39。 40は 3枚の

土師皿を重ねて出土 している。その遺物の上部を扁平な石で蓋をした状態で収蔵されていた。

またピット6では、ピットそのものが深 く掘 り込まれてお り、底部付近には戊化 した端部を

もつ薪片が数本検出された他に、図版第 68図 の軽石が検出された。ピット7で は不定形の浅

い凹みがあ り、この凹みの北端部 と、炉跡の北法面部に同様な扁平石が検出されている。

SB05出 土遺物

種  類
」■

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

不 l 2

の

1

口ぞき  145
器高  37
底部径  80

平底の基底部より上外方向に

やや外彎してのびたのち内彎

し、日唇部を丸くおさめる。

内壁面ヨコナデ、外表口縁部

ヨコナデ調整、底部ヘラ削り

整形。

焼成良好、胎

土精密。

黄褐色。

l

芥 2 2

の

3

口径   148
器高  40
底部径  83

平底の基底部より上外方向に

のび、日唇端面はにぶい稜を

なす。

内外面ともにナデ調整、底部

ヘラ削りによる整形、底部は

基部に向かって肥厚。

焼成良好、胎

土精密。

黄褐色。

l

界 2

の

4

口径  155
器高  40
底部径推定

95

平底の底部を欠失する。基部

より上外方向にごく僅かに内

彎してのび、口唇部は丸くお

さめる。

内外面ともにヨヨナデ調整で

ある。底部ヘラ削り。

焼成良好、胎

土精密。

黄褐色。

l

芥 4 口径   85
器高  18
底部径  55

平底の基底部より上外方向に

短くのび、日唇端部は九くお

さめる。

内外面ともにヨコナデ調整で

ある。底部ヘラ削り。

焼成良好、胎

土精密。

黄褐色。

l

界 5 口径   93
器高   18
底部径  68

平底の基底部より上外方向に

短くのび、日唇端部は九くお

さめる。

内外面ともにヨコナデ調整で

ある。底部ヘラ削り。

焼成良好、胎

上精密。

黄褐色。

l

ネ 口径  92
器高  18
底部径  65

平底の基底部より上外方向に

短くのび、日唇部で僅かに外

反する。端部は平面をなす。

内外面ともにヨヨナデ調整で

ある。底部ヘラ削り。

焼成良好、胎

土精密。

黄褐色。

l

小型鉢形 7 口径   95
器高   53
底部径  20

小さい平底の底部より上外方

向にのびあがったのち口辺部

で僅かに立ち上がり、口唇端

面は鋭い。

手づくね土器で、底部より口

縁部にかけて順次減厚する。

内面入念なヨコナデ、外面は

指頭痕を残す程度のナデ調

整。

焼成良好、胎

土 に02の 粒

子あ り。底部

付近に黒斑あ

り。

l

小型九底

オ

8 2 口径   94
頸部径  70
推定器高 85

九底の底部欠損。球形の体部

で頸部のすばまりは少ない。

日縁は頸部で大きく屈曲し、

上外方向にのびる。口唇端面

は円面をなす。

体部内壁に指頭圧痕を残す。

日縁部内面クシ状ヘラエ具に

よるヨコ抽き、器表面は縦方

向にクシ状ヘラエ呉によるタ

テ整形。

焼成良好、胎

土は密。

橙色。

l

ョップ形 9 3 口径  68
器高  75
底部  24

平底の底部から上外方向にの

び、口唇端面は丸くおさめる。

底部の胎土厚。体部の約 4倍

である。内壁面はクシ状ヘラ

エ具で調整、外表面は斜行の

タタキロ文による整形。

焼成良好、胎

土密。

黒褐色。

l

碗   形 口径  143
器高  90
底部  37

小さい平底の基底部より大き

く内彎して上外方向にのび、

日唇部でやや胎厚を減じて九

くおさめる。

外表面はヨコナデ調整、内壁

面はクシ状ヘラエ臭による整

形、基底部に肥厚した突起部

が一月する。底部はタタキに

よる平底整形で、かえりが基

部に見える。

焼成良好、胎

土は精密、モ

ミ痕がある。

帯赤褐色。

l
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

小型浅鉢 11 口径   98
器高  45

丸底より上外方向にのび、口

唇端面を九くおさめる。

手づ くねによる手法で、器壁

外面に凹凸がみ られる。内面

は ヨヨナデ調整。

焼成良好、胎

土精密。

1

壷形土器 2 口径  70
頸部径  35
現器高  25

小型の口頸遺物で体部久失。

短い頸部より朝顔型に開く日

縁部で、日唇部で僅かに直立

し端面は稜をなす。

両面ヨヨナデ手法による調整

である。

焼成良好、胎

土精密。

l

蓋形土器 ツマミ径 38
口径  184
推定器高 60

天丼部は中央に凹みのつまみ

を有する蓋形土器である。器

形は内彎気味に大きく下外方

向にのびたのち、垂直に下が

り、日縁部で外に屈曲して、

端面は丸くおさめる。

天丼部のつまみは貼 り付け、

内面はヨヨナデ、外面はクシ

目状のヘラエ具で整形の後ナ

デ調整。

焼成良好、胎

土は精密。

茶褐色。

]

甑形土器 口径  294
器高  205
底部  83

器の2/3位 に角形の把手を配す

る。底部には中央に64の 円孔

と周囲に長径 4、 短径10の楕

円孔 4を配す。体部は基底部

より上外方向にのび、2/3位 に

把手がつく。日縁部の内側は

削られて内傾する。

輪積手法で、把手から基底部

にかけてクシ状ヘラエ具によ

る整形、内部及び口縁部外表

は入念なナデ調整である。把

手は貼付けられている。底部

の円 。楕円孔は、ヘラエ具に

より騎P子 L。

焼成良好、胎

土は精密、器

厚 は10と 均

橙色。

1

砥   石 15

∫

17

15長径  65
16長径 170
17長径  87

水成岩を利用 した砥石であ

る。 3面ともに全面を利用し

ている。

15と 17に は刃先を調整した研

磨痕がある。

16～ 4面の柱

状

17～ 断面長方

形の扁平

15～ 断面長方

形の扁平

(俗称伊予砥 )

3

石 包 丁 長径  85
短径  48
器厚  06

一部を欠損、両面に決入あり。 刃部は両面より研磨、背面も

研磨して円面に調整。

緑泥片岩質。 l

(10)SB05の遺物の様相

SB05の遺物の内、前述の収蔵穴に収蔵 された土師皿 と厚跡周辺部より検出された 1、 2、

3の外がある。また同じく炉跡周辺部 より小型丸底靖や コップ形の上器を検出した。甑形土

器は炉跡の南側面 より検出されたもので、把手は貼 り付けである。底部に穿たれた円孔は直

径 6.3Cmあ り、その周辺の対称位置に 4個の橋円孔が長径 3.2～ 4.lcm、 短径 0.5～ 0.6Cm

にヘラ状工具で穿孔 されしかも穿孔方向は内部からなされている。穿孔の角度からみて内部

の効率を高め るための傾斜面は役 目をはたしている。また遺構内より検出された石器 5点の

外、石包丁があ り、 3点の砥石はいずれも金属器を研磨 しているところから、金石併用の生

活であったことが うかがえる。 ビット6よ り検出された軽石は、明らかに工作用具の研磨機

能を充す遺物であ り、木工具等の仕上げに利用されたものといえよう。
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2 掘立柱建物遺構(SBl～ SB6の遺構 )の概要

SBlの掘立柱建物のほか、旗立B区における掘立柱建物遺構として完掘されたものをはじ

め、未完掘の建物遺構を合めて掘立柱建物遺構と推定されるものに、図 (16)にみられるSB

2～ SB6の遺構がある。これらの遺構は主にB区の SB01の 竪穴式住居跡とSB05の竪穴式

住居跡との中間位置および、SB05遺構より西方に発展するものが多く、特に SB05の遺構と

は重複する遺構が多い。またこれら西方部は、新設道路予定地外に位置すると同時に、すで

にこの地域には民家が建てられ、あます狭長の空地もすでに四国電力予定地内で、高圧線の

鉄塔建設資材置場 としてかなり荒廃地化しており、下層部の遺構遺存状況について懸念され

る状況にある。

(1)SBlの 遺構 全測図第 4図・第 15図

SBlは SD 2の濤を換んでの架間 2間、桁行間 2間の南北棟の建物で、建物の主軸は東側

桁行間のゴヒ角柱位置で北 3度西に摩れている。柱位置における掘方は不統一であるが、やや

円形のものや楕円形をなすもので、直径 50～80 Cm以内のものが主である。梁間 2間全長 328

Cmに対 して桁行間 2間全長 386 Cmで ある。建物に対する遺物等については不明である。

桁行では 193 Cmの 等間がえられるが、梁間では 150と 178 Cmと 僅かに異なるが、左右は

等間 となっている。だが柱穴の断面からみれば、柱穴 6と 7にみられる柱の抜取穴は、周囲

の掘方よリー段 と深 くなっている。 この抜取穴の位置から計測 した柱間の心心距離は、 5と

6では 105 Cm、 6と 7で は 225 Cmと なる。因に西側の柱列では、2と 3は 150 Cmと 1と 2

の 175 Cmが得 られるが、この柱間の心心間距離は大 きく異なる。棟柱は位置がずれ、した

がって棟そのものにも歪みが生 じよう。

(2)SB2の 掘立柱建物跡  第 16図

建物の中央部を南に傾斜する SD 3が貫流 し、四等分位置に SK2の遺構がある。

梁間 2間全長 302 Cm、 桁行間 2間全長 452 Cmの 掘立柱建物である。建物の棟方向は東西

棟であ り、梁間東側の北隅柱で北 5度西にホれた主軸方向にある。柱間は桁行間 2間である

が、南側桁行間では、共に 226 Cmの 等間であ り、梁間西隅柱 と平柱位置で柱の抜取穴が検出

された。北側桁行間では、平柱の位置が、架間東隅柱 より128 Cmと 224 Cmに あ り、南側桁

行間 とは完全に異なる柱位置にある。この桁行間に対 して、梁間では、共に 156 Cmの等間 と

しての柱間の心心距離である。 さらに東側架間の棟持柱の抜取穴が検出されている。
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(3)SB3の 掘立柱建物跡  第 16図

SB 3は、SB05の 竪穴式住居跡内に、桁行間 1間を掘立てた重複する遺構である。建物は

架間全長 360 Cm、 桁行間 1間 2mを検出した遺構でさらに西方向に延長する建物が想定さ

れる。柱穴の掘方は梁間に方形を 2基みる外はやや円形に近い掘方となっている。柱の抜取

穴は架間の北隅柱にみられる外は検出をみていない。梁間は 200 Cmと 160 Cmの柱間であ

る。

第 15図  SBl遺 構実測図
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第 16図  SB2～ 6遺構実測図
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(4)SB4の 掘立柱建物

SB4の遺構は全長約 5mの 3間 の建物の一辺が検出されてお り、北隅柱位置で磁北に対

して西に 2.4度 かれた建物が想定される。柱穴の掘方は円形及び楕円形のもので、南隅柱 と

第 3柱穴に柱の抜取穴が検出されている。この位置からして南隅柱より170 Cm、 180 Cm、 150

cmが考えられるが、第一間と第二間は共に 175 Cmと みることもできよう。

(5)SB5の 掘立柱建物

SB5の遺構は長辺約 430 Cm、 短辺 340 Cmの 南北棟の建物が考えられる。建物の主軸は、

北側の東隅柱位置で磁北に対し西に 28度ふれている。建物の間取は共に 2間であるが、長辺

の桁行間の柱間の心心間距離は、東側の柱間は南より200 Cmと 230 Cm、 西側の柱列は南よ

り、220 Cmと 210 Cmが 算出され(近似値)僅かではあるが、左右が反対の間取 り距離となっ

ている。これに対して架間の心心距離は、南側では、190 Cmと 150 Cmで あり、北側では 210

cmと 130 Cmと 共に違間距離となっているが、対応する側との間取の数値は共に対応する間

第 17図  SB5遺 構実測図
2
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取 となっている。ただ桁行間の西側の第 3柱穴は未確認であり、他の柱間から推定した数値

である。

(6)SB6の掘立柱建物跡

SB6の平面規模は 1辺 426 cmと 416 Cmの 方形である。建物の主軸は磁北に対して、僅か

西に 1度摩れる。各辺の柱間はともに 2間 と割 り付けが想定されるが、建物の北側柱列での

柱間距離は (心心距離)東隅柱より122 Cmと 304 cmの 短間と長間に大きく差がみられ、西

側柱列においても、南隅柱(想定位置)で 192 Cmと 224 cmを 、東側柱列では南隅柱から214

Cm、 212 Cmが割 り付けられ、西側柱列とで僅かに 10 Cmのずれがみられるが、まず東側柱列

では等間とみることができよう。南側柱列では、東隅柱より260 Cmと 166 Cmが 割 り出され

北側柱列の柱間距離とは逆の配置 となっている。ただ南側柱列の東隅柱との中央位 130 Cm

に柱穴が検出されており、この柱穴を北側柱列と対比させれば、ほば等間の柱間となる。こ

の柱穴を加味した等間は 130 Cm、 130 Cm、 166 Cmと なる。またいま北側柱列に SB 3の梁間

の棟持柱柱穴が、重複した柱穴とみるならば、東隅柱穴より125 Cm、 125 Cm、 176 Cmの柱間

が、南柱列とほぼ等間隔として対応している。以上の検出数値から東西棟の切妻の建物が先

ず推考されるほか、 4辺がほば等辺とされる近似値にあり、四注屋根も同様に推測される。

第 18図  SB6遺 構実測図
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(7)その他の柱穴

旗立地区での柱穴は、その殆どが、遺構を確認しうる状況にある中で、少数の柱穴につい

ては、建物やその他の遺構として機能的な関連は発見するまでには至っていない。

3 土暖状遺構

SK-1は濤状遺構SD-3に直交する形で検出された遺構である。遺構は長辺 260 Cm、 短

第 19図  SKl～ 3遺構実測図

t      m

第20図  SK遺 構にともなう遺物実測図

姻ミ爵46翻遍均
10
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辺 120 Cmで 深度は 24 cmの 断面図にみられる素掘の掘方である。遺構内部での出土遺 /2」 は、

土師器片と上部より須恵器片少量を出土 している。

SK-2は SD-3の 遺構に SD-1と 同様に直交するが、位置関係は逆方向にある。遺構は

長辺 230 Cm、 短辺 100 Cmの 長方形であ り、深度は 50 cmで ある。内部 よりの出土遺 /7/」 は、

SD-1と 同様の遺物を出上 している。

SK-3は 、SB2の掘立柱建物の北方に位置 し、円形の掘方で、SK l～ 2の長方形 と異な

る。

Ⅳ 旗立 C地区における遺構 と遺物

旗立 C地区における遺構は、大きく2つに分けられよう。 1つは濤状遺構であ り、いま 1

つは竪穴式住居跡である。 この地区での竪穴式住居跡は、そのほとんどが重複 した遺構が多

く調査に時間を費や したが、包合層の層厚が殆 どみられず困難をきわめた。

1 竪穴式住居跡遺構 と遺物

(1)竪穴式住居跡遺構 SB01,o4.05 第 21図

図 (21)に示す遺構は、 C区中央部付近で検出されたもので、SB01と SB04お ょび SB05

である。 これらは二重 (ト リブル)の 遺構で、最大規模の住居跡 SB04は 、長辺 8.5m、 短辺

SK遺物 (第 20図 )

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 ltt法 の 特 徴 考備 数量

豆形土器

口 縁 部

1 SD

2

口径  167
頸部径 145
現器高  80

くの字口縁部で口辱端面は水

平な平面である。

輸積手法である。体部内野両

は「fI凸 があり、タテ方向にク

シ状ヘラに具による整形。ロ

縁部内面及び外夫面はナデ調

整である。

焼成良好、胎

土密。

l

立形土器

口 縁 部

2 SD

1

口径  240
現器高  40

日辺部で大きく外反し、日唇

端面は外方に円面をなす。

金両ナデ調整である。 焼成良好、胎

土密。

1

壷形土器

底  部

3 SD

2

78
90

径

高

部

器

底

現

平底の底部で中央部は四む。

基底部で直立したのち、上外

方向にのびる。

底部内面は円形に入念なナデ

調整が施され、そのために底

部の胎土厚は薄い。基底部は

断面を角形に肥厚した基は部

である。

焼成良好、胎

土密。

1

石 包 丁 4 SD

2

45
43
05

径

径

味

長

短

厚

片面に大象」離面を有する欠損

遺物で、短径な端部中央部に

快入の打痕がある。

長辺の両端は鋭 く片面にはチ

ョビングがな られる。

変成岩 l

石 包 丁 5 SD

1

82
40
05

径

径

味

長

短

厚

長方形の遺物で、両面に大象J

離面が残 る。両側面の長辺面

は鋭い。

全両面を崇」離 したのち、周辺

部に俵かにチ ョビングがみ ら

才しる。

縁泥片岩 l
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7mの ものである。住居の主軸は北 10度西を指向している。SB04の西壁面位置が丁度現農

道と一致して為 り、しかも野壺 2基が遺構内に設置されている。この肥溜めに通 う農道は、

京の輪跡が多く壁面は消滅し不切である。だが西壁面での南北両端のコーナーが確認されて

いるため、遺構の側壁位置は推量し得るところである。いま2基の野重が設置されている周

辺部がやや攪乱されて消り、特に主柱 19の 位置確認が不能であった。

SB03

SK2

第 21図 旗立 CttS B 0 1、 SB04、 SB05遺 構実測図

S801 ＼メ`、 o
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いま住居の構造を見ると、主柱 NO.5と No.6の 対比する柱穴がある。この主柱に対 して、

No 14・ No.15・ No.16。 No.17の柱穴があ り、次いで外周壁面に穿たれた、No,7～ 13の 柱

穴で構成 された竪穴式住居が推定 される。また一つには、主柱 No.5・ 6・ 18。 19に よる四

本柱があ り、この主柱の各辺の 2等分線上に、等間隔な柱穴 No 14～ 17が穿たれているとも

推測される。 これ ら No.14～ 17の 延長線に各隅柱の No 7・ 10・ 11・ 13が穿たれたと推定さ

れる。西壁面に穿たれた No.8と 9は平柱であるが主柱の 5と 6に連結 させることもできよ

う。東壁面では、壁面中央部に土羨状の遺構 (14× 0.9cm)と 重複する No.12が あ り、隅柱

の No.11と 13の 中間位置 350 cmに ある。この両壁面の柱穴位置に対 して、南北両壁面での

柱穴は、北壁面では SB01に よる遺構及び SK2の遺構により不明であ り、南壁面において

も、SD 2と 5に よる攪乱で不粥であ り、僅かに No.20が検出されている。

(2)1号 竪穴式住居跡 SB01

SB01 1ょ 、SB05と 重複する遺構である。平面一辺 4mの隅丸方形で主柱は 4本 であ り、そ

れぞれの柱間の心心間距離は 200 cmと 220 cmで 対比する等間 となっている。住居は北 32

度西を指向する。住居の入 口部は不明である。いま遺構内に濤状遺構 SD2と 4が、SB05の

中央部で交差し、さらにこの交差地点に SK lの遺構が重複 している。

(3)5号 竪穴式住居跡 SB05

SB05は 、SB04と SB01の 西側面に検出された遺構である。SB05の 遺構に伴 う柱穴は 21

を検出したが、その他の柱穴は検出されていない。SB05の地域は畑地 として利用 されてお

り、地山面の攪乱が激 しかったことと、耕作土 も浅 く、出土 した遺 /2」 は細片化されたもので

ある。僅かに確認された壁面から 4～ 4.2mの 隅丸方形の竪穴式住居であろうと推定される

遺構である。

(4)SB01の遺物 第 22図 、第 23図、第 24図

SB01に おける遺物の出土状況は、別表に示すものである。表 1は 、須恵器を中心 とする耕

作土下層で検出された遺物である。

表 2は、耕作土排土後の地山面より検出された遺 /77」 である。

表 1と 2を それぞれ遺物の レベルを地山面を基準 として換算 した。 この数値が示すよ う

に十値は耕作地内での検出遺物である。十値は須恵器、土師器 ともに+5の耕作土の下層部よ

り出土 してお り、数値の 4の表示は一値を示すもので、須恵器の最深度数値は-8であ り、

土師器の最深度検出は-14の数値を示 している。
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遺 物 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8

深 度 4 5 3 2 5 3 3 0 2

遺 物 の 器 種
恵
片

須
器

須恵不

遺 物 番 号 12

深 度 1 +6 1 +1 0 +3 +1 +3 +2 +3

遺 物 の 器 種 外  身 不  身 ‖
'�

ネllll謝

`

仄 部
不
品

恵
損

須
片

ホ 必

遺 物 _番 号

深 度 +3 +2 +5 +2 +3 +3 3 4 3 4

遺 物 の 器 種 ツト 〕不 須恵器 須恵器 li外 朋Im`

遺 物 番 号

深 度 2 l +3 8 3 l

遺 物 の 器 種 氏 刊
`

l μiド‖∫ IIネ友ヤ
`

石斧 ?

SB01の 遺物出土状況 地山苗10(mと しての深度

地山山iを 0(mと しての深度

(空
′
Iは 破ナ1遺物)(表 1)

(中
′
|は破ナi遺物 ,(表 2)

遺 物 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9

深 度 9 9 6 2 7

遺 物 の 器 種
形

器
‖| |レ
li イ十

舅

―
jJi  許;

形

米

形

器 高 必 hlR ri イト台形 iI糸求Ⅲ
`

遺 物 番 号 17

深 度 7 7 1 2 2 +3 +3 +5 +3 +5

遺 物 の 器 種 汚 不
′ト ナレ
メし氏川「 LJ/・ ‖

'も 外 高 lI・ 顕 刊; 氏 Ⅲ
`

灰 |ヽ と
外

遺 物 番 号

深 度 +5 +1 +2 +3 +1 +2 +3 2

遺 物 の 器 種 11 ナ形
形
器

外
に

11イ友

'引

; 11: サ杉 れ 外 石包
「

空 形
li rr 芥  形 ド

.こ

 lTh

遺 物 番 号

深 度 7 7 5 5 8 6 6 7

遺 物 の 器 種 |.I L4N 1砥  イ
ｍ

ｍ
岬
外

IIイ次許
`

氏 削
`
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第22図  SB01土器実測図①

型 ム 度劉
瀬
五

〉

』 A

(5)須恵器の様相

5世紀後半の須恵器として、芥蓋の9、 10、 13がある。10の天丼部は九く、ヘラ削りは%
程度であり、口縁部は直立し、口唇端部はわずかに外反しており、口唇端面は内傾する。上

部 との境に鋭い稜がある。13は 10と 同様の回縁部の整形 となっている。8の 高界は脚端部は

丸 く作 られ、着地端面はやや内傾する。脚部は無透孔でナデ整形である。 3の甕形土器は口

頸部が外反 し、口縁部が上下に引き出され、内壁面はナデ整形である。 2も 同様であるが口

縁端部が上下に引き出された後、両上下端面を入念に調整をほどこし、 3方向に突起状の稜

を作 り出している。 日縁部外表は 2段に区画され流水文を配 している。肩部はタタキロ整形

の後 カキロ調整をほどこし、内壁面は入念なナデ整形 となっている。

6世紀初頭の上器に 1の短頸壷がある。 1は短頸の直 口で口唇端面は丸面である。体部は

やや偏平な球形をなし、体部の肩部に 3条の凹線を配 している。底部にカキロ調整がみられ

る。 5の外身も同時期 と推測される。 6の高芥脚部 も同時期 とみなしている。 7は 1、 5、

6の 時期よりやや後に出現する土器 と推測 されるが、底部片でみる限 りであ り断定 しかねる。

脚 1勢響
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1号竪穴式住居跡 SB01出 上の須志器

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数逗
11

短 頸 豆 1 口径   80
器高   80

膚部は痛平で直立する。日縁

部は端部を丸くおさめる。棒

部最大径に 3条の凹線あり。

マキアゲ、 ミズどキによる成

形、底部にカキロ調整あり、

肩部の内面に指頭ナデ痕あ

り。

焼成良好、堅

緻、胎土密、

%以上欠損。

緑青色。

l

甕 2 32

∫

36

口径   161
顕部径 ■ 5

口縁部は直立 したのち外反

し、端部で断面が凸状を呈す

る。 1条の沈線に 2つの施文

帯を有し、入念な流水文を配

する。肩部はゆるやかにすば

む。

マキアゲ、 ミズ ビキによる成

形、肩部にカキロあ り、内面

ナデ調整。

焼成良好、堅

緻、胎土密。

緑青色。

l

甕 3 日径   198
頸部径 164

口縁部は直立 したのち外反

し、端部で大きく曲折したの

ち、「i唇部は立ち上がり九く

おさめる。端面に凹面を有す

る。

マキアゲ、 ミズビキによる成

形、肩部外表ナデ、頸部にク

シロ調整の後横ナデ。

焼成良好、堅

緻、胎土密。

緑青色。

1

甕

底  部

4 底部径 108 平底の底部に高台をもつ。高

台断面は方形でハの字。着地

面をヘラ切り。

内外面共にナデ調整。 焼成良好、胎

土に白色砂粒

を含む。

青灰色。

1

不  身 5 口径  107
現器高  40
H縁都高 16

たちあがりは内傾したのち外

反し、端部に内傾する面を有

する。受部は厚くやや上外方

向にのび端部は丸く、底部も

比較的丸い。

マキアゲ、 ミズ ビキによる成

形、たちあが りはオ リコ ミ、

外底面回転 ヘ ラ肖」り%に 施

す。内底面回転ナデ調整、 ロ

クロ回転右。

焼成良好、胎

上に白色砂粒

を含む。

青灰色。

l

高杯脚部 6 基部径  60
脚部高  45
脚裾部径102

扇状の脚部に、裾部直上に断

面 三角形の凸帯あり。脚端部

はヘラ切りにより、平面をな

す。 3方向に長方形の透孔あ

り。

マキアゲ、 ミズ ビキによる成

形、脚部表面にカキロがみ ら

オとる。

焼成良好、堅

織、胎土密。

緑青色。

l

高不脚部 8 不明 基部径  57
脚部高  55
脚裾部径 87

脚 ‖
`の

広が りの少 ない器物

で、脚端部は段をなし、無透

孔の脚部である。

マキアゲ、 ミズビキによる成

形。内外面共にナデ調整であ

る。

焼成良好、堅

緻、胎土密。

青灰色。

l

蓋  ネ 不明 口径  121
器高   50
口縁部高 16

天丼部はやや痛平で、日縁端

面は内傾する。底部と口縁基

部に 2条の凹線により稜をな

す。

マキアゲ、 ミズどキによる成

形、内面と口縁部内外面ナデ

仕上げ、入井部%ヘ ラ切 り。

焼成良好、堅

級、胎土密。

l

蓋  芥 不明 日径   120
器高  45
口縁部高 20

天 ll部は肥厚している。滅厚

しながら内彎し稜をなす。日

縁部は外増気味にたちあが

り、「1唇端は外方に屈曲し、

内傾した円面をなす。

マキアゲ、 ミズどキによる成

形、天丼部回転ヘラ削り、蒻

内面ナデ仕上げ、ロクロ右回

転。

焼成良好、堅

緻、胎土密。

l

蓋   外 ±1径  145
器高  45
口縁部高 21

痛平な天丼部をなし、にぶい

後をつくる。口縁部は内彎気

味に外傾し、端面は内傾し円

画をつくる。

マキアゲ、 ミズ ビキによる成

形、夭井部上面を大 きく回転

ヘラ削 りしたのち 3段のヘラ

削 りをする。斃内面にマキア

ゲ痕を残す。 日縁部は内外面

ともにナデ。

焼成良好、堅

緻、胎土密。

1
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種  類
番  ;

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

蓋   界 口径 内彎し口唇端で僅かに直立し

た口縁で稜を有しない。胎土

厚は口縁に向かって薄 くな

る。

マキアゲ、 ミズビキによる成

形、天丼部欠失、両面回転ナ

デ仕上げ。

焼成良好、胎

土密で粒子を

もたない。

1

蓋  ネ 口径   118
口縁部高 22

稜をなし、日縁部は直立し端

部で僅かに外に屈曲し、端面

は大きく内傾 して凹面をな

す。

両面をナデ仕上げ。 焼成良好、胎

土密で粒子を

もたない。

1

丸 底 の

底 部 片

蓋 杯 ?

丸底で底部器厚は薄ヽ マキアゲ痕を底部内面に残

す。外表はナデ仕上げである。

焼成良好、胎

土密で粒子を

もたない。

l

(6)SB01の 土師器の様相

本遺構での遺物の多 くは土師器であ り、全体的に見て小型の土器が大多数をしめ、中でも

甕形土器及び壷形土器では小型が特に目立つ、一方形態的にも壺形土器 と甕形土器の区別が

困難なうえにほ とんどの遺物が破片であるため全体的形態の理解が難 しく口縁部の形態から

両器の示標 とした。

壺形土器 として 2、 3、 5～ 8、 10～ 15を あげたい。体部の成形に輪積手法を明瞭に残す

2と 13がある。内壁面に残る輪積痕を指頭ナデ整形を施す 14と 15があ り、口縁部の整形で

は頸部より外上方向に立ち上がる 11に対 して、頸部より外上方向に内鸞気味に立ち上がるも

のに 3、 6、 15、 外彎気味に立ち上がるもの 5、 8、 12、 頸部 より外上方向に立 ち上がった

のち、反転 して内傾するもの 10がある。

常形土器 としては 4、 9がある。 4では輪積手法の整形痕を指頭によるナデ整形で、体部

内壁面を仕上げている。 9は横ナデ整形により仕上げられている。 国縁部は 4の くの字口縁

に対 して、 9は頸部で大 きく折れわずかに内傾する口縁で、 口唇端面は共に円面である。

甕形土器 としては、 1の土器があ り、体部の内面は箆状工具による左回転による整形が施

されてお り、表面の整形は左回転による櫛状工具による施工である。 口縁部は内外面共に箆

工具による研磨仕上げとなっている。

碗形土器 としては 20が あ り、底部は平底の底部を削 り出した高台である。18は 口縁部を欠

損 してお り詳細は不粥であるが、基底部から体部にかけては 20同様の整形である。高台は 20

と異なり貼付け高台となっている。

郭形土器には 21、 22、 24、 25、 26、 53が ある。共通するものには、いずれも外表面は回転

によるナデ整形によるにぶい稜線を残す点にある。ただナデによる整形が 24と 26と 52で は

幅広になっている。また 25で は内外共に回転ナデ痕をとどめる点にある。52で は底部は糸切

底である。

高郭形土器には 23、 30～51があ り、外部における口縁部の形態で大きく2形式に分類され
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1号竪穴式住居跡 SB01出 上の上師器

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

甕形土器 l 口径   257
頸部径 236

体部の張りは少ない。顕部は

広 く、日縁部は外反気味に上

外方向にのび、日唇部の内面

は削られて、端部は稜をなす。

輪積手法による。体部内面ヘ

ラ削りの整形、体部外面はク

シ状ヘラエ兵による整形、日

縁部内外面ともにヘラ研磨。

焼成良好、胎

上 に03以 下

の粒 子 を も

l

壷形土器 2 5 顕部径 115
現器高  50

体部の張りが大きく、顕部で

日縁部が直立する。

輪積手法で、体部内面にヨコ

ナデ指頭痕がある。体部外面

はヘラ削りの後クシ状ヘラエ

具による調整。

焼成良好、胎

土 に03以 下

の粒 子 を も

1

壷形土器 2 口ぞ乙  172
頸部径 14.0

くの字口縁で、日縁部は僅か

に内彎し、日唇端面は円く、

内側に稜をもつ。

顕部に接合痕が残 り、頸部内

面をヘラ削りしている。日縁

部は内外面ともにヨコナデ調

整。

焼成良好、胎

土 に03以 下

の粒 子 を も

l

増形土器 4 日径   150
顕部径 132
器高   80

体部の張 りは少ない。口縁部

は上外方向に直進す る日縁

で、日唇部は僅かに内傾する

平面、日唇外面に凹線 1条が

めぐる。

体部内面にタテに指頭による

ナデ上げ整形、外面はクシ状

ヘラエ具による整形、口縁部

は内外面ヨヨナデ調整。

焼成良好、胎

土に粒子をみ

ない。

l

豆形土器 5 6 日ぞき  163
顕部径 143
器高  80

肩部よりすばまり、頸部で直

立したのち僅かに外反する日

縁部で、口唇端面は九い。

体部内面はクシ状ヘラエ具に

よる斜向の整形、他はヨコナ

デ調整による。

焼成良好。 1

壷形土器 27

と

25

口径  152
頸部径 120

頸部より大きく内彎気味に上

外方向にのび、日唇端面は水

平な面をなし、内側に有段を

もつ。

全面ヨコナデ調整である。 焼成良好。 1

立形土器 7 4 頸部径  98 顕部のみの破片である。 口縁

部 は くの字 日縁 が推測 され

る。

顕部内面にヘラ肖Jり の整形あ

り。

焼成良好。 1

豆形土器 口径  122
顕部径 105

直立 1た 口縁部で僅かに日辺

部で外反し、口唇端面は外傾

する平面で、外端部は稜をな

す。

全面 ヨヨナデ調整である。 焼成良好。 1

対形土器 口径  90
頸部径 100

大きく肩部で内彎し、口縁部

は内傾する。端面は鋭い。

全面ヨコナデ調整、日縁部は

オリコミである。

焼成良好、粒

子 を もた な

い。

赤褐色。

1

壷形土器 3 日径  123
複合部径142

複合口縁部片で、口辺部は内

傾し、日唇端面は内傾する平

面で外方に稜をなす。

全面ヨコナデ調整、口縁部外

面にクシ状ヘラエ具の整形痕

が残る。

焼成良好。 1

立形土器 11 口径  139
頸部径 117

くの字鳳縁で、口唇端面は僅

かに外傾する平面。

全面ヨコナデ調整、体部の器

厚はうすい。

焼成良好。 1

壷形土器 口径  210
器高  40

朝顔状に開く口縁部で、日唇

端面は水平な平面をなす。

全面 ヨヨナデ調整である。

内面は指頭ナデによる。

焼成良好。 l

豆形土器 5 頸部径 115
体部径 190

クシ状工具とヘラエ具による

整形で肩部はなで形である。

輸積技法による整形で内壁面

は指頭押圧のみ。

焼成良好。 l
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

立形土器 l 頸部径 182
体部径 258

体部 よ り頸部への破 片で あ

る。

輪積手法がみえる。体部内壁

面に指頭痕が無数、外面及び

頸部はナデ調整である。

焼成良好。 1

豆形土器 口径  170
顕部径 151

くの字日縁で、僅かに日辺部

で内弯する。端面は水平な平

面で中央部に凹みをもつ。

輪積手法で、体部内面は指頭

ナデによる整形、外面はクシ

状ヘラエ具による整形、頸部

にヘラ削りがある。他はヨヨ

ナデ調整。

焼成良好。 1

底  部 不明 底部径  50
現器高  45

平底の基底部より上外方向に

のびる。

内面はヘラ削りによる整形、

外面ナデ調整。

焼成良好。 1

底   部 1

の

4

底部径  47
現器高  60

平底の基底部で内側に屈曲し

たのち上外方向にのびる。

輪積手法による。全面ナデ調

整である。

焼成は良好、

胎上に粒子を

もたない。

l

底  部 19

の

1

底部径  40
現器高  40

丸底に高台をもつ、卵形の体

部が想定される。

九底と高台とが水平な関係に

ある貼付け高台である。全面

ナデ調整。

焼成は良好、

胎土に粒子を

もたない。

1

底  部 4 底部径  70 基底部の不明確な平底の底部

である。

底部にヘラ削り痕がある。胎

土は厚い。

焼成は良好、

胎上に粒子を

もたない。

1

碗形土器 5 日径  132
底部径  55
器高  65

基底部で肥厚した後内弯気味

にたちあがり、口唇部は外反

して鋭い。

全面ナデ調整、底部外面にヘ

ラ削りあり。

焼成は良好、

胎上に粒子を

もたない。

1

底   部 底部径  75 薄い胎上で平底の基底部より

上外方向にのびる。

全面ナデ調整。 l

不形土器 4

の

1

口径  148
底部径  85
器高  38

平底の基底部より内弯気味に

上外方向にのび、日唇端面は

内傾する。

外表面に回転ナデによるにぶ

い稜をもつ。内面は回転によ

るヨヨナデ調整。

焼成は良好、

胎土に粒子を

もたない。

1

形

？

必

器

一椅

土

不明 口径  142
現器高  36

平底の底部欠損、内弯気味に

上外方向にのび、口唇端面は

内傾する。

内外面とも回転ナデ調整。 焼成は良好、

胎上に粒子を

もたない。

l

外形土器 口径  160
底部径 100
器高  40

平底の底部を欠損、基底部よ

り上外方向にのび、日唇端面

は九くおさめる。

全面回転ヨコナデ調整である

が、外表面に 3段のにぶい稜

をもつ。

焼成は良好、

胎土に粒子を

もたない。

1

不形土器 口宿豊   150
底部径  90
器高  40

平底の基底部より僅かに内弯

気味に上外方向にのび、口唇

端面は九い。

全体的に肥厚で、全面は回転

によるナデ調整で、内外にに

がい稜を数段もつ。

焼成は良好、

胎上に粒子を

もたない。

1

1/F・形土器 口径  150
底部径  90
器高  40

平底を欠失する。基底部より

上外方向にのび、日唇端面は

九い。

内面は回転ナデ、外面には回

転ナデによるにぶい稜を 4段

もつ。

焼成は良好、

胎上に粒子を

もたない。

l

器 台 形

土  器

口ぞ登  350
有段部 300

外部は円形の底部より内弯気

味に上外方向にのび、中位で

たちあがり、ふたたび外反し

て口縁部をなす。口唇端面は

円面である。

口縁部内部はクシ状ヘラエ具

で成形後ヨコ方向のヘラ研磨

を内外面に施す。体部は内外

面タテ方向のヘラ研磨。

焼成は良好、

胎土に粒子を

もたない。

1
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種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

脚   部 脚裾部径262

現器高  55
大きく開いた脚裾部で屈曲し

て下方向に直立し、脚裾端面

を水平な平面で外側に稜をな

す。

内面はヘラ研磨ヨコナデ、外

表はタテ方向のヘラ研磨を施

す。

焼成は良好、

胎土に粒子を

もたない。

l

高 ネ 形

土  器

外  部

1 口径  170
器高  54
脚基部  37

平底の基底部より内弯気味に

上外方向にのび有段をなす。

日辺部で僅かに外反し、口唇

端面は水平な平面をなす。

芥内底部はクシ状ヘラエ具に

よる整形、他面はナデ調整で

ある。脚部は貼 り付けである。

粘土円板押入。

焼成良好、胎

土密。

l

高 不 形

土  器

外  部

2 日でき  190
器高  70
脚基部  33

基底部より内弯気味に上外方

向にのび、口唇端面は外方ヘ

屈曲し端面は円面である。

基部に僅かに有段をもつ。全

面ヨコナデ調整、脚部貼 り付

け。

焼成良好、胎

土密。

l

高 芥 形

土  器

外  部

7 口径  155
器高  65
脚基部  35

基底部に有段をもち、基部で

内弯したのち上外方向にの

び、口唇部は減厚し稜をなす。

円柱の脚部は基部で久失。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土密。

l

高 芥 形

土  器

不  部

口径   70
器高  48
脚基部  32

内弯する外部にハの字型の脚

部をもつ。

外部の基底部に指圧痕を残

す。脚部にしばり目とクシ状
ヘラエ具の整形、他面はナデ

調整。

焼成良好、胎

土密。

1

高 外 形

土  器

芥  部

1 口径  162
器高  82
脚基部  33

基底部に有段をつくる。口縁

部は上外方向にのび、口唇部

で外方向に外折し、端面は垂

直な平面をなす。脚部は下外

方向に外反気味にのびる。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土密。

1

高 不 形

土  器

外  部

3 口径  155
器高   28

基底部より上外方向に直線状

にのび、日唇端面は鋭い。

内面クシ状ヘラエ具の整形の

後ヨヨナデ調整、外面も同様

である。

焼成良好、胎

土密。

1

高 芥 形

土  器

外  部

口径  150
器高  43
脚基部  35

平底の基底部より上外方向に

直線状にのび、口唇部は内傾

して鋭い。

全面ナデ調整である。脚基部

貼 り付け部の痕がのこる。

焼成良好、胎

土密。

1

高 ネ 形

土  器

外  部

45

の

2

口径  155
器高   75
脚基部  35

平底の基底部に僅かな有段を

つくり、上外方向に内弯気味

にのび口唇部で僅かに外反す

る。日唇端面は九い。

全面ナデ調整である。脚基部

に渦巻状の接合面をもつ。

焼成良好、胎

土密。

]

高 杯 形

土  器

外  部

口径  182
器高  47

日縁部のみの欠損遺物。有段

部より上外方向に直線的にの

び、日唇端が僅かに外折する。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土密。

l

高 不 形

土  器

脚  部

脚基部  38
脚裾部 134

脚部で外部を欠失する。基部

より下外方向に直線状に開

き、脚裾部で外方に屈折し、

端面は鋭い。

脚内面はヘラ削り、外面はナ

デ調整、脚裾部は肥厚し、端

部に向かって滅厚する。脚裾

部高04。

焼成良好、胎

土密。

1

高 不 形

土  器

口ぞ乙  184
器高  ■ 0

脚裾部 100

僅かに平底の底部より内弯し

て上外方向にのび口唇部で外

折する。脚は基部より大きく

下外方向にのび、脚裾部で外

折している。

全面ナデ調整である。脚裾部

は水平に外折する。

焼成良好、胎

土密。

l

高 不 形

土  器

4 口径  172
器高  60

40同 様の不身であるが、口唇

部の外折が弱い。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土密。

l
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種  類
番  号

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

高 芥 形

土  器

脚  部

不切 基部径  63
器高  45
脚裾部径150

低い脚部で、脚基部より大き

くラッパ状に下外方向に開

き、脚裾端部上端に稜をなす

平面。

外表面にクシ状ヘラエ具の整

形、他面はヨヨナデ整形であ

る。

焼成良好、胎

土密。

1

高 不 形

土  器

脚  部

基部径  37
器高  70
脚裾部径113

脚基部より下外方向に僅かに

開き、脚裾部で大きく外方に

屈折している。

脚柱部ヘラ削 り、脚裾部にヨ

コにヘラ削 りあ り、他面はナ

デ調整である。

焼成良好、胎

土密。

1

高 ネ 形

土  器

脚  部

器高  40
脚裾部径102

脚基部より下外方向にひらい

た後、脚裾部で大きく外方に

屈折する端面に有段をもつ。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土密。

1

高 不 形

土  器

脚  部

器高  53
脚裾部径 87

脚基部より僅かに下外方向に

のびたのち、脚裾部で水平に

外方に屈折する。端部は円面。

全面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土密。

ユ

高 ネ 形

土  器

脚  部

基部径  35
現器高 100

外部の底部は丸底である。脚

部は基部より下外方向にの

び、脚裾部はゆるやかに外方

に屈曲する。

全面ナデ調整で器表面に凹凸

がある。

焼成良好、胎

土密。

1

高 堺 形

土  器

脚  部

基部径  35
現器高  70

脚基部より下外方向にのび、

脚裾部で水平に外方に屈曲す

る。

全面ナデ調整である。脚基部

に円形の粘土をつめている。

焼成良好、胎

土密。

l

高 杯 形

土  器

脚  部

基部径  33
現器高  65

脚基部より下外方向にのび、

脚裾部で水平に外方に屈曲す

る。

全面ナデ調整である。脚基部

に円形の粘土をつめている。

焼成良好、胎

土密。

l

高 ネ 形

土  器

脚  部

不明 基部径  30
現器高  63

脚基部より下外方向にのび、

脚裾部で水平に外方に屈曲す

る。

全面ナデ調整である。脚基部

に円形の粘土をつめている。

焼成良好、胎

土密。

l

高 芥 形

土  器

脚  部

基部径  32
現器高  55

脚基部より下外方向にのび、

脚裾部で外方に屈曲する。脚

裾部外面に凹線を 1条めぐら

す。

脚内面ナデ調整、脚裾部にヘ

ラ削りあり、外表はヘラ研磨

である。

焼成良好、胎

土密。

l

高 芥 形

土  器

脚  部

現器高  27
脚裾部径105

脚裾部片で、脚裾部の屈曲は

ゆるやかである。

脚裾部内面はヘラ研磨で、他

面はナデ調整である。

焼成良好、胎

土密。

ユ

芥 口径  155
器高  38

底部径9 2Cmの 平底基底部

より内彎気味に上外方向にの

び、口唇端面は円面。

全面回転ナデ調整である。底

部は回転糸切 り底である。

焼成やや軟、

胎土は密であ

る。

支橙色。

ユ

不 口径  132
現器高  40

基底部より内彎気味に上外方

向にのび、日唇端面は外に傾

く平面である。

内面ナデ調整、外面には回転

ナデによる4段のにぶい稜を

つくる。

焼成やや軟、

胎土は密であ

る。

1

界 口径  90
現器高  15

平底6 5cmの基部 より上外

方向に屈曲し、口縁部の端面

は円面、歪みがある。

全面ナデ調整で、底部に回転

糸切 りはない。

院成良好、胎

土密。

1

豆形土器

底  部

底部径  45 底部片でやや月B厚な底部であ

る。

内面ナデ、外面にクシ状ヘラ

エ具による整形あり。

焼成良好、胎

土 は 密 で あ

る。

l
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種  類 法  量cm ///態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

壺形土器

底  部

底部径  20 僅かな平底より内彎して上外

方向へのびる。

全面ナデ調整。 焼成良好、胎

土 は 密 で あ

る。

1

小  型

九 底 対

古画
径

器

部

現

体

35
80

扁平な体部から僅かに内傾し

て頸部をつくる。日縁部は極

端に短い。

全面ナデ調整。 焼成良好、胎

土 は 密 で あ

る。

1

石 包 丁 1 径

味

長

厚

52
05

半我された石包丁である。長

方形で刃部が弧をなす。

両面を研磨している。刃部は

片刃である。

緑泥片岩。 1

砥   石 2 長径  95
短径45～ 35

断面台形の砥石である。 2面に研磨面がみられる。 2
面ともに刃部を調整した研磨

痕を残す。

砂岩。 1

砥   石 8 長径  110
器厚   10

扁平な長方形の砥石である。 2面 に研磨面が残る。 砂岩。 1

る。 日辺部が口唇端部で外反するものと、外反 しないものとがある。また脚部も大きく脚裾

部の形態から 2形式に分類され、脚裾高が 0.3～ 0.5 cmになるものと0.3Cm未満の脚裾高を

有す るものとになる。さらに脚柱部でも 2形式に分類 され、円柱をなす脚 と枠形による中空

の脚部 とに分類されるが、外底部 と脚基部の中空部に円板粘土を押入するものが 47、 48、 49

にみ られ、接合脚部 となっているものには、26、 27、 30～ 32、 40に 明瞭にみられる。中でも

37では図系するごとく巴形の接合工夫 (技法)がみえるものがある。

(7)SB02遺構の土器の様相

SB02の 遺構検出範囲が、狭 くごく限られた遺構内での遺物であ り、これから全体を推察す

ることに問題が残る。が検出された遺物は調査範囲の割にtよ豊富な資料 といえよう。

1の 器台形土器は小型ではあるが焼成 も良 く、 日常の什器 として十分に機能をはたすこと

が推察 される。 2は 口縁部にわずかに歪みがみ られるが、器表面には叩き痕があ り焼成 も良

い。 3は壷形土器の蓋である。表面は入念なヘラ状工具による整形がみられ、裾部に僅かな

有段をもつ。内面は櫛状工具による壁面調整がなされ焼成も良好。 4は壷形土器が甕形土器

の口頸部片であるが、肩部や口縁部にすす もな く壷形土器 とみる。いま 4の蓋 として 3を あ

てると重の口径 17.5 cm、 蓋の裾部径は 14.9 cmで符合する器物 といえる。 5は高不形土器の

外部片である。外部の稜は垂直に近 く鋭い稜をなし、有段部より大きく外反 して日縁部を作

る。口唇端面はわずかにつまみ下げた円面で、口唇上端面には稜を作る器形及び焼成もよい。

6は浅鉢形の土器で、内壁面は入念な撫調整である。表面 も同様な調整が施されているが、

叩き目痕が残 され壁面の一部に凹凸がみられる。いま SB02の土器を通観 して 5世紀中葉か、

もしくは 5世紀中葉前に位置付けたい。いま 5の 遺物を重形土器の回縁部 とするならば、 5
の遺物はさらに古 く、また 4の 口唇端面は整形後に、口縁部調整が転倒位によりなされた水

平面であ り、また内側面がわずかに歪む稜線であることとも符合する。

-182-



95

86

第 24図  SB01遺 物実測図

鰯

ノ

IL… ち

-183-



第 25図  SB02、 SB03遺 構実測図
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(8)2号竪穴式住居跡 SB02 第 25図

SB02は、 トレンチ調査により検出された遺構である。遺構の大半は道路用敷地外にあり、

遺構の全貌は不明である。検出された遺構では一辺 4mの隅丸による竪穴式住居が推定され

る。竪穴は地山面でさらに 27 Cm掘 り込まれている。住居の床面には、植物の戊化遺物が検

出され、火災による住居の廃絶が行われたものと思われる。床面の南壁面には周濤が一部検

出されており、その前面に径 25 Cmの 扁平な作業石がおかれていた。住居の柱穴は検出でき

なかった。

(9)3号竪穴式住居跡 SB03 第 25図

SB03も SB02と 同様に、道路用敷地外に遺構の一部を残すものであり、遺構の全容は不明

である。竪穴式住居の規模は、SB02と 同様一辺 4m強の隅丸方形であろう。住居の主軸は北

30度西を指向している。入口部は不粥であるが、遺構の北側壁面に SD 4と 、住居の南隅には

SD 2の 濤が交差している。また住居の南壁面とやや平行する土羨状遺構 SK3があり、SB03

の壁面位置を犯している。住居に伴 う柱穴を確認していないが、床面には円形に群集する柱

穴が検出されている。

SB02・ o3で の検出された遺物は、表に示すように大きく2分 される出土状況にある。床面

での出土土器に須恵器を明らかに伴っており、土師器との共存的な生活が営まれていたこと

にある。

遺物の頂で述べるごとく、SBに伴 う遺物と、SDに伴 う遺物では、また時期を異にするも

ので、明らかに濤状遺構は、竪穴式住居の廃絶後に開濤されたものといえよう。
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遺 物 番 号
Ｓ
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Ｏ
．
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深 度 11.5 7
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形
器
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遺 物 番 号 9
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遺 物 の 器 種
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li器

形
洛

ホ
Ｌ 】犬 ll材伴

遺 物 番 号
Ｓ
Ｂ
〇
二

深 度 9 7 7 1 13 5

遺 物 の 器 種 石 鏃
形
器

ム
山

器
‐を

形
器

饗
Ｌ

′
!十 11

1 1

形
縁 須恵器

遺 物 番 号
S

D

2

深 度 9 7.5 10.5

遺 物 の 器 種 砥  石
九
靖

小
氏

九
射

型小
氏 須恵器 須恵器 須恵器 須恵器

SB02と SB03の 遺物出土状況 地山1価 O Cmと しての深1壁 (中 白は破
'|) (単

位 :Cm)

第26図  SB02土 器実測図
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SB02の 遺物

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

器 台 形

上  器

1 口ぞ岳   104
柱径  58
脚裾部径110

器高  51

ツプミ状に広がる器台であ

る。中央部 t表 空胴で器形は大

きくくの字に成形 されてい

る。

外表はくの字に成形され、内

壁面には受部としてのヘラ肖」

りがあり、脚裾部はただ外方

に開く。外面はナデ調整であ

る。

焼成良好。胎

土密。

l

コップ状

土  器

2 日径  86
器高  74

やや平底を想定させるコップ

状の器物で基底部より僅かに

内彎して上外方向にのび口唇

端面は内側面が狭まり鋭い。

全面ナデ成形 (調整)である

が、日辺部内面にヘラ削りが

みられる。

焼成良好、胎

土密。

l

蓋形土器 3 と5 天丼部  38
脚裾部径149

器高  50

天丼部より、上外方向に大 き

くハの字形に開 く脚裾部を調

整。

内面に若干クシ状ヘラエ具整

形。外面はヘラ研磨による整

形がみられる。水平で台状を

なす天丼部にウチ痕とヘラ研

磨がある。

焼成良好、胎

土密。

甕形土器

口 縁 部

4 2 口径  175
頸部径 143
肩部径 200
現器高  75

口頸部片で、日縁部はくの字

日縁である。日唇端面は水平

な面をなし、内側に稜をなす。

輪積手法で、胎土不均―であ

る。口縁部は内外面ともにナ

デ調整である。胎部内面部に

指頭によるナデ整形と、体部

にクシ状ヘラエ具による整

形。

焼成良好。胎

土密である。

1

高 亦 形

上器外部

5 11 口径  150
有段部径100

現器高  35

不の有段部より、大きく外反

する口縁部で口唇部で僅かに

下方に屈折して稜をなす。端

面は外側に傾斜する平面。

全面ナデ調整である。 焼成良好。胎

土密である。

と

小  型

鉢形土器

6 5 日雀登   98
器高   46

九底の底部より内彎しながら

上外方向にのび、口唇端面を

丸くおさめる。

全面ナデ調整である。 焼成良好。胎

:i密である。

1

第27図  SB03遺 物実測図
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αo)SB03の逮物の様相

検出された遺物は少量で、しかも甕形土器(重形土器口縁都、小型丸底形オ、小型鉢形土

器と砥石及び破損.した石器がある。 1と .5の 上器には少量の1媒煙が付―着してヽヽる。5の 口縁

1部には半円の連続する半同弧文が施文されて・ヽ る.。 内1壁面

`八

念な刷毛状工具による横ナデ

1整形が施されている。 2と ,は小型の1丸底消であるが、2の器物は内彎した球影の体部から

なり、,胎土の最大厚Ⅲ底部にある。口縁部はなく無頸で―ある.98は球形の体部に、 H縁部を

有するが、口縁部は欠失している.。 7は鉢形土器としたが.日縁紳 様子も不明で剪確では

ない。10は石包丁とみているが、欠擦遺物で

"確
ではないが|、 片面にチョピングが施され刃

部をなすところから石包丁とした。
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SB03の 遺物

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

甕形土器 l 日宿≧  225
頸部径 200
体部径 265
現器高 165

器形は丸底の底部が推定され

る。体部は球形に近 く日縁部

は鈍いくの字日縁で端部でや

や肥厚し、日唇端面は円面で

ある。

輪積手法で、体部内外面とも

にクシ状ヘラエ具による整形

痕(調整)。 日縁部は内外面と

もにヨコナデ調整。

焼成良好。胎

土 に03以 内

の粒 子 を含

む。

l

小  型

丸 底 対 堪整餘|

九底の底部より内弯気味に上

外方向にのび、体部中位で内

傾し球形をなす。

内面ナデ調整、外面ヘラ削り

(回転)。

焼成良好。胎

土密。

1

小  型

丸 底 増

3 顕部径50
3体部径80

現器高65

九底の底部に球形の体部、日

縁部はくの字口縁?

内外面ナデ調整。 焼成良好。胎

土密。

1

壷形上器

口 縁 部

4 口径  212
顕部径 170
現器高  50

顕部より外反気味に上外方向

にのびる。口唇部に向かい胎

土は減厚し、口唇端面は円面。

内面はヨヨナデ調整で、外表

面は指圧痕を多数残す程度の

ヨヨナデ調整。

l

壷形土器 5 3 日径  124
頸部径  94
体部径 150
易器高 100

体部中位より口頸部の遺物。

体部より円をえがいてすばま

り頸部をつくる。日縁部はく

の字口縁で頸部よりやや外反

気味にのび、口唇端面は円面。

輪積手法で体部内外面ともに

ヘラ削り整形である。日縁内

面もヘラ削りしたのちヨコナ

デ調整。日縁部外面の口唇部

に指頭による連圧押文があ

る。頸部内面にヘラ切 りあり。

焼成良好。胎

土密。

l

壼形土器

口 縁 部

6 不明 口径  150
顕部径  95
現器高 30

頸部で僅かに上外方向にの

び、大きく外反し、日唇部を

円くおさえて、 口唇内側に稜

をなす。

内面のヘラ研磨はタテ方向

に、外面ではヨコ方向に行う。

1

小  型

鉢形土器

7 頸部径  90
器高  65

丸底で器形は断面U字形であ

る。

内外面ともによくヨコナデ調

整されている。

焼成良好。胎

土密。

l

砥   石 8

9 嘘縁i

堀塞!

長径面は全面使用され、断面

でU′子:形 に磨滅。

断情i長 方形で 2画のみ使用し

ている。

災損逮物。

欠損遠物。

器 厚17。 砂

器 厚12。 砂

η
=。

l

l

石包丁 ? 不明 長径  103
短径   40
器厚   07

長行のドj端 面は弧を描 き、 1
直
「にはキ ー リングがみ られ

る。 また煙径は 1面同様の手

法が 7kら オ1る 。

欠損遺物。 緑泥片岩。 1
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(11)SB04遺構 とSDo SK遺構の様相

SB04の竪穴式住居跡は、一辺 4.6× 4.5mで隅丸な角を 1隅 にもつ方形 プランである。住

居の主柱は 4本である。それぞれの柱間の心心間距離は 2mと 2.3mの等間隔である。住居

の主軸方位は、方形の各隅が東西、南北の位置にあ り、北 45度東を指す。

住居遺構の中央部を濤状遺構 (SD-2)が北から南に走 り、SD-4は 東から西に流れる濤

が住居遺構の中心位置で交差する。

SD遺構は SD-4遺 構が、SD-2遺 構により切 られている。しかもSD-4と SD-2の 交

差する位置に長径 2m、 短径 1.lmの長方形の土猿状遺構 (SK-1)が ある。SK-1の 底部

は SD-2の 深度 と共通 してお り、SB04の床面よリー20 Cmで ある。

第 28図  SB04・ SDoSK遺 構実測図Ｎ
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(12)SB04の 遺物とSK遺構の遺物出土状況

出土遺物は細片化した遺物が多 く、特に SDと SK遺構の攪乱により細片化が進行してい

る。SB遺構に属する遺物として、遺構実測図 (28)の 遺物 No.22～ 26と No.34・ 35は 、SK

-1の遺物として取 り扱い、SB遺構から割愛した。SB遺構で特に安定した遺物 としては、

1～ 18の遺物を中心にし、No.27～ 32は SB01と の関連性の強い遺物として取 り扱った。

(13)SB05遺構とSD-4遺構

SB05遺構は、後世の開発により遺構面の削平化が強く、遺物はもとより、遺構面の検出も

第29図  SB05遺 帖実測図
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不確実である。SB05の壁面 として確実に検出できたものは、北側壁面 と柱穴 Plで ある。す

なわち SB05遺構は、SB04遺構により切断され東側壁面は不明であ り、さらに SB01に より、

東側壁面は切 り合っている。一辺 4.5mの隅丸方形 と推定される。

SD-4遺 構が、東方より貫通 して終わる。SD遺構 も浅 く西側壁付近では、SB05の床面 と

ほぼ同じ深度 となる。

SB05の北側壁面 と、付近の床面より検出された炭化遺物があ り、また SB01と の切 り合 う

東側壁面側での出土遺物を、SB05遺構に関連する遺物 とした。住居の主軸は北 0度西であ

る。

第30図  SB05遺 物実測図
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SB05遺構の遺物

種  類
番  号

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備    考 数量

形

器

ネ昔画
土

1 基部径  25
現器高 105
脚裾部径102

必部は九底で、体部は内彎気

味に上外方向にのびる。脚部

は、脚基部より下外方向にの

び、脚裾部で大きく外方向に

開く。脚裾高25と 高い。

全面ナデ調整である。脚部は

貼 り付け、杯底部には粘土板

をつめている。

焼成良好。胎

上に粒子を含

まず。

l

底  部 底部径  38
現器高  30

平底の基底部より上外方向に

のびる。

全面ナデ調整である。 焼成良好。胎

上に粒子を含

まず。

1

石   器 径

径

味

長

短

厚

62
23
06

長方形で長辺の一方にノミ形

の刃部をもつ。

両面大象J離面をもつ。短形画

に小家」離がされている。

焼成良好。胎

土に粒子を合

まず。

1



SD遺物

種  類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

甕形土器

口 縁 部

l 口径  158
頸部径 127
器高  40

口頸部で屈曲したのち、内彎

気味にのび、口唇端面は水平

な平面である。日辺部に断面

で三角形の突帯を貼 り付け

る。

マキアゲ、 ミズごキ成形、内

外面ともに回転ナデ調整。

焼成良好。胎

土密。

青灰色

1

土 師 器

高ネ脚部

2 ピ

ト

内

基部径  43
器高  85
脚裾部径 02

脚基部より下外方向にのびた

あと、脚裾部で大きく外反す

る。

脚基部に粘土板の詰めが見ら

れる。脚裾部に胎上の継目が

ある。両面ナデ調整。

焼成やや軟。

胎土密。

赤褐色

1

須 恵 器

脚 部 片

3 脚裾部 254
現器高  55

脚裾部片で下外方向に内彎気

味に開く。外面に二条の凸帯

をつくる。破損部に方形の透

孔が推測される。

マキアゲ、 ミズビキ成形。内

外面ともに回転ナデ調整。

焼成良好。胎

土密。

青灰色

l

須 恵 器

蓋ネ (蓋 )

4 日俗邑   160
器高  35
日縁部高 10

口縁部は下方向に直立し、僅

かに端面で内傾する。天丼部

は扁平である。

マキアゲ、 ミズビキ成形で、

天丼部外面は%以上回転ヘラ

削り、他面は回転ナデ調整で

ある。(天丼部中央部マキア

ゲ)

焼成良好。胎

土密。

青白色

l

石   器 不R」
l 径

径

味

長

短

厚

95
48
10

不変形で数ケ所に打撃反があ

る。使途その他は不粥である。

緑泥片岩。擬

石器 ?

1

SB06の遺構

SB06遺構は二重に切 り合った トリブル遺構である。SB06-1遺構は、一辺 740 Cmの 壁面

距離は確認されるが、他の一辺は地山面の掘 り下げにより、遺構は西方部で削除されて不明

である。06-1遺構は掘 り込みは少なく、殆 ど地山整地程度であ り、平地式の住居跡 と推測

される。遺構は方形プランで四注式の家屋が考えられる。柱穴の心心間距離は 300～ 330 Cm

が計測される。

SB06-2遺構は、長径 6m、 短径 470 Cmの 長方形の規模で、主軸方向は北 45度東にとる。

竪穴の南壁面 と西壁面には周濤がめ ぐっている。床面にて検出されたピットの内で、本遺構

の主柱の柱穴 として理解 されるものはえがた く、何れも不規則であ り、僅かに P4と P5を あ

て、P7を 含めることができるが疑間である。南壁面に近接する柱穴 2孔がある。35図 にみら

れるように床面の掘 り込みもあ り、柱穴間の距離 2mは入口部分 とも推定される。

SB06-3遺構は、SB06-2を掘 り込む形での床面規模である。床面規模は長径 440 Cm、 短

径 400 Cmと 僅かに異なる方形隈丸のもので、床面は地山を 20 Cm掘 り込むものである。遺構

の主軸方向は SB06-2と 共通する方位を取る。床面では 1柱穴を検出する以外は柱穴はみら

れない。南壁面中央部にやや凹み深 くなる場所が入口部 と想定される。柱穴を必要 としない

覆屋による貯蔵小屋 とも推考 される。
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(14)SB06遺構の遺物出土状況

SB06の第 35図 出土状況図にみられる出土状況であるが、なかでもFl及 び F2に集中的な

遺物の出上をみた。何れの上器 も時期的には余 り隔た りのない時期 と推定 される。

SB06の遺物 として一括取 り扱い SB06-1と SB06-2と して分類すべきものであろ うが、

遺 777」 採集時に混乱 した ことにすべて原因するものである。特に SB06-3の遺物は少量であ

り、しかも計測にたる遺物がなく割愛をした。

(15)SB06の 遺物の様相

SB06の遺構にともな う土器の内、それぞれの特徴を特に示す ものを取 りあげた。内でも壷

形土器、甕形土器、対形土器、小型丸底対、手づ くね土器、外形土器、高外形土器、器台形

土器、甑形土器、片 口形土器等が検出された他に石器がある。 これ らの遺物について若干の

考察をすれば

壺形土器では口縁部の遺物が多 く、口縁部のみでは重形土器 と甕形土器の判別は困難では

ある。 14、 23、 28、 29にみられる口頸部の様相は、松山平野の弥生後期後半から終末にかけ

ての遺物に共通する土器である。29は 日唇端面が肥厚する肥厚 口縁で、口唇端面を外方に垂

直平面を作 り、その平面に 2条～ 4条範囲で施文される。ただ 1条かまたは疑似凹線や帯状

の疑状凹線の場合は口唇端面に向かい肥厚をしない場合が多 く、14の 口縁部の様相を保つも

のが多い。28は複合 口縁の口辺部で、この口辺部に流水文や、波状文、連弧文、袈裟欅文、

浮文を付す場合もあるが、終末期に向かい施文は簡易な凹線文に縮約される。13では口唇端

部直下に指頭痕があ り、口唇部のつまみ出し調整がみ られ、 9では口唇端部をつまみ出し、

端面は疑似凹線が残 され、11、 38で は端部につまみ出しがわずかに残るが、3や 26の くの字

口縁にはみられない。

靖形土器にもこの種の口縁部の変化がみられ、 9の 口唇端面に心 もち凹面を感 じさせる。

甕形土器 7は くの字 口縁で肩張 りの少ない土器で、24の上器 と類似する。口縁部は内鸞 し

ているが、口唇端面は水平であ り転倒させての調整がみられ、このことは重形土器の 25や 1

と 14な どにもみられる技法である。27は小型の甕形土器 と思われる。

小型丸底対は 35を はじめ 6の 口縁部がある。小型の割には 6、 35共 に胎土は厚味があ り、

器形の調整には櫛状工具によ
‐
る整形が施されている。21、 22は手づ くねの上器で、21に は内

外面に指頭撫痕がみられるが、口縁部は内外面 ともに横ナデ調整である。

高郭形土器は 41～ 49の遺物がある。外 口縁部は有段部より口辺部における遺物が多 く、有

段部より外上方向に減厚 しながら立ちあが り、 日唇部で外折するものや、わずかに外湾する

ものとがある。外上方向に立ちあがって口唇端面が鋭角で稜をさす ものと、円面をなすもの

とがある。脚部では 41、 47、 52に みられる脚基部より下外方向にのび、脚裾部でわずかに外
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SB06遺構の遺物 1

種 類 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考
雑
黙

|

壷形土器

口  縁

1 口径  160
現器高  30

朝顔状に開く日縁で、口唇端

に向かい胎土厚を滅じる。日

唇端面は平面をなす。

内面は荒いクシ状痕、外表は

タテにハケロ整形の後ヨコナ

デ調整。

焼成良好。胎

土密。

l

豆形土器

日  縁

2 口径   172
顕部径 135

頸部より朝顔状に外反する日

縁部で端面に向かい、胎土は

減厚し、端面は平面をなす。

内外面 ヨヨナデ調整である

が、外面に粗いクシロ状のヘ

ラエ具による整形痕あり。

焼成良好。胎

土密。

1

壺形土器

口  縁

3 口径  142
頸部径 115

頸部より外舎する内ぞりのあ

る日縁で口唇部へ向かって胎

土は減厚する。

日縁部内外面ヨコナデ調整。

体部はクシ状ヘラエ具の整

形。

焼成良好。胎

土密。

l

豆形土器

口  縁

4 日径  142
顕部径  76

顕部より漏斗状に開く口縁部

で、日唇部で僅かに外反する。

口唇端面を円くおさめる。

内外面 ともに ヨヨナデ調整。 焼成良好。胎

土密。

l

鉢形土器

?
5 口径   150

頸部径 130
体部14 cmで球形の器形が推

定される。口縁部はくの字口

縁で、端面は外に傾斜する平

面。

体部はクシ状ヘラエ具による

整形。口縁部は内外面ヨコナ

デ調整。

焼成良好。胎

土密。

ユ

壷形土器

口  縁

6 口径  107
顕部径  84

肉厚な胎上で、口唇端に向か

い減厚する。口唇端面は水平

な平画をなす。

内面はヨヨナデ調整で、外面

はクシ状ヘラエ具でタテに整

形。口唇部外面直下に凹線が

めぐる。

焼成良好。胎

土密。

1

甕形土器

日  頸

7 口径  182
頸部径 170

胴張 りの少ない体部で僅かに

すばまり、くの字に屈曲する

日縁部で、日唇端面は外に傾

斜する平面。

体部にクシ状ヘラエ具整形。

口唇部はヨコナデ調整。

焼成良好。胎

土密。

l

浅 鉢 形

土 器 片

口径   242 口縁部片で、日縁内部に稜を

つくる。日唇端面は外向に傾

斜する面をなす。

内外面ヨコナデ調整。 焼成良好。胎

土密。

]

壷形土器

日  頸

口ぞ舌  205
顕部径 155

頸部でくの字に屈曲する日縁

部で、外傾する端面中央部に

擬凹線をめぐらす。

内外面ヨコナデ調整。 焼成良好。胎

土密。

1

重形土器

口  頸

有段部径167 顕部よリラッパ状に開いた後

屈曲して立ちあが り稜をな

す。

内外面ヨヨナデ調整。 焼成良好。胎

土密。

1

壺形土器

口  頸

口径  170
頸部径 134

くの字口縁で、日唇端面で僅

かに外方に屈曲する。

内外面ヨコナデ調整。 焼成良好。胎

土密。

l

壺形土器

口  頸

口径  136
頸部径  94

顕部より上外方向に内彎気味

にのび口唇端面は外傾する平

面

内外面ヨコナデ調整。 焼成良好。胎

土密。

1

壷形上器

口  頸

口径   184
頸部径 145

顕部より、上外方向にのび僅

かに内彎する。外方に垂直な

面をなす。

内面はヨコナデ調整。外表は

ヘラ研磨で日唇部に指圧痕が

みられる。

焼成良好。胎

土密。

L

立形土器

口  顕

口径  175
頸部径  70

口唇部で僅かに肥厚し、外方

に垂直な面をなし、中央部は

大きく凹面をつくる。

内外面ともにナデ調整。 焼成良好。胎

土密。

1
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SB06遺構の遺物 2

種  類
番  号

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

底   部 底部径  50 平底の基底部より上外方向に

のびる。

底部から基底部にかけて粗い

クシ状ヘラエ具による整形。

他はヨヨナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

l

底   部 底部径  65 高台状の底部をつくり、基底

部は直立する。体部は上外方

向にのびる。

内面ナデ、外面クシ状ヘラエ

具による整形。基底部に 3条

の四線をめぐらす。

焼成良好、胎

土密。

1

高 ネ 形

土  器

脚  部

基部径  25
脚裾部 102

脚基部よリラッパ状に下外方

向にのび端面は円面

内外面ともにナデ調整 焼成良好、胎

土密。

l

体 部 片 体部径 100 器台の体部 (柱 )片で、擬凹

線を数条めぐらす。

内外面ともにナデ調整 焼成良好、胎

土密。

l

底  部 底部径  60 平底の基底部内へ 1側に断面

三角形の高台をもち、基底部

より上外方向にのびる。

内外面ともにナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

l

底   部 20

21

21の 口径 42
丸底

九底の基底部より僅かに外反

してのびる。

20は内外面ナデ調整。21は内

外面に指頭押圧痕。

焼成良好、胎

土密。

2

底   部 丸底 4 5cmの 突出する底部で基底

部に有段をなす。

底部に指頭ナデ痕、他面は ヨ

ヨナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

l

壷形土器

顕  部

顕部径  70 肩部より顕部の遺物で、顕部

に断面三角形の突帯をめぐら

す。

体部内面は指頭ナデあげ、外

面はヘラ研磨。

焼成良好、胎

土密。

ユ

甕形土器

口  縁

口径  210
顕部径 ±72

胴張りの少ない器形で、顕部

で大きく屈曲したのち、口縁

部中位で内彎し、日唇端面は

水平な面をなす。

口縁部内外面は ヨヨナデ調

整。体部にクシ状ヘラエ具整

形痕が残る。頸部内面はヘラ

肖」り。

焼成良好、胎

土密。

ユ

甕形土器

日  縁

口ぞき  190
顕部径 152

僅かに直立する顕部より、上

外方向にのびる。口唇端面は

鋭い。日縁部中央部は肥厚す

る。

内外面ヨコナデ調整で、日唇

端外面に指頭痕をもつ。顕部

内面はヘラ肖」り。

焼成良好、胎

土密。

1

甕形土器

口  縁

口径   160
顕部径 132

くの字日縁で、日唇端面は円

面である。

内外面ヨコナデ調整、顕部内

面はヘラ肖」り。

焼成良好、胎

土密。

1

小  型

丸 底 壷

口径  146
頸部径 ■ 7

胴張 りの少ない丸底が推定さ

れる。僅かにくびれる顕部よ

り上外方向にのび、日唇端面

は円面である。

内外面ヨコナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

l

小  型

丸 底 芝

日径  200
有段部径216

日辺部片で僅かに内傾する。

口唇端面は平面をなしパラペ

ットに 5条 の凹線をめ ぐら

す。

外面ヘラ研磨、内面ナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

1

小  型

丸 底 芝

口径   155
顕部径  80

頸部で水平に屈折する日縁部

で肥厚する。端面外方にパラ

ペットをつくり、 3条の凹線

をめぐらす。

内面はナデ調整で、外面はヘ

ラ研磨。

焼成良好、胎

土密。

l

小  型

九 底 立

口径  240 口縁部片で、ラッパ状に開く。

日唇端面は円面である。

内外面ヨヨナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

l
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SB06遺構の遺物 3

種  類
番  サ

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

小  型

丸 底 壷

体部径 282 体部片である。 内面クシ状ヘラエ具による成

形 とヘラ肖」り成形。外面はク

シ状工具による整形。

おヽ  型

九 底 壷

体部径 350 体部片である。 内面ナデ、外面クシ状工具に

よる整形。

小  型

丸 底 立

口径   120
推定器高 64

丸底の底部より内彎気味に上

外方向にのび、日唇端面へ向

かって減厚する。

内外面ともにヨヨナデ調整。

口縁部片 口径    64
現器高  40

上外方向に直線状にのび、内

面部で減厚している。日唇端

面は円面である。

内壁ヨコナデ調整。外面ヘラ

研磨。

焼成良好。胎

土 に05の 粒

子を合む。

l

小  型

九 底 壺

口径   68
頸部  54
体部径  90
器高  86

九底の底部より上外方向にの

びたのち、大きくすばまり肩

部が張る。頸部で大きく屈曲

してくの字口縁をつくる。日

唇端面は円面。

体部内面から口縁部にかけて

ヨヨナデ調整。外面はクシ状

ヘラエ具による整形痕を残

す。粗雑なナデ。

1

壷形土器

体  部
36鏡肇督:

37翁甦督

`

9

5

3

丸底の底部が内彎気味に上外

方向にのび、体部中位に内傾

する球形体部が推定される。

胎土厚は共に底部で肥厚。

内外壁面は共にクシ状ヘラエ

具で整形。

Nα36の 器表に煤煙が付着。

焼成良好。胎

土は密で粒子

02以下。

2

壺形土器

口 縁 部

日Cと   185
顕部  112
現器高  80

肩張 りのある肩部より、僅か

に上外方向に立ちあがる頸部

で、日縁部は大きく屈曲する。

口唇部は円くおさえ内に稜を

なす。

口縁部の外面は入念なナデ調

整。体部内壁面は入念なタテ

方向のヘラ研磨で、頸部付近

は指頭痕を残す。体部外面は

クシ状ヘラエ具による整形痕

を残す程度のナデ調整であ

る。

焼成良好。胎

土密。粒子な

し。

赤禍色。

l

豆形土器

体  部

頸部   83
外部  145
現器高  75

体頸部の破片。球形の体部が

推定される。

輪積手法による。両面ともに

ナデ調整である。

焼成良好。胎

上密。

l

高 ネ 形

土  器

口 縁 部

口径  242
現器高  50

内彎して上外方向にのびたの

ち、口縁部端で大きく屈曲す

る。口唇端面は円面。

口唇部から内面%はヘラ研磨

を施す以外は入念なヨコナデ

調整である。

焼成良好。胎

土密。

l

高ネ脚部 基部径  20
脚裾部  76

脚基部より大きく下外方向に

開き、脚裾部で屈折して水平

な着地面をなす。脚裾端面は

僅かに平面。

全面ナデ調整による。 焼成良好。胎

土密。

ユ

豆形土器

口 縁 部

口径  180
有段部径140

現器高  45

頸部で大きく上外方向に外彎

したのち、屈曲して上外方向

にのび、口縁端面は両面より

すばまり鋭い。屈曲部に有段

あり。

口縁部はヨコナデ調整。有段

位に指頭痕を残す。顕部は入

念なヘラ研磨である。

焼成良好。胎

土密。

l

高 杯 形

土  器

外  部

口ぞと  194
有段部径115

現器高  60

有段部より上外方向に僅かに

屈曲してのび、日唇端面は円

面。

全面ナデ調整。 焼成良好。胎

土密。

l
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SB06遺構の遺物 4

種  類
番  号

瓢版 1出 士
法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

高 杯 形

土  器

外  部

44

45

44日 径 130
45口 径 180

有段部 97
器高  60

44は 上外方向に直線状にの

び、日唇端面は円面。45は有

段部より上外方向に直線状に

のびたのち、口辺部で外折し

て端面は円面である。

両器片ともに内外面ヨヨナデ

調整。

焼成良好。胎

土密。

2

高 芥 形

土  器

外  部

口径

基部径

器高

脚部を欠損。平底の底部より

基部に僅かな有段をつくり、

上外方向に内彎気味にのび、

日辺部で僅かに屈曲し、日縁

端面は鋭い。脚部に接合痕あ

り。

全面ナデ調整である。 焼成良好。胎

土密。

l

高 芥 形

土  器

脚  部

脚基部径 40
脚裾部 120
現器高  95

外部は尖底状の底部より上外

方向にのび有段をなす。脚部

は基部より下外方向に大きく

開き、脚裾部で屈曲する。

不底部に断面三角形の粘土の

詰めがみられ、平底となす。

ネ外面はクシ状ヘラエ具によ

る整形。脚部内面はナデ調整、

外面はヘラエ具による研磨。

外部と脚部に接合痕あり。

焼成良好。胎

土密。

l

高 不 形

土  器

口径  135
脚部基部 45
脚裾部 105
器高  132

外部は、九底に近い基底部よ

り内彎気味に上外方向にのび

あがり、日唇端面は円面であ

る。脚部は、脚基部を基底部

と共有した脚基部である。脚

裾部で大きく屈曲し、脚端画

は平面。

全面を ヨヨナデ調整。 焼成良好。胎

土密。

1

甑形土器 体部径 230
把手部径342

現器高 105

甑の体部遺物で胎上厚は薄

く、やや垂直である。

内面はヘラ削り整形、外面に

平行叩き目整形が残る。ナデ

調整。把手は体部に孔を穿ち

押入式である。

焼成良好。胎

上密。

赤褐色。

l

甑形土器 口径   220
体部径 200
把手部径290

底部径 100
器高  195

平底の基底部より、胎土を滅

厚しながら内彎気味に立ちあ

がり、日辺部で僅かに外反す

る。口唇端面は円面、底部に

は 6個の孔が穿たれている。

把手は角形。

内外面ともにヨヨナデ調整。

底部の孔にはヘラ切 りがみら

れる。把手の直下に媒煙が付

着している。把手は貼付けで

ある。

焼成良好。胎

土密。

茶褐色。

l

甑形土器 口径  270
体部径 230
把手部径330

底部径 115
器高  178

50と 同様であるが、径が僅か

に大きい。

50と 同様である。把手に整形

の指圧痕を残している。

焼成良好。胎

七密。

黒褐色。

1

高芥脚部 脚基部径 32
脚裾部  82
現器高  65

脚基部より下外方向にのびた

のち脚裾部で屈曲して僅かに

のび、端面は円面をなす。

内面ナデ調整。外表面はタテ

方向のヘラ研磨である。脚裾

部に屈曲時の指圧痕が残る。

焼成良好。 1

高外脚部 脚基部径 30
脚裾部高 10
脚裾部径100

現器高  75

脚基部より下外方向にのび脚

裾部で大きく屈曲する。着地

部で胎厚がすばまり鋭い。

内外面ナデ調整である。脚基

部に詰めの粘土がある。

焼成良好。 1

高 不 の

基 部 片

脚基部径 30 外底部片で、中央に詰めの粘

上あり。

両面ナデ調整。 1
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SB06遺構の遺物 5

種  類 法  量cln 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

外

部底

高

基

現有径 145 外底部片で、中央部に穿孔が

ある。有段下部に 3条の沈線。

内外面ナデ調整である。 1

底 部 片 舌状部  55

日径   235
体部径 236

Nα56はネ底部片で扁平な底部

である。

両面ナデ調整 (底部内面にマ

キアグ痕あり)。

1

鉢形上器 片方に日をもつ土器である。 入念なナデ調整で、体部中央

位置に煤煙付着。

焼成良好。03
以下の胎上に

粒子。

1

石 器 1 現長径  55
厚味  05

全面を研磨した半扁平で先端

部欠失。

扁平な片面に快入がある。 砂岩。 l

砥  石 径

味

長

厚

90
30

三面を研磨面に使用 してい

る。

扁平な一面には 2段の研磨面

がみられ、研磨面は凹をもつ。

砂岩質。 1

石包丁? 長径  ■ 5

短径   50
長径な一面内中央部に稜をも

つ。両面ともに蒙」離面をもつ。

使用痕はみられない。 頁岩質。 l

石 器 2 長径  90
短径   31

長楕円形で、しかも扁平な石

器。

扁平な石材の周辺部は磨製で

ある。

緑泥片岩。 1

作業石 1 長径   95 共に球形の石材を使用。Nα43

では 1面がやや肥大し、 2ケ
所に使用痕が残る。

全面 よく研磨 している。 砂岩。 2

長径   80

作業石 2 径

径

長

短

74
40

不整形の石材であるが、 5面
に使用痕がある。

使用痕が何れも凹面なU字状

をなすところから木質部の柄

を加工 した ものと推定 され

る。

軽石。 l

折 して脚端面は稜をなす。48、 53で は脚端部は円面で、脚裾高がみられる外折 となっている。

甑形土器は 49～ 51の 3個体が検出された。甑形土器の把手は 50、 51で は貼 り付けによる

把手であ り、49は嵌め込みによる把手 となっている。SB06に て検出された甑の底部は図示す

るような、中央部に円孔を穿った後、円孔の周囲に 5個楕円形の孔を穿ってお り、旗立 B区

の SB05で検出された甑形土器 とことなっている。

鉢形土器 57は鉢の口縁部に、図に示す突出部があ り、片口形土器 とみ られるものである底

部は欠損 して不明であるが、丸底部が推測される。土器表面の中央部 より下方部に煤煙が付

着 していることから煮沸用に使用された土器であろう。

石器は 6点検出されている。作業石や砥石があるが中でも SB05の遺物 と同様に、軽石を作

業石にした 64の 遺物がある。60は石包丁の未完成品であろ う。
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第32図 SB06遺物実測図①
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第34図 SB06遺物実沢1図 ③

V 旗立地区における小考
まずA区においては、竪穴式住居を 3基検出したが、 3基共に梅雨期 と田植期 とが重複 し

て、調査途中で放棄せざるを得ない状況 とな り、その上に耕作機械の出入通路 として使用さ

れたこともあ り、遺構そのものの破損が大きく、結果的には調査不能 となり放棄 した遺構で

ある。だが SB01は方形の住居であ り、しかも入 口部に造 り出し部をもつものであった。住居

の主軸方向は北 15度西にとり、床面は地山面を平坦に削平し調整 して利用 していた。SB02

及び SB03は ともに、水田の法面に接 してお り、遺構の 1辺 を僅かに確認するにとどまった

が、住居跡の平面形態は共に方形プランと推察された。

A区での 3基は何れも方形プランによる住居跡であ り、しかも SB01で は器台形土器 とナ

イフ形の石器 (磨製)を検出してお り、SB02で は土師器 と共伴 して須恵器の有蓋杯を出土 し

ている。SB03で は須恵器は現時点では検出で きなかったが、出土する土師器はまった く

SB02の 遺物 と形態を共にするものであった。住居跡 3基は共に時期を同じくする遺構であ

ると推察 される。住居跡の南方 (直線距離)5m地 点に 1基 と、SB01の南方 2m付近に 1基

の泉があ り、内 1基 (SB01南方 2m)は発掘外区であ り、現在 も僅かに湧水がある。調査対
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第35図  SB06遺 構実測図

象地内の 1基は湧水もなく、本文中に記述するごとく、洪積層の粘土を基盤 とするぬるめ遺

構 として早 くより活用 していたものと推測されるが、検出された文化的遺物 もなく、確実な

時代的把握はできなかった。だが図に示す ように、機能的には水田の水温を高めるためのぬ

るめ遺構であろ う。因に当遺構よりの灌漑水域は南面に広がる水田地帯であ り、 1日 の内半

日は日陰になる水田地帯への灌漑地域でもあ り、当遺構の機能 としてのぬるめの意義は大 き

い。

B区の遺構は、竪穴式住居跡 5基 (内 1基は無柱穴遺構)と 掘立柱建物遺構 6棟 と土羨状

L巨 工 =E===L=======ヒ ==コ E==Ja
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還構 3基に濤状遺構 4条であ り、さらには、A区 とB区の境界線付近に広がる掌大の集石遺

構であった。

この地区で特に注意を引いたものに 5つ の遺構特色がある。その 1つ は SB02の遺構であ

る。本文に記述するごとく、遺構内に柱穴はな く覆屋根を有する遺構であろ う。その 2は

SB02における炉跡よりの桃の種子を出土 した ことである。その 3は、SB04と SB05の住居

跡の炉跡周辺部の出土遺物の様相についてである。その 4は掘立柱建物遺構の集中度合であ

り、その 5は 4条の濤状遺構の機能的な役割であろ う。

小考では特に 5つの遺構特色の内、3～ 5について記述することとしたい。いま SB04に て

出土 した砥石は図版においても示すごとく、粥らかにピット状の遺構内にて出土したもので

あ り、 ピットは床面は傾斜 してお り、最下部は円形の小ピットとなり完掘後翌朝には湧水が

あ り、砥石による器 /2」研磨には最良の条件にあることが判明した。また SB05遺構では、炉跡

の付近に SB04同様に小ピットが穿たれてお り、その 1つ は浅 くやや広 口であった。このピッ

トには数枚の皿及び杯形土器 (什器)が埋納 されていた。粥らかに使用当時は、上部を木蓋

で被覆 していたものと推察される。いま 1つ のピットは什器埋納のピット位置 とは対角線上

の位置に、上部は小径で、中部以下がややフラスコ状にか くらむ小ピットがあ り、深度 も深

く、しかも完掘の翌朝には SB04の ピット同様に湧水がピット中部位置にあったことである。

因にピット内の埋土は、中部位置は通常のピット同様の黒褐色上であったが、中部上層部で

は炭化面を有する植物遺体 (割木、径 2× 2、 全長 10 Cmが 最大)の外に炭が多量に出土 し

た。炭は下部に至るにつれ細片化 されしかも少量化 し、ついには灰褐色の粘性土 とな り、最

下部は砂礫層に至る。ピットの深度は床面より移植 ゴテと腕の長さであった。(同 ピット内で

軽石の出上があった。)

以上 2つのピットの機能面での役割は明白である。 1つのピットは食器収蔵庫 としての機

能をもち、いま 1つ は残 り火の薪の消火をはたす機能を有 していたとみ られる。当地では以

上のような機能的なピットを配置する炉跡は 1例にすぎない。

掘立柱建物遺構は当地区では特に集中した片寄 りがみ られ、竪穴式住居跡 SB05周辺に集

中 している (図第 16図 )こ れらの内 SB2と 6と は棟方向及び建物の間隔からみて同一時期

に建立 していた建物 と推察される。SB 5は明らかに棟方向が異なり、しかもSB2と 6と 重

複する遺構であるが、建物の柱間等から推察 して SB 2と 6にやや先行する時期 と推察 され

る。

また SB 3と 4においても掘立柱建物は重複 してお り、時期的に差があるものと推測 され、

しかも時期的には SB3が、SB 4に先行する掘立柱建物 と思われる。これら掘立柱建物の時

期的な推移を求める時、SB5掘立柱遺構が最 も古 く(早 く)つ いで SB2と SB6の掘立柱建

物遺構の併立時期があ り、続いて SB 3の掘立柱建物遺構へ発展 し、最後に SB4の掘立柱建

/7o遺構へ と移行したものと推定 される。いま SB01と SB05の 竪穴式住居跡の中位に建立す
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る掘立柱建物遺構 SB lは、SB4と 同時期かやや先行する時期 と推考する。

最後に濤遺構はB区の竪穴式住居跡 eB01～ SB05の廃絶後に開濤された可能性が大 きい。

その根拠はそれぞれの遺構を断ち切る形で貫流 しているか、SB04の状態では家屋に導水を

する形にあることからも推察されよう。

では濤遺構 と掘立柱建物遺構 との関係はといえば、SB5の時期には SD 3の 濤が活用 され

SB2と SB 6の時期に SD lゃ SD2、 SD 3が活用 されていたのではと地形的に類推 される

が、SB3.4や SB lの 時期には廃絶 され、遺構西方 10～ 14m地点に移行したものと旗立地

区全測図や、発掘予定地の図印位置の発掘調査において把握した濤遺構へと発展解消した可

能性がみられる。濤遺構それ自体の築濤年次は SD 3が最も古 く、以下の 3条は相前後する

か、同時期と推定される。内でも須恵器片を出土した SB 2と 3では明らかに、SD 3の 遺物

が先行する時期の須恵器を包含していたことは実粥である。

C区で検出された遺構は、竪穴式住居跡 7基 と覆屋的遺構 1基、土羨状遺構 1基、濤遺構

3条であった。竪穴式住居跡の内 SB01と SB04及び SB05は 共に遺構を切 り合 うトリブル

な遺構の構築が考えられ、さらに SB04遺構の中央部には SK lの 上療状遺構が切 り込まれ

ている。また SB06.07遺構の外に覆屋状の遺構が連結して構築されている。構築の壁面位置

から推察すれば SB06に連結する遺構 と推定される。いずれにしろ、C区 における竪穴式住居

跡は、いずれも時期的な大差を有する遺物は少なく、住居の平面規模による変化は著しく相

進するところから、SB04は SB03.o5の 発達した改造家屋と考えられ、また SB06.07.08

遺構では SB07遺構が発展的に改造され SB06と なり、SB08は SB06に付随する覆屋的収蔵

遺構 と考えられる。

また濤遺構においては、 3条は何れも北から南面方向に貫流する濤遺構であり、それぞれ

に竪穴式住居遺構を縦断する形をとり、北端部は東方に流路を変更していることからも、明

らかにB地区同様竪穴式住居廃絶後に濤遺構の構築がなされたものと推察される。

Ⅵ 星ノ岡追跡北下 A区の概況

】ヒ下A区は大きく北方向に斜面をなす地形である。発掘面積は7× 1l m範囲である。検出

された遺構は竪穴式住居 (SB01～ SB04)4棟 と掘立柱建物 (SBl)1棟 と土猿状遺構 (SK)3

基である。

A区の地層は 3層 からなっている。第 1層 tよ耕作上のA層 27 Cmの 層厚、第 2層 は鉄分の

多い茶褐色土の苦土層 5～ 7Cm層厚で、北に下がるに従い層は肥厚していた。第 3層 は黄褐

色の洪積層の地山で、粘土層が lm層厚を有する地域である。

遺構は苦土層の下部にて検出された。この苦土層内に弥生式土器の細片を含み、若千南面

に含有量が多く、北面では減少する傾向にあった。
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さらにA地区の内の上羨状遺構やSB03分遺構面では特に耕作とが深まつ45icmと―なり

苦土層も ■ヽ20iCmと 厚くなる.。

特に当地区はIB区との1比高も高く熱日化の最 1ヽ運れて実施さ―れた地―区である。北1面する旗

立地区とは、療立AI区に地繕がみら―れ.この地濤にはかつては数基の湯本源があったる現在

は2!基の1泉 と井戸が.2基あつ、星つ団疲嫉 山地鉤 源として活動してヽ |ヽ る。B
区は基の岡独立丘陵妍七爾にあり、かつては日1損の地域であっ|た .。 B区は戦前にすでに本日

化.され、またA産の西面に隣接する地域 地ヽ高は低く、B区まり屯―早(開発をみた地域で、
この地に導水される用水のぬる.め遺構として第9図がある.。 AI区は背の「部分にあた,B区は

その鞍部にあたる。
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第360 星オ岡遺跡すじ下地区発掘位置図
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北下地区A区の遺構と遺物の状況

第37図 耳ヒ下A区遺構全測図
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1 竪 穴 式住 居 跡遺 構 と遺 物

(1)1号 竪穴式住居跡 SB01の遺構図 (38) 図版第 75図

SB01の遺構は、4本の主柱よりなる竪穴式住居跡である。住居の平面プランは一辺 5mと

5.2mのやや方形の隅丸である。住居の主軸は磁北に対して東に 70度ふれている。床面では

方形の隅丸であるが、主柱の心心間距離は長方形の配置がみられ、Plと P2間 とP3と P4は

180 Cm間 隔である。これに対して P2と P3では 250 Cm、 Plと P4では 240 Cmと ゃや狭まり

がみられた。住居の南壁面の中央部から、西壁面を回り北壁面中央部には壁面に接した周濤

第38図  SB01遺 構実測図
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が検出された。床面はやや北に傾斜 し造 りだされている。東壁面中央部 と南壁面中央部に、

1な いし 2の上疾状遺構が検出されたが、内部からの遺物はみられなかった。

屋内での出土遺物は主に日常什器に使用 された とみられる土師器片を中心 とするものであ

るが、住居の東南隅で検出された No.20は須恵器の紐であった。

さらに住居跡内での炉跡 と推定 される焼土や炭化遺物は検出することができなかった。

SB01へ の入口は北面からが想定 される。入 田部の推定は、周構の排水だめが北壁面の中央部

にみられることに帰一する。

SB01の 出土遺物出土状況   地山面 0レベル (空 rlは 細片遺物)(単位 :cm)

遺 物 番 号 1 2 5 6 7

深 度 16 5 13.5 17.5 17.5 17 5

遺 物 の 器 種 須恵器片 把   手 底   部 須恵器片 lTh脚 部

遺 物 番 号 8

深 度 17 5 19.5 18.5 15 5 18.5 10.5 13.5

遺 物 の 器 種 石 包 丁 lTh脚 部 底   部
能
杯

可一死復
の

郭 の脚部 把   手

遺 物 番 号

深 度 13.5 14.5 19.5 22.2 24 5

遺 物 の 器 種 鎌 ユ
器

チ
　
・

二、ヽ

ア
器
片

恵須
終 須恵器片

第39図  SB01

鬱 バ

'K5レ
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(2)2号 竪穴式住居跡 SB02 図版第 76図

SB02は SB91の北方約 4mの位置で検出された。SB02は遺構の一部でありその規模は明

確ではないが、主柱とみられる Plと P2か らして 4mの隅丸方形か、 4mx5m前 後の隅丸

長方形の竪穴式住居跡と類推される。B～ Br断面での凹みは焼けており炉跡と推定される遺

構である。遺構内で検出された遺物は土師器片 2点が床面より出土している。

SB01と SB02と の地山面に数個の柱穴が検出されているが、どのような遺構に発展する

第40図 SB02遺 構実測図

″
″

M
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ものか不明である。

(3)SB01の 遺/2J 遺物実測図 第 39図

SB01の遺物は数量的には少なく、さらに完形品としては、石器 と鉄器の 2点であった。両

器はともに床面には り付 く状況で出上した。鉄器については、検出時は鉄片として取 り扱わ

れていたもので、後 日の遺物整理で判粥した遺物である。SB02の屋内より、粗製の石包丁 と

鉄製の平鎌を出土 してお り、特に注意すべき遺物である。

その他の遺物は土器であるが、実測図 1の 土器は須恵器の甕である。他の須恵器はいずれ

も深度も浅 く後 日に転入 した遺物 として、SB01に共伴する遺物 としては割愛 したが、No.1

のみは深度 16.5Cmと 割合に深 く、異質であるが共伴することのできる遺物 として取 り上げ

たい。前述の鉄器 と符合す る時期 とみられるからである。

(4)竪 穴式住居跡 (SB03)

SB03遺構は発掘区の南法面に遺構の一部を検出したが、柱穴その他精査は不可能な遺構

で詳細は不明だが掘方からみて方形 もしくは長方形の竪穴式住居が推定 される。東壁は磁北

と一致する。

(5)竪 穴式住居跡 (SB04)

SB04遺構は、土壊状遺構 SK2～ 4と 重複 し、さらに SB lの 掘立柱建 7/2遺構 とも重複 した

遺構である。遺構の規模は一辺 5mの方形で磁北に対 して西 40度 の主軸をなす。主柱は 4本

で内 1本は SK-2の ため削除されている。主柱の心心間は 250× 230 Cmの 位置にあ り僅か

に長方形をなす。遺構の中心部にあるSK-4の 位置に炉址が推定されるが、SK-4の 遺構

とSB lの 柱穴のために詳細は不明である。

(6)土 疲状遺構

土壊状遺構 SK-1は 長径 1.5m、 短径 lm、 深さ 15cmo SK-2は 長径 3m、 短径最大

2.lm、 深さ 10 Cmの 楕円形のU字状の掘 り込みである。SK-3は 方形で各辺 lmでぁるが、

一辺にはは り出し部があ り1.5mに いたる。掘 り込みは舟底形に掘削され、西壁面は垂直な

掘 り方 となっている。SK-4は SB04の炉址 とSBlの 柱穴 との重複 した遺構であ り円形を

なす。掘方の法量は 17mの やや不規則な多角形をなす円形である。
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北下A tt SB01の 遺物

種  類
き助
熙o

」■
肇堤

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

須 恵 器

(上腹部 )

肩  部

1 4

5

顕部径 203
体部径 340
現器高  97

胴張 りのなだらかな、球形の

腹部が想定される。器厚はや

や均整がとれ優美である。

顕部から胴部にかけて、平行

叩きしめ文があり、横に走行

するカキロがある。内部は入

念に叩き目を消している。

胎土は精選さ

れ、焼成も良

好である。

青灰色。

1

須 恵 器

口 縁 部

2 髭夢 口
=こ

  193
頸部径 140
現器高  23

垂直にのびた顕部より大きく

外反して口縁部を作る。口唇

端面には有段の凹線がある。

頸部上部で急に外反する。ロ

縁部中央に僅かに外方への摩

くらみがある。器面は内外と

もにナデ調整である。

胎土は精選さ

れ、焼成も良

好である。

茶褐色。

l

高 不 形

土  器

脚  部

脚部径  45
器高  07
脚端部径

110

脚裾部高 05

脚部中央部にわずかになくら

みがある。脚下部で外方に曲

折する脚裾部で、端面は丸く

納めている。

脚柱の内面にしばり目がみら

れる。脚裾部はヘラ切 り整形

がみられる。器表面は全面ナ

デ調整であるが、脚裾部に指

圧痕がみられる。

胎土は精選さ

れ密である。

1

高 芥 形

土  器

脚  部

4 脚部径  30
器高  65
脚端部径■ 5

脚裾部高 05

脚部下方向に開きながら下が

り、脚裾部で大きく曲折する。

脚裾部レンズ状に内彎する。

脚柱は縦方向のヘラ研磨が施

されている。脚裾部はナデ整

形である。脚内部は形抜きで

ある。

胎土は精選さ

れ て密 で あ

る。

l

高 芥 形

土  器

脚  部

5 7 不底部  20
現器高  50

外底部より下方向に大きく開

く。

内外面ともにナデ整形。 胎土は精選 さ

れ て 密 で あ

る。

l

立形土器

底  部

6 2 底部径  58
底部厚  13
現器高  68

平底の基底部より上外方向に

のびる。

肥厚な底部より減厚しながら

体部へと発展する。器表面に

櫛描きによる整形。

胎上に若子の

粒子を合む。

l

壺形土器

底  部

7 底部径  60
底部厚  14
現器高  42

高台状の底部で基底部僅かに

直立する。底部内面凹凸があ

る。

高台は肥厚な平底底部のつま

み出しである。底部内面は指

頭による整形圧痕を残す。指

ナデ上を荒く櫛整形。

肥厚な底部で

粒子を含む。

焼成良。

1

壷形土器

底  部

8 11 底部径  50
底部厚  12
現器高  70

平底の底中央部が僅かに凹面

する。基底部より上外方向に

均衡な胎土でのびる。

底部は僅かなつまみ出し高台

である。内部は入念なナデ整

形で、表面は縦方向に上より

下部へのヘラ状工具で成形。

胎土に若千の

粒子を合む。

焼成良。

茶掘色。

1

芝形土器

底  部

9 3 底部径

底部厚

現器高

12

平底の底部で基底部より上外

方向にのびる。

内面をヘラエ具で成形。器表

面は櫛状工具で成形。

胎土は若干粒

子をもつ。

茶褐色、焼成

良好。

1

不形土器

口 縁 部

2 口径  120
体部径 120
現器高  40
器厚  03

内彎する体部が上部で僅かに

すばまり、外方に短く曲折し

て口縁部をつくる。日縁部内

面は斜面をなす。

均衡な器厚で薄手である。器

面は内外面ともに横ナデ整形

である。

胎土は精選さ

れ密である。

茶褐色、焼成

良好。

l

甑形土器

把  手

11

12

長径  55
短径  45
接合部  03

三角むすび状の把手で観体部

へ嵌め込み式の把手。

粘土塊を握 りしめによる整形

である。

茶褐色、焼成

やや軟。

2

甑形土器

把  手

2 長径  80
短径  26
接合部  06

円柱状に指圧整形である。把

手は甑体部へ嵌め込み式であ

る。

粘土塊を握りしめによる整形

である。

茶褐色、焼成

やや軟。

1
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形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴

器幅は先端に向かい細まり、

刃部に向かい内彎する。

内彎する刃部は片刃である。

接合部は中茎でなく、曲折し

て中茎としている。

錬鉄である。

長径   87
短径   41
厚   09

片面は象」離面をなす。片面に

は 2稜 3面による票」離面があ

る。

長行の両端面に小象J離でもっ

て狭入させている。

石質は緑泥片

岩系である。

第41図  SB02遺 物実測図

′

(7)SB01の 遺物の様相

第 39図 の 1は須恵器で、SB01遺構の西壁の周濤内より検出された遺物である。頸部から

体部にかけて叩き目が縦方向にみえ、叩きしめの後で頸部から体部にかけてカキロ調整があ

り、内壁面の叩き目は入念に撫でにより消されている。また SB01遺構の東南隅の前方約 90

cm位置の地山面にて検出されたコップ状の上器 (径)がある。遺物は福音寺竹の下にて検出

された (第 21図 の 8)に類似するもので、体部に 2条の稜を作 り出し上段の稜 と下段の稜に

把手が一方に貼 り付けられている。把手は第 21図 の 7に見るような断面長方形ではなく、当

遺物の把手は断面は円形を呈 している。

壷形土器 としては、平底の底部片 4個体が検出された 6～ 9は それぞれに異なる土器の整

形痕が認められた。 6は器表面は斜行する櫛 目整形で、内面は入念なナデ調整が施され、 7
では底部の基底部をつまみ出して高台状の底部を作る一方、内壁面の底部付近は指頭による

粗雑なナデ上げがみられ、その凹凸調整を櫛状工具で整形 している。 8は、内壁面は入念な

横ナデ整形であるが、外表面はヘラ状工具による縦状の整形がみられ、つまみ出された高台

状基底部は入念なる横ナデ調整が施されている。 9は外表面は縦条に櫛状工具による整形が

施されているが、内表面は箆状工具による基底部位置 よりの整形 となっている。

高郭形上器は脚部のみの出土であ り、詳細を知るすべもないが、 3にみ られる脚柱部の横

ナデ整形に対して、 4の脚部はヘラ状工具による縦方向の整形である。脚部整形の過程では

共に枠形を使用 した形跡は認められない。両器物は共に脚柱部を優美に整形するという共通

した概念が認められるが、脚裾部における形態はやや異なる形態が認められる。 4は脚裾部

で大きく曲折し上方端面にレンズ状の凸状を呈 し、内面にはこれに呼応 して凹レンズ状の脚

裾高がみられる。 これに対 して 3は脚裾部で大 きく外曲折 した後凸 レンズ状の上方端面は、

u

―- 214 -―



脚裾端面をヘラ状工具による端面切断により、ほとんどその凹状レンズ状の脚裾高を認めさ

せない。

甑形上器の把手は破数の 3個を検出しているが、本器片は確認できなかった。把手の内 11

には明らかに貼 り付け把手であると確認されるが、13の 遺物は嵌め込み手法による把手であ

る。

石器遺物として 15の 石包丁がある。石包丁としては未完成品としての様相を呈するが、本

遺物は完形品と認められる。長方形の両端面には粗雑な快入がみられ、工具の片面は大崇J離

面であり、今一面には長径の周辺部に少崇J離があり、しかも刃部は入念な研磨が認められる

もので石包丁としての機能は十分に効果があり、しかも製作工程の簡略化は当然である。

鉄器に 14の 平鎌がある。平鎌の規模的な条件も種々論争されている遺物であるが、この遺

物の他に福音寺筋違B区出上の遺物 と、松山市東石井小学校校庭内での遺構に共伴した小型

の平鎌があり、かつての松前町出作祭祀遺跡の出土遺物と合わせ今後の調査の指標としたい。

(8)5B02の遺物の様相

SB02の遺物についてはわずかに 3点の遺物 しかなく、様相を論述する限 りでないが、た

だ 3点 とはいえ、 1の 口縁部の曲折は古墳時代初頭にみられる土師器の一般的な土器の口縁

部の形態を求めることの可能な土器口縁部である。 2、 3は底部であるが、 3は董形底部と

推察されるもので、内外表面はクン状工具による整形であるが、内壁面での整形は入念で縦

状に櫛状工具による整形の後に横方向に入念なる櫛状工具による整形痕が認められる。 2は

尖底の上器でしかも小型の土器底部といえる。これらに一連する小型の土器は製塩に関係を

有する土器とも推察されるものである。
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(9)3号 竪穴式住居跡 SB03 図 (43) 図版第 76図

SB03は SB01の 南面 3mの位置にて検出された。SB03は道路予定地の境界線上に一部を

露出し、大半の遺構は予定地外にある。そのため検出された遺構は、竪穴式住居の一隅のみ

であ り、方形か長方形の住居跡かは不明である。北壁面中央部に長径 lm、 短径 50 Cmの 炉

跡が検出されている。炉跡周辺部での上器の出土も多い。

第42図  SB03遺 物実測図

M

SB03の 遺物

種  類 号
一器

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

豆形土器

日 縁 部

1 13

14

口径  140
有段部径200

現器高  60

複合口縁の日辺部で、口縁の

有段部より大きく内傾したの

ち、上に立ちあがり、日唇上

端面は心持ち凸面をなし内傾

する。

輪積手法で、日縁部は複合す

る。その複合口縁である内面

は櫛状工具による横描き、器

表はナデ調整である。接合部

ヤこ拒0目 。

焼成良好。粗

粒子を僅かに

含む。ヘラ描

き文がある。

1

高 杯 形

土  器

脚  部

2 2 脚裾部径 38
脚下部径122

脚高  52

朝顔状に杯底部より下方に大

きく開き、脚裾部端面をヘラ

切りしている。

両面を入念にナデ仕上げを施

す。

胎土精選し、

粒子なし。焼

成良好。赤褐

色。

l

高 芥 形

土  器

脚  部

3 6 脚上部径 43
脚裾部  80
現器高  77

不底部より下外方向にのびた

のち、脚裾部で大きく曲折す

る。

芥底部との接合部を指頭でナ

デ付けしている。着地部はみ

られないが大きく曲折する。

内外面はナデ調整 されてい

る。

胎土精選し、

粒子なし。焼

成良好。赤褐

色。

ユ

高 芥 形

土  器

脚  部

4 7 不底部  36
脚下部径■ 0

脚裾部高075

不底部より下外方向にのびた

のち、脚裾部で大きく曲折す

るが、着地部は水平である。

脚裾端面の着地面をヘラ切 り

している。脚表面はヘラ研磨

され、脚裾端上面に指頭痕が

残る。

胎土は精選 さ

れている。焼

成 もよくやや

茶褐色。

1
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(10)SB03の遺物の様相

遺構の検出が一部分であ り全体を理解することは不可能である。検出された遺物は、複合

口縁の口辺部片と3器の高不形土器の脚部である。

1は漏斗状に開 く口縁部に接合 した朝顔形に開 く口辺部であろ う。当地では釜の口 1～ 5

遺跡をはじめ、津田鳥越 1・ 2遺跡、安城寺三光遺跡、祝谷四遺跡や中村遺跡、来住遺跡、

朝美町遺跡等々から出土する遺物 と共通する壺形土器の口縁部である。

2～ 4は高界の脚部であるが、 3脚部はともに異なった成形過程をたどる脚部である。 2

は脚基部より朝顔形 (ラ ッパ状)に開き、脚中央部にわずかにかくらみを保ち、裾部端面は

箆切 りによる傾斜平面を作 り、内外面共に撫調整で仕上げる。 3は、 2と 異なる。まず外部

との接合のために指頭による撫付け痕が脚基部に明瞭に残る。また脚裾部で曲折し脚裾高は

0.5 Crn以 下と推測される。内外面共に撫調整であるが、内面にはにぶい稜を認める。4は杯部の

象」離が明瞭で、接合時の接着部のみ箆痕がみられない。脚裾高は0。 75 Cmと 高く、接地面は箆工

具による整形がなされている。脚裾端上面に残る指頭痕からして、大きく内彎した脚裾部で

あったと推測され、箆切 り以前の脚裾高は l cmを越える数値が求められる。以上土器からみ

て 4世紀末ころか 5世紀初頭の遺物 としたい。

(11)4号竪穴式住居跡 SB04 図 (43) 図版 (77)

SB04は SB01の東方 5.5m位置で検出された遺構で、SB03と は僅かに 2mの距離にあ

る。遺構の規模は一辺 5mの隅丸方形の竪穴式住居跡である。住居は主柱 4本の与助屋根に

よるものと推定されるが、後の土壊状遺構により主柱の内 1つは不明である。さらに竪穴遺

構内に、後続の高床式建物の柱穴が穿たれており、遺構は トリプル状態にある。

主柱の心心間距離は東西の 230 Cmと 南北 250 Cmが 求められよう。住居の主軸方向は北側

の西柱位置で北 35度東を指向している。床面では南壁面に僅かに周濤を検出しているが、そ

の外西及び東側、また北側の壁面には周濤は検出していない。炉跡は西側の主柱中央部に直

径 120 Cm、 短径 100 Cmの 長方形に掘 り込みが検出され、しかも威化 と焼土化が激しい。特

に周辺部の住居跡にて検出された炉跡遺構に比べて深 く長大である。
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第43図  SB03、 SB04遺 構実測図
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2 掘立柱建物遺構 と土城状遺構

(1)1号掘立柱建物遺構 SBl 図 (44)

SB04と 重複して検出された SB l遺構は、栗間 2間の全長 4m(2+2)と 桁行間は、現

2間の全長 3m(1.5+1.5)の 等間が検出された。実測図に示す破線位置に、少なくとも南

側の梁間 2間が求められよう。柱位置の掘 り方は大きくしかも不揃いである。また何れの柱

穴にも黒色土が充填され、粘土によるつき固め等はみられなかった。柱穴 Pllと P12か らみて

高床式建物が考えられる。さらに各柱穴の深度を耕作地表面の数値から求めると上表の復元

数値が示すごとくP2～P8の柱穴深度の不揃いが目立つ。中でもP8は別と見てP4と P6の 角

柱は深く、その他の棟持柱や平柱は浅く柱穴が穿たれている。高床式建物棟への入口部は、

P13・ P14の柱穴が切妻入口として推定されるが、梁間の柱位置からの距離は 3.5mが算出さ

れ、建物棟への入 口としては長す ぎ一考される位置といえよう。いま一つ桁行西側に検出

された P15は平屋入口として考えられる。平柱位置からの距離は 1.7m内 外とみられ最も妥

当な数値といえるが (P16イよ未調査区で推定位置)、 やや勾配は強 く47度前後となる。

(2)土娠状遺構とその他

土壊状遺構はA区で 2基 とB区で 3基あり、濤状遺構はB区で 2条が確認され、その他に

土娠墓 1基がある。さらに近世の耕地改良工事としての暗渠排水工事の遺構が検出された。

(3)土娠状遺構 SK l・ 2(図～45・ 46)

SKlは SB04の 西で検出された遺構である。土羨内には黒色上の外に下部層序に灰層がみ

られたが、土器その他の遺物は検出されていない。土羨状遺構の規模は、長径 230 Cmで裾が

広がる訳箪状の上羨である。深度は裾部に向かって順次浅 くなっている。

SK2は SB04の 遺構と重複しており、SKlょ りさらに瓢箪状をなす遺構である。図(46)

に示すピットは、SB lの角柱と重複している。遺構は素掘 りの上羨状遺構で、土壊内での遺

物は検出されなかった。

柱 穴 番 号 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P ll P12 P13 P14 P15

柱穴の深度 97 2 77 7 103 7 65.2 66 2
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SK2の 出土遺物

種  類
�

ｏ

判

Ｎ
‐‐十
滞 法  畳cn 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

形

片器

？

鉢

土

1 3層 日径  240
器高  100

直立する体部は僅かに外反し

て日唇部をつくる。日唇端面

は内に傾斜する。

内面はヨコ方向にヘラ削り調

整を、外表面の日辺部はヨコ

ナデ調整で下部はタテ方向の

ヘラ肖Jり 調整である。

焼成良好。胎

土 は密 で あ

る。

1

高 芥 形

土  器

脚  部

2 表

採

脚基部径 45
現器高  78

脚基部の天丼部は水平で、し

かも肥厚である。脚基部より

下外方向に外反しながらのび

る。

内外面 ともにナデ調整であ

る。

焼成良好。胎

土に粒子を含

む。

l

底  部 3 トレ

ンテ

内

底部径  53
現器高  65

平底の基底部より上外方向に

のびている。

輸積手法で体部内面はクシ状

ヘラエ具による調整をおこな

い、器表面はタテ方向及び斜

方向に同じ工具による整形が

みられる。

焼成良好。胎

土に粒子を含

む。

l

壺形土器

底  部

4 底部径  50
現器高  70

平底の基底部より上外方向に

僅かに内彎気味にのびてい

る。

内面はヘラ削り整形、表面は

クシ状ヘラエ具で整形。

焼成良好。胎

上に粒子を合

む。

l

壺形土器

底  部

5 24

の

2

底部径  52
現器高  80

平底の基底部より上外方向に

減厚しながらのびる。

内面はヘラ研磨を施し、表面

はヘラ削 りによる整形であ

る。

焼成良好。胎

土に粒子を合

む。

l

豆形土器

底  部

6 底部径  65
器厚  25

平底の底部である。 平底の底部にさらに底部に粘

とを貼 り付けている。

焼成良好。胎

上に粒子を合

む。

l

豆形土器

底  部

7 2層 底部径  40
現器高  35

高台状の底部で肥厚な底部よ

り上外方向にのびる。高台状

の底部表面に4条の凹線をめ

ぐらす。

底部の端面をつまみ出し高台

状の底部をつくる。底部内外

面をナデ調整している。

焼成良好。胎

上に粒子を含

む。

1

芝形土器

底  部

8 3層 底部径  43
現器高  25

平底の基底部より直線状に上

外方向にのびる。平底の基底

部をつまみ高台状をなす。

肥厚な底部で、内面はナデ調

整、外表の基底部には指圧痕

が残る。

焼成良好。胎

土に粒子を合

む。

l

立形土器

底  部

9 底部径  55
現器高  20

平底の底部で基底部をつまみ

高台状をなす。

高台状の突起部を水平にヘラ

肖」りしている。

1

壺形土器

底  部

底部径  40
現器高  20

平底の基底部より上外方向に

のびる。

全面ナデ調整である。 焼成良好。胎

上に粒子を含

む。

1

立形土器

底  部

2層 底部径  15
現器高  25

僅かな平底の基底部より内彎

気味に上外方向にのびる。

全面ナデ調整である。 焼成良好。胎

土に粒子を含

む。

l

壷形土器

底  部

3層 底部径  40
現器高  25

肥厚な平底の底部より、上外

方向にのびる。

全面ナデ調整である。 焼成良好。胎

上に粒子を合

む。

l

カ マ ド片 日径

現器高  80
直立する胴を水平に外方に屈

曲させて口縁部をつくる。日

縁部は胴部にそって下がり耳

状の突起帯をつくり出してい

る。

内面はクシ状ヘラエ具で整

形、外表1面はナデ調整である。

焼成良好。胎

土に粒子を合

む。

l
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(4)掘 立柱建物遺構 (SBl)の小考

SB lの建物遺構は北下A区の全測図 37図 に示すものであり、遺構は発掘区の南法面にて

検出されたものである。遺構の一部は未発掘地で不明であるが仮に Pl o PiO・ P9を それぞれ

の柱穴位置 として推定した結果、架間 2間、桁行間 3間 の南北棟の高床式建物が推測される。

建物は磁北に対して東へ 45度を取る主軸をなしている。

柱間の間隔は梁間 2間の全長 4m、 桁行間 3間の全長 5.lmが算出される。このことは梁

間の柱間での心心間は2mの等間であり、桁行間 3間は 1.7mの柱間は等間が推定される。

このことから柱穴 P5と P101よ棟持柱が想定され、P12と Pllは共に高床を支える東柱の位

置となろう。P15と P16を高木の梯子位置での柱穴と見れば桁行の平柱と共に対応し、柱間と

の距離は 1.7m前後となる。P13と P14の柱穴を切妻入口の梯子位置とすれば、梁行間との距

離は 3.5mの 長梯子となる。

第47図  SK2土 器実測図

Ⅶ 北下 A区における小考

北下地区は星ノ岡の独立丘陵の北側の山麓地帯に広がる緩斜面を利用した集落遺構であ

る。星ノ岡丘陵の南側は小野川が西流している。北斜面の丘陵端部には、数個の泉が湧き、

旗立地区は南面に緩斜面をなしており、両地域間には鳥足状の水流が西流して小川を形成し、

やがて川付川に注 ぐ。
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調査はA.Bo C区 と3区画に分割して実施 したが、主な遺構はA区 とB区に集中してお

り、 C区 は近年まで繰 り返 し、熟田化を目ざし暗渠排水遺構が布設されてお り、かつての遺

構は検出されなかった。また検出された遺物もことごとく細片化 してお り計測不可能であっ

,こ 。

A区では、竪穴式住居跡 4基 と掘立柱建物遺構 1棟を検出し、その外に土疾状遺構 3基が

検出されている。竪穴式住居跡の内 SB02と SB03は 完掘 されず、遺構の一部を確認 したにす

ぎない。また SB01の遺構においても、A区の大部分が戦後に地下げ工事を施 し、かつての畑

地 より水田へ と地 目変更を行ってお り、このため地山を掘 り込んでの住居の壁面は削平され

て、僅かに 5～ 3Cmの床面を残すのみであった。以上の状態での調査のため遺構 自体は残欠

部の調査に終始したが、出土遺物の内床面より検出した小型の平鎌をはじめ土師器 (高外、

外、壷形土器片)と 、屋外の地山面 より須恵器の処 (破損品)を検出した。

特に小型の平鎌については、その後発掘調査を実施 した伊予市の出作遺跡 (農業祭祀遺跡 )

にて出土 した平鎌 と類似する遺物 として高 く評価 されよう。さらに同様器種の遺物は、松山

市越智町 (石井東小学校遺跡)の住居跡でも検出されている遺物である。さらに石井東小学

校遺跡では、小型の鋤先も共伴 してお り、今後の大いなる研究課題 とされよう。

A区における今一つの特記事項に値するものに、掘立柱建物遺構がある。遺構は完掘され

てはいないが、調査 (ボ ー リング調査)により、破線で示す位置に柱穴遺構が想定 された。

建物の規模は、梁間、桁行間はともに 2間の方形である。建物の柱穴にみられる掘 り込みも

深 く東柱 も検出されたことにより、高木式建物 と推定 される。 しかも西面に穿たれた 2個の

柱穴は本文中で記述するごとく高床式建物への階段 と推測 している。本遺構 と同様の入口部

と推定 される位置に 2個の柱穴を有するものが、北久米遺跡の常堰 B地区にも検出されてお

り類似す る遺構 として興味がもたれる。

Ⅷ  北下 B[丞の羽兇渉已(発掘位置図1図、2図 )

北下 B区は、道路予定地中心杭 No.49～ 52の間を指 し、北下地区発掘位置図に示す範囲で

ある。全般的な地形 としては、南面に星 ノ岡独立丘陵があ り、その北山麓地帯で、全般的に

南高北低で、しかも予定地の北方 10m位置には、かつては湧水地帯 として衆知の地域がある。

現在は 1基のポンプアップの潅漑用井戸がある。古 くは湧水が多 く、しかも日陰地帯 として、

農業用地 としては遅れた地域 と推測 される。 しかも湧水位が高 く水田地域 としては、大変な

努力を必要 とした地域 と、発掘の結果で立証することができた。地味はあ りながら、比較的

に水温 と湧水による地下水位の上位は、稲作には不適で、しかも根 ころびを生 じる致命的な

農耕上の障害があったと推測される。 これに対応 してか、当地域で検出された暗渠排水遺構

をはじめ、ぬるめ遺構には特に注 目したい。

ぬるめ遺構は道路予定地図 53～ 55地区 (北下 C区)で検出された遺構である。
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遺構各名称においては、A地区に継続地域であるため、一連巻号を付して呼称する。

北下B区で検出された遺構と遺物出土状況

北下B区における遺構は、竪穴式住居跡 4基 と掘立柱建物 3棟の外に土壊状遺構及び土猿

墓 1基を検出した。その外に耕地の排水を求めた暗渠排水施設が検出されたが、この施設に

ついてはごく最近のものであるとの古老の話である。対象地域は国道 11号松山東道路予定地

の中心杭 No.48～ 50の間である。

第49図  SB01Ⅲ  SBl遺 構実測図
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第50図  SB01遺 構実測図と遺物出土状況図
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竪穴式住居跡遺構 と掘立柱建物遺構

(1)1号竪穴式住居 図 (49)

1号竪穴式住居跡 SB01は 、 1号掘立柱建物 SB lと 接近しており、図 (49)に 示すもので

ある。住居の平面プランは、南北 4.lm、 東西 3.5mの 14.35m2で ぁる。主柱は 4本で柱間

の心心間距離は 15mでぁるが、A～ A′ 断面位置での柱間のみ 1.4mと lo cmの手狭 となっ

ている。平面規模が南北方向に長軸なため、主柱と壁面距離は、南北壁面間は 1.2mを保ち、

東西の壁面では lmの間隔となっている。炉跡は主体間の中央位置に破線で示す場所と西壁

面の中央部とに検出されたが、図 (50)で示すごとく遺物の出土状況では、西壁面の中央部

をはじめ両脇に集中してお り、とくに中央部での焼成を うけた粘土塊 と併出した甕形土器

No。 9と 甑形土器とはセットをなすものである。このことから推察して西壁面の中央位置に

カマ ドが造られていたものとみられる。住居への入口部は不明であるが、床面が北に僅かに

傾斜しており、しかも3方の壁面から推察して北面の東隅に設けたものと推察される。特に

SB01においては西壁面と北壁面にみられる杭穴状の小穴が検出されている。内でも断面図

C～ Cア に示す西壁面での小穴は、長尾 (タ ルキ)を切 り上げたとみられる切上桁による支柱列

とみるべきであろう。

SB01の 出土遺物 地 山面 を 0と して (単位 i cm)

遺 物 番 号 1 3 4 5 6 7

深 度 12 7 52

遺 物 の 器 種 霊 対 琢   脚 片 口   縁
縁
他の

日

そ 不   脚 片

遺 物 番 号 9 14

深 度 0 12 7

遺 物 の 器 種 笠 片 口   縁 lTh lTh  脚 曽ltす巴 ヨF 琢 B同    吉ト

遺 物 番 号

深 度 155 0 125 22 0

遺 物 の 器 種 幻 筑 片 ltr
と
石

器土
砥

砥   石 示

掘立柱建物 SB lは、SB01と 近接 してお り主軸方向は 45度西にかれた東西棟の建物であ

る。建物の平面プランは、梁間 1間 1.85m、 桁行間 2間 3.5mでぁる。桁行間の心心間距離

は 2mと 1.5mの 等間 となっている。
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北下 BSB01の遺物

種  類 No
土

弓

■
番 法  量cn 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

壷形土器 1 口径  195
頸部径 155
体部径 272
器高  250

球形の体部にくの字口縁をな

す。口縁部は短 く3段に屈曲

し、 2条のにがい稜をなす。

日唇端面は水平な平面、内側

に僅かに稜をなす。底部を僅

かに欠失、体部中位にスス付

着。

輪積手法で、胎部壁面に凹凸

がある。内壁面の上部にクシ

状ヘラエ具による整形で外表

面も同様である。日縁部は内

外面ともに回転ナデ調整であ

る。顕部に縫合痕を残す。

焼成良好、胎

上に粒子を含

まず。

茶褐色、表面

黒褐色。

1

壷形土器 2 18と

1

頸部径 125
器高  160
体部径 195

球形の体部のみで、日縁部を

欠損している。体部中位にス

スが付着している。

輪積手法で胎部内壁面に斜向

する指頭ナデ痕が残 り、壁面

に凹凸がある。外表面はクシ

状ヘラエ具による整形。

焼成良好、胎

上に粒子を合

まず。

l

靖形土器 3 17 口径  102
頸部径  76
体部径 155
器高  152

球形の体部に上外方向にのび

る口縁がつく。日縁部上端部

で僅かに屈曲し端面は円面で

ある。

輸積手法で、底部は肥厚する。

全面ナデ調整である。

焼成良好、胎

上に粒子を合

まず。

l

甕形土器

口  縁

4 日径   192
顕部径  92
現器高  45

くの字口縁で、口縁部中央部

にふくらみをもち、口唇端面

は水平で中央部に凹みがあ

る。

全面ナデ調整である。 l

甕形土器

口  縁

5 口径  170
頸部径 130
現器高  55

くの字口縁で僅かに外方にふ

くらみ、口唇端の内側に有段

をつくる。

日縁部は内外面ともにナデ調

整。顕部内面にヘラ削りがあ

り、体部外面は同心円状にク

シ状ヘラエ具による整形。

1

碗形土器 6 口径   98
顕部径  95
体部径 100
器高  57

九底の底部より内弯気味に上

外方向にのびたのちたちあが

り体部をつくり、僅かにすば

まり頸部をつくり、短 く外反

する口縁である。口唇端面は

円面である。

全面ナデ調整である。 1

高 杯 形

土  器

(器台形 )

7 12 口径   90
脚基部  29
脚裾部高 07
脚裾部径110

凹面する円板を脚部で支えた

器物で器台形土器。脚部は基

部より下外方向にのび、脚裾

部で大きく外方に屈折して、

脚裾端面は円面。

受部はナデ調整。脚部内面は

8角 形にヘラ切 り整形を施

し、脚裾部を 3段 にヨコ方向

にヘラ切 り、外表面はナデ調

整。

焼成良好、胎

土密。

赤褐色。

1

高 芥 形

土  器

(器台形 )

8 脚基部  27
脚裾部高 06
脚裾部径107

凹面の端部を欠損する。脚部

は下外方向にのび、脚裾部で

大きく屈折して、脚裾部は大

きくのび、端面は円面である。

受部及び脚部外表面はナデ調

整である。脚部内面上部は12

角形のヘラ切 り整形、脚裾部

はヨコ方向にヘラ切 りを 3段

に施す。

焼成良好、胎

土密。

赤褐色。

1

高 芥 形

土  器

9 口径  160
有段部径 97
脚基部  36
現器高  50

赤部の基底部で有段をなした

のち僅かに内弯気味に上外方

向にのび口唇端面はす るど

い。口縁部外面に 2条の凹線

をめぐらす。

杯部内外面は入念なヨコナデ

調整である。ネ底部に脚部の

接合指圧痕が付着する。

焼成良好、胎

上密。

l

(2)SB01の 出土遺物の様相

SB01の遺物については、まだまだ整理の段階にあり、復原は努力次第で増加する遺物の収
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種  類 No
当

番 法  量 cn 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 致量

形

器

不古回
土

口径  95
有段部径 98
脚基部径 34
脚裾部高 04
脚裾部径107

器高■ 5Cmの 完成 品で あ

る。外部は肥厚なネ底部より

内弯し有段部より上外方向に

のびる。脚部は脚基部より下

外方向にラッパ状に開き、脚

裾部で屈曲せず端面は円面で

ある。

全面ナデ調整である。芥内面

にナデによる僅かな稜が 2条

めぐる。脚裾部にヘラ肖」りあ

り、脚基部にクシ状ヘラエ具

痕が残る。

焼成良好、胎

土密。

l

鉢形土器 7 日径  102
器高  77
底部径  34

平底の基底部より減厚しなが

ら上外方向にのびたのち内弯

し口縁部をつくる。口唇端面

は円面である。

内面の体部中位までは入念な

指頭によるナデあげ整形を、

日縁部まではクシ状ヘラエ具

でタテに成形。外面はナデ調

整である。

焼成良好、胎

土密。

基底部に黒斑

あり。

l

釜形土器 口径   176
把手部径240

体部径 190
現器高  55

口縁部片である。内弯する体

部に外にのび端部で僅かに上

方に向かい端面は平面であ

る。突帯をめぐらし、突帯下

方に稜をなす。日縁部端面は

僅かに内傾 し、上端面をL字

に肖」る。

全面ナデ調整である。突帯は

貼 り付けである。

焼成良好、胎

土密。

1

砥   石 長径  ■ 0

短径  105
方形の砥石で 3面を研磨面と

して使用している。

砂岩。 1

作 業 石 径

径

厚

長

短

器

85
70
27

半折した遺物で、棒状の作業

石 (タ タキ石)で尖端部に打

撃痕が残る。

全面粗雑な磨製である。 緑泥片岩質。 l

砥   石 径

径

厚

長

短

器

88
47
27

長方形の砥石で 4面を研磨面

として使用している。欠損遺

物で半折されている?

頁岩。 1

集がなされているが、現段階における様相にのみ とどめておきたい。

壷形土器 と往来認識 していた器体類形を完全に破 られた遺構に共伴する遺物といえよう。第

51図 に示す 1と 2の上器は明らかに壷形土器 として理解 していた土器形式であるが、土器表

面に付着 した媒煙からして、明らかに甕形土器にほかならない。 2は 口縁部を欠損 している

ため口縁部の形態は不明であるが、体部の様子からみれば壷形土器である。内壁部は左回転

をさせながらの、指頭によるナデ整形であ り、器形そのものは輪積手法による整形であった

と類推される。器表面はクン状工具による縦方向及び斜行方向の整形である。 1は 口縁部中

央部に稜を有する 2段 口縁である。 口縁部の口唇端面は水平な端面を作 り出してお り、明ら

かに転倒による口唇端面の調整及び器形の整形が推察 される。いま口唇部の調整のために転

倒 させた後に体部整形をなしたとみれば、クシ状工具からみて、正位置でみる左回転による

整形工程を推考するより、転倒 した後の工具使用過程は右回転を作業回転方向と見る事がよ

り順当といえよう。また 4、 5の 回縁部は甕形土器 口縁部 とみるべきであろ うが、いずれも

口頸部の破片のため断定 しかねる。 4、 5はいずれも口唇端面に疑似凹線がみ られ、 5では

頸部内壁面に明らかに箆切 り面が認められ、 4に もわずかに認められる。
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第51図  SB01遺 物実測図

対形土器 3は完形品であり、この期の土器 として十分に理解しておきたい。 7～ 10は高杯

形土器であるが、 7と 8は脚部は高杯形土器の形態をもつものであり、脚部内壁面は 8～ 9

面体の箆状工具による箆切 りがみられる。だが 7と 8では、一般的な高不の有段部 (稜線)

より上部がなく、一見して器台としての口辺部の割愛が理解できる。

一Ⅷ
一

ト

セ
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土釜形土器片に 10がある。口縁直下に一周する貼 り付けによく凸帯がめぐらされている。

突帯は断面台形の上端部をつまみ出し、つまみ出した突起部を入念に箆切 りと撫調整による

整形をほどこしている。突帯から下部は媒煙が付着しており、明らかにカマ ドによる媒煙の

付着を認める。14は石器であるが、全体的な観察では石斧的な使用ではなく、粉末を作るた

めの磨粍痕による作業石と理解される。

(3)2号 竪穴住居跡 SB02 図 (52) 図版 (84)

SB02は主柱 4本の方形の床面プランをとる住居跡である。床面は大きく南壁面から北方

向に傾斜 してお り、断面図に示すごとく北隅の壁面を確認することはできなかった。 4主柱

の心心間距離 もやや異なり、Pl～ P2は 165 cm・ P2～ P3は 185 Cm・ P3～ P4は 135 cmoP4～ Pl

では 185 cmと なっている。柱穴の掘 り込みは床面より計測 して、Plは 56 Cm・ P2は 49 cm・

P3は 33 5Cm・ P4は 32.5Cmで ある。住居は北壁面で 30度東に摩れてお り、主柱 より壁面

への距離は 150 Cmが それぞれ計測 される。

北壁面の中央部、主柱 P2と P3と の中間位置に焼上の広が りがみられ、さらに什器 として

の土器が集中していた。主柱 Plと P3の 周辺においては No.19と No.20～ 22の砥石が検出

された。東壁面の中央位置には小石が集中してお り、地山面に踏み込まれていることから入

口部 と判断することができよう。主柱 P4と 東壁面 との中間位置には、長径 30 Cmの 平坦面を

上にした自然石があ り、屋内での作業石 とみることができよう。

遺 物 番 号 1 3 5 6 7 8

深 度 20 2
上
下

23 0
31 0

23 8 22 5

遺 物 の 器 種 片 高  lTh 口 縁 部 簑 駅  片 I同    吉Б
コ ンプ状
土  器 碗

遺 物 番 号 9

深 度 29 3 20 5

遺 物 の 器 種 姑 土 器 片 l宛 須恵器片 碗 椀 片 17k  脚

遺 物 番 号

深 度 ■面 4.0 ■面 80 上面 3 0 上面25.5 上面27 8 上面220 上面135

遺 物 の 器 種 石 石 石 砥   石 祗   石 石 作 業 石

いままた住居の西隅 (乾位)の壁面上に、浅い杭穴が検出された。住居の壁面を一部切 り

上げた小窓が設備 されていたものとも推考 される。屋内のカマ ドの位置は、主柱 P2と P3の

中間位置で検出された、土器 (甕 )の 周辺にみ られる焼土の広が りをあてることができよう。
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452薗  S‐]o2遺構実測図
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SB02の遺物

種  類 No
雪

肇 法  量∞ 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

SB 02

甕形土器

口  縁

ユ 不リ 口ぞと  165
顕部径 140

くの字形口縁部で日唇端面は

円面である。

体部内面はヘラ削り整形、ロ

縁部内外面ともにヨコナデ調

整。

焼成良好、胎

土密。

l

甕形土器

日  縁

l 口径   138
顕部  128

頸部より僅かに外反し、口唇

端面は円面である。

口縁部内外面ともにヨコナデ

調整。

焼成良好、胎

土密。

1

甕形土器

口  縁

3 口径  160
頸部径 134

顕部より上外方向にのび、僅

かに外反して、日唇端面は平

面である。

内外共にナデ調整である。 焼成良好、胎

土密。

l

甕形土器 4 4 口径   184
頸部径 162
体部径 272
器高  303

九底の底部より内彎気味にの

び、体部2/3位 で内傾してすば

まり頸部をつくる。日縁部は

くの字口縁で、口唇端面は水

平な平面をなす。口唇端面の

内側に稜をなす。

体部内面は指頭ナデ調整。器

外表はクシ状ヘラエ具による

整形。日縁部はヨヨナデ調整

である。

器体部にススが付着する。

焼成良好、胎

土密。

1

甕形土器

口  縁

5 2 口径   118
頸部径 108
体部径 133

体部%位に胴張 りが最大で、

口縁部はくの字口縁で、端面

は円面である。底部欠。

体部1/2以下は指頭ナデあげ調

整。頸部にヘラ肖Jり 、器外表

はクシ状ヘラエ具整形、口縁

部はヨヨナデ調整。

焼成長好、胎

土密。

l

底   部 6 底部 平底の基底部より、上外方向

にのびる。

内外面 ともにナデ調整であ

る。

焼成良好、胎

土密。

l

底   部 7 不明 底部  100 平底の基底部より、内彎気味

に上外方向にのびる。

内外面 ともにナデ調整であ

る。

焼成良好、胎

土密。

l

高 芥 形

土  器

外  部

8 1 口径  200
有段部 130
現器高 45

上外方向にのび有段をつくっ

たのち大きく外反して、日唇

部では水平にのびて端面は円

面。

内面部はナデ調整。外表面は

ヘラ研磨調整。

焼成良好、胎

土密。

1

高 外 形

土  器

脚  部

2 脚基部  57
現器高  90

脚基部 よ り下外方 向にのび

る。脚裾部に 2つ の円孔があ

る。

内面にしばり目が残る。脚裾

部はクシ状ヘラエ具整形。基

部上部はヨコナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

1

器 台 形

土  器

脚基部  30
器高  132
脚裾部径105

口径   85

脚基部で水平に屈曲して端部

で僅かにたちあがる。脚基部

下外方向にのび、脚裾部で大

きく屈曲して、脚裾端面は円

面が考えられる。脚裾部高07

脚基部に円板状のツメ粘土に

より、器台の平底をつくる。

脚部外表面はヘラ研磨、内面

はナデ調整である。

1

甕形上器

日  縁

3 口ぞ登  190
頸部径 144
現器高  65

顕部より上外方向に外反して

のび、口唇端面はおさえて断

面を角形稜をなす。口辺部に

2段の稜をつくる。

口縁部内外面は回転ヨヨナデ

調整後、外表面の稜部直下に

流水文を施文。体部内面に同

心円文あり。

焼成良好、胎

土密。

1

甕形土器

口  縁

12 日径   138
現器高  45

頸部より上外方向にのび、日

辺部で大きく外反する、日唇

端面はおさえて、上下に稜を

なし端面上にも稜をなす。

マキアゲ、 ミズビキ整形で、

器内外面ともにヨヨナデ調整

である。

焼成良好、胎

土密。

l
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第53図  SB02上 器実測図
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(4)3号 堅穴式住居跡 SB03 図 (54) 図版 (86)

SB03は推定 470 cmの 隅丸方形の平面プランが考えられる住居である。主柱は 4本でそれ

ぞれの心心間の距離は、Plと P2で 260 Cm・ P2と P3で 230 Cm・ P3と P4で 250 cm・ P4と

Plでは 230 Cmが 計測された。このことにより主柱の心心間距離では長方形をなすが、床面ブ

ランは方形である。 このことはとりもなおさず、東西側にお 1/1る 主柱 と壁面間の距離を 130

Cmと したことにより、南北の壁面間の距離 100 cmに対 して 60 Cmの 長間となる。
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SB03の
't14つ

種  類
�肋
No

士
号

出
番 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

豆形上器

頸  部

1 3 頸部径 103 ゆるやかなすばまりを取 り、

頸部で僅かに直立する。顕部

に断面長方形の突帯と、突帯

上端面に格子 目の施文があ

る。肩部に大きく弧を描く波

状文あり。

輪積手法で胎土厚はやや」定

する。内壁面に凹凸が多い。

外表面はクシ状ヘラエ具で整

形。突帯の施文は同工具によ

る。

焼成良好、胎

土 に03の 粒

子多量。

1

芝形土器

顕  部

2 頸部径 101
肩部径 186

肩部の張りがある土器片で、

頸部で久損する。

輸積手法で内壁面に凹凸があ

る。指頭ナデ上げによる整形。

外表は入念なヘラ研磨を施

す。

焼成良好、胎

上 に03の 粒

子多量。

1

壷形土器

頸  部

3 顕部径 130 顕部片で、頸部でくの字に属

曲する。頸部に断面台形の凸

帯がめぐる。突帯上端面に格

子目の施文がある。

肉厚な器厚で体部の内外面は

粗いクシ状ヘラエ呉で整形。

口縁部内面はヨコ方向にヘラ

研磨がなされ、外表はヨヨナ

デ調整。

焼成良好、胎

上 に03の 粒

子多量。

1

豆形土器

底  部

4 底部径  55
現器高  95

平底の基底部より上外方向に

のびながら、胎土厚を減少さ

せている。

内部クシ状ヘラエ具で整形。

外表僅かに象」離している。

焼成やや軟、

粒子を多量に

合む。

l

豆形七器

底  部

5 2 底部径  60
現器高  64

平底の基底部より上外方向に

のびながら、胎土厚を減少さ

せている。

内部クシ状ヘラエ具による整

形、入念である。外表はナデ

調整。

焼成良好、粒

子を多量に含

む。

1

碗形土器 口径  125
器高  75
底部径  35

小径の基底部に高台あり、器

形は平底の底部より内弯しな

がら上外方向にのび、「1唇端

面は円面。

体部は内外面ヨコナデ調整。

高台部にタテにクシ状ヘラエ

具整形を残す。高台内面は指

頭によるナデ格形が 2段に残

る。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

1

高 ネ 形

土  器

外 部 片

17 日径  200
有段部径155

器高   50

有段をなしたのち、大きく上

外方向に開き、口唇部で僅か

に屈曲する。端面は外に乖直

な平面。

内面はヨコにクシ状ヘラエ具

椎形を僅かに残す。 ヨコナデ

調整。外面はタテにクシ状ヘ

ラエ具による整形痕を残 した

ヨコナデ調整。

焼成良好、胎

上密。

l

高 芥 形

上  器

外 部 片

=I窄
乙    28 0

有段部径180

器高   35

有段面を内外にもつ。日縁部

は上外方向にのび、日辺部で

外反し、日唇端面は円面。

内面ヨコナデ調整。外表はへ

ラ研磨による。内部の有段面

と、日唇端面にクシ状ヘラエ

兵整形痕。

焼成良好、胎

上密。

1

小  型

丸 底 壺

7 9 口径  100
顕部径  90

体部からのすばまりの少ない

顕部に僅かに外傾す る口縁

部。

内外面 ともにヨコナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

1

医 部 片 8 底部径  50
器高  80

平底の底部より、外舎気味に

上外方向にのびる。

内面クシ状ヘラエ具整形。外

表はクシ状ヘラエ臭整形のの

ちヘラ研磨。

焼成良好、胎

上に粒子を多

量に合む。

1

底 部 片

底 部 片

9

10

2 底部径  52
底部径  30

平底の基底部をつまみ、高台

状をなす。

肥厚な平底より上外方向にの

びる。

外表にクシ状ヘラエ臭整形。

内面ナデ調整。

外表ヘラ研磨。内面クシ状へ

ラエ具による整形。

焼成良好、胎

土に粒子を多

量に合む。

焼成良好、胎

土は密。

2
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種  類
�励
No

鶴

肇 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 傭 考 致量

底 部 片

底 部 片

11

12

8

6

底部径  45
底部径  35

肥厚な平底で、大きく内舎す

る体部。

薄手な平底に肉厚の体部。

外表は クシ状ヘラ I二 具整形。

内面ナデ。

両面ナデ調整。

焼成良好、胎

土は密。

底 部 片

底 部 片

13

14

1

11

底部径  25
底部径  27

僅かな平底より内弯して上外

方向にのびる。

僅かに高台をなす平底より内

鸞して上外方向へのびる。

内面クシ状ヘラエ具による整

形。同外表ナデ調整。

内面ナデ、外表クシ状ヘラエ

具による。

焼成良好、

土は密。

焼成良好、

土は密。

底 部 片 底部径  40 肥厚な平底より上外方向に滅

厚しながらのびる。

内外面ともにクシ状ヘラエ具

による整形。

焼成良好、胎

土は密。

底 部 片 底部径  43 平底が僅かに凸面をなす。 底部に指頭痕が・7Aら れる。 焼成良好、胎

土は密。

砥   石 長径  170
短径  45

(中央位 )

4面を利用している。 金属を研磨した砥石で、 2面
に擦痕がある。

俗称伊予砥。 1

壺形土器

口 頸 部

11 口径  200
有段部径223
文様帯  43
現器高  58

復合日縁の接合部に僅かに押

圧による凸面を器表にみせ

る。日唇端面は不平で僅かに

内にかえりがみられる。日辺

部外表に櫛描き波状沈線が上

下端部よりえがかれている。

日縁部はいわゆる複合 口縁

で、内傾する口縁部は貼り付

けである。壺の朝顔形に外反

した日縁端部に今一つ環状の

口縁部を接合し、内部は入念

に横ナデされている。

胎土は精選さ

れているが、

01程 度 の粒

子が多い。

帯赤橙色を器

表 面 で呈 す

る。

1

甕形土器

口 頸 部

口径  128
顕部径 105
現器高  45

肩部で余 り張らずすばまり頸

部をつくる。頸部での立ち上

がりは極めて短く、大きく外

折し、上方向にのびる日縁で

ある。

全面積ナデ成形である。輪積

手法の痕が肩部に残 り肥厚す

る。口辺部も外表面に僅かに

ふくらみがある。口唇端面は

斜向し、僅かに下方向に拡が

る。

胎土は精選さ

れている。

茶褐色。

1

重形土器

底  部

5 底部径 100
現器高  75
底部厚  18

肥厚する底部より、内省気味

に上外方向にたちあがるた

め、ずんぐりとした安定感が

ある。

平底の底部で底部より内彎気

味に上外方向にのびている。

内面は指頭によるナデ整形

で、外表はヘラ研磨が縦方向

に行われている。

胎土に砂粒を

含む。

茶褐色、内面

黒色。

l

壷形土器

完 形 品

日径  107
頸部径  70
頸部高 115
器高  215

小規模な平底に算盤状の体

部、長頸の頸部が接合されて

いる。長顕の中央部にややふ

くらながみられ、日縁部は僅

かに外反する。

平底の底部は賠 り付けによる

底部である。器厚は全体に一

定せず輪積の接合部分で肥厚

している。内部体面には指頭

による横ナデが残 り、内部肩

部では、顕部に向かい放射状

にナデがなられる。
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東側壁面は後世における暗渠排水遺構により、住居の壁面は破壊 されているが、各主柱間

の心心距離から破線の位置を東側面においた壁面が想定される。

床面は、全体的に南 より北に向かっての傾斜がみられ、西側壁面には排水濤がみられた。

家屋への入 口部は確認できなかったが、北斜面にみられる小石の踏み込みがあ り、これの位

置を入 口部 と想定することもできよう。炉跡は中央部に穿たれた 65 Cmと 90 Cmの 楕円形の

炉があ り、主柱 Plと P4の側にやや片寄 りがみられる。什器類は主に炉跡位置 より南側に集

中して検出された。また植物の炭化遺体を主柱 Plの 西 と、P2の 東位置で検出してお り、住居

が火災により廃絶したものと推定される。

遺 物 番 号 1 2 4 5 7

深 度 13.5 12 5 16 5 15 5 15.5 14.5 16.5

遺 物 の 器 種 底   部 底   部 顎 部 片
立
口
＋入状

同
波

片 底   部

遺 物 番 号 8

深 度 18 5 195 16.5 25.5 27.5 27.5

遺 物 の 器 種
型
射底

小
丸 底   部

文
り

大波
あ

河同   菩L 月同   吉ト

遺 物 番 号

深 度 33 5 33 5 21 5 17 5 15.5 15.5

遺 物 の 器 種 底   部 月H    言る 月lal   菩呂 月同   音ト

遺 物 番 号

深 度 12 5 17_5 18 5 15.5 20.5 31 5 19.5

遺 物 の 器 種 胴 部 片 祗   石 底  部 高  lTh

遺 物 番 号

深 度 22 5 42.5 18 5 22 5 28 5 28 5

遺 物 の 器 種 高  lTh 碗形土器

(5)SB03の 遺物

4.5号住居跡  (図 57)図 版 (87)

4.5号住居跡は、何れも竪穴式住居跡とみるべき掘 り込みもなく、壁面の立ち上が りを

確認することはできなかった。だが、グリッド1と 11にみられる遺物の出土状況をはじめ、

グリッド2で検出された焼上があり、またグリッド2と 12に おいても同様である。特にグ
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第54図  SB03遺 構実測図
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リッドで検出された焼土は断面図 B― Bア に示す もので、明らかにカマ ドの存在が指摘 され

る。ただ、調査 日程からグ リッド調査で完了したことにより、完全な遺構検出ができず残念

であった。断面図より見た限 りでは、竪穴式住居 とみるよりは、平地式住居 とみるべきであ

ろ う。

4-5号住居跡遺物出土状況
(単位 :(m)

遺 物 番 号 1 2 3 4 5 6 7 9

深 度 41 0 37 7 27 5 16 0 10 5 100 10 5

遺 物 の 器 種 長頭壺 JTh 脚 鉄 底 部 口縁部 底  部

遺 物 番 号

深 度 10 5 190 12_5 20 0 29 0 26 0 42 0

遺 物 の 器 種 口縁言Б 口縁部

遺 物 番 号 1 3 4 5 6 7 9

深 度 33 0 180 14 7 177 19 5 120 12 0

遺 物 の 器 種 底  部 底  部 底  部 底  部

遺 物 番 号

深 度 26 7 22 0 13 5 115 18 0 16 0 10 0 155 10 0

遺 物 の 器 種 底 部 須忘片 口縁言L

遺 物 番 号

深 度 14 0 11 0 100 10 3 11 0 17 0 25 3

遺 物 の 器 種 底  部
底部 と
口 縁

底  部 底  部 口縁部
く
体

壷
個

第56図  SB03遺物突測図②

第 4ピ ッ ト89 0Cm
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北下BSB① 4・ 5号 の遺物

種  類 勒
Ｎ。

法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 致量

壷形土器

口縁部片

1 日径  270
現器高  35

朝顔形 (漏斗状)に大きく開

かれ、口唇部で水平になる。

水平の後口唇端部をつまみ上

げ、直立させ端を九く納めて

いる。

口唇端部がやや肥厚する。全

面積ナデ調整する。

粗粒 子 を合

む。焼成良好。

暗茶褐色。

1

甕形土器

日縁部片

2 5 口径  285
顕部径 265
現器高  5

顕部でのすばまりがなく、日

縁部を外方向に由折させた口

縁部である。日縁端面は外方

向に傾斜面をつくる平面であ

る。

口縁部は折 り返しを施し肥厚

する。内面は入念なナデ調整

である。器表面に煤煙が付着

している。

焼成は良好で

ある。

内部 暗 茶 褐

色、外面黒色。

l

壷形土器

口 顕 部

3 口径   150
顕部径  80
現器高  55

漏斗状に開く日縁部に複合の

直立する日辺部がつく。日辺

部に櫛描きの波状文がある。

輪積手法による成形である。

口縁部の接合面に櫛描き沈線

がある。口唇端面はヘラによ

る研磨がみられ、他面はナデ

調整である。

焼成は良好で

あり、胎土も

精選されてい

る。

帯赤茶褐色で

ある。

l

壷形土器

口 縁 部

4 不明 口径   94
顕部径  65
現器高  35

漏斗状の口縁で、日唇上端面

は中央部に僅かに凹みあり。

やや薄手の上器であり、内面

は横ナデ調整で外表面は櫛に

よる横走行の並行沈線があ

る。

焼成良好、胎

土精選。

責茶褐色。

1

立形土器

体 顕 部

5 不明 頸部径 120
体部径 220
現器高  70

胴張 りの大きい立形土器の胴

顕部で頸部に断面長方形の凸

帯がある。凸帯上面に斜格子

目文があり、胴部にヘラ描き

の文様あり。

輪積手法による。体部上腹部

に接合痕がある。顕部で僅か

に直立している。内外面共に

櫛描きによる調整がみられ

る。

胎上に粗粒子

を含む。

焼成良好で茶

褐色。

l

壺形土器

頸 部 片

3 顕部径 135
現器高  55

胴張りのある壷形土器の顕部

片である。断面長方形の凸帯

には斜格子目文がある。

輪積手法による体部上腹部に

接合痕がある。頸部で僅かに

直立している。内外面共に櫛

描きによる調整がみられる。

胎上に粗粒子

を含む。

焼成良好で茶

禍色。

1

壷形土器

体 部 片

7 9 体部径 185
現器高 120

紡錘形の体部片である。 輪積手法による器厚が明確に

残る。外面は櫛状工具による

調整がみられる。

胎上に粒子を

含む。焼成良

好。

茶褐色。

l

猪 口 形

土  器

完  形

8 口径  70
器高  50
底部径  22

左右がややいびつである。手

ごねの上器である。やや肉厚。

手づくね手法による小型の上

器で指頭による指圧文が残

る。内面はよくナデ調整され

ている。

胎上に粒子を

合む。焼成良

好。

茶褐色。

1

壺形土器

口 顕 部

9 ロイ垂  120
顕部径  72
器高   2

直立する頸部からラッパ状に

折れ由がり水平に近い開きを

みせる。口縁端面は垂直な平

面をつくる。

全面横ナデ調整がみられる。 焼成良好。 1

丸底壷形

土  器

頸 体 部

頸部径  68
体部径 132
現器高  95

球形のB同部に口縁部を直付け

の形である。

巻上げ手法で、特に器内壁面

は明瞭である。胴部はヘラ研

磨による調整に対して、頸部

ではナデ調整である。

焼成良好、胎

上は精選され

ている。

1

―- 243 -―



種  類 拗Ｎ。
■

〓

当

番 法   量 cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考傭 数量

深 鉢 形

土  器

体 底 部

11 底部径  47
器高  55
体部径  65

平底で基底部より僅かに外方

向に向かってのびる。上部が

破損しているが、 コップ状の

上器の可能性が強い。

手づくね手法の上器である。

底面は水平につ き整えてい

る。内部はナデ調整されてい

るが、器表面には指圧痕が残

る。

焼成良好、胎

土に僅かに粒

子を含む。

l

壷形土器

底  部

底部径  38
底部厚  18
器高  55

小規模な底部から上外方向に

のびる。体部の器厚は肥厚で

ある。

輪積手法で肥厚な土器であ

る。

焼成は良好、

胎上に粒子あ

り。

l

甕形土器

底  部

3 底部径  44
底部厚  12
器高   11
体部径 135

水平な平底で直線状に上外方

向にのびている。

輪積手法で肥厚な土器であ

る。器表面に煤煙が付着して

いる。内部ナデ調整。

焼成は良好、

胎上に粒子あ

り。

l

豆形土器

底  部

底部径  85
底部厚  24
現器高  50

肥厚な平底から上外方向にの

びる。

輪積手法で底部の内面が僅か

に凸レンズ状に肥厚する。表

面に刷毛目調整が残る。

焼成は良好、

胎土に粒子あ

り。

l

豆形土器

底  部

1項 底部径  40
現器高 45
器厚  07

平底の底部から上外方向にの

びている。基底部が肥厚して

いる。

輪積手法で全面ナデ整形であ

る。

焼成は良好、

胎上に粒子あ

り。

1

甕形土器

底  部

底部径  37
現器高  44
器厚  10

13と と同様の土器である。 13同 様の土器で、内外面は共

にナデ調整である。

焼成は良好、

胎土に粒子あ

り。

1

甕形土器

底  部

17 6 底部径  55
現器高  5
器厚  09

平底で16と 同様であるが、や

や大型である。

輪積手法で胴部の胎土滅厚が

はげしい。

焼成は良好、

胎上に粒子あ

り。

1

豆形土器

底  部

底部径  40
現器高  45
器厚   17

平底で上外方向に僅かに内彎

している。

輪積手法である。全体的に肥

厚な土器である。

焼成は良好、

胎土に粒子あ

り。

ユ

豆形土器

底  部

底部径  45
現器高  45
底部器厚 15

平底の底部を基底部でつまみ

出している。体部は大きく基

底部より上外方向にのびてい

る。

底部に指圧痕があり、表面は

縦方向に刷毛目調整が、内部

は放射状に櫛描きの調整があ

る。

焼成は良好、

胎土に粒子あ

り。

l

豆形土器

底  部

底部径  45
現器高  4
底部器厚 11

平底の底部周辺が僅かに直立

した底部片である。

輪積手法であろう。 焼成は良好、

胎上に粒子あ

り。

l

壷形土器

底  部

底部径  50
現器高  55
底部器厚 15

19の 上器と同様に基底部がつ

まみだされている。体部は基

底部より内弯気味に上外方向

にのびている。

輪積手法である。 焼成は良好、

胎上に粒子あ

り。

l

立形土器

底  部

底部径  45
底部器厚 23

平底部分のみ肥厚し、体部ヘ

の立ちあがりは内面では平面

に近い。球形に近い体部が推

定される。

ナデ調整がみられる。 焼成は良好、

胎上に粒子あ

り。

l

壺形土器

底  部

17 底部径  50
底部器厚 10
現器高  50

15と 同様である。やや15よ り

大型土器。

15と 同様。 焼成は良好、

胎土に粒子あ

り。

1
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種 類 渤
Ｎ。

■
〓

当
番 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

高 芥 形

土  器

脚  部

外部径  48
現器高  55
円孔   17

不都より下外方向にのびてい

る。 4方向に円孔が穿たれて

いる。

不部の底部に押入する脚部で

円柱の脚部に円盤が補填され

ている。内部にしばりめ、外

表面はヘラによる研磨がなさ

れている。

胎土は肥厚で

しかも粒子1ま

少ない。焼成

はよい。

2

第57図  SB04、 SB05土 器実測図

十R

13
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第58図  SBl遺 構実測図

(6)3号 掘立柱建物 SB3 (図 59) 図版 (84)

SB 3は架間 3間、桁行間 4間の建物である。建物の棟方向は北側梁間の西隅柱位置で東に

20度 かれている。柱位置での掘 り方は 80～ 100 cmの 円形な掘 り方をとるものがほとんどで

ある。掘 り方内での柱の抜取穴を検出することはできなかったが、掘 り方内に検出された映

は明らかに、柱を安定させるための詰め石として利用されたものがある。そのほか 5つの柱

穴では礎石が検出されている。梁間の柱間の心心間距離は、何れも150 cmの 等間となってい

る。これに対して、桁行間における柱間の距離は、南梁間の隅柱より2間は 150 Cmの 等間と

なり、残る 2間は 130 Cm等 間となっている。建物の平面プランは、梁間 450 Cm、 桁行間 560

Cmの床面積 252m2の 南北棟の掘立柱建物であ り、SB 4が高床式建物 としての東柱 P15

～P17が検出されている。また一方梁間の北側面の柱列に平行する P18と P19は 、建物への階

段 (梯子)と みられ、また桁行間の西側面の南隅第 1間に P20° P21が検出されている。この

1対の小柱穴を起物への入田部と推定すれば高床式建物であり、しかも入口部をニケ所に設

けていることから、高床式倉庫とみるより、高床式住居として理解すべきであろう。梯子の

柱穴間距離は、P18と P19で は 120 cmで あり、P20と P21では 50 Cmと 狭間となる。いま P20

とP'2をあてれば 130 Cmが得られ、やや北側面の施設 と等しくなる。さて梯子の位置が北側

面では柱位置より80 Cm間隔であるに対して、西側面では 150 cmの 間隔がある。この柱穴を

建物への階段 とすれば、北側面は勾配が急となり、西側面では緩い勾配となる。このことは

３⑬２‐◎一

４Ｑ
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また建物の屋根造 りによる工夫ともみられ切妻に対する階段の短縮がしいられたとも推考さ

れよう。

第59図 SB3遺構実測図

/

(7)5号 掘立柱建物 SB5 全測図 (48)

SB5は グ リッド3と 4で検出された掘立柱建物棟の一部である。建物の規模は不明である

が、北側面の東隅柱位置で西に ■ 度摩れる建物が考えられる。いま SB4の梁間の心心間距

離と同様な数値は、SB 5にみられる計測値では北側面での柱間の心心間距離に 150 Cm等 間

が計測される。これに対して東側面での計測値は 120 Cm等間が算出される。この数値から、

また同地区での他の竪穴式住居及び掘立柱建物棟からして、南北に棟をとる建物が考えられ

る。

一
＼
＊

③

0
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(8)濤 状遺構 SD2 (第 52図 )

竪穴式住居 SB05と SB06の中間位置に SD 2の遺構が検出された。SD 2は北に傾斜して

おり、北流する流れが推定される。南部には不規則な凹みがある。SB05ゃ SB06の住居が活

動している時期は、清水が SD 2を流れた湧水源であったろうと推察される。いいかえれば

SB05ゃ SB06の 水源地として活用されたかつての遺構であろう。

(9)濤 状遺構 SD 3 全測図 (48)

SD 3は測量基準点 No.6付近で検出された遺構である。東から西に流れたのち、地向差を

求めて大きく曲折して北へ流路をとっている遺構である。かつては SD 2と 同様に曲折地点

付近に、南面の山麓地点より湧水が流入していたものと推定される。

(10)北下B区におけるグリッド内で検出された遺物

北下 B区での トレンチ調査及びグリッド内で検出された遺物には、弥生式上器片をはじめ

土師器の器物片が多量に検出されたが、遺物の中で、計測可能な主だった器物について実測

を行った。石器においては検出された遺物をすべて記録にとどめた。

第60図  グリッド内検出土器、石器実測図

8
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北 下B区 グリッドの遺物

種  類 図版 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 偏 考 数量

器 台 形

土  器

ユ Gl

lと

口径  205
現柱径  80
器高  ■ 5

円柱中心部位置で上下対称に

外反する脚裾があるものと推

定される。受部は大きく外反

し端部は垂直な平面を外方に

つくる。

内外面共にナデ仕上げであ

る。円柱には 4個の円孔が上

下 2段 に穿たれている。

粗 粒 子 を合

む。黄橙色、

焼成良好。

1

不

底  部

2 G〕

2

底部径  50
現器高 20

平底で基底部より上外方向に

のびる薄手の上器である。

内部ナデによる凹凸がある。

糸切はない。

焼成良好、胎

土 は密 で あ

る。

l

不

底  部

3 Cl

2

底部径  65
現器高 25

平底の底部にやや歪みがあ

る。平底に整形のつきこぶが

ある。

内外面ナデ調整である。 焼成良好、胎

土 は 密 で あ

る。

1

罰形土器

底  部

4 不Fl 円孔径  06
底部器厚 18

尖底に円孔が穿たれている。 底部周辺に叩きしめ痕があ

る。

焼成良好、胎

土 は密 で あ

る。

l

皿形土器

磁  器

5 G 2`

l

底部径  50
高台高  10

台形の高台がつく。釉がかか

っている。

磁器底部片。 焼成良好、胎

土 は密 で あ

る。

l

立形土器

底  部

不リ 底部径  80
器厚  15
瓦器高  50

平辰の底部より上外方向にの

びる。肥厚な土器である。

輪積手法で内部に指頭による

ナデ上げがみられる。器表は

櫛描き整形の後刷毛調整であ

る。

焼成良好であ

るが月台土 に

04以 下 の粒

子を含む。

l

甑形土器

体  部

7 不リ 体部上部 22

下部 18

把手部径305

把手付きの観形土器の体部片

である。

両面が入念なナデ仕上げとな

っている。把手は体部に押入

されている。把手は面取 りを

粗 く行 う。

排土作業中に

耕作土内より

検出。

茶褐色で胎土

密。

l

壷形土器

口 縁 部

2 日縁部径263

顕部径 212
顕部で大きく外反 し、日唇端

面は垂直な平面を外方向にも

両面入念なナデ仕上げであ

る。胎土厚は均―である。

胎土は精選 さ

みている。

茶褐色、焼成

良好。

l

鼎形土器

口 縁 部

G〕

6

口径  222
体部下部径20

器厚  05

日縁部は肥厚している。口唇

端部に稜をもち口縁直下に体

部のよどみがある。器表面に

煤煙付着。内壁に靱痕あり。

輪積手法である。叩きしめの

後ナデ調整を行う。日縁は折

返し口縁である。

焼成良好、胎

土密。

l

土 師 皿 G多

4

口径  67
底部径  54
器高  10

小型の阻 (山皿)で底部が僅

かに弯入する。

糸切はみられなし 胎土密、焼成

良好。

1

土 師 皿 1ユ G多

4

口径   77
底部径  55
器高   10

小型の皿 (山皿)で底部が僅

かに弯入する。

糸 切 は な られ な モ 胎土密、焼成

良好。

1

童形土器 2層 底部径  25
現器高 68
体部厚  03

小型の豆形土器 と推定 され

る。ややあげ底である。胎土

は薄手である。

手づくね土器で壁面 (内 )に

指頭痕を残す。器面は入念に

刷毛調整されている。

胎土密、焼成

良好。

1

石  器

石 包 丁

13 K― F

ト レ

長径  75
短径  49
厚   08

打製の石器である。 長方形の石包丁で、短辺に小

象」離がほどこされている。刃

部にも小象1離 をみる。

変成岩。 L
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種  類 図版 1■獄 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

石  器

石 包 丁

K―A

トレ

ンチ

径

径

長

短

厚

82
40
08

粗い剣離面を持つ。紡錘形で

ある。

打製で片方の短径部に狭入が

ある。

変成岩。 ユ

石  器

石 包 丁

K― B

トレ

ンチ

径

径

長

短

厚

92
47
07

2個の円孔がある。両短部に

狭入がある。

磨製の石包丁で背部は凸状に

磨製されている。

緑泥片岩。 1

(11)グ リット内出土の遺物の様相

1の 器台形土器 と同形の器物は、旗立A区の SB03遺構で完成品が検出されている。7の甑

形土器にみられる把手は嵌め込み手法を取 ってお り、これまた旗立 C tt SB06遺構で伴出を

みた遺物 と共通する技法である。 9は 口縁の作 りや体部の様相から鼎形土器であ り、底部は

平底が推定される。この種の上器は来住廃寺跡遺構で 3個体一括 して出土をみている。グ リッ

ド内で 3個 の石包丁を検出しているが、前述の竪穴式住居にともな う時期の遺物であるか否

かは即断できかねるが、旗立 B tt SB05遺構で共伴 していることもあ り、13や 14はその可能

性が強い遺物 といえよう。

Ⅸ 北下 B区における河ヽ考

B地区にて検出された遺構は、竪穴式住居跡 3基、掘立柱建物 5基、濤状遺構 3条 と土羨

状遺構に暗渠排水遺構である。

本地区における特記すべき遺構として、SB05遺構 (A区より連続 No)及び同遺構に並列

する掘立柱建物遺構である。

SB05遺構における特異性は、本文中ですでに触れた類似点があげられるが、特に本遺構に

ついては、北側壁面と西側壁面 (地山面)に穿たれた小規模な支柱穴である。柱穴は壁面と

並行して穿たれており、柱穴の直径は不揃いであり、しかも小規模ではあるが、壁面に並行

する小ピットという立場から、側面に壁を有する平地式住居跡と推定し、小規模なピット列

は家屋の軒を切 り上げるために生じた小ピット列とみた。すなわち軒の切 り上げによる切上

桁の支柱痕と推定したのである。西壁面中央部には窯跡が検出されており、しかも甑形土器

が検出されている。以上の切上桁により通気 と採光の増加もみたことは当然であり、その上

に室内の空間の利用度も増加したものといえよう。本遺構と類似する遺構に、松山市桑原町

の桑原高井遺構の竪穴式住居跡 SB03遺構がある。

さらに SB05遺構の北面に接近して構築された掘立柱建物遺構がある。掘立柱建物遺構は

梁間 1間 (全長約 1.8m)、 桁行間 2間 (全長約 3.5m)の掘立柱遺構 としては最小単位の規

模であろうと推測される。いま梁間が 1.8mで ぁることから見れば、松山市朝美町 2丁 目の

官前川河川敷地下 25mから出土した鼠返しや木のくり盆と共に出上した板材がある。この

板材の厚味をもって、高床式の床材に利用した材とすれば、梁間 1間の床板材には、中央部
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に支柱をかならずしも必要 としなかったであろう。朝美町における板材を基準にすれば、北

下での本遺構は高床式建物と見られる。また近接するSB05遺構と平行する時期に併置され

ていた高床式倉庫と見るべきであろう。

高床式倉庫は SB5と して全測図に示すところの建て替えが行われてお り、しかも掘立柱

の位置は、SB05ょ りさらに離されている。間隔が取られた理由として第一に掘立柱建物の規

模が拡大され、当然のこととして軒先の重複を避けての柱穴位置の移行と推測される。

いま一つ SB01の住居跡より、僅か 1.5mに構築された SB02遺構がある。遺構は方形の床

面を平坦に調整した後、4本の主柱が穿たれているが、この遺構における特記事項 としては、

西壁面の角に 1個 と中央部に 1個の計 3個の柱穴 (深度 15～ 20 Cm)が 検出された。東壁面は

後世の排水工事のため攪乱され不明である。この壁面上に穿たれた柱穴が、四注造 りの通鳥

尾(と うしちょうび)と しての柱穴である可能性もある。いまSB01遺構では軒先を切 り上げ、

室内の採光及び空間の増加を計った構造に対して、旧来の竪穴式住居形態を踏襲している点

では、まさに対照的な遺構 といえよう。

両者の遺構での出土遺物では、さしたる時間的な格差はみられず、ともに同時期か相前後

する僅かな差を有する時期であろう。ただ SB03遺構出上の遺物中に滑石製の釜形の什器片

が検出されている。この種の器物は長崎にて多量に検出されており、今後の課題 とされよう。

掘立柱建物遺構 SB3は、SB02.3遺構の内に掘立柱の柱穴を穿っている。この遺構の切

り合い関係から、SB02.3遺構の廃絶後にSB3遺構の構築がなされたものと推定される。

掘立柱建物遺構の柱間の心心間距離は、SB2の心心間距離と全 く同尺であった。ただ建物の

平面規模はSB2の 2倍を有する床面積 となっている。建物の規模及び掘 り方をはじめ、礎石

等の配置からみて、SB2に後続する建物遺構 として SB lゃ SB3～ 5が建造されたと推察

される。
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I 北久米遺跡 常堰 A区における遺構 と遺物

地区 と調査の条件

A地区は国道バイパス 11号線松山東道路の予定線 (図 1)の 中心杭 No.54～ 56地点を呼称

したものである。該当地区は農道及び潅漑用水路に換まれ、しかも水利の関係上中心杭 56の

南は水稲の苗床 として利用されていた。 この用水路 と農道、そして苗床 とい う最悪な条件の

ため予定地内の調査はごく限られた調査にとどめざるを得なかった。

2 検出された遺構 と遺物

(1)濤 状遺構 と水田

濤状遺構 (SD)は SDl～ SD 9の遺構が検出された。SDの 流れは矢印の方向にあったもの

とみられる。大きく流れを取る SDは、SD4と SD 6そ して SD9である。細部にわたって考

察 しよう。SD lと SD 2の 合流地点には、掌大の自然石が図に示す状態にあ り、この小石に

混 じり鉄片や須恵器片もみられた。小石の充填状況から、用水路の調整に利用 されたものと

ぃえょぅ。SD3は比高からして SD 5に流入 したものといえるが、SD4は明らかに西流す る

濤 とみられるが、SD5は僅かに北が低 く北流することも可能である。SD 6は最 も安定 した濤

で、明らかに西流 した ものである。SD 9は SD6を受 l‐Iて 流れる濤であるが、濤底の比高か

らみれば、西流もまた東流 も可能な水路 とみることができる①

これらの SDを図中に示す A・ B・ C地点への灌漑用水路 と推定 している。すなわちA・ B・

Cは水田遺構であろ う。A面での平面に対 して、 B平面 との間に僅かな隆起があ り水田の畦

畔面 と判断した。また B平面 とC平坦面にも同様の隆起がみられた。

A平坦面 とF平坦面 との間に約 4mの幅をもつ高まりがあ り、A平坦面 との比高は 18 Cm

ある。(こ の高所より須恵器片が多数出上 している)SD7は この畦道を穿って掘 られ、しかも

長径 3m、 短径 2mの掘 り込み濤があ り、掘 り込みの最下部での比高は 175,6Cmと 濤 より 10

Cm弱低い。SD 7の西端はA平坦面にて消滅 している。SD 7にみ られる掘 り込み部の北法面

中央部に、SD 8の 小濤が南端部 159.5Cm、 北端部 160 Cmと 北へ流路を取 りSD 6に再び合

流している。C平坦面では SD 4が消滅 していることから、C平坦面への用水路 として SD 4

が符合する。 B平坦面への水口が不明であるが、比高から推 してAか ら受水 したことが充分
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第1図 北久米遺跡驚堰A区発搬位置図 (本田還倒
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第 2図 常堰A区濤状遺構図
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第 3図 水田遺構全測図
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に考えられる。その他にF・ D平坦面が検出されているが、細部にわたっての調査ができず

いま一つ確証は得難い。

当地区の地形はすぐ南面に星ノ岡独立丘陵がせまり、全体的に北に緩傾斜する。南面する

農道の南は丘陵部である。

各平坦面の規模は、Aが 7× 5m、 Bは 5× 5mで cも 同規模が推測され、これらA・ B・

Cの平坦面を水田遺構と判断している。

水田遺構としての根拠は、A・ B面で検出された水田雑草「 コナギ」の種子が多量に検出

された (10gの 上壌より140～ 160)こ とにもよる。いま一つは SD 7の掘 り込みは ぬ`るめ、

の効果をねらった遺構と推定される遺構でもある。

(2)遺 物

遺物は非常に少なく、道路予定地の中心杭 No.54の西に、幅 4mの洪積層の地形が残る場

所と、東隅の地点に SDの濤遺構の内に自然石を配石する場所から、細片化された土器。磁器

の遺物が検出された。中心杭 No.54での畦状遺構の遺物は土師器片であり、1の地点の土器

片からは壺形の上器が指定され、 2の 出土遺物も同様遺物の外に土師の不片も検出されてい

る。中心杭 No.55の 東隅の地点では、SD 3と SD 4へ の水目的な位置に、掌大の自然石があ

り、それより東への位置は図に示すように砂利状の砂と小石を濤遺構内に充填しており、こ

れに混入しての上師器片と磁器片及び瓦器片も混入していた。何れもよく磨耗しており、し

かも細分化していることから推察して、何れか他の地所から搬入した土砂と推測されるもの

である。さらに SD5と SD6の間の畦状遺構でも土師器片の検出をみている。
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Ⅱ 北久米遺跡常堰 B区における遺構 と遺物

常堰 B区の地形 と古墳

星 ノ岡遺跡及び北久米遺跡 と、独立丘陵星 ノ岡丘陵の北面する山麓一帯は、なだらかな斜

面をなし、福音寺遺跡筋違 (す じかい)地区の微高地地帯 との境は鞍部 となり、各所に湧水

がみられたが、この両者の東方地域に広がる台地状の地形をなす所が北久米遺跡である。

北久米遺跡は広範囲の地域で、東方の久米タカノコ遺跡 と lkm位置で接する。当地は北久

米遺跡の西端部に位置 している。北方は久米山田池遺跡 と約 lkmで接 し、南は堀越川 (前川 )

の前川遺跡及び来住高畑遺跡 と約 300mで接する。

当遺跡の大半はすでに住宅地域 として古 くより集落が形成されてお り、市道久米桑原線 と

農免道路間は特に過密な地域 となっている。 とはいえまだまだ調査対象 と目される水田及び

畑地 もあ り今後の調査に希望が託される。内でも現存する桜塚 (一名双子塚 ともい う)はか

つては前方後円墳があ り(出土遺物に金冠の出土をみている)、 この古墳を中心 とする地域が

北久米遺跡 と呼称 され、当調査地 とは指呼の内に近接 している。またこの古墳の東方 150m

にも東山神社があ り、かつては前方後円墳 として雄姿 していた。更に前述の星ノ岡丘陵は弥

生時代から前方後円墳を中核 とする古墳時代遺跡を、さらには南北朝期の古戦場 としても知

られる所である。

とはいえ当発掘地は、長 く畑作地帯 として活用された地域であ り、水田地帯 としての熟田

化は昭和 20年以後の農地改良事業によるとされている。

2 検出された遺構

(1)1号 竪穴式住居址の遺物出土状況

1号竪穴式住居址内での主な遺物の出土は、遺構周辺の地山面でのレベルー154 cmに対 し

て住居の床面での平均 レベル位置は、東壁面で -173 Cmと 西壁面では-174 Cmである。ただ

主柱 P2周辺は (図 に示す凹地)-185 Cmと -10 Cmの なだらかな凹味がみられた。

とりわけ什器類 としての土器は、図に縁線で示すごとく東壁面に集中して出土をみた。 こ

れらおもだ った遺物についての表示をすれば254ペ ージの表のごとくである。
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遺 物 番 号 1 2 3 4 5 7 9

出 土 レ ベ ル 156 5 166 5 166 3 162 5 167 0 166 5 167 5 168 3

器 種 底  部
片

部謡
底

須

と

恵
片

須
器 底  部 lTh 壺 形

土 器
口縁部 口縁吉呂 甕 形

土 器

遺 物 番 号

出 土 レ ベ ル 162 5 166 4 159 0 174 0 178 3 178 3 160 7 176 7 174 7 162 0

器 種
ｅ

立
Ｈ

Ｆ

同
壷
器

ｅ
土

Ｆ
形

卜

部す底
チ

と 底  部 Fe 底  部 底  部 口縁部

遺 物 番 号

出 土 レ ベ ル 」二165 七
だミ176 :

172 0 172 0 173.0 171 5 171 5 175 0 176 0 175 0 174 7

器 種 ltt 土師壷
土師の
把 手

の
部

邪
胴

形

器

士霊
土

簑形土
器底部

底部片 高郭形
土 器

碗

遺 物 番 号

出 土 レ ベ ル 175 0 169 0 166 5 167 0 165_6 174,0 170_0 172 0 175 2

器 種 ■Tk 口縁部 増 Fe lTx
恵
片

須
器

lTN の

把 手
lTh

3 竪穴式住居跡遺構

竪穴式住居跡は 2基検出されたが、内 l基は後の掘立柱建物による構築のために、基盤面

の削平がなされてお り、竪穴式住居 2号 の壁面が僅かに検出されたに過ぎない。竪穴式住居

1号跡は全測図 (5)に示す位置にあり、 2号住居とは 35mの 間隔を保つ西方に構築されて

いた。

(1)1号 竪穴式住居跡遺構 (SB01)(第 6図 )

1号 の住居規模は、床面は方形の隅丸で一辺 5.2mで ぁる。住居は主柱 4本柱による与助

屋根造 りと推定される。主柱の柱間距離は何れも一定せず、Plと P4で は 24m、 Plと P2で

は 2.5m、 P2と P3で は 2.75m、 P3と P4では 2.6mと なっている。住居の主軸方位は東に

20度ふれた南面の西隅に入口をもつ竪穴式住居跡であろう。

1号住居の西側は耕地の畦があ り、住居の入日付近は畦の補強のための杭木が数本検出さ

れており、いわゆる後世の耕地整理及び畦畔の補修による攪乱が認められた。

主柱と壁面 との位置は、西壁面 と南壁面では 1.2mの 間隔が保たれ、北壁面では P2の 主柱

側では 1.lm、 P3の 主柱側では lmと 僅かに差がみ られ、東側は lmでぁる。

遺物の出土状況は、大きく2分する形で出土をみている。主柱 Plと P2、 主柱 P3と P4の

中央位置で区分すれば、西側では僅かに PIの主柱の西壁面で土師器の壺形土器を 1点検出

した以外では、 3点の鉄片を検出したのみである。 これに対 して東壁面側では集中的な土師

器の出土をみてお り、特に P3と P4の 主柱 と側壁面での出土状況は第 7図 に示す ものであ

る。
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第 6図  SB01遺 構実測図

/歩

一

苔
Qo。

―- 262 -―



第7図 SB01遺 物出土状況図

(2)SB01の遺物の様相

SB01に伴 う壷形土器の口縁部として 3、 4、 6～ 10、 17～ 19が あり、壺形土器の底部と推

定される 20～ 30の 土器底部がある。 1と 2、 18は頸部片のため口縁部の様相は不明である。

頸部にめぐらされた凸帯は、いずれも断面三角形の貼 り付けによるものである。18は断面三

角突帯をめぐらすのみであるが、 1と 2は突帯の上端面に櫛状工具による押圧施文があり、

施文方向は異なり、この方向から施文への手順が類推され、 1は右手による施文とすれば壷

は左に回転させての手順が考えられ、2はその回転方向を逆に取る手順となろう。3と 17の

口縁部はともに複合 口縁であり、3では口辺部の輪積が明瞭である。17では口辺部に内部か
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第9図  SB01遺物実測図②
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らの撫付けがみられることから3と 同様の口辺部であろう。3の頸部には 10条の沈線が施さ

れ、その上端部にS字状の連続する施文がある。19は 口頸部の様相では、長頸の壷が推察さ

れる。頸部内面に輪積痕が明際に残されている。体部は欠失しているが、体部との接合位置

に指頭圧痕が残されている。壷形土器の表面の整形は櫛状工具によるものが多いが、6、 9、

29にみられる箆による研磨整形もみられる。底部では平底のものが多く、平底の基底部をつ

まみ下げて高台状の底部とするもの 21、 22、 28、 29な どがある。甕形土器 11～ 16がある。

いずれもくの字口縁の上器である。体部には媒煙が付着している。口径と体部最大径の比が、

14と 15は体部径が大で、12と 13では僅かに口径が大か等しくなっている。16、 39、 42の 口

縁部はともに口唇端は水平な平面であり、口唇部内面に僅かに稜をなすものと、口縁部の中
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第10図  SB01遺物実測図③

4S

位に僅かに摩 くらみがみられる。40、 41の 口縁部にも中央部に摩 くらみがある。口唇端面は

両器 ともヘ ラ切 り整形により、口唇端面は僅かに外傾する。高杯形土器片として 5、 31、 32、

44、 45の 遺物がある。5は不部片で鋭い稜をもつ。稜直下に円孔痕がみられかつては、2～ 4

の円孔を穿 った外部が想定される。45は脚部であるが、脚柱部に 4個の円孔が穿たれている。

脚部内面には 12方向に箆切の整形がみられ、脚裾部は大きく開き脚裾高 1.5 cmと 高 くなって

いる。外部は中空の脚基部に嵌み込む形で整形 されている。31の脚部 も45同様の脚基部 と杯

底部の着装成形が推測される。37、 38は必形土器であるが、38の 口径 と器高比から碗形土器

としたい。37は 口唇部を指頭調整 し口唇部を僅かに外反 させている。38の内面は入念な指頭

撫痕がみえる。34は鉢形土器で くの字の口縁部は体部最大径から外反する。内面はナデ整形

である。外表面は日の荒い櫛状工具による整形である。35は甑形土器で、把手は貼 り付けで、

把手位置は中位置 より僅かに下にある。底部には 5個の円孔が穿たれている。46は須恵器で

SB01に近接する SK遺構で検出された遺物である。
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SB01の 出土遺物

種  類 諮1幾 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

立形土器 1 7 頸部径 150 顕部片。頸部に断面三角形の

突帯をもつ。

内壁面は指頭ナデ上げ、外表

クシ状工具による整形。突帯

上面にクシ状ヘラエ具による

押圧痕。

焼成良好、胎

土に粒子を合

む。

1

童形土器 2 顕部径 130 顕部片。顕部に断面三角形の

突帯を貼 り付ける。

輪積手法で接合痕が残る。頸

部内壁にヘラ削り面が残る。

両面ナデ調整。突帯上面をク

シ状ヘラエ具で押圧痕。

焼成良好、胎

上 に 粒 子 あ

り。

l

芝形土器 3 ? 口径  82
複合部径 95
顕部径  58

顕部より垂直にのび上がった

のち、上外方向に開き、再び

屈曲して内傾する。日唇端面

は円面である。

顕部に擬凹線と凹線上端部に

S字状施文あり。口縁部は輪

積で接合部に稜をなす。内外

面ヨヨナデ調整。

焼成良好、胎

土に粒子を合

む。

黄土色。

]

壷形土器 4 日径  200
顕部径 150

口縁部片。端面は平面をなす。 内外面共にヨコナデ調整。 焼成良好、胎

上に粒子を合

む。

黄褐色。

1

高 ネ 形

土  器

5 日径  192
稜部径 142

日縁部片。稜部より再び外反

する。稜部直下に円孔がある。

内面クシ状工具の整形後ヨコ

ナデ調整。外面はヘラ研磨。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

1

壷形土器 6 日徊豊   165
頸部径  98

朝顔状に開く口縁部片で日唇

端面は外方に面をなす。

内面ヨヨナデ調整。外面ヘラ

研磨で端面ヘラ削り。

焼成良好、胎

土密。

1

豆形土器 7 口径  170
頸部径 135

くの字の口縁部片で、口唇端

面は/1‐方に面をなす。

内外面共にヨヨナデ調整。日

唇端面はヘラ研磨。

焼成良好、胎

土 に粒 子 若

千。

1

豆 形 土 器 8 7 口径  162
日径下部■ 2

ラッパ状に開く口縁部で、日

唇端面は円面をなす。

内外面ともにヨコナデ調整。 焼成良好、胎

土 に粒 子若

干。

l

壺形土器 9 8 日径  220
頸部径 125

口縁部片で、顕部で直立して

立ち上がった後、日縁部で大

きく開く。日唇端面は外傾し

平面をなす。

内外面 ともにヨヨナデ調整。 焼成良好、胎

上 に 粒 子 若

千。

l

壷形土器 日径  117
頸部径  68

ラッパ状に開く口縁部片で口

唇端面は外傾し平面をなす。

内面はヨコナデ調整。外面は

ヘラ研磨による。口唇部はヘ

ラ研磨。

焼成良好、胎

上 に粒 子 若

千。

l

壷形土器 11 0の 頸部径 170
体部径 225

胴頸部片。張 りの少ない体部

で顕部のすばまりは少なく、

器厚はやや一定。

輪積手法で、内外面ともにク

シ状ヘラエ具による整形。

焼成良好、胎

土 に粒 子 若

干。

1

壷形土器 12 口a邑   272
頸部径 225

頸部より屈曲した後、大きく

短く外反する日縁で日唇端面

は平面をなす。

口縁部内外面ヨヨナデ調整。

体部内外面ともクシ状ヘラエ

具による成形。

焼成良好、胎

土 に 粒 子 若

千。

l

壷形土器 1と 口径   290
顕部径 245
体部径 287
器高  165

胴部の張りの少ない、弱いす

ばまりの後、頸部で大きく屈

曲し、水平に近い口縁部をつ

くる。端面は平面をなす。

口縁部内外面ヨコナデ調整。

体部内外面クシ状ヘラエ兵に

よる整形。

焼成良好、胎

上 に粒 子 若

干。

l
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甕形土器 9 口径  250
頸部径 215
体部径 270
器高  170

胴部の張 りの少ない肩部での

すばまりも弱い、頸部より内

彎した口縁部をつくる。端面

は平面である。

口縁部及び体部内外面ともに

クシ状ヘラエ具による整形で

ある。

焼成良好、胎

上 に粒 子 若

千。

l

重形土器 口径  193
顎部径 164
体部径 255
器高  115

球形に近い体部で、日縁部は

くの字口縁である。日縁部内

外面にぶくらみあり。

輸積手法痕を残す。口縁部外

面ヨヨナデ調整。他面はクシ

状ヘラエ具による整形。

焼成良好、胎

土 に粒 子 若

干。

l

芝形土器 体部径 255
現器高 215
底部径  40

小径な平底の基底部より上外

方向にのびたのち大きく内彎

する体部をつくる。

体部基底部及び、下部はヘラ

研磨、他は粗いクシ状ヘラエ

具による整形で凹凸 (指圧)

が内面に残る。

焼成良好、胎

土 に 粒 子 若

千。

1

口縁部片 口径  150
現器高 35

顕部より水平に近い外反をし

た後、直立する口縁部で口唇

端面は円面。

内外面ともにヨヨナデ調整。 焼成やや軟、

胎土密。

l

顕 部 片 顕部径 ■ 5 顕部片で、頸部に断面三角形

の突帯がめぐる。

内面はナデ調整、外表面はク

シ状ヘラエ具による整形の後

ヨコナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

l

口顕部片 口径  80
頸部径  62
器高  130

肩部の張 りの少ない体部より

内傾気味にたちあがり、頸部

中央位で直立したのち、大き

く屈曲し短い口縁部をつくる。

輪積手法による。体部内面に

指頭痕、外表面と口縁部はク

シ状ヘラエ具による整形。

焼成良好、胎

土密。

l

底 部 片 底部径  70
現器高 65

僅かに凸面をなす。平底の基

底部より上外方向に直線的に

のびる。

内外面ともにクシ状ヘラエ具

で整形。器内面にモミ痕あり。

焼成良好、胎

土 に03の 粒

子多量。

1

底 部 片 2 底部径  37
現器高 65

凸面をなす底部で、着地面は

外に平面をなす。基底部より

内彎気味に上外方向にのびる。

内外面 ともにクシ状ヘラエ呉

による整形。

焼成良好、胎

土 に03の 粒

子多量。

1

底 部 片 l 底部径  50
現器高 55

高台状の平底で、基底部より

上外方向にのびる。

底部内面に指頭ナデ痕あり。

その他は内外面ともにクシ状
ヘラエ具による整形。

焼成良好、胎

土 に03の 粒

子多量。

1

底 部 片 底部径  43
現器高 95

平底の基底部より上外方向に

のびる。基底部に指頭痕あり。

内外面ともにクシ状ヘラエ具

による整形。整形方向は異な

る。

焼成良好、胎

土 に03の 粒

子多量。

1

底 部 片 13 底部径  50
現器高  80

平底の基底部より上外方向に

のびる。

輪積手法で基底部内面に指頭

痕あり。外表面はヘラ削り整

形である。

焼成良好、胎

上 に03の 粒

子多量。

1

底 部 片 )の を 推定底部径

80
現器高 110

平底の基底部より内彎気味に

上外方向にのびる。

輪積手法で内外面ともにクシ

状ヘラエ具整形。

焼成良好、胎

土 に03の 粒

子多量。

1

底 部 片 底部径  45
現器高  90

平底の底部より上外方向に滅

厚しながらのび内部にクシ状

工臭による成形と外表部はク

シロ整形。

平底基底部につまみだしの指

圧痕がある。輪積技法でクシ

目整形。

焼成良好、胎

上 に03の 粒

子多量。

1

底 部 片 底部径  40
現器高 75

平底の基底部より、上外方向

にのびる。

内外面ともにナデ調整。輪積

手法。

焼成良好、胎

上 に03の 粒

子多量。

1
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法  量cn 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 数量

底 部 片 底部径  50
現器高  55

平底の基底部より上外方向に

内彎気味にのびる。

内面指頭ナデ、外表面クシ状

ヘラエ具の整形のあとヘラ研

磨。

l

底 部 片 底部径  42
現器高  60

高台をなす底部より内彎気味

に上外方向にのびる。

内面に争〕離あり。外面はヘラ

研磨。

焼成良好、胎

上 に03の 粒

子多量。

1

底 部 片 15の 底部径  45
現器高 125

平底の基底部より上外方向に

のびる。

輪積手法で底部内面クシ状ヘ

ラエ具整形。体都ヘラ削り。

外表面クシ状ヘラエ兵整形。

焼成良好、胎

土 に05以 下

の粒子多量。

1

脚部片と

柱  部

31

32

２３

？

32柱径  58
現器高 90

Nα 32と ニンタシス形の柱で、

Nα31は脚基部よリハの字形に

開き、 2方向に円孔あり。

両者ともに外表面ヘラ研磨で

ヨコナデ調整もみられる。

焼成良好、胎

上 に05以 下

の粒子多量。

1

高台皿形

土 器 片

表採 底部径  97 平底の基底部に高台を貼 り付

けている。

内外面ナデ調整。 焼成良好、胎

土密。

1

鉢形 土 器 1 口径  285
頸部径 235
器高  104

底部欠損、平底と推定する。

内彎気味に上外方向にのび、

顕部で直立したのち大きく外

方向に屈曲する。口唇端部は

円面である。

内壁面と口縁部はナデ調整で

ある。体部外面はクシ状ヘラ

エ具で調整。

焼成良好、胎

土 に03以 下

の粒 子 を合

む。

茶褐色。

l

甑形土器 2 日径  300
把手部径397

器高  224

丸底の底部より内彎しながら

上外方向にのび、日辺部で外

反する。日唇端面はするどい。

器厚は底部より順次減厚され

ている。底部に 5個の円孔を

穿つ。

内外面 ともにナデ調整であ

る。把手は貼 り付けである。

把手位置より下位にススが付

着する。

焼成良好、胎

土密。

l

対形上器 2 口径  ■ 3

顕部径  70
体部径 160
器高  158

丸底の底部より大きく内彎し

て、やや痛平な球形の体部を

つくる。日縁部は上外方向に

直線状にのび、日唇端面は水

平面である。

体部内面は指頭によるヨヨナ

デ調整である。他面はナデ調

整である。

焼成良好、胎

土密。

1

碗形土器 口径  84
器高  45

九底の底部より内彎気味に上

外方向にのびたのち、やや垂

直にたちあがる。日縁部で僅

かに外反して、口唇端面は円

面である。

全面ナデ調整であるが、口唇

部外表面に指頭圧痕が 1周す

る。

焼成良好、胎

土密。

1

碗形上器 口径  120
器高  74

丸底の底郡より内彎気味に上

外方向にのびたのち、口縁部

はわずかに内傾する。日唇端

面は円面である。

口唇部をのぞき、内面は底部

より指頭ナデアグによる整形

である。外表面はナデ調整で

ある。

焼成良好、胎

土密。

1

壺形土器

口 縁 部

日径  185
顕部径 155
現器高  75

球形の体部が想定されるが、

日縁部はくの字口縁で、口縁

部の中央部にふ くらみがあ

る。口唇端面は水平な平面で

内ににがい稜をなす。

体部内面指頭ナデアゲ整形。

外面はクシ状ヘラエ具による

整形。口縁部は内外面ともに

ナデ調整で顕部内面はヘラ肖」

りである。

焼成良好、胎

土密。

l
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壷形土器

口 縁 部

3 口径  204
顕部径 145
現器高  35

顕部で僅かに直立したのち大

きく外反 して上外方向にの

び、日唇部をオサエて外傾す

る平面をなし、両端に稜をつ

くる。

内外面 ともにナデ調整で あ

る。

焼成良好、胎

土密。

l

壷形土器

口 縁 部

3 口径   155
顕部径 112
現器高  35

頸部より上外方向にのび、日

唇部は僅かに円面で、内に稜

をもつ。口縁部中央部が内外

面にぶくらみがある。

内外面 ともにナデ調整であ

る。

焼成良好、胎

土密。

1

壺形土器

口 縁 部

口径   186
頸部径 143
現器高  55

くの字口縁で、日唇端面を水

平な平面をつくり出し、日唇

部内側に稜をつくる。

頸部に接合痕をのこす。顕部

内壁面をヘラ切 り。日縁部内

外面ともにヨヨナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

茶掲色。

1

高 ネ 形

土  器

口 縁 部

口径  185
有段部径130

現器高  45

僅かな有段をなしたのち、上

外方向にのびあがり、日辺部

で僅かに外側に屈曲する。ロ

唇端面は円面。

内部と口唇端面は入念なヨコ

ナデ調整。外表は有段直上に

ヨヨナデがみられるが、タテ

方向は入念なヘラ研磨であ

る。

焼成良好、胎

土密。

茶裾色。

1

無蓋高ネ

不  部

口径  150
有段部径 95
脚基部径 35
現器高  65

痛平な丸底より有段をなした

のち、内彎気味に上外方向に

のび、日辺部ですばまり、日

唇端面は鈍い稜をなす。脚部

は欠損する。

内外面ともにヨヨナデ調整で

ある。

焼成良好、胎

土密。

l

高 必 形

土  器

脚  部

脚基部径 35
脚裾高  15
脚裾部径128

器高  90

外部欠失。脚基部と底部の接

合面を残す。脚部は基部より

下外方向にのび、脚裾部で大

きく屈曲したのち、脚裾端面

を円くおさめる。中方向に円

孔を穿つ。

脚内面はヘラ削り、脚裾部は

ヘラ研磨、脚部外面もヘラ研

磨である。脚基部に粘土円板

の押入がみられる。

焼成良好、胎

土密。

l

(身 )

不蓋 6 口径  151
たちあがり

15
器高  52
受部径 164

たちあがりはごくわずかに内

傾してのび、日唇端面は円面。

受部は水平にのび鋭い。底部

は欠損しているが、平底か扁

平な丸底が推定される。

マキアダ、 ミズビキ整形。底

部外面%以 内が回転ヘラ削

り、他面は回転ナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

ユ
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遺 物 番 号 l 3 5 7 8

レ  ^ミ  ル (cm) 163.2 158.3 165 5 163.0 168.0 164.2 158_0 161 5

遺 物 の 器 種 須恵底部 Fe 土師口縁

遺 物 番 号

レ  人ミ ,レ (cm) 166.0 160.5 164 0 164.0 155 5 167 8 170.0 164,0

遺 物 の 器 種 土 師 lTN 土師口縁 土師高 lTh lTh口 縁 上師口縁 土 師 碗

遺 物 番 号

レ  ^ミ  ,レ (cm) 168 7 170 0 169,0 169 5 171 0 168 5 168.0 166 0

遺 物 の 器 種 土師口縁 土師口縁 土 師 碗 上自市月同著ト

2号竪穴式住居llL内 の遺物出土状況 (図 11)

第 11図  SB02遺 構実測図
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2号竪穴式住居跡実測図 (第 11図)に図示したごとく、遺物はほとんど主柱より壁面側に

集中しており、特に主柱 Plの 角からP4にかけての壁面にあるものと、主柱 P2と P3の北壁

面 とに集中する。これらの出土状況は、地山面とほとんど変わらないレベルで出土しており、

断面図に示す層厚序であった。出土遺物とレベルについて表示すれば前ページ表のごとくで

ある。

(3)2号 竪穴式住居跡遺構

2号竪穴式住居跡は、前述の 1号竪穴式住居跡の項でふれた如く僅かに北壁面と、東壁面

での肩が検出されたことと、土器遺物の出土状況から破線で示す、長方形の隅丸竪穴式住居

を推定した。

主柱は 4本で Plの主柱は、掘立柱建物 3号の柱穴により消滅している。P2と P3の柱間間

距離 2.lmと P3、 P4の柱間間距離 24mは、掘立柱建物の 2号柱穴 P4と ~致する。(黒点位

置はそれを示す)竪穴式住居の主軸は、北で東に 10度をなす南北に長軸をもつ住居である。

入口部が不明であるが、出土遺物からみて、東側面の南隅か南側面の東隅がもっとも優勢で

ある。

遺物は主柱 Plと P4の 中央位置より西側壁面とPl位置の西壁面及び、P2と P3の中央部

の北壁面及び P3の東壁面の間で検出されているが、特に P2と P3の 中央位置の北壁面に集

中した遺物があり床面に赤変した焼成が見られることからカマ ド位置と推定している。土器

以外の遺物に鉄片の出土がありPlと P2の 主柱の中央位置であった。

第12図  SB02遺 物実測図①
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種  類 No
当

肇 法  量cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 姫

一　
１瓦 器 碗 1 5 口径  150

器高  48
底部径  30

高台位置より内彎気味に外向

に立ち上がり、日唇端直下に

稜線をもつ。

ミズビキによる成形。高台は

貼り付け高台で、ソウメン状

のものを貼付けている。内部

底面にやや平行な暗文、体部

に放射状の暗文を施す。

焼成は軟弱で

ある。胎土は

精選。

器表灰色、内

面黒色。

瓦 器 碗 2 日径  153
器高  50
底部径  60

底部より内彎しながら外向に

立ち上がり、日辺部でナデに

よる凹面をなす。口唇端面は

九くおさめる。

ミズビキによる成形。丸底の

底部と貼付け高台が断面で各

頂点をなす位置にある。内壁

部に放射状の交叉した暗文を

施す。

焼成は軟弱で

ある。胎土は

精選。

器表灰色、内

面黒色。

1

高 麗 碗 3

4

1

2

底部  50
底部  70

高台をもつ底部で基底部より

上外方向にのびる。

高台は削り出しである。基底

部にハケロ調整がある。釉が

かかる。

焼成良好、胎

上密。

茶禍色で光沢

あり。

2

土 師 皿 5 4 口径  90
器高  15
底部径  60

平底がやや内向に突出してい

る。日唇端面は円面。

底部ヘラ切 り。体部入念なヨ

ヨナデ調整。

焼成良好、胎

土密。

帯赤茶褐色。

1

瓦 器 皿 8 口径  83
器高  17
底部径  30

僅かに平底をなし、基底部よ

り上外方向にのび、口縁部で

立ちあがり外反する。日唇部

は円面。

口縁部キリコミ手法がみられ

る。全面ヨヨナデ調整。内面

に暗文あり。

焼成やや軟、

胎土密。

胎土内白色、

表面黒灰色。

1

瓦 器 皿 7 4 口径

器高

底部径

３

姥

底

９

２

丸

九底であるが僅かに安定する

平面をもつ。体部に僅かな稜

をなす。日唇端面は円面。

口縁部と内面は入念なヨコナ

デ調整で内部にヘラによる暗

文あり。基底部より底部にか

けて指頭圧痕が残る。

焼成良好、胎

土密。

胎土内白色、

表面黒灰色。

l

瓦 器 皿 8

9

10

6 口径   94
器高  24
底部径 丸底

丸底の中央部がやや尖がる。

上外方向にのびたのち、日縁

部で僅かに立ちあがり、かす

かな稜をもつ。

全面ナデ調整。

Nα 7～ 8は No l～ 2と 同技法

による瓦器。

焼成良好、胎

土密。

胎土内白色、

内面灰色、表

黒灰色。

1

2

石   器 11

12

9

10
長 径

短径

自然礫を希U用 しており、二面

ないし 面́に打痕がある。

12の 遺物は周囲の稜面を研磨

している。

砂岩。 2

sB02の逮物①

(4)SB02の 遺物瓦器の様相

SB02に伴 う遺物は、その他の遺構の遺物 と異な り、遺物は瓦器を中心 とするもので瓦器の

碗 2個、瓦器皿 5個体を検出している。 1と 2の器形は底部から口縁部にかけて丸味もって

続 き、口縁部の横撫が目立ち、 1で は僅かに口縁部が外反気味である。暗文は外面にはまっ

た く施されていない。皿 6は 2段ナデで口縁部が外反するが、 7～ 10は 2段ナデであるが口

縁部はほとんど外反 しない。内底部に螺旋状の暗文が施されている。 7の皿底部には指頭圧

痕が残 り、他の皿底部 と異なる。本市における瓦器の出土例は、古照遺跡、福音寺遺跡、道

後姫塚遺跡にその出土T71がある程度で、瓦器編隼をなし得る資料に乏しい。いま高槻市上枚

追跡の報告書による編年に従えばⅢ期の1か 2の 時期が順当であ り、13世紀中葉の時期になる。
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SB02の 遺物②

種  類 No 法  畳 cm 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備 致登

立形土器 l 底部径  44
現器高  90

平底の基底部より内彎気味に

上外方向にのびる。

輪積手法。底部内面ヘラ削り、

体部内壁及び外表面はクシ状
ヘラエ具の成形による。外表

面はクシ状ヘラエ具成形後ナ

デ調整。

胎 土 に03以

下の砂浸入、

焼成良好。

l

豆形土器 2 7 底部径  37
現器高  68

平底の基底部より内彎気味に

上外方向にのびる。

平底の基底部周辺に調整によ

るかえりがみられる。底部内

面から体部にかけて指頭によ

るナデ成形。外表面はナデ調

整。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色

1

形

片

ネ

器

一局

土

3 脚基部  43
現器高  60

不部の底部と脚基部は共有し

ており、基底部より外反気味

上外方向にのびる。脚部は基

部より下外方向に開く。

外部内面はヘラ研磨、外部及

び脚部外面はクシ状ヘラエ具

による成形。脚部内面はヘラ

削り成形。芥底部中央部は円

板粘上の貼 り付けである。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

l

高 芥 形

土  器

脚  部

4 脚基部  32
現器高  75

脚基部より下外方向にのび

る。円孔が 1対穿たれる。

脚部内壁面に指頭ナデ調整に

よる凹凸あり。外表面はヘラ

研磨である。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

1

高 不 形

土  器

脚  部

脚基部  40
現器高  70

脚基部より下外方向にのび

る。円孔が 4方向に穿たれる。

脚内面にしばり目がある。外

表面はヘラ研磨。脚基部外端

部にネ底部の接着面が残る。

基部内部粘土板を詰めてい

る。

焼成良好、胎

土密。

茶褐色。

1

高 芥 形

土  器

脚  部

6 脚基部  40
脚裾部  80
現器高  56

脚基部より下外方向にのび、

脚端部は水平な平面。

脚部基部内面に指頭痕、中央

以外はヨヨナデ。外表面、脚

裾部に叩き目、中央部はヘラ

削り成形。

胎 土 に 粒 子

03を 多 量 に

含む。

焼成良好。

1

高 ネ 形

土  器

脚  部

7 ユ 脚基部  45
現器高 100

脚基部より下外方向にのび

る。

脚部内面はシボヅロと指頭ナ

デ成形。外表面は斜方向のク

シ状ヘラエ兵成形後ヘラ研

磨。脚基部中央部に円板状の

粘土を詰める。

胎土密で焼成

良好。

1

底  部 8 記入

もれ

底部径  37
現器高  35

底部はやや上げ底である。基

底部より大きく外折したのち

僅かずつ上方にたちあがる。

内外面ともに入念なヘラ研磨

を施している。

胎土密で焼成

良好。

一部に黒斑あ

り。

l

(5)第 13図 の遺物の様相

第 13図 の土器は、第 12図 に示す土器 とは、完全に時期的な相違を見る違/7oである。第 12

図の遺物をベースとする遺構に混入 した土器 と理解すべきであろう。 1～ 8の上器の焼成 tよ

よい、全体的に胎土厚のある一群の器物である。高界の脚基部には、外部底部に詰められた

粘土板がみられる。 2の底部には叩き整形による粘上のかえりがみられ、内部は粗雑な指頭

ナデ整形である。
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第13図  SB02遺物実浪I図②

う棚顧

(6)土 壊状遺構の遺構 と遺物 (第 14図 )

遺構は浅い円形の上猿で 1つ は直径 150X190 Cmと loO Cmの 円形である。 1つ は内部に

掌大の自然石 と須恵器の口縁部 と土師器片が中央部より出上し、南壁面位置で No.6の須恵

器の外を出土した。いま 1つ からは須恵器の杯 No。 1と その下部より、土師器の口縁部 No.2

中央部位置から土師器の口縁部 (復元可能)を出土 した。

これ らの遺構及び遺物の出土状況からみて土猿墓 とみることができよう。

第14図  SKl～ 3遺構実浪1図
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土
猿
状
遺
構

遺 物 番 号 1 4

出土 レベ ル 155.7 161 2 159 0 158.0 162.0 157.5

器 種 須 恵 郭 土 師 片 土 師 口 縁 」i自市 口 縁 土 師 器 片 須 恵 郭

4 掘 立 柱建 物遺 構

常堰地区 (B区)において検出された掘立柱建物遺構は 4棟 と、C区で検出された 1棟が

完掘されたが、この外に一部の柱穴を検出したものをも含めれば、さらに数棟の建物が追加

されよう。いまこれらの建物 (SB)をそれぞれ検出された順にSBl～ SB5と してとり扱 う。

(1)SBlの 遺構 実測図 (第 15図 )

SB lは、建物の主軸を北側の梁間隅柱で東 30度 を取る南北棟の建物である。建物の規模

は、梁間 2間、桁行間 3間 の高床式建物である。梁間 2間はいずれも 1間の柱間を 195 Cmと

する等間である。これに対して桁行間は共に中央の 1間を 190 Cmと し、他の左右の間は梁間

第15図  SBl遺 構実測図
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と同様に 195 Cmを取る。このことから梁間の全長 390 Cm、 桁行間全長 580 Cmと なり、全面

積は 22.62m2が ぇられる。

柱穴は何れも50～ 70 Cmの 方形の掘 り方をもち、この掘 り方の中央位置乃至は、それぞれ

の掘 り方内に柱位置がみられる。この柱位置は断面図に示すごとく、柱の抜取穴 として粥確

に掘 り込みが残 り、何れも地山の砂礫層に達している。掘 り方の深さは一定しており20～ 30

Cmあ り、柱の抜取穴は 5～ 15 Cmがみられた。ただ 1つ桁行間の平柱の柱穴に礎石をもつも

のがみられたのと、梁間の北側で東隅の角柱の抜取穴が 2つ検出されたが角柱の位置は外側

に穿たれた抜取穴である。また南側の梁間にみられる掘 り方の重複がみられるが柱位置はみ

られなかった。これらの柱間からみて南北に棟をなす切妻の建物棟であり、梁間の第 2の柱

は棟持柱であろう。

建物内の 2つの柱穴が検出されていることと、桁行間の中央位置にみられる柱穴 と、北側

の東隅にみられる柱穴があり、前者は床下の東柱であり、後者の 3つの柱穴は梯子の位置を

示すものと推定される。梯子位置が 2か所以上に見られることから、高床式の住居 とみるこ

とができよう。またやや不規則ではあるが、西側の桁行側と南側の契間にみられる浅い杭穴

は、濡れ縁を支える支柱列と推測される。

第16図  SB2遺 構実測図
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(2)SB 2の 遺構 実測図 (第 16図 )

SB2号建物は、前述の竪穴式 2号住居跡と重複している。建物の規模は、梁間 2間桁行間

3間で SBlの 建物 と同間である。建物の主軸は北側の西角の柱位置で西に 5度摩れを取る

南北棟の建物である。柱間の心心間距離は何れも 175 cmの等間となっているが、ただ東側の

桁行間では、中央位に素掘 りの柱穴をもつ 2間 となり、西側の桁行間にみられる掘 り方と柱

間に違いがみられる。

柱穴の掘 り方は直径 50～ 80 Cmの不規則な円形の掘 り方となっているが、南側面の梁間で

の東角柱での掘方は 45× 50 Cmの 方形な柱穴となっている。柱の抜取穴は 6か所に見られる

ことから、両梁間の抜取穴に合わせて柱位置を符合した場合、西側の桁行間を基線として、

北側の異間は北へ 5度摩れ、南側の梁間では北へ 1.5度摩れた柱位置が考えられる。この結

果が桁行間に見られた西側桁行の 5,25mに対する、東側桁行の 55mと 25 Cmの 差がみら

れる。東側の桁間は 2間で 3mと 2.5m広 く、特に3mの最大間取 りの前方 1.8m位置に幅

0.5mの 2つの柱穴が建物に向かって傾斜して穿たれている。この柱穴を建物への階段 と推

定すれば傾斜角を 30度 にすれば、lmの床高が得られる。いまピット10と 11を高床の東柱

第17図  SB3遺 構実測図
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と考えることもできるが、Pllは前述の竪穴式住居跡と重複する柱穴である。だが 10と 11は

よく対応しており高床の東柱とみたい。

(3)SB 3の 遺構 実測図 (第17図 )

SB 3の 主軸方位は磁北を取る架間 2間、桁行間 2間の掘立柱建物である。梁間の柱間間距

離は共に 310 Cmが 求められるが、北側の異間では共に柱間間距離は 155 Cmの等間が得られ

る。これに対して南側の梁間は、中央の平柱の抜取穴からみれば、150 Cmと 160 Cmと 僅か

に柱位置が異なっている。桁行全長 380 cmが 共にみられ、しかも両側の柱間間距離は 190

Cm等間となっている。いま桁行と梁間全長からみて、長辺をなす側を桁行とみたが、柱穴の

第18図  SB4遺 構実測 I�
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掘 り方と柱位置の礎石をもつ柱穴からみれば、逆に 190 Cm等 間の側が梁間とみられる東西

棟の建物の可能性が強い。いいかえれば礎石を配する柱穴が棟持柱の位置として考えられる

ことと、さらに北側の建物外に穿たれた 2つの柱穴は梯子の位置を示すとみるからでもある。

このP9と P10を梯子 (階段)と みるとき高床式倉庫が考えられ、古照の高床式建物の入口と

符合する平屋入口が考えられる。

(4)SB4の 遺構 実測図 (第18図 )

SB4は主軸方位を磁北に取る梁間 3間の全長 440 Cm、 桁行全長 660 cmの 3間である。全

体的に南側架間を基線にして 2度東にかれる建物である。柱間の心心間距離は、礎石や抜取

0
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穴からして、梁間では何れも東隅の第 1柱からは 150 Cm、 第 2柱から 150 Cm、 第 3柱から

140 cmの等間となっている。桁行間では南隅の第 1柱から215 Cm、 第 2柱から230 Cm、 第

3柱から215 Cmと 対応する等間となっている。建物の棟方向は南北の棟が推定され、しかも

屋根は入母屋造 りが想定される平床式の建物である。建物内の床面でやや掘 り凹められた場

所があり、この凹みより瓦器や磁器の遺物と須恵器の破片等が出土している。

(5)SB5の 遺構 実測図 (第19図 )

SB5遺構は、棟方向を東西に取る建物遺構である。建物の主軸方位は北 6度東に僅かに摩

れている。建物の規模は梁間 2間で全長 400 cm、 桁行間 3間 の全長 475 Cmで ある。建物の

床面積は約 19m2が求められる。柱穴の掘方は直径 40～ 80 cmと ゃや不同一で、しかも掘 り

方は割合に粗雑である。特に乾 位での掘 り方は完全に当初の掘 り方位置と異なり、素掘の追

加がみられる。また柱間の心心間距離も梁間での東側 2間を除き不揃いである。

ちなみに桁行間の南側と北側での様相は、東角柱第 1柱から第 2柱間は 180 cmに対し 150

Cm、 第 2柱 と第 3柱間は 135 Cm対 150 Cm、 第 3柱 と第 4柱間は 160 Cm対 175 Cmと なって

いる。架間では、西側での柱間間距離は 190 cmと 210 Cmと やや不等間である。

また階段として想定される Pllと PIヵ の小柱穴がある。この小柱穴を入口部の階段とすれ

ば、高床式建物としての構築が考えられるが、高床式建物とすれば、床下の東柱と推定され

る札穴の各位置が、かなり不規貝」であり、PIIと P12を梯子の柱穴とみるには困難ではある。

今ここにSB5の建物遺構の周辺部において、数多くの柱穴群が検出されている。これらの

柱穴群にそれぞれ建物遺構 としての考察をこころみよう。

中心杭 No.59付近の掘立柱建物遺構 実測図 (第20図 )

(6)P12を主柱とする掘立柱建物 (SB8)の遺構

図に示すように、P12を角柱とするSB-8遺構が、柱穴の全容は不明ではあるが推定され

る。桁行間である柱穴の心心間距離は、140 cmと 170 Cmが 計測される。また梁間と推定さ

れる側では、角柱 P12よ り1間 120 cm前後が得られる。建物遺構とすれば東西棟の建物で、

建物の主軸方位は北 25度西にある。

(7)掘 立柱建物 (SB6・ 7)の遺構

SB-6・ 7建物遺構もSB8遺構同様に、各柱列の心心距離は異なり、また相対する柱位

置もすべて不等間である。ただ柱穴は何れも確実に掘 り込まれており安定はしている。
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(8)掘 立柱建物 (SB9。 10)の 遺構

SB9と SB10は共に SB5の西側梁間周辺部で検出された柱穴群より推定される建物遺構

群である。前述の建物遺構 と同様に各柱列の心心間距離は異な り、また欠除する柱穴 もあ り

不確実な建物推定である。

(9)掘 立柱建物 (SBll)の 遺構

SBllの 建物遺構は、中心杭 No.58に南接 して検出された掘立柱建物遺構である。遺構は、

東側梁間面 と、桁行間 2間 を検出する遺構である。建物の主軸方位は長軸をEに取る東西棟

の建物である。東側梁間面での測定では全長 310 cmで 等間の柱間間距離 となっている。

桁行面での柱間間の心心距離は、北側面では 200 cmの 等間であるが、南側面では 230 cm

となっている。いま南側面での第 3柱穴が検出されておらず不明であるが、SB―■ 遺構は掘

立柱建物遺構である。

Ｔ
Ｅ
▲

Ｔ
‥
エ

Ｔ
Ｅ
■ 乃万の裏地区における遺構 と遺物

乃万の裏地区 (No.66～ 70の 中心杭)の範囲内で検出された遺構 と遺物である。

遺構は竪穴式住居 1基 と掘立柱建物跡 と推定される柱穴を検出しているが、完全に 1棟の

柱穴を検出できたものはなく、何れも掘立柱建物の一部を検出したにとどまった。 この他に

土壊状の遺構数基を検出はしているものの、後世に数度の土地改良が実施されてお り、特に

水田耕作地 としての熟田化によって、上層部の削平がひどく僅かな遺構を遺存 しているにす

ぎない。 このため遺構内での遺物 もまた少量であ り、しかも土器は細かく砕かれ実測不可能

な状態のものが多い。

堅穴式住居址 と遺物

(1)竪 穴式住居遺構  (第22図 )

住居の平面プランは、東西の一辺 6m、 南北の一辺 5,4mで東西に主軸をとる竪穴式住居

である。主柱は 4本で、東西間の柱間間距離は 2.5m、 南北での柱間間距離は 2,65mで ぁる。

住居の平面プランでは、明らかに東西方向において 40 cmの 長径 となっている。この壁面

の径に対 して、柱間間距離では逆に南北方向の柱穴位置が何れも 15 Cmと 僅かに長い柱間の

距離 となっている。 とはいえ床面 と主柱 との僅かな差は見られるが、柱位置 と床面の方形か
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らして四注式 (寄棟)の屋根が構築 されたものと推定 される。

また床面は平坦な東壁面に僅かな傾斜をもつ造 りとなってお り、北側の壁面中央位置に(正

しくは柱間の中央位置)床面より3～ 4 Cm赤色の粘土 と灰及び木炭の細片が多量に集中 し

て検出されカマ ド位置 と推定された。西壁面 と東壁面の南隅に、床面より5～ 10 Cmの 土娠状

の凹みが検出された。東壁面では土疲内部に拳大の映が充填 されていた。土壊の底部 と床面

との差は 7Cmの掘 り込みであ り、床面での傾斜は西壁面位置に対 して、東壁面位置で 1l cm

低 くなっている。ちなみに北側壁面 と南側壁面 との差はほとんど見られないが、南側壁面に

はやや低 い床面があった。

西側壁面の上疲は、住居の床面より7Cmの掘 り方 となってお りしかも無遺物層であ り、竪

穴式住居 より後の掘 り込みである。西側壁面は地山と床面 との差はほとんどみられず、僅か

に汚染 された色調を呈するものであ り、床面実測の正 しい位置は北側壁面のアールが示す位

置から一点鎖線を引 く位置 と断定される。

(2)竪 穴式住居にともな う遺物 (第 23図 )

本遺構 より出土 した遺物は、前述 したごとく、その t1/aと んどが細分化 されてお り、計測は

おろか復元されるものとしては少なく 1個であった。

1は鉢形土器で口径 16 Cm、 器高 15 Cmの 甕形土器である。底部は九底で大きく外彎 して

立ち上が り、肩部で胴部の最大径 16.4cmと 肩張 りを取 ったのち、内傾 して くの字状の口縁

部をつ くりだしている。胎土はよく精製 されている。色調は二次焼成を うけて赤 く、器壁の

崇」離がはげしい。

出上位置は焼土を検出した電位置からである。その外に主柱の柱穴 No.1ょ り、土器片 1個

が柱穴の底部から出上 している。

4は甕形土器で口径 12 cm、 体部径 16 cm、 頸部 10 cm、 口縁部高 3 cm、 器高推定高 15 cm前

後の上器で、内壁面はヘラ切整形で表面は縦方向に櫛状工具で整形 しているが、 口縁部は内

外面 ともに横ナデ調整である。表面にわずかに媒煙が付着 している。 2と 3は高外形土器の

脚部破損遺物である。 2は脚裾部径 10 cm、 脚裾高 0.3 cm、 脚基部 3 cm、 現器高 7 cmの 遺物で

ある。脚柱部は枠形による成形で、表面 と脚裾部はカデ整形 となっている。 3は脚基部径 3

cmで 中空の脚部は脚裾部への開きの少ない脚部であろう。裾部が欠損 していて詳細は不明で

ある。脚内壁面はヘラ切 りが認められ、脚基部中央には粘土板が詰められている。
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(3)床 面の排水と入口

住居の主柱位置は、床面位置からみて、東側壁で 2m、 西側壁で lmと 倍の側壁面距離を

もつ柱位置にあ り、従 って人口も西に片寄 った取 り付けとなっている。東西の南側壁面での

傾斜が大 きくみ られることから、明らかに排本を意図した東側壁面での暗渠排水であ り、し

かも家屋外に導 く状態にあることに特に注意 したい。

第23図  SB01遺 物実測図

;

掘立柱建物遺構 と遺物

(1)掘 立柱建物遺構

掘立柱建物は乃万地区 B区で柱穴を数基検出したが、何れも 1棟 としての完掘をみるには

至らなかった。 B区の西端に現在南北に流れる灌漑用水路に沿って、旧の灌漑用水遺構が 6

m離れた位置に現在 と同様な南北に流れる濤状遺構が検出された。 この両用水路の間から掘

立柱建物遺構の柱穴が検出されてお り、後世の水路工事 と耕地改良による遺構破壊があった

ものと推定 される。水路の流れは何れも北より南へ流路を取 るものであった。

当地区内での遺構および遺物は少なく、また後世における熟田化のための地下げ工事が見

られ、地山面の削平がはげしく徒労に終わった発掘区である。だが唯 1点 の完形の土師器の

変形土器が単独に、しかも田の畦の部分より出土をみた。 このことにより現時点の畦の位置

がかつての遺構面であったことを物語る遺物 といえよう。

(2)甕 形 土 器 (第23図 Nα 5)

器高 17 Cm、 国径 10.2cmの 七器で、胴部の最大径は器高の%以下にあ り、一見壷形土器

＼
，
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とも思われる器形でやや口径 より胴張 りが大 きくなっている。底部には成形後に貼 り付けら

れた高台付きの底部 となっている。頸部や 口縁部でのしば りや外彎の貧弱なつ くりとなって

いる。

胎土はよく精製 されてお り、焼成 も良好である。色調は黄土色である。

3 土痰墓遺構

(1)土羨墓遺構

SK遺構は主軸方位を磁北に取る長径 98 Cm、 短径 65 Cmの 楕円形の掘 り方である。遺構は

耕作± 30 Cmを 排除した、地山層 (洪積粘土層)を 25。 2cm掘 り込む浅い掘 り方となってい

る。歯牙 6本を検出しており、北枕 とする頭部位置が推定される。人骨の他部分の遺体は検

出されず、すでに還元されていた。副葬品が掘 り方の法面に白磁とその下部に、青銅の和鏡

を共に木箱に納めて埋葬したと推定される。植物遺体 (杉材の柾 日)の板土より出土してい

る。

第24図  SK遺構 と出土遺物実測図

- 1  3

ＣＭ

・

Ｎ
Ｉ
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(2)土 娠墓 (SK)の遺物出土状況

SK lよ り出土した遺物は 2点あり、遺物は銅鏡 と白磁の外である。出土状況は鏡の上部に

相重ねられた状態でしかも底部に植物遺体の腐触した遺物が認められた点から、遺物は共に

容器の内に納められて副葬されたと推測される。また埋葬位置は図に示す位置にあり被葬者

が頭部位置を北に取ったものとすれば、副葬品は左手位置に置かれたことになる。

(3)土羨墓 (SK)の遺物 実測図 (第 24図 )

イ 銅 鏡

銅鏡は白磁の下部より出土し、鏡面を下にして副葬されていた。鏡径 5,4Cmの平縁であ

る。背面の中央部には銀があり、銀孔内に僅かに絹糸の残欠がみられた。文様帯は 2つに区

画されてお り、内区文様は 5弁の花弁をモチーフした文様の反転文が施文されている。外区

文様帯には、同規模の花弁 1弁を列点文様に配置した梅花鏡である。

口 白  磁

白磁は銅鏡の上部で検出され、高台を上にして伏せる形で出土した。同器の内面には朱に

近い赤色の顔料が僅かに残っていた。器形は口径 8.7Cm、 器高 3.OCm、 底部 4.OCmの もの

で、日縁部は 8角形にカットした口縁で、外縁部には面取 りによる弧状面を残している。器

腹面 も大きく亀甲文様の面取 りが施されている。本器は李朝時代の面取杯と推定されるもの

で、時代的には室町中期に充当させられよう。本器により土羨墓の時期も決定される。この

遺物の製作年より下る時期で少なくとも室町時代中期以後であり、室町時代末葉期とされよ

う。

乃万の裏地区における小考

乃万の裏地区においても、他の発掘区 と同様に細分化 してA・ BoC区 とした。A区にお

ける遺構は、1条の東西に貫流する濤状遺構 と、濤に平行 して 1列に打ち並べ られた杭木 (径

約 3Cm)列 と土疲状遺構 2基のみであ り、検出された遺物 も細片化された土師器片であ り、

復元はもとより実測不可能な遺物であった。

B区及びC区 もまた星ノ岡遺跡の北下地区 と同様に、農地の改良工事による地山面の削平
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が行われてお り、僅かに遺構の基底部分を残すのみの残欠遺構であった。検出された遺構は、

B区では竪穴式住居跡 1基 と土娠墓 1基である。 C区は掘立柱建物遺構に発展する柱穴を数

十固検 出したにとどまった。

本地区での特記すべき遺構は、SB01遺構の北方 2.7mに て検出された土壊墓である。遺物

は本文中にて記述するところの銅鏡 と八面に口縁部をカットした白磁であろう。磁器は面取

界であ り、時期的には室町中期にあたる李朝時代の焼物である。 このことから土娠墓の形成

時期は早 くとも室町中期以後 と推測される遺構である。被葬者は鏡 と白磁が箱に納めて副葬

され、 しかも磁器の内面に紅が僅かに検出されていることで女性と見られる。また土娠墓の

規模からみて少女か、成人に近い女性 とみなされるが不明である。

さらに土羨墓 と竪穴式住居跡 との関係は今一つ明確に比定出来ないが、土壊墓 より先行す

る遺構であることは明白であるが、出土遺物 も極めて少なく困難であるが、平安中期かそれ

より僅かに時期的に早まる可能性がみ られる遺構であろ う。古老の語るところでは、東側に

開園す る大護幼稚園造成時に多数の墓が検出された とのことであ り、この墓地の端部に検出

された土羨墓遺構 と見るべきであろう。

Ⅳ 農免地区における遺構 と遺物

農免地区は、発掘予定位置図 (第 25図)における、中心杭 No.83～ 86の 区間を調査実施

範囲に選び実施した。当地域の発掘状況は (図版第108図 )にみられるように、全面的に

単調な発掘調査となった。遺構 としては 2条の小規模な濤状遺構であり、この濤状遺構 と平

坦な地山面との間に土器及び砥石の出土があったが、これらの遺物の外には住居跡も検出さ

れなかった。

検出された土器 (土師器)及び砥石類は何れも―ケ所に集中しており、耕作地に対する祭

祀的行事で放置された遺物とすることができる。耕作地における水口 (みなくち)に対する

農耕祭祀と推察されるが、この検出された遺物に対して生産遺構としての水田跡を確実に検

出することが出来ず調査技術の未熟を悲しむ一人である。

この生産遺構の検出に困難を生じた一大要因は、中心杭 85～ 87地点は特に湿地帯であるた

めに、発掘の手作業に対して、発掘者の自重による遺構面への攪乱作用とがあいまったこと

に帰一する。
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農免地区における出土遺物

種  類 法  量cln 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考 数量

碗形土器 1 口径  152
器高  58
底部径  55

平底の基底部より内彎気味に

上外方向にのび、日辺部で外

方に屈曲し口唇端面は円面で

ある。底部の基底部に高台を

断面方形でもつ。

ミズビキ、マキアゲによる成

形。底部に高台を貼 り付ける。

内面は回転ナデ調整。外面は

ナデ痕によるにぶい稜をも

焼成やや軟。

胎土は密であ

る。

茶掲色。

l

碗形土器 2 口径  137
器高  42
底部径  62

平底が基底部より内彎気味に

上外方向にのび、日辺部です

ばまり僅かに外反する。日唇

端面は円面をなす。

内面は回転ナデ調整、外面は

ナデ調整であるが粗雑であ

る。底部にヘラ肖」りがみられ

る。底部内面に回転ナデ痕あ

り。

焼成良好。胎

土は密。

黄褐色。

1

碗形土器 3 口径  137
器高  50
底部径  52

平底の基底部より内彎気味に

上外方向にのび、口辺部外表

面にくばみをつくる。

全面回転ナデ調整で、底部内

面に回転ナデ痕を残し、外表

面にはにぶい稜をなす。

焼成良好。胎

土は密。

黄褐色。

1

皿形土器 4 口径  68
器高  10
底部径  52

平底の底部の中央部が内に彎

入している。体部は基底部よ

り上外方向に短 くのび、口唇

端面は丸い。

内外面回転ナデ調整である。

底部ヘラ削り。

焼成良好。胎

土は密。

赤褐色。

l

皿形土器 口径  77
器高  10
底部径  52

平底の底部の中央部が内に彎

入している。体部は基底部よ

り上外方向に短かくのび、日

唇端面は内に内傾する。

内外面回転ナデ調整である。

底部ヘラ削り。

体部の器厚は肥厚する。

焼成良好。胎

土は密。

赤褐色。

l

皿形土器 6 口径  74
器高  12
底部径  55

平底の底部の中央部が内に彎

入している。体部は基底部よ

り上外方向に短かくのび、ロ

唇端面は内に内傾する。

内外面回転ナデ調整であり、

底部はヘラ肖」りである。

焼成良好。胎

土は密。

赤掘色。

l

皿形土器 7 口径  74
器高  13
底部径  55

平底の底部の中央部は内に彎

入している。体部は基底部よ

り、上外方向に短かくのび口

唇端面は鋭い。

内外面回転ナデ調整であり、

底部はヘラ削りである。

焼成良好。胎

土は密。

と

石   臼 8 直径  108
断面厚

30～ 20

卵形の円板で中央部には両面

ともに窪みがある。

口石として利用されたものと

推根Jさ れる。

砂岩。 1

砥   石 9 長径  125
短径  85
断面厚  20

方形の砥石で長辺の一部は欠

損している。

破損部分は不明であるが、全

面を研磨面として利用してい

る。

砂 岩 。 1

砥   石 長径  ■ 0

短径  80
断面厚  60

僅かに長方形の平面である。 4面をことごとく研磨面とし

て利用している。図に示す 1

面には明らかに刃先の調整痕

が残る。

頁岩。 1

砥   石 長径   62
短径   40
厚   25

台状の器物で長辺を利用した

砥石。

台状部の天丼(上端面)に は刃

先の調整痕が残 り、最長面は

1の字状の研磨面がのこる。

頁岩。 l

石  鏃 現全長  36
基部径  28
厚   05

推定される全長は 5 Cm前 後

であろう。先端部を欠損する

が二等辺三角形で基部が彎入

している。断面は紡錘形であ

る。

両面に大崇」離面を残し、周囲

は細かく象」離を施し、刃部調

整をしている。
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農免地区における出土遺物

反

正
三

三 こ こ こ こ [:::'テ

7″

?

第26図 農免地区遺物実測図

ー

ー

ー

―

,

2 農免地区出土遺物についての小考

出土遺物の内、土器による時代区分は最 も早い時期 として平安時代が推定される。 この時

期を決定する土器 として、遺物実測図 1、 2、 3の上器があげられよう。さらに土器質の山

皿 4～ 7の遺物においては、さらに大きく時代の下がる時期のものと推考 される。

石器遺物の内、9と 10の砥石にみ られる研磨面からみて、明らかに金属器を研磨対象 とし

ての研磨面が残されている。特に砥石 10と 11にみ られる刃先調整のために刻まれた調整痕

はまさに鋭利な金属器の特徴を示す調整痕そのものである。

石鏃 12は先尖部を欠損する遺物であるが、石質はサヌカイ トの亜種系岩質であ り、小象1離

面を両面に造 り出している外に、大象」離面を有 してお り本器の推定全長は 5cm内 外 とみ ら

れ、幅 1.5cmが石鏃基部に求められる。無茎の石鏃ではあるが、全体的規模からみて時代的

にもまた刺傷する対象物も異にする器物である。時代的には林生期の少なくとも中期か、も

しくは中期後半に類似の遺物をみるものである。

以上農免地区における出土遺物は 12の 石鏃を除いて、他の遺物は明らかに 2ケ 所において

検出されたものであ り、特に一括して出土 した処に前述するごとく農耕用祭祀 としての可能

性が強い遺物である。

O
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V 北久米遺跡における小考

北久米遺跡は発掘区を、常堰地区、乃万の裏地区と農免地区に分割して、さらに発掘実施

の便利性から、常堰地区をA・ BoC区 に細分し、乃万の裏地区もA・ B・ C区に細分した。

常堰A地区では、生活遺構は検出できなかったが、東方より西流する濤状遺構を検出した。

濤状遺構の掘 り込みは、地山面で 10～ 15 cm内 外の掘 り込みとなってお り、濤遺構に充填す

る土層は 4層 からなり、第 1層 は黒褐色の粘性のある土層、第 2層 は黒色のシル ト層、第 3

層は雲母を含む砂層、第 4層 は濤の構成基盤である黄楊色の粘土層 (洪積層)であ り、地山

層 と濤の遺構面とは容易に判別 される層序構成であった。

濤状遺構 と地山面の精査により、地山面に僅かに広がる面を発見 し、水盛管により微 コン

ターを計測 した結果図第 3図 にみられる、やや不規則ではあるが、平坦面 と僅かに隆起する

面 とが発見され、本文中で記述 した水田遺構 として取 り扱った。さらに水田遺構 としての断

定資料 として、土中に残された雑草の種子を検出した結果、筆者が熟知する水田雑草 として

のコナギの種子を固定 したことにある。 (畑作雑草、湿田雑草、水田雑草についての分析は、

笠原安男・梅木光次郎両博士の指導による。)現在松山平野における水田遺構 として確認され

た遺構には、来住遺跡～弥生中期の水田跡 と畑作跡、同遺跡における古墳時代の水田遺構、

小坂 3丁 目の小坂遺跡は古墳時代の水田遺構 とされ、本遺構を加え 3例である。

常堰地区B区の調査結果は、竪穴式住居跡 2基、掘立柱建物跡 5基 (完掘遺構のみ)と 土

羨状遺構である。

B区 における生活遺構は大きく2分 される集落であった。中心杭 No.50付近では、掘立柱

建物群が検出されているが、建物の方位は不統一であ り、数時期にまたがる構築が考えられ

る。この一群に対 して SBl～ 4の建物遺構群は、僅かに主軸方位を異にするも、何れも主軸

方位に統一性がみられる点にある。

掘立柱建物遺構の内 SB 4は SB02の 平地式住居跡遺構に関連する建物遺構 として理解 さ

れるものである。

SB02平地式住居跡には、SB2掘立柱建物遺構 とSB3掘立柱建物遺構 とが相前後 して構

築 されている。SB01及 び SB02住居跡は竪穴式住居 とみられる住居跡でもあるが、星ノ岡遺

跡 B区の SB04の切上桁遺構 と推測 される支柱穴 もみられないが、竪穴式 と呼称 しうるだけ

の床面の掘 り込みもみられず、いわば中間的な住居跡 といえる。だが、福音寺遺跡の SB04遺

構での家屋復原図と同様の家屋が想定 されることから、平地式住居跡 と推測 している。いま

SB02遺構の平面プランは隅丸の長方形であ り、この家屋に付随する建物遺構 として SB4遺

構が推定される。

掘立柱建物遺構の比較図に示す建物の規模 と機能か らみて、最 も小規模な SB4遺構は高
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掘立柱建物遺構の比較図式

烈 桁 行 間 梁 間 備 考

SB
問
長

行桁
全

柱 間 ′しヽ
心 間

'E離

関数 梁間 全 長
柱 間 ′とヽ
心 問 距 雛

問数 平 柱 隅 柱
SBl・ 3・ 4・ 5に おける平柱
の内梁間の柱は棟持柱 とみる。

l 57m 19m 3 38m 19m 2 6 4
桁行間及び梁間 ともに等尺の柱問
心心距離である。

65m 20～ 2_5m 3 45m 15m 3 8 4
桁行間及び梁問は不統一な尺度間
隔である。

47m 15m 3 40m 20m 2 7 4
桁行間及び梁間は等間であるが、
桁行間が短尺である。

38n] 19m 2 30m 15m 2 4 4
桁行間及び梁間はともに等間であ
るが、桁行間は長尺である。

5 45m 15m 3 400と 420 2 0--2 20 2 6 4
桁行間では短尺での等間、梁間は
20cmの ずれがみられ長尺である。

床式建物が推定され、SB02遺構の家屋に対する倉庫として理解したからである。これに対し

て SB lは SB4と 同様に高床式建物であるが、倉庫ではなく住居として理解している。

その主な相違点は建物への入口 (階段)が、 2か所であると推定されることにある。また

SB 2と SB 3は、共に掘立柱建物であ り、高床式と区分される。

さらに建物尺度からみれば、SBl遺構が最も桁行間及び梁間も共に柱間の心心間距離も等

しく統一されているし、また柱穴の掘 り方も方形である点等からみて最新の建物遺構 と推測

され、時期的には奈良期後半を下る時期 とみたい。これに対して平地式住居を廃絶して SB2

遺構の建物を、次にSB3遺構が建築されたと推測される。その根拠は当初は棟持柱側に加重

が掛かるとみる定築方法から、桁行間の加重を計算した尺度の変化に求めた推測である。

上壊状遺構では、特に SBlと SB 2建物遺構南面で検出された遺構である。南面での SK l

～ 3遺構はやや円形に近い土疲遺構である。SK遺構断面図にも示すごとく、遺構それ自体の

掘 り込みも浅く、出土した遺物も土師器を中心とする壷形土器が主体数をしめた。しかし充

項上の上層部からは、須恵器片も出土している。以上の出土遺物からみて、土猿状遺構の形

成時期は、平地式住居遺構 と大差なき時期と推測されるが、機能面については、いま一つ断

定しかねるものがある。
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版図



福 音 寺 遺 跡



第 1図 竹ノ下地区 発掘状況

一雨があれば発掘区は

まったくの沼地 となる。

メジャー位置が第 3層

の砂質粘土層である。

遺物はこの第 3層 と下

部(4層 )に 集中した。

砂礫層の包含層にみら

れる遺物

-1-



第 2図 竹 ノ下地区 護岸遺構

杭ア1に より、護岸効果

を計る。

護岸遺構の構築材には

転用された建築用材が

ある。

構築材の間 には枝材 と

オギが敷 きつめ られて

いる。
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遺物出土状況(木製品 1)第 3図 竹 ノ下地区

鎌の柄

鎌の着装部

斧か鍬の柄



十

第 4図 竹 ノ下地区

平 鍬

木 槌

竹 カゴ

遺物出土状況(木製品 2)
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第 5図 竹 ノ下地区

木盆の一部

鋤 ナスビ形の鋤先

二股鍬 の一部

遺物出土状況(木製品 3)
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|

第 6図 遺物出土状況(木製品 4)

不明木器 琴の一部 ?

建築用材

建築用材

ぜ
Ｎ
ヾ
一恭
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第 7図 竹ノ下地区

竹 カゴ

コオ リ

不明木器

と

ヒョウタン

遺物出土状況(木製品 5)
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第 8図 竹 ノ下地区

木 盆

不明木器

(編物の尺木 ?)

槌の子

(編物の糸巻用具 )

遺物出土状況(木製品 6)
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第 9図 竹 ノ下地区

鋤の柄 ?

不  明

維形の櫛

遺物出土状況(木製品 7)
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第 10図 竹 ノ下地 区

洪積層に打ち込まれた

杭材

柄穴のある木器

建築用材

遺物出土状況(木製品 8)
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第11図 竹 ノ下地区

護岸の縦材

タルキ木オ

端部 を狭 り込んだ木器

柄のある建築用材

�

遺物出土状況(木製品 9)

義
■
■
壼
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第12図 竹 ノ下地区

須恵器

有蓋高郭

啄  蓋

ナ不 身

遺物出土状況(土器 1)
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第13図 竹 ノ下地区

土師の姑

土師質の手づ くね土器

高 郭 ∵一一一一一べ一・】

許
く
一

一却４＝一一ｉ一一

遺物出土状況(土器 2)
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第14図 竹 ノ下地区

手づ くね土器

ナ不

ナ不

平
itti 

認摩

遺物出土状況(土器 3)

軒 |×議
i‥
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第15図 竹 ノ下地区

高芥と壺

高ナ不と壷

壺形土器片 と斧状 の石

器

遺物出土状況(土器 4)
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第16図 竹 ノ下地区

霊

丸底の壺

小型九底靖

遺物出土状況(土器 5)

―- 16 -―



第17図 竹ノ下地区

高lTh形 土器

弓

動物の歯牙

木器 と土器の出土状況

遺物出土状況 (上器 6)

―- 17 -―



遺物出土状況(土器 7)第18図 竹ノ下地区

三形土器

壺形土器

須恵器 と土師器の出土

:盛弧 Rヽ辮 |ゞ
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第19図 竹 ノ下地区 木製品 1



H

第20図 竹 ノ下地区 木製品 2
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第21図 竹 ノ下地区 木製品 3

9B



一

ド

‐

．
　

　

　

　

　

　

　

‐

　

　

‐

第22図 竹 ノ下地区 土師器 と石器

は
＝
Ⅷ



第23図 竹 ノ下地区 木製品 4



‖

第24図 竹 ノ下地区 木製品 5
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第25図 4tノ 下地区 木製品 6
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第26図 竹 ノ下地区 須恵器 1
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「　　　　　　‐　‐
第28図 竹ノ下地区 須恵器と土師器 1
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第29図 竹ノ下地区 土師器 2
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第30図 ナII付地区 土暖墓出土遺物

Ⅷ

¨

■
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第31図 筋違 A区発掘状況 1

S B01遺構発掘状況

S B01遺構 より筋違 A区全域 を望む
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第32図 筋違 A区発掘状況図 2

福
音
寺
遺
跡
筋
違
Ａ
区
の
表
土
排
除
作
業

筋違 A区のA濤完掘状況

4号住居跡出土状況

小型丸底壼

高必形土器

―- 32 -―



第33図 筋違 A区発掘状況 3

筋違 Att S B04住居跡遺構の全景
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第34図 筋違 Att S B04遺構発掘状況

住居内の東壁面におけるピッ ト状遺構よりの出土遺物
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第35図 筋違 AttS B04遺物出土状況

ピッ ト状遺構内の出土

遺物

同遺構内の小型丸底蛸
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第36図 筋違 Att S B06遺構 と遺物の出土状況

欝琴酵響畔讐鮮蛉拶群響ギ騨|li半 1学す呻平ⅢⅢ→ギザ1翠鷲

筋違 A区 6号竪穴式住

居跡のようす

同地区の壁面に検出さ

れた直刀
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第37図 筋違 AttS B05の遺構 と遺物 1

西壁面 での出土状況

(そ の 1)

乾位隅での壺形土器の

出土状況

北壁面におけるべ ノヽド

状遺構の出土状況
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第38図 筋違 Att S B05の遺構 と遺物 2

5号竪穴式住居跡の遺

物出土状況

手前は入田部

東北隅での出土状況

西壁面中央部での出土

状況 (そ の 2)
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第39図 筋違 AttS B05の遺構 と遺物 3

5号竪穴式住居跡で検

出された土器の出土状

況

同上 回縁部の状況

高郭形土器の出土状況
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第40図 筋違 AttS B05の遺構 と遺物 4

高杯形土器の出土状況

朝顔形口縁の壺形土器

と作業石の出土状況

主柱 P3の

作業石 と壺

形土器
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第41図 筋違 Att S B05の遺構 と遺物 5

東側面より

南側面 より

耳ヒ恨lF面 より



―
¬

第42図 筋違 Att S B05の遺構 と遺物 6

上

5号竪穴式住居の全景

と主な遺物の出土状況

中

東壁面の周濤 とべ ンヽ

状遺構のようす

下

西側壁面の濤のようす
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第43図 筋違 B区発掘区全景

耕作土削除後グリッド設立、左手前が磁北
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第44図 筋違 B区発掘状況 1

筋違 B区 1号竪穴式住

居跡の検出状況

上 層序の調査

中 竪穴式住居 と掘立

木質部の炭化遺物
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